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里古屋遺跡発掘調査報告書

国道397号地域活性化支援事業関連遺跡発掘調査



序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことの出来ない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、環

境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求め

られるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、岩手県気仙郡住田町の国道397号地域活性化支援事業に関連して平成15～17年度の 3カ

年にわたって発掘調査を実施した、住田町里古屋遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査で

本遺跡は、縄文時代前期後葉から後期初頭に継続的に集落が営まれ、平安時代には集落、中世には堀

跡が構築されていたことが明らかとなりました。中でもこの調査によって得られた出土遺物は、この

時期の様相を考える上で貴重な資料を提供することができました。本書が広く活用され、埋蔵文化財

についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられ

れば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県大船渡地方振興局土木部、住田町教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表し

ます。

平成19年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 武田 牧雄



例  言

1.本報告書は、岩手県気仙郡住田 町 世田米字里古屋8番地の2、 11・ 12番地ほかに所在する里古屋遺

跡の発掘調査成果を収録 したものである。

2.本遺跡の調査は、国道397号地域活性化支援事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は岩手県

大船渡地方振興局土木部と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協議を経て、大船渡地方振

興局土木部の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3。 本遺跡の岩手県遺跡台帳における遺跡呑号はNF14-2005、 遺跡略号はSGY-03～ 05で ある。

4.野外調査及び室内整理期間、調査担当者は次の通 りである。

野外調査 平成15年度 期 間 平成15年 4月 H日 ～9月 16日

面 積 2,288だ

担当者 北田 勲、坂部恵造

平成16年度 期 間 平成16年 5月 21日 ～11月 19日

面 積 3,011だ

担当者 北田 勲、村田 淳

平成17年度 期 間 平成17年 4月 8日 ～5月 13日 、6月 20日 ～28日

面 積 916∬

担当者 北田 勲、中村絵美

室内整理 平成15年度 期 間 平成15年 11月 1日 ～平成16年 3月 31日

担当者 北田 勲、坂部恵造

平成16年度 期 間 平成16年 11月 1日 ～平成17年 3月 31日

担当者 北田 勲、村田 淳

平成17年度 期 間 平成17年 8月 1日 ～平成18年 3月 31日

担当者 北田 勲

5。 本報告書の作成は、北田勲・村田淳が本文原稿、遺構・遺物図化、中村絵美 。坂部恵造が遺構図

化 (平成15'17年度整理分)を 行った。また I調査に至る経過は大船渡地方振興局土木部、附編 自然

科学分析は 1をパリノ・サーヴェイ株式会社、 2を株式会社古環境研究所、 3を 第四紀地質研究所、

4を古代の森研究舎が行った。全体の編集・校正は北田が行った。項目ごとの文責は文末に氏名を

記した。また、必要に応 じて編集者が一部加筆した箇所がある (文責記載有 )。

6。 遺物の分析・鑑定は次の機関等に委託した。

石器・石製品の石材鑑定  : 花尚岩研究会

火山灰同定分析     : パ リノ・サーヴェイ株式会社

放射性炭素年代測定   : 株式会社古環境研究所

黒曜石産地同定分析   : 株式会社第四紀地質研究所

炭化種実同定分析    : 古代の森研究舎

7.座標原点の測量及び空中写真撮影は次の機関に委託した。

座標原点の測量     : 株式会社菊池技研コンサルタント

航空写真撮影      : 東邦航空株式会社

8。 本書では、国土地理院発行の以下の地形図・地勢図を使用した。



1/50,000地形図 人首・陸中大原・遠野・盛、1/200,000地 勢図 一関

9.野タト調査及び本報告書の作成にあたり、次の機関・方々から御指導・ご助言をいただいた (敬称

略・五十音順)。

相原淳― (宮城県文化財保護課)、 菊池隆 (住田町)、 日下和寿 (宮城県白石市教育委員会)、 小林

正史 (北陸短期大学)、 三好秀樹 (宮城県文化財保護課)、 住田町教育委員会

10。 発掘調査資料は、全て岩手県立埋蔵文化財センターが保管 している。

11.調査成果の一部については、現地説明会資料 (平成15～ 16年度)。 現地公開資料 (平成17年度)。

遺跡報告会資料 (平成16年度)。 所報わらびて (lo9号)。 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成15～

17年度)等に発表してきたが、本書の記載内容が優先するものである。

凡  例

1.遺構図の用例は次の通 りである (凡例図参照)。

(1)遺構実測図の縮尺は竪穴住居跡・竪穴住居状遺構の平面・断面図1/60、 竪穴住居跡の炉1/30、

焼土遺構の平面 。断面図1/20、 土器埋設遺構の平面・断面図1/20、 土坑の平面・断面図1/40、 堀

跡・滞跡の平面形1/50。 1/100、 断面形ユ/60、 ピットの平面 。断面図1/40、 井戸跡の平面・断面図

1/40で表した。ただし規模の関係上これに合わないものもあるため、各図版にスケール及び縮尺

を付 した。

(2)推定線は破線で表した。また、重複遺構については実線・破線で表した。

(3)層位は、基本層序にローマ数字、各遺構堆積土等にアラビア数字を使用 した。

(4)土層色調観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を使用 した。

(5)遺構図中の「P」 は土器、「S」 は石器または礫を表している。また、遺物には番号を付した。

2.遺物実測図の用例は次の通 りである (凡例図参照)。

(1)遺物実測図の縮尺は縄文土器1/3、 土製品2/3、 石器 (剥片)2/3、 石器 (礫 )1/3、 石製品2/3、

土師器・陶磁器 1/2、 金属製品1/2、 銭貨1/1で表した。ただし法量の関係上これに合わないものも

あるため、各図版にスケール及び縮尺を付 した。

(2)剥片石器については、折れ面が存在する場合、その部分の実測図も付 した。

(3)礫石器の磨痕については、スクリーントーンで示 した。また、敲打痕についても、実測図で表

現できない場合についてはスクリーントーンで示した。

3.写真図版の用例は次の通 りである。

(1)遺構写真図版については基本的に平面及び断面写真をセットとし、遺構種別に合わせて遺物出

土状況などを掲載した。

(2)遺物写真図版については、縮尺は基本的に遺物実測図に準 じている。撮影面はほとんどの場合

1面のみとしているが、正面のほかに裏面などを撮影し、掲載 したものもある。
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I 調査に至る経過

里古屋遺跡は、「国道397号地域活性化支援事業」の実施に伴い、その事業区域内に存すること

から、発掘調査を実施することになったものである。

本事業は、一般回道397号小股～下大股地区において、線形改良を行い安全で円滑な交通環境

を確保するものである。当区間は幅員が狭いうえ、急カーブ、急勾配が連続 し車輪交通の走行速

度や安全走行の低下を招いてお り、幹線道路の機能が十分に確保 されていない。このため、道路

改良による安全で円滑な交通環境確保を整備 目的とし、本事業を実施することとなった。これに

伴って本事業地内に遺跡が存在することから、平成3年度に大船渡地方振興局 と岩手県教育委員

会生涯学習文化課が協議を行い、本発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業回埋蔵文化財センター

の受託事業 とすることとした。

(大船渡地方振興局土木部)

0           10km
崇

第 1図 岩手県図・遺跡位置図

-1-



Ⅱ 遺跡の立地と環境

l遺 跡 の 位 置

里古屋遺跡は岩手県気仙郡住田町世田米字里古屋8番地の2、 11・ 12番地ほかに所在 し、国土地

理院発行25,000分 の1地形図「陸中大原」および「盛」の図幅に含まれ、北緯39度8分37秒、東経

141度 28分56秒 に位置する。遺跡は、住田町役場から西に約8kmの 場所にあ り、大股川左岸の山体

裾部、河川によって形成された堆積段丘の南向き緩斜面上に立地 している。標高は218～ 233mで、

現況は宅地・水田・畑地。原野である。

遺跡の位置する住田町の古来からの主生業は農林業であ り、かつては産金地帯 としても知 られ

た。近世には、仙台藩領 と盛岡藩領 との藩境の地に位置 し、内陸部 と気仙沿岸の中継地であ り、

盛街道や同街道から遠野方面や江刺方面へ向かう道が通る交通上の要地でもあった。調査区の大

半の旧地権者であ り、調査区に接する菊池家 (当 主菊池隆氏)に は藩境が記されている絵図が現在

でも残されている。

現在は住田町の東西に国道107号が、南北に国道340号 が通 り、世田米で交差する基幹道路 と

なっている。また、国道107号 沿いの小股交差点から西へ国道397号が分岐 し、この道からは水沢

～人首～住田線の主要地方道が分かれている。そして、町の北端部を」R釜石線が通 り、町内唯一

の鉄道駅舎である上有住駅がある。

遺跡は国道397号 と国道107号が交わる小股交差点から、国道397号 を奥州市方面へ向かい、2つ

の トンネルを通って大股郵便局を過 ぎた、道路沿い北側に位置する。交差点か らは南西に約3km

である。

2地 理 的 環 境

本遺跡の所在する気仙郡住田町は岩手県沿岸南部に位置 し、西側に北上山地を望み、東側は釜

石市 。大船渡市を越えて太平洋に至る。北は夕 日山・貞任山、赤羽峠を境に遠野市、東は箱根峠

を境に釜石市、南東は五葉山、小松峠・白石峠を境に大船渡市、南は大平山、生出山を境に陸前

高田市、南西は内野峠、蛇山 。鷹ノ巣山・大鉢森山を境に一関市 (十 日大東町)、 西は物見山 (種 山)、

姥石峠を境に奥州市 (十日江刺市)に それぞれ接 している。町の位置は北緯39度 19分52秒 (極北)～

39度5分2秒 (極南 )、 東経 141度 44分40秒 (極東)～ 141度 23分 19秒 (極西)で ある。また、面積は

335.95kだ、東西33.68km、 南北19,02kmである。

町面積の91.20/Oが林野で、北は北上山系の主脈である高清水山 (1,013.9m)、 貞任山 (884.2m)、

夕 日山 (745。 9m)な どによる分水嶺 に沿って遠野市に境 し、東は愛染山 (1,228.5m)・ 五葉山

(1,341.3m)を 主峰とする分水嶺により釜石市に接 している。西には種山高原、姥石峠などの北上

山地があ り、これらの支脈が四方に延びていて、山岳に囲まれている。ただ、高清水山を発源地

とし、北東から南に向かって流れる気仙川の流域、及びその支流である坂本川、新切川、火の上

川、大股川、中沢川などに沿って段丘が形成され、僅かに平地が開けている。またこれらの河川

にはさらに多数の渓流が流入 し、アユ、イワナ、ヤマメなどの川魚を多 く育んでいる。

本遺跡の所在する里古屋地区には、姥石峠を発源地 とし、世田米字小股で南流する小股川 (全

-2-



Ⅱ 遺跡の立地と環境

長 4,200m)と 合流する大股川 (全長 18,600m)が 流れている。大股川はさらに世田米字川口で高清

水山を発源地 とする気仙川 (全長 26,500m)と 合流 し、陸前高田市 (広 田湾)か ら太平洋に注いで

いる。

本遺跡は住田町世田米の里古屋地区に所在 し、北側に遠野市境 となる荷沢峠、西側 に江刺市境

となる姥石峠があ り、南に判官山 (730m)を 望む大股川沿いの山体裾部、河川によって形成され

た堆積段丘上の南向き緩斜面に立地 している。

住田町を含む気仙地方の地質について概観すると、その地質年代は大 きく古生代 。中生代。新生

代に3区 分され、古生代ではシルル紀・デボン紀・石炭紀。二畳紀、中生代では三畳紀・白亜紀、新

生代では第三紀・第四紀の地質が見 られる。 また、地質構造は西から東に向かって、「 日詰 一気仙

沼構造線」、「遠野 ―高田構造線」、「氷上構造線」、「土淵―盛構造線」がほぼ南北に走 り、北東部

には「早池峰構造帯」を挟んで西に「早池峰―五葉山構造線」、東に「盛岡―五葉山構造線」が

走っている。

3歴 史 的 環 境

住田町では岩手県教育委員会によると、平成13年 4月 現在で121遺 跡が報告 されている。今回掲

載 しているのは、本遺跡を中心 として同心円状に半径10km圏 内に位置する縄文時代～近世の遺跡

で、計77カ 所を第2図・第1表 に示 した (30・ 31は遠野市、69～ 771ま 陸前高田市に所在する遺跡であ

るが、圏内に入ることから掲載 した)。

遺跡の立地 している住田町は、町全体の91.2%が林野であ り、平野は河川流域に集中している。

分布 している遺跡 もこの平地部分に限られ、本遺跡 も大股川左岸の緩斜面地に位置 している。ま

た、住田町は岩手県の中でも洞穴遺跡が多いことでも知 られている。

今回掲載 した計77遺跡のうち、本調査が行われたのは、平成 13・ 14年 度に調査が行われた23館

遺跡 (岩文振第432集 )のみである。住田町全域について見れば、蔵王洞穴 (蛇王洞洞穴)の 調査が

1963年 に東北大学考古学研究所によって行われ、縄文時代早期の遺物が層位的に検出されたこと

で学術的に著名である。また、湧清水洞穴や小松洞穴などで本調査が行われ、近年では平成11～

14年の間に中和田遺跡 (岩文振第355集 )、 小松 I遺跡 (岩文振第433集 )、 小松 Ⅱ遺跡 (岩文振第392

集)の調査が当事業国によって行われている。

4 基本層序と調査区内の地形

本遺跡の基本層序は以下の通 りである。

第 I層   現耕作土・表土

第 Ⅱ層  黒褐色土    (縄 文時代後期遺構検出面 )

層厚10～ 50cm

層厚10～ 30cm

第Ⅲ層  暗褐色土 (縄文時代前期～中期遺構検出面) 層厚10～ 30cm

第Ⅳ層  黄褐色粘土質土 (最終遺構検出面 ) 層厚不明

調査区内の地形を概観すると、調査区は南向き緩斜面上にあ り、北か ら南 もしくは北東から南

西に向かって傾斜 してお り、現況での標高最高値は239,9m(調査A区 )、 標高最低値は219.5m(調

査D区 )で ある。調査区は北西から南東に約320m、 東西に約20mの範囲で、傾斜角度は旧地形が

残存 している箇所で、約10～ 12° である。本遺跡は大股川左岸の山体裾部、堆積段丘上の緩斜面
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4 基本層序と調査区内の地形

第 刊表 周辺の遺跡分布表

No市 町村名  遺跡名 時 代 遺構 造物 所在地 備 考

住田町

住田町

住田町

住団町

住田町

里古屋

高屋敷 Ⅱ

高屋敷 I

名洞

下大股

すい沢

折壁

奥折壁

奥折壁 Ⅱ

蝦夷

猫 lHl

津付 I

津付 Ⅱ

篠倉沢畑屋跡

落合

子飼沢高炉跡

小牧倉製鉄所跡

笹畑

畷畑

清水

中島

高屋敷

館

小股館 (紺野館 )

小股

上柏里

下柏里

川口

栗木鉄山跡

新谷館

西館

石神平

中村

日門城 (判 官館 )

横川

的場

船作 1

羽穴

苗代沢

外館城 (下有住城 )

十文字

根岸

外根岸城 (平 田館 )

熊野山常光寺

中井

菅の下

菅岩洞穴

中上

下清水

和山館

赤畑

川向

浄福寺

上原館城 (原城 )

満蔵寺

針山

小日洞

光勝寺跡

小枝

下 日向

上根前

中沢上根

上 日向

大崎

世日米城 (下館・新城 )

山谷

伝桜

鬼丸洞穴

祝洞日古ldl

宝龍第二岩陰

宝龍洞穴

宝龍第一岩陰

的場館

=の
戸館

三の声沢

目貫館

角地

集落跡 縄文

散有地 縄文

故布地 縄文

散布地 縄文

故布地

散布地 縄文

散布地 縄文

故布地

洞穴  縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

製鉄跡 近世

散布地 縄文

製鉄跡 近世

製鉄跡 近代

散布地 縄文

散本地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

集落跡

城館跡 中世

散布地 縄文

散布地

散布地 縄文

散布地 縄文

製鉄跡

城館跡 中世

城館跡 中世

散布地

散布地 縄文

城館跡 中世

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

城館跡 中世

散布地

散布地

城館跡 中世

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

洞穴  縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

城館跡 中世

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

城館跡 中世

散布地 縄文

散布地 縄文

枚布地 縄文

寺院跡

散布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

故布地 縄文

散布地 縄文

散布地 縄文

城館跡 中世

故布地 縄文

散布地 縄文

洞穴  縄文

古墳

岩影  不詳

洞穴  縄文 弥生

岩影  不詳

城館跡 中世

城館跡 中世

集落跡 縄文

城館跡 中世

集落跡 縄文

縄文土器 (前期～後期 )

縄文土器

縄文土器 (後 晩期 )

縄文土器 (後期 )

石器、石槍

縄文上器 (後期 )

縄文土器 (後期 )

縄文土器

縄文土器 (後 晩期 )

縄文土器 (晩期 )

縄文土器

縄文土器 (後期 )

縄文土器 (後期 )

縄文土器 (後・晩期 )

縄文土器 (晩期 )

縄文土器 (後 ,晩期 )

縄支上器 (後  晩期 )

縄文土器 (中期 )

世田米字里古屋

世田米字高屋敷

世田米字高屋敷

世日米字下大股

世日米字下大股

世日米字下大股

世田米字下大股

世田米字下大股

世日米字下大股

世田米字津村

世田米字津村

世田米字津村

世田米字津付

世円米宇子飼沢

世日米字子飼沢

世田米字子飼沢

世田米字子飼沢

世日米字小股

世日米字畷畑

世日米字小股

世田米字小股清水

世日米字小股

報告遺跡

H10新規

水田化  H13津 付 Iよ り名称変更

水日化

H13奥折壁 より名称変更

H13折壁 Πより名称変更

水田化

水田化

H10新規

水田化

水田化

H13小飼沢高炉跡より名称変更

水用化

水田化

水田化

水田化

水Htt Hll1210「 館遣跡Jと して範囲拡大、
H1314F館 遺跡Jと して県埋文調査

6 住田町

7 住岡町

8 住田町

9 住田町

10 住田町

Iユ 住田町

12 住田町

13 住田町

14 住田町

15 住田町

16 住田町

17 住田町

18 住田町

19 住田町

20 住田町

21 住円町

22 住円町

23 住田町

斃 住田町

25 住田町

26 住田町

27 住田町

28 住田町

29 住田町

30 遠野市

31 遠野市

32 住田町

33 住口町

34 住田町

35 住田町

36 住田町

37 住田町

38 住田町

39 住H町
40 住田町

41 住田町

42 住田町

43 住田町

44 住田町

45 住田町

46 住田町

47 住田町

48 住田町

49 住田町

50 住日町

51 住田町

52 住田町

53 住田町

54 住田町

55 住田町

56 住田町

57 住田町

58 住田町

59 住田町

60 住田町

61 住田町

62 住田町

63 住田町

64 住田町

65 住田町

66 住田町

67 住日町

68 住田町

69 陸前高田市

Ю 陸前高田市

71 陸前高田市

72 陸前高田市

73 陸前高田市
‐4 陸前高田市

75 陸前高岡市

お 陸前高田市

77 陸前高田市

世田米字小股    水田化

郭、堀、腰郭           世田米字小股    水円化

縄文土器 (中・後期)       世田米字小股    水日化

世日米字柏里

縄文土器             世田米字下柏里

縄文土器             世日米宇川ロ

世田米字子飼沢   Hユ 157県指定史跡

帝郭、上塁、平場          小友町字荒谷

稀郭、土 II            小友町字荷沢

下有住宇奥火の上

紀文土器 (中  後期)       下有住字奥火の上

郭、堀              下有住字火の上

縄文土器 (後期)         下有住字火の上

縄文土器 (後期)         下有住字火の上

縄文土器             上有住船作     H10新 規

縄文土器 (後期)         下有住字新切

縄文土器 (中期)         下有住字十文字

本丸、二の九、郭          下有住字十文字

下有住字十文字

上有住字根岸    水田化

腰郭               上有住字宇南田

縄文土器 (後期)         上有住字中井

縄文土器             上有住字中井    H10新 規

縄文土器 (後期)         上有住字大畑

縄文土器 (後期)         上有住字大畑

組文土器 (後期)         下有住字中上    水田化

縄文土器 (後期)         下有住字高瀬    水田化

下有住字高瀬

縄文土器 (中  後期)       世田米字赤畑

縄文土器 (晩期)         世岡米字川向    ■ 2調査

縄文土器 (後期)         世日米字柿中村

本丸、この丸、堀、腰郭       世日米宇本町    H13と 館原城 より名称変更

縄文土器             世日米字本町

縄文土器 (後  晩期)       世田米字松 ケ平   半壊

縄文土器             世田米字小日洞

世田米字川向

縄文土器             世日米字鉢ケ森

縄文土器 (後期)         世日米字 日向

縄文土器 (中  後期)       世日米字 日向

縄文土器 (後 晩期)       世日米字 日向

縄文土器 (後 晩期)       世日米字上 日向

縄文土器             世田米字大崎

本丸、腰郭、馬場、屋敷跡     世日米宇大崎

縄文土器             世日米字山谷

縄文土器 (後期)         世日米字窪 EI

縄文土器 (後期)         世日米字合地沢   H13折 壁 より名称変更

土器、天王‖I(ク ズ レ)人骨 (女 ) 矢作町宇的場

矢作町字的場

土器、人骨、動物遺存体       矢作町字的場

人骨 ?              矢作町字的場

空堀               矢作町字的場

空堀、主引
`            

矢作町字この戸

磨石、石斧、石剣、炉跡      矢作町字
=の

戸

空j71、 主郭            矢作町二田野

石剣、縄文土器 (晩期)      矢作町字三の戸
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

地に立地 しているが、調査A区 9・ 10ラ インに位置する旧沢地形により東西に分断されている。こ

れは調査C区 17・ 18ラ インにも見 られ、現在 も湧水が沢を形成 し、地域の生活用水 として利用され

ている。

調査区の現況地形は宅地、水田、畑地、原野で構成されている。宅地は旧地形である斜面を約

2～3m程度削平 して建築 してお り、旧地形上 (C区 17～ 19ラ イン)に形成 されていたと思われる遺

構はすでに消滅 している。 また、A区 9'10ラ インの旧地形はおそ らく沢であつたと思われるが、

第 2図 周辺の遺跡分布図
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4 基本層序と調査区内の地形

調査開始時は家屋がまだ建ってお り、その後調査を行ったと

ころ、下層か ら近現代 と考えられる石垣 (沢水 を通す溝の側

壁)を 検出 している。 この箇所の旧地形は失われているが、

遺構 は存在 していなかったと思われる。水田はB区 11・ 12ラ

イン現況面にあ り、造成時の削平により、 I層 (水 田耕作土・

床土)を 除去すると一部のⅢ層を残 してⅣ層が露出する状態

であった (斜面上側はⅣ層も深 く削平 し平坦面を作っている)。

よって、 これより上層面に存在する遺構 は残存 していない。

C・ D区 21～ 32ラ インまでの国道397号 沿い調査区は、国道建

設時やそれ以前 と思われる攪乱を多 く検出した。現況で残っ

ていた旧道は国道が出来る以前に地域住民が使用 していた地

域道で、地域の方の話では昭和半ばに国道が建設され現在の

状況になったということである。旧道箇所は大半がⅣ層まで

削平して平坦面を作出しているが、一部はⅡ層などの上に礫

混 じりの盛土を行った痕跡 も確認できた。同 じくA区 6～ 8ラ イン斜面下側 も大 きく攪乱 されてお

り、規模は長さ15m、 幅3m、 深さ20～ 50cm程 度で、重機の痕跡を残 している。

基本層序が良好に残存 しているのは、現況が畑地部分のB区 13～ 15ラ インで、この箇所か らの

遺構・遺物出土量が最 も多い。また、C区 19,20ラ インもⅡ層は斜面上側の一部にしか残存 してい

ないが、遺存状態は良好である。

層序については、 I層 は昭和20～ 30年代及びそれ以降による人工的に形成された現耕作土層ま

たは表土層で、遺構の残存は皆無である。現況が水田の部分は、水田耕作土が層厚10～ 20cm、 水

田床土が層厚10～ 20cm、 盛土が層厚10～ 50cm堆積 している。畑地の部分は層厚10～ 30cm、 原野は

層厚20～50cmで ある。土色は黒褐色が中心であるが、水田などは一部灰黄褐色を呈する。

Ⅱ層は黒～黒掲色土主体に構成されてお り、縄文時代後期の遺物包含層である。 Ⅱ層上面での

遺構検出は困難であるが、Ⅲ層上面の暗褐色土 まで掘 り下げるとはっきりと遺構 を認識できる。

後期の遺物 を含むⅡ層が残存 しているのは主にB区 12～ 16ラ インで、層厚は10～ 30cmで ある。斜

面下側の堆積は厚 くなっているが、これはSD04堀跡が廃棄された後に上部から流れたⅡ層がSD04

堆積土内やその上部に堆積 したものである。C区 19～ 22ラ イン斜面上側、D区24～ 31ラ イン斜面

上側でも黒褐色土が確認されてお り、土色・土性などが近似する。 しかし、B区 13～ 15ラ インで出

土する遺物 とは明らかに異なり、また灰黄褐色テフラを上面に堆積または混入するため、二次堆

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

150
(cm)

・Ｂ

・Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

※白部分はⅣ層

第 4図  Π・Ⅲ層分布範囲

|         ||

第 3図 基本層序模式図
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

積 もしくはⅡ層 とは異なる可能性 もある。

Ⅲ層は暗褐色土主体 に構成されてお り、縄文時代中期の遺物包含層である。本遺跡では最 も厚

く堆積 している層で、分布範囲も広い。A区 では削平によりほとんど確認されないが、遺構が比

較的多い6～8ラ イン斜面上側には一部残存 している。B区 は最 も厚 く、遺構・遺物 ともに出上 して

お り特に13～ 15ラ インは遺物包含層を形成 しながら、著 しい遺構の重複が確認されている。本層

位堆積以降に構築 され、廃絶 された遺構内にはⅢ層を起源 とする暗褐色主体土が堆積 している。

C区 ではⅡ層の堆積が削平の影響で少ない分、本層位中もしくは本層位を起源 とする堆積上に覆

われた遺構が多い。堆積はB区 に比べて薄いが、斜面上側は層厚 10cm程 度が確認 される。D区 に

なると極端に少なくな り、一部に観察されるのみである。全体的に層厚は10～ 30cm程度、一部に

A
トーー238300m

メインベルト3

1 10YR3/3 暗褐
2 10YR2/2 黒褐
3 10YR3/3 暗褐
4 10YR3/4 暗褐

メインベル ト 1 名

メインベ,レ ト1

la 10YR4/4褐  粘性弱 しまり疎 表土層 植物痕多量混入
lb 10YR4/4褐 +10YR3/2黒 褐の混合 粘性やや弱 しまり疎
lc 10YR4/3に ぶい責橙色 粘性弱 しまりやや疎 明黄褐粘土質 (地 山)イ ブヽロック (径 5～ 15cm)を 少量含む (撹乱)

ld 10YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎 S30年 代国道397号工事埋め戻し分か
le 10YR3/4R音 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 S30年代国道397号工事埋め戻し分か
4 10YR5/4にぶい黄褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫 (径 1～3cm 亜角)50%以上含む
5 10YR6/6明黄褐 粘性中 しまりやや密 中礫 (径 1～ 2cm 亜角)50%以上含む
6 10YR6/6明黄褐+10YR6/4に ぶい黄橙 粘性中 しまりやや密 中礫 (径 1～ 5cm 亜角)30%以 上含む
7 10YR7/6明黄褐 粘性やや強 しまり密 中礫 (径 1～5cm 亜角)10%以上含む
8 10YR8/3浅黄褐 粘土 粘性やや強 しまり密 地山基盤層近く 中～大礫 (径 1～ 10cm 亜角)30%以上含む

島 235100m メインベル ト2

メインベル ト2

1 10YR4/3 にぶい黄褐 粘性弱 しまりやや疎 中～大礫 (径 3～20cm 亜角)含む 基本層序 I層耕作土
2 10YR2/2 黒褐 粘性やや弱 しまり疎 基本層序I層
3 10YR2/3 黒褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎 基本層序Ⅲ層
4 10YR2/3 黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 基本層序Ⅲ層※17層 よりわずかに濃い

5 10YR3/4 暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 遺構か 基本層序Ⅲ層起源
6 10YR3/3 暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 遺構か 基本層序Ⅲ層起源

農 234500m メインベル ト3

当

阜

粘性やや弱  しま りやや疎

粘性やや弱  しま りやや疎

粘性やや弱  しま りやや疎

粘性やや弱  しま りやや疎

基本層序 I層耕作土

中礫 (径 1～3cm 亜角)含む 土器多量に含む

中礫 (径 lcm 亜角)含む

基本層序Ⅲ層

※メインベルト1～ 3断面位置は
P29。 30遺構配置図を参照

0         1:150         5m
|

第 5図 基本層序
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灰黄褐色テフラを混入する箇所 も見 られる。

Ⅳ層は黄褐色粘土質土であ り、遺構検出最終面である (い わゆる地山)。 前述のように、A区や

BttH。 12ラ イン、C区 17～ 19ラ イン (宅地分 )、 19～ 23ラ イン斜面下側、D区 24～ 32ラ イン (十日道

分)な どでは I層 直下に本層位が露出する状態であった。調査区の大半は現耕作土・表土直下に本

層位の堆積が見 られる。これは削平・攪乱の影響を多分に受けているとともに、本遺跡が傾斜地

に立地 しているため、斜面上側か ら流入 した堆積土などが緩斜面地に堆積 し、それ以外は留まら

ずに斜面下側へ下るということか ら見 られる状況 とも考えられる。

V層 は10～ 20cmの黄掲色粘土 と10～ 40cmの砂礫が交互に観察される層である。層厚は不明であ

るが、SD04堀 跡を精査 した際、壁面に見 られた堆積から判断すると、3m近 くはあろう。3mの 間

にはそれぞれの層が各6～8層認め られる。本層位には遺構及び遺物は全 く含 まれてお らず、箇所

によっては堆積が薄い場合 もある。本層位 より下層には、岩盤層が存在すると見 られる。

Ⅲ 調査と整理の方法

l野 外調査 方法

(1)グ リッド設定 (第 6図 )

里古屋遺跡の調査区域は北西～南東に約320m、 北東～南西に約20mの 範囲で、北西～南東を

長軸線 とする道路幅分の長形の形状 を呈 している。

グリッドの設定については平面直角座標第 X系 から基 1を 起点に時計回 りに45° 振って基準点 1

～4を 設定し、これを基に調査区全域をカバー出来るようにグリッドを設定 した。大グリッド (10×

10m)は 長軸方向に算用数字1～ 32、 短軸方向にアルファベット大文字A～Eである。また、小グ

リッドは大グリッドを2× 2mで 25に 分割 し、北西隅を起点として、東西方向に1～ 5・ 6～ 10。 11

～15'16～ 20。 21～ 25と した (例 ilAlグ リッド)。 なお、基準点の成果値は以下の通 りである。

(2)年度】U調査範囲 (第 7図 )

里古屋遺跡の調査は平成15～ 17年 度の3カ 年に亘って行われた。調査面積 については、平成15

年度2,288ポ、平成16年度3,011ど、平成17年 度916� である。調査範囲については、調査A区～B

区西 (1～ 14グ リッドライン)は平成15年度、調査B区東～D区 (15～ 32グ リッドライン)は平成

16年度 (宅地部分除 く)、 調査C区 (17～ 21グ リッドライン)の平成16年度調査未了分 と宅地部分

(17～ 19グ リッドライン)は平成17年 度に行った。

第2表 基準点位置

基準点 グ リ ツ ド
日本測地系 世界測地系

X Y H X Y H

基 1 13Dl -95164.142 56400000 231665 -94856115 56099482 231665

基 2 6Dl -95114644 56350.502 236.889 -94806.616 56049.985 236889

基 3 16Cl -95178.284 56428.284 232.041 -94870.257 56127.765 232.041

基 4 22Cl -95220,711 56470711 225.593 -94912684 56170.191 225.593
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第 6図 グリッド配置図
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A

B

C

D

E

1 野外調査方法

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

平成15年度   平成16年度   平成16・ 17年度 'lt平成17年度

第7図 年度別調査配置図

(3)試 掘 調 査

最初に、地形の状況 と地層の堆積状況、遺構の有無、遺構 。遺物集中区域の確認 と把握を目的

として、任意に約20カ 所の1～ 2× 4～ 20mト レンチを設定 し、入力で トレンチ調査を行った。 ま

た合わせて、岩手県教育委員会生涯学習文化課が平成13年 12月 と平成14年 11月 の2回行った試掘

調査の時に重機により掘削 した トレンチも掘 り下げを行った。

この結果、現況が原野であったA区 は I層 表土の下は大半の場合、Ⅳ層が検出されることが分

かった。層厚は10～ 50cmで 、畑地のような柔 らかい黒褐色上である。B区西側は現況が水田であ

るため、近年の造成工事により削平の影響を多 く受けている。 I層 は水田耕作土及び水田床土で

構成され、直下はⅢ層が一部残るのみでほとんどはⅣ層が露出する。 これとは反対に、B区東側

は現況が畑地 ということもあ り、調査区内で最 も良好な層序 を示 していた。表土でも多 くの遺物

を表採でき、層厚10cm程度の I層 の下には、遺物を多量に包含するⅡ層黒褐色土がある。C区 は

現況が畑地でB区東側 と似た様相を呈するが、 Ⅱ層黒褐色土中に砂礫 を少量含むため、B区 Ⅱ層に

比べて若千汚れた黒褐色土を呈する。斜面下側は I層 直下にⅣ層が露出 し、近年に削平 されたと

思われ、攪乱 も見られる。D区 は現況が原野 と旧道であ り、旧道を挟んで斜面上狽1は 石灰岩の大

礫 を散在する黒褐色土、下位は黒褐色土上面に灰責褐色テフラを堆積 していた。テフラはかなり

広範囲に分布 していたが (28～ 30グ リッドライン)、 遺物は微量に含 まれる程度であった。

試掘の状況からも、遺跡の中心はB区東側からC区 にかけてと推測 された。 しか し、SD04及 び

07に 関しては、県生涯学習文化課の試掘では見つからず、本調査開始後に発見された。

(4)重機及び人力による粗掘・遺構検出

試掘調査の成果をもとに、 トレンチ調査で終了 した部分以外の重機が入れる箇所において、 Ⅱ

層黒褐色土及びⅢ層暗褐色上、Ⅳ層黄褐色粘土質土上面までの I層現耕作土・表土を重機により

掘削 した。また、重機が入れないB・ C区 13～ 16ラ インは人力による表土除去を行った。

この後、人力による遺構検出を行い、これによってⅡ層で遺構が検出された箇所に関しては精査

を行い、それ以外の区域はさらに下層までの掘 り下げを行った。基本的に遺構検出はⅡ層上面・

Ⅲ層上面。Ⅳ層上面の3回行い、状況に応 じてそれ以外の面での遺構検出を実施 した。Ⅳ層以下の

状況については、 トレンチ箇所の斜面上側 と下側などに1× 2mな どの深掘 りを入れて確認を行っ

たが、Ⅳ層以下からは遺構 。遺物 とも検出されなかった。

/

/

/

/

鏃 建

引
/ ノ /

＼
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Ш 調査と整理の方法

(5)遺構の調査方法

竪穴住居跡及び住居状遺構の調査は四分法で、その他の遺構については原則的に三分法で行い、

それぞれ堆積土層観察用のセクションベル トを設け、土層を観察 しながら精査を進めた。 この際、

土層の堆積状態、追物の出土状態、遺構の完掘状況を中心に写真撮影及び実測を随時行った。

遺構については、その性格により分類化 した記号 を用いた。 また、遺構

記号は調査 を進めてい く段階で付記 した性格 と異なる遺構が検出された場

合は、室内整理作業において記号 。番号を付け直 している。

遺跡・遺構 。現場出土遺物の写真撮影については中判PENTAX67(モ ノク

ローム)を メインカメラとし、NikonFM2(35mn、 モノクローム・スライ ド

カラー各1台)を サブカメラとして使用 した。一部の遺構ではMamiya645

(モ ノクローム・スライ ドカラー)撮影 も実施 し、メモ撮影 としてデジタル

カメラ (2.0メ ガピクセル)を 使用 した。加えて、平成15年 度は株式会社菊

池技研 コンサルタント社製フォトエ レベータをテス ト使用 した。

また、平成15年 9月 4日 、平成16年 11月 17日 に各年度の調査区域全体の航

空写真撮影を実施 した。

遺構実測図の縮尺は1/20を 基本 としたが、竪穴住居跡炉・焼土跡。遺物微細図などは1/10、 その

他の遺構 も種類や規模により1/10、 1/40、 1/50、 1/100、 1/200な どの縮尺を用いて遺構実測図

(第 1原 図)を 作成 した。なお、調査の進行上土層断面の写真や実浪1を 省略 し、状態の記録や計測

等のみに留めた遺構 もある (竪穴住居跡内ピットなど)。

(6)遺物の取 り上げ方

遺物の取 り上げ方は、遺構内出上分については出土遺構名 と出土層位 (検 出面、上位、中位、

下位、床直上、床面、底面、第1回 掘 り下げ1～ 10cm、 第2回掘 り下げ11～ 20cmな ど)を 記 し、こ

のうち床面、底面出土分については出土位置 も記録 した。遺構外出上分は小グリッドごとに層位

を記 し、 lAl・ Ⅱ層上位などと記載 して取 り上げた。ただし I層現耕作土・表土出土及び表採 につ

いては大グリッド名のみのものもある。

2整 理 方 法

平成15年 11月 1日 ～平成16年 3月 31日 (5カ 月間 :整理作業員6名 )、 平成16年 11月 1日 ～平成17年

3月 31日 (5カ 月間 :整理作業員8～ 10名 )、 平成17年 8月 1日 ～10月 31日 (3カ 月間 :整理作業員5

名 )、 平成17年 11月 1日 ～平成18年 3月 31日 (5カ 月間 :整理作業員1名 )の期間で室内整理作業を

行った。整理作業は各年度に行い、平成17年 度に編集を行った。

(1)遺   構

遺構は現場で図化 してきた遺構図面を第1原 図 とし、註記や遺構の切 り合い、配置などを検討

しなが ら担当調査員が遺構 ごとに第2原 図を作成 し、その上で トレースを行った。

各遺構は、位置・規模・形態などの基礎データを抽出し、遺構一覧表を作成 した。遺構図版は各

遺構種別に、竪穴住居跡・住居状遺構・土坑・土器埋設遺構・配石遺構・焼土跡・炉跡・堀跡・溝跡・墓

第3表 遺構略号表

略号 遺構名

SI 住居跡

SX 住居状遺構

SK 土坑

SF 焼土跡・炉跡

SR 土器埋設遺構

SH 配石遺構

SD 堀 跡

SZ 墓坑

SE 井戸跡

P ピッ ト

石組遺構
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2 整理方法

坑・井戸跡・石組遺構・ピットの順で掲載 した。

(2)遺   物

a。 土器

水洗乾燥後、収納袋ごとに破片数及び重量計測を行った。次に註記、遺構・層位・グリッドごと

に仕分けを行い、接合作業を行った。その後、遺構内出土土器については出土層位ごとに遺構の

存続時期に最 も近いと考えられる床面・底面・炉体土器等→床直上→堆積土下位→中位→上位→検

出面の順で登録を行った。復元作業、掲載遺物の選別、登録作業、実測、拓影、 トレース、写真

撮影 といった手順で行った。

掲載遺物については、遺構床面・底面から出土 したものをランク上位 とし出来る限 り掲載する

よう努めた。それ以外については遺構内出土遺物を原則 とし、遺構外出土遺物については立体土

器・口縁部破片・器形復元可能な破片を優先 とし、胴部に特徴的な文様を持つ破片、多量に出土

している文様の代表的な破片を掲載 した。底部破片については1/2以上残存する場合は1個体扱い

とし登録 した。また上記の基準を満たさないものでも出来る限 り図化 し、掲載 した。

b.石 器

水洗・註記を行った後、担当調査員が全点を観察 し、分類・計測・登録作業を行い、一覧表を作

成 した。その後、分類 ごとに代表的な形状を抽出し、実測、 トレース、写真撮影を行い、掲載 し

た。

掲載遺物については、器種・分類に選別 した石器か ら全体の形状が明瞭に分かる完形品や黒色

粘着物付着など使用痕跡が残存するものを優先 し、さらに遺構内を優先に選別 して図化 した。石

器実測に当たっては剥離の場合、 リング・フィッシャーは調査員が入れることとし作業の効率化

を図った。掲載できなかった石器についても全点について法量計測を行い、点数。重量の計瀕1、 石

材仕分けを行った。なお、掲載遺物については観察表を作成 し掲載 したが、不掲載遺物について

は観察表の掲載を割愛 した。ただし、不掲載遺物についても同項 目で観察表は作成 し、岩手県埋

蔵文化財センターに保管 している。

(3)掲載図版の構成

掲載図版は遺構 と遺物を分け、遺構図版は遺構の種別で掲載 し (一 部重複関係で同一頁に掲載 )、

遺物図版は土器・土製品・石器・石製品・土師器・陶磁器・金属製品。銭貨など種別で掲載 した。

登録番号については、平成15年 度出土石器・石製品が0001～ 、平成15年 度出土土器・土製品が

1001～、平成16年 度出土石器・石製品が2001～ 、平成16年 度出土土器・土製品・陶磁器。鉄製品・銭

貨が4001～ 、平成17年 度出土石器・石製品5001～ 、平成17年度出土土器・土製品が6001～ である。

これに加えて、掲載遺物については全遺物について通 しの掲載番号を付 している。

このほかに、図版番号・写真番号 も合わせて記載 している。観察表の ( )内数値は残存値、

〔 〕内数値は推定値である。

3野 外調査経 過

平成15年～平成17年 の3カ 年に亘 り行われた野外調査の経過を概略する。
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Ш 調査と整理の方法

平成15年度調査

4月 11日 (金)調 査開始。

4月 14日 (月 )。 15日 (火) 試掘。

4月 16日 (水 )～ 5月 7日 (水)重 機による表土除去 (延べ 12日 間)。 B区 (13'14グ リッドライン)に

ついては既に表土か ら多量の遺物が採取 されるため、人力での表土除去を行 う。排上場が狭 く、

調査区内に排土を仮置 きしているため、作業に手間取る。

4月 22日 (火)基 準点設置。A区精査開始。

6月 3日 (火 )～ 6日 (金)排 土処理のため、ダンプカーで排土を近隣の所定地に運搬を行い、B区

調査着手範囲を確保する。B区 (13・ 14グ リッドライン)で は、斜面下方に深 さ2.7mの堀が存在す

ることを確認する (後 のSD04堀跡 )。

6月 9日 (月 )～ 6月 30日 (月 )A区 の遺構精査 とB区 Ⅱ層包含層 と遺構の精査を終了。

7月 3日 (木 )～ 7月 29日 (火)A区 東端の住宅があった箇所について、試掘 トレンチを設定 し、人

力による遺構・遺物の確認を行 うが、旧沢地形を埋め立ててお り、遺構・遺物は検出されなかった。

29日 (火 )ま でに埋め戻 しを完了。B区 Ⅲ層包含層及び遺構精査を行 う。

7月 9日 (水)委 託者及び地権者 と協議 し、B区 13グ リッドラインを縦断する通路分について、調

査を行 う了承を得て、表土除去及びⅡ・Ⅲ層掘削を開始する (～ 8月 22日 (金 ))①

7月 23日 (水)遠 野市立小友中学校体験学習 (生徒7名 、引率 1名 )。

8月 後半 天候不順が続 く。

8月 30日 (土 )現 地説明会 (参加者75名 )。

9月 4日 (木)航 空写真撮影。

9月 11日 (木)終 了確認。

9月 9日 (火)～ 15日 (月 )重 機による埋め戻 し作業。

9月 14日 (日 )～ 15日 (月 )排 上場 として借地 していた水田の復旧作業。

9月 16日 (火)現 場撤収。平成15年度調査終了 (A区・B区 14グ リッドラインまで)。

平 成 16年度調査

5月 21日 (金)調 査開始。

5月 21日 (金)～ 5月 27日 (木)試 掘。

5月 26日 (水)～ 28日 (金)B区 (15～ 17グ リッドライン)、 C区 (18グ リッドライン)で は、前年度

調査に引 き続 き表土か ら多量の遺物が採取されるため、人力での表土除去を行 う。

5月 26日 (水)～ 6月 7日 (月 )重 機による表土除去 (延べ7日 間)。

6月 1日 (火 )～ 25日 (金)国 道397号沿い調査区であるC区 (19～ 23グ リッドライン)の精査。

6月 2日 (水)基 準点設置。

6月 29日 (火 )～ 7月 2日 (金)D区 遺構検出及びⅡ層黒褐色土掘削。

6月 28日 (月 )～ 7月 2日 (金)重 機による旧道部分の表土除去 (延べ5日 間)。

6月 30日 (水)～ 7月 12日 (月 )C区 遺構検出及びⅡ層黒褐色土掘削。C区の精査開始。

7月 14日 (水)～ 7月 16日 (金)B区 Ⅱ層及びⅢ層上面遺構検出。

7月 21日 (水)～ B区精査開始。

8月 中旬 天候不順続 く。

8月 30日 (月 )～ 9月 5日 (日 )調 査区内にあった住宅の取 り壊 し。
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3 野外調査経過

9月 10日 (金 )～ 9月 17日 (金)住 宅撤去に伴い、重機によるB区東側 (16・ 17グ リッドライン)盛
土除去を行 う。

10月 ～ B区での遺構の重複が著 しく、精査数が延びない。 このため、 10月 末での調査終了が困

難 となる。

10月 14日 (木)住 田町教育委員会主催種山散策現場見学会 (参加者32名 )。

10月 30日 (火)現 地説明会 (参加者65名 )。

11月 1日 (月 )本 所での室内整理開始。野外調査については11月 第3週終了を想定する。

11月 15日 (月 )～ 19日 (金)重 機による埋め戻 し作業 (次年度継続調査箇所であるB区 一部、C区

西側は除 く)。 次年度継続調査箇所については、越冬のため遺構にブルーシー トを掛け、その上

に重機で上を被せた。

11月 17日 (水)航 空写真撮影。終了確認。B区 17グ リッドライン、C区 18～ 20グ リッドラインに

ついては今年度での調査終了を断念 し、次年度継続調査を行 うことに決定。

■月19日 (金)現 場撤収。平成16年度調査終了 (B区 15～ 16グ リッドライン、C区 21～23グ リッ

ドライン、D区 )。

平成17年度調査

4月 8日 (金)調 査開始。

4月 11日 (月 )前 年度終了時に継続調査箇所へ敷設 した土 とブルーシー トの除去。

4月 11日 (月 )～ 13日 (水)B区 (17グ リッドライン)、 C区 (18～ 19グ リッドライン)の 元住宅箇所

の試掘及び重機 による表土除去を行 う (延べ2日 間)。 17～ 18C区 付近で空洞化 した陥没坑を検 出

し、崩落の危険があること、調査区下位にある湧水 (地域の方が生活用水に利用)が止まる恐れが

あることから、写真記録 と状況確認のみで埋め戻す (約 100ポ )。

4月 13日 (水 )～ 4月 22日 (金)前 年度調査未了の竪穴住居跡 3棟の精査。合わせて、検出遺構の

精査。

4月 26日 (火 )～ 5月 2日 (月 )、 11日 (水)調 査区北側の山林踏査 (城館縄張 り図作成)。

5月 9日 (月 )部 分終了確認 (電柱設置箇所以外の872だ についての終了確認。残 り44だ の電柱設

置箇所については移設工事終了後に調査を行 うことを確認 )。

5月 10日 (火)現 地公開 (参加者25名 )。

5月 13日 (金 )～ 6月 19日 (日 )調 査区内 (17B区 )に ある電柱移設のため、調査中断。

6月 20日 (月 )～ 23日 (木)電 柱移設が6月 17日 (金 )に完了。 これを受けて、調査再開。精査の結

果、電柱下層の遣構は採掘坑であることを確認 (直径約8m、 深 さ3m)。

6月 27日 (月 )終 了確認。

6月 28日 (火)現 場撤収。平成17年度調査終了。
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Ⅳ 遺 物 分 類

今回の調査では縄文土器、土製品、石器、石製品、土師器、陶磁器、金属製品、銭貨、動物遺存体、

植物遺存体の各種が出上 した。本頂では、遺構の帰属時期を想定するために、遺構記載に先駆けて各

種遺物の分類を提示する。

1縄 文 土 器

(1)I群 縄文時代早期末葉 (赤御堂式相当)

(2)Ⅱ 群 縄文時代前期初頭～前葉 (大木 2式相当)

(3)Ⅲ群 縄文時代前期後葉 (大木 5式相当)

A類 (深鉢) 顕部が弱 く窄まり、胴が膨 らむ器形

B類 (深鉢) 底部から口縁にかけて外反する器形

C類 (深鉢) 口縁が外反し、頸が大きく括れ、胴が膨 らむ器形

1類 平縁

2類 大波状

3類 小波状

a 細隆線による小波状や幾何学的意匠

を施文するもの

b 口縁に円形突起 (ド ーナツ状)を施

すもの

c 口端に逆ハー ト形などの突起を貼 り

付けるもの
第 8図 Ⅲ群土器器形模式図

d 口端上面に太隆線による小波状を貼 り付けるもの

e 口縁に鋸歯状貼付を施すもの

f 沈線と刺突によって円形意匠を描 くもの

g 地文のみ施すもの

A類 (深鉢 )

(4)Ⅳ 群

A類 (深鉢)

B類 (深鉢)

C類 (深鉢)

D類 (深鉢)

E類 (深鉢)

F類 (深鉢)

G類 (深鉢)

H類 (深鉢)

縄文時代前期末葉～中期前葉 (大木 6～ 7式相当)

最大径が口縁にあり、胴が小さく膨 らむ器形

最大径が口縁にあり、胴が内傾しながら窄まる器形

最大径が口縁にあり、頚に弱い括れを持ち、胴が小さく膨 らむ器形

最大径が口縁にあり、頸に強い屈曲を持ち、胴はほぼ垂直の円筒形を呈する器形

最大径が口縁にあり、外傾した口縁から頸で内傾 し、胴央が膨 らみながら窄まる器形

最大径は胴央にあり、日縁は外傾し頸で括れ、胴が膨 らむ器形

最大径は口縁にあり、外傾した口縁から顎で括れ、胴上位に膨 らみを持つ器形

キャリパー形を呈するもので、膨らんだ口縁から内湾し、胴が膨らむ器形
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1 縄文土器

I類 (深鉢)

」類 (深鉢)

K類 (深鉢 )

L類 (浅鉢 )

球胴形を呈するもので、口縁は外反し、胴上位に大きく膨らみを持ち、

ぼ垂直の円筒形を呈する器形

口縁は外反し、胴上位に大きく膨 らみを持ちながら窄まる壷形の器形

口縁は内傾し、胴上位に大きく膨 らみを持ちながら窄まる器形

器高が口径よりも小さくなる器形

胴下半はほ

C類 (深鉢 )

E類 (深鉢 ) F類 (深鉢 ) G類 (深鉢 )

1類 平縁          
第 9図 Ⅳ群土器器形模式図

2類 大波状

3類 小波状

4類 突起有 り

5類 凹み有 り

a 複合口縁上に連弧状や縦位・弧状などの短沈線 (太)を施すもの

b 顕部に沈線による平行沈線や波状沈線を施すもの

c 山形沈線を縦位や横位に連続させるもの

d 碗状突起を有するもの

e 縦位の棒状隆帯を貼付けるもの

f 平行沈線の間に文様を施すもの

① 弧状や渦状の文様を施すもの

② 縦位や斜位の短沈線を充填するもの

③ 波状や山形、刺突などの文様表現を行うもの

④ 弧状などの文様を描き、空間に短沈線を充填するもの

g 交互刺突を施すもの

D類 (深鉢 )

H類 (深鉢 )

L類 (浅鉢 )

A類 (深鉢 )

I類 (深鉢 ) 」類 (深鉢 ) K類 (深鉢 )
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Ⅳ 遺物分類

h 連続刺突を施すもの

i 原体圧痕を施すもの

j 押引沈線を施すもの

k 沈線による文様表現を行うもの

1 隆線による文様表現を行うもの

m 粘土貼付を施すもの

n 地文のみ

① 全体に縄文を施すもの

② 口端付近に狭い無文帯を持つもの

o 無文

(5)V群 縄文時代中期中葉 (大木 8式相当)

A類 (深鉢) 胴がわずかに膨 らみながら窄まる器形

B類 (深鉢) 口径よりも胴径が大きく、小さく膨 らんだ胴から徐々に窄まる器形

C類 (深鉢) キャリパー形を呈するもので、膨 らんだ口縁から緩 く内湾し、胴が膨らむ器形か、緩

やかに外傾 しながら窄まる器形

D類 (深鉢) 壼形を呈するもので、窄まっ

た口縁から胴で大きく膨らむ器形

E類 (深鉢) 口縁は外反、大きく内湾 した

後、胴が膨 らむ器形

F類 (深鉢) 最大径が口縁にあり、緩やか

に窄まる器形

G類 (浅鉢) 器高が口径よりも小さくなる

器形

1類 平縁

2類 大波状

3類 小波状

4類 突起有 り

a 沈線によって文様表現をするもの

b 隆線によって文様表現をするもの

① 文様帯が口縁部に限られるもの

② 文様帯が胴部まで展開されるもの

c 隆沈線によって文様表現をするもの

d 地文のみ

e 無文

(6)Ⅵ群 縄文時代中期後葉～末葉 (大木 9～ 10式相当)

A類 (深鉢) 口縁が内傾 し、最大径が胴中位にある器形

B類 (深鉢) 口縁が内傾 し、最大径が口縁直下にある器形

C類 (深鉢) 胴上部で軽 く湾曲し、口縁部が緩やかに外反、胴中位が膨らむ器形

G類 (浅鉢)

第10図 V群 土器器形模式図

F類 (深鉢 )

C類 (深鉢 )
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1 縄文土器

D類 (深鉢) 口縁直下で短く内湾し、胴上位に軽く膨らみを持ちながら窄まる器形

E類 (深鉢) キャリパー形を呈するもので、膨らんだ口縁から緩く内湾し、胴が膨らむ器形

F類 (壺形) 最大径が胴中位にあり、口縁が窄まる壼形の器形

G類 (小型) 上記に比べて小型の器形

A類 (深鉢) B類 (深鉢) C類 (深鉢) D類 (深鉢―) E類 (深鉢)  F類 (壷形)  G類 (小型)

第11図 Ⅵ群土器器形模式図

1類 平縁

2類 大波状

3類 突起有 り

a 沈線・隆沈線による文様表現が縦位 に展開されるもの

b 沈線による方形や縦長区画内に地文が充填されるもの

c 沈線や隆沈線による方形・楕円形区画を連続して配置するもの

d 地文を施文後に沈線による縦長区画を行い、外部は磨 り消されるもの

e 沈線による方形または」字状の区画を行い、内部は磨 り消されるもの

f 地文を施文後に沈線による方形区画を行い、外部は磨 り消されるもの

g 口縁に連続刺突が施されるもの

h 爪状工具による連続刺突が施されるもの

i 口縁に連続穿孔が施されるもの

j 沈線や隆線、隆沈線による方形・楕円形区画を連続 して配置するもの

k 地文のみ

l 上記に含まれないもの

(7)Ⅶ群  縄 支 時代 後期 初 頭 (門前 式 相 当 )

A類 (深鉢) 日縁が外傾し、胴部に緩い膨らみを持ちながら窄まる器形

B類 (深鉢) 最大径は口縁にあり外反、直下は内湾し、胴上～中位に膨らみを持つ器形

C類 (深鉢) 胴上部で軽く湾曲し、口縁部が緩やかに外反、胴中位が膨らむ器形

D類 (深鉢) 胴上部で軽く湾曲し、口縁部が緩やかに外反、胴上位が膨らむ器形

E類 (深鉢) 口縁は内傾、胴上位に膨らみを持ち、窄まる器形

A類 (深鉢) B類 (深鉢)C類 (深鉢) D類 (深鉢)  E類 (深鉢 )

第12図 Ⅶ群土器器形模式図
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Ⅳ 遺物分類

1類 平縁

2類 大波状

3類 突起有 り

a 口縁に突起から垂下する連鎖状隆線を横位に展開するもの

b 口縁に連鎖状沈線が横位に展開するもの

c 連鎖状隆線による文様区画が行われるもの

d 胴部に磨消技法を用いた曲線的モチーフを展開するもの (ボ タン状貝占付 +連鎖状隆線)

e 胴上部に直線的な文様区画を行うもの (接点にボタン状貼付もしくは刺突が施される)

f 胴部に三角形・倒卵形のモチーフが展開するもの (起点にボタン状貝占付もしくは刺突)

g 突起を有し、二重口縁で胴部にY字状・倒卵形などの磨消技法による円形モチーフを展開す

るもの

h 胴部に沈線による曲線的モチーフを展開するもの (起点・接点にボタン状貼付)

i 隆線による文様区画を行うもの

j 連続S字状文が施文されるもの

k 蛇行懸垂文が施文されるもの

1 口縁 (主 に複合口縁)に沈線による方形区画や波濤文が配されるもの

m 地文のみ

n 上記に含まれないもの

(8)Ⅷ群 縄文時代後期～晩期 (大洞式相当等)

(9)Ⅸ群 縄文時代のうち、上記いずれかの時期に含まれるもの

A類 (深鉢) 口縁に最大径を持ち、胴がやや膨 らみながら窄まる器形

B類 (深鉢) 口縁直下で短 く内湾し、胴上位に軽 く膨らみを持ちながら窄まる器形

C類 (深鉢) 口縁は内傾、胴上位に膨らみを持ち、窄まる器形

D類 (壺形) 最大径が胴中位にあり、口縁が窄まる壷形の器形

E類 (浅鉢) 器高が口径よりも小さくなる器形

A類 (深鉢) B類 (深鉢) C類 (深鉢 ) E類 (浅鉢 )

第13図 Ⅸ群土器器形模式図
1類 平縁

2類 大波状

3類 突起有 り

a 沈線を施すもの

b 隆線を施すもの

c 口縁に沈線を横位に引き、口縁に無文帯、胴に地文を施すもの
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3石   器

d 口縁に無文帯、胴に地文を施すもの

e 地文のみを施すもの

f 無文 (ナデやミガキ調整)

2土 製 品

(1)耳   飾

(2)土 器 片 円 盤

(3)焼 粘 土 塊

3石   器

(1)尖 頭 器

[平面形態]

I 最大幅が上半部にあるもの (鉾形)   Ⅱ 最大幅が中央部にあるもの (柳葉形)

Ⅲ 最大幅が下半部にあるもの (木葉形)  Ⅳ 分類不明

[基部形態]

A 尖基形  B 平基形  C 円基形  D不明

[側縁形態]

1 直線的  2 外湾

(2)石   鏃

I 有茎

A 凸基形

a 基部に中柄を持つもの

b いわゆる「アメリカ式石鏃」の基部形態を持つもの

B 尖基形

Ⅱ 無茎

A 平基

B 円基

C 凹基

a 内湾  b 外湾  c 直線的なV字形になるもの   第14図 石鏃側縁形態模式図

① 快 り/長さが0。 15以下のもの

② 快り/長さが0,16以上のもの

[側縁形態]

1直線的 2外湾 3内湾 4外屈曲 5内屈曲 6先端作出

※ⅡC類の①・②快り/長 さが0。16以上及び0。 15以下となるものについては、長さ及び袂り長さが計測

可能な計257点の平均値である (長 さを1と した場合の決りの長さ)。

(3)石   錐

I 丁寧な二及加工が摘み部までの広範囲に見られるもの

∧

帥

Ａ

辮

∧

魏
∧人∧
4外屈曲   5内屈曲  6先 端作出
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Ⅱ 粗雑な二次加工が錐部のみに集中するもの

石匙

[平面形態]

I縦型  A 尖頭状の先端を有するもの

B 側縁に刃部を有するもの

Ⅱ斜型  A 尖頭状の先端を有するもの

B 末端部に刃部を有するもの

Ⅲ横型  A 平面形が三角状のもの

B 平面形が四角状のもの

[二次加工部位]

1 片面に二次加工を施 し、刃角が60° 以上のもの

2 片面に二次加工を施 し、刃角が59° 以下のもの

3 両面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの

4 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの

(4)箆 状 石 器

[平面形態]

I 基部から端部にかけて、ほぼ直線的な形態 (短冊形)

Ⅱ 端部にかけて幅広になる形態 (撥形)

[基部形態]

A 尖頭状を呈するもの

B 基部にやや幅があるもの

C 楕円形を呈するもの

[二次加工部位]

1 片面に二次加工を施 し、刃角が60° 以上のもの

2 片面に二次加工を施 し、刃角が59° 以下のもの

3 両面に二次加工を施 し、刃角が60° 以上のもの

4 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの

(5)楔 形 石 器

1 2個一対の剥離痕をもつもの

Ⅱ 4個二対の剥離痕をもつもの

(6)ス クレイパー類・二次加工ある剥片

[平面形態]

I 縦長剥片を素材 とするもの

Ⅱ 横長剥片を素材 とするもの

[二次加工部位]

1 片面に二次加工を施 し、刃角が60° 以上のもの

Ⅳ 遺物分類
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3石

2 片面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの

3 両面に二次加工を施し、刃角が60° 以上のもの

4 両面に二次加工を施し、刃角が59° 以下のもの

(7)微細剥離痕ある剥片。剥片

[平面形態]

I 縦長剥片を素材とするもの

Ⅱ 横長剥片を素材とするもの

A 剥片背面に大きく自然面が残るもの→自然面が1/2以上 (第 1工程粗割段階)

B 自然面が打面にわずかに残るなどに留まるもの→自然面が1/2未満 (第2工程 目的的剥片剥離段階)

(8)石   核

I 同一打面から同一作業面に同方向の剥離

Ⅱ 同一作業面に別々の打面から剥離

Ⅲ 同一打面から別々の作業面に同方向の剥離

Ⅳ 稜線上の交互剥離が全周しない

V 稜線上の交互剥離がほぼ全周する

ⅥA 別々の作業面に約90° ずれる剥離

ⅥB 別々の作業面に約180° ずれる剥離

ⅥC 古い作業面を打面とする剥離

Ⅶ 両極技法による剥離

分類不可 剥離が不規則に行われているもの、または上記の剥離が組み合わさって認められるもの

(9)石 斧 類

I磨製石斧

A 最大幅が刃部付近にあるもの

1 幅広の平坦面をもつもの

2 やや幅広の平坦面をもつもの

3 平坦面をもたないもの

Ⅱ打製石斧

A 短冊形

B 撥形   1 握 り部有 り

C 分銅形

D 寸詰まり

[刃部形状]

a 刃部の平面形が円刃、

b 刃部の平面形が円刃、

c 刃部の平面形が偏刃、

d 刃部の平面形が偏刃、

e 刃部の平面形が直刃、

B 最大幅が中央付近にあるもの

2 握 り部無し

1幅広の平坦面を 2やや幅広の平坦面を  3平坦面を
持つもの    持つもの      持たないもの

第15図 石斧 I類基部形態模式図

中 均
円刃 偏 刃

(  J
直刃

断面形が両刃のもの

断面形が片刃のもの

断面形が両刃のもの

断面形が片刃のもの

断面形が両刃のもの

ヽ >
片刃       両刃

第16図 石斧類刃部形状模式図
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f 刃部の平面形が直刃、断面形が片刃のもの

[I類欠損状況 (その他は特記)]

1 基郡欠損、遺存2/3

2 基部欠損、遺存1/2

3 基部欠損、遺存1/3

4 刃部欠損、遺存1/3

5 刃部欠損、遺存2/3         _

6 刃部・基部欠損、遺存1/3

(10)礫 器 類

[素材分類]

I 礫素材のもの

Ⅱ 大形で厚手の剥片を素材とするもの

[刃部形状]

A 刃部の平面形が円刃、断面形が両刃のもの

B 刃部の平面形が円刃、断面形が片刃のもの

C 刃部の平面形が偏刃、断面形が両刃のもの

D 刃部の平面形が偏刃、断面形が片刃のもの

E 刃部の平面形が直刃、断面形が両刃のもの

F 刃部の平面形が直刃、断面形が片刃のもの

1基部欠損
遺存2/3

4刃部欠損
遺存1/3

2基部欠損
遺存1/2

5刃部欠損
遺存2/3

Ⅳ 遺物分類

3基部欠損
遺存1/3

6刃部、基部欠損
遺存1/3

第司7図 石斧 I類欠損状況模式図

G 刃部の作出位置が素材長軸 (側面)で直刃、断面形が主に両刃 (剥離)→敲磨器H類の調整段階か

これらに加えて、複合痕跡を伴う場合は①敲打。②磨。③凹。④特殊磨石を付記する。

(11)敲 磨 器 類

[形態分類]

I  長/幅が0.87-2.00、  厚/中冨が0,17-1.08

Ⅱ 長/幅が2.01～ 2.95、 厚/幅が0.35～ 1.28

Ⅲ 長/幅が3.04～ 3.52、 厚/幅が0.29～ 1.22

Ⅳ 長/幅が3.49～ 4.24、 厚/幅が0.29～ 0.85

V 長/幅が4.41～ 4.99、 厚/幅が0.39～ 0.90

Ⅵ 長/幅が5.22～ 5.61、 厚/幅が0.44～0.70

[使用痕跡分類]

A 敲打痕だけを有するもの。 I類は敲打痕の位置により3細分される。

1 敲打痕が正裏面に位置するもの。

2 敲打痕が端部・側面に位置するもの。

3 敲打痕が正裏面のいずれかと端部・狽I面のいずれかに位置するもの。

B 敲打痕と磨痕が認められるもの。敲打痕と磨痕の位置により、跡田分される。

1 敲打痕が正裏面に位置するもの。

2 敲打痕が端部。側面に位置するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。
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3石   器

a 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。

b 磨痕が側面に位置するもの。

C 敲打痕と凹痕が認められるもの。敲打痕の位置により、跡田分される。なお、凹痕は正裏面のみに

位置する。

1 敲打痕が正裏面に位置するもの。

2 敲打痕が端部・側面に位置するもの。

D 磨痕だけが認められるもの。Ⅳ類は磨痕の位置により、3細分される。

1 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。

2 磨痕が端部・側面に位置するもの。

3 磨痕が正裏面のいずれかと端部・側面のいずれかに位置するもの。

E 磨痕と凹痕が認められるもの。磨痕と凹痕の位置により、3細分される。

l 磨痕が正裏面のいずれかに位置するもの。

2 磨痕が端部・側面に位置するもの。

3 磨痕が正裏面のいずれかと端部・側面のいずれかに位置するもの。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

a 凹痕が正裏面に位置するもの。

b 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

F 凹痕だけが認められるもの。Ⅵ類は凹痕の位置により、2細分される。

1 凹痕が正裏面に位置するもの。

2 凹痕が正裏面のいずれかと側面に位置するもの。

G 敲打痕と磨痕と凹痕のすべてが認められるもの。

H いわゆる「特殊磨石」と呼称されるものに近似し、三角柱。四角柱。厚みのある楕円柱状の礫の稜 級J

面)な どに磨痕や剥離を伴う磨痕を持つものである。礫の断面形状と複合する痕跡によって3細分する。

1 断面形が楕円形の礫を素材とする (機能磨面最大2カ 所)。

2 断面形が三角形の礫を素材とする (機能磨面最大3カ 所)。

3 断面形が四角形の礫を素材とする (機能磨面最大4カ 所)。

上記の分類に加えて、以下の細分を行う。

a 稜 (側面)lヵ 所に磨痕のみを持つもの。

b 稜 (側面)lヵ 所に剥離を伴う磨痕を持つもの。

c 稜 (側面)2カ 所以上に磨痕のみを持つもの。

d 稜 (側面)2カ 所以上に剥離を伴う磨痕を持つもの。

e 稜 (側面)2カ 所以上に磨痕と剥離を伴う磨痕の両者を持つもの。

これらを加えて、複合痕跡を伴う場合は①敲打。②磨。③凹を付記する。

(12)礫 石 錘

[形態分類]

I 長/幅 0。 16～ 0.85、 厚/幅 0.08～0.37

Ⅱ 長/幅 0.86～ 1.47、 厚/幅 0.18～0.86

Ш 長/幅 3.40、 厚/幅0.47

[重量分類]
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A 重量34140～ 310.47g

B 重量39■93～817則g

[縄掛け作出数]

1 1カ 所のみ

2 1カ 所 (対 )

3 2カ 所のみ

4 2カ 所 (対 )

5 2+lヵ 房斤 (力↓)

6 3カ 所

Ⅳ 遺物分類

(13) 砥

(14)浮
(15) 球

(16) Я面
' IllL[形態分類]

I 加工有 り

類

石

子

石

石台

(有縁)  Ⅱ 加工無し (無縁)

玉丸２

３

４

4石 製 品

(1)石 棒 類

I 反りを持たない剣状のもの (石剣)

Ⅱ 棒状のもの (石棒)

攻 状 耳 飾

不明快入石器

5土 師 器

6陶 磁 器

7金 属 製 品

8銭   貨

9動 物 遺 存 体

10植 物 遺 存 体
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V検 出 遺 構

1記 述 方 法

(1)基 本 方 針

個々の遺構を説明するにあたっては、観察表 。遺構各説・遺構実測図版・遺構写真図版を用い

た。観察表ですべての遺構の記載を行い、遺構各説では観察表で記述で きない箇所 も含めて記載

した。遺構番号は基本的に発掘調査時に付 したものを用いているが、室内整理の検討によって当

初 と異なった性格の遺構であった場合は、種別及び番号を付け直 している。

また、土坑 とピットについては、調査段階か ら直径lm以上を土坑、直径lm以下をピットに分

けている。遺構内ピットについては、遺構床面・底面から検出されたすべての坑をピットとし、そ

こから配置や堆積状況を観察 した上で柱穴 と考えられるものを抜 き出 している。

(2)平面・断面形態について

遺構を表現する上で主に、以下のような形態分類基準を用いた。

① 平面形態

円形 :長軸・短軸にほとんど差が無く、同心円状の開口部径または底部径を持つもの。

楕円形 :長軸・短軸に大きく差があり、円形よりもやや幅広の開口部または底部径を持つもの。

方形 :長軸。短軸にほとんど差が無く、隅丸角がある四角形の開口部または底部径を持つもの。

長方形 :長軸・短軸に大きく差があり、方形よりも幅広の隅丸角がある四角形の開口部または

底部径をもつもの。

不整形 :上記の形態に当てはまらず、長軸や短軸などが計測される箇所を複数持つもの。

② 断面形態

皿形 :開 口部径と底部径の差がほとんど無 く、深さが開口部径の約1/3程度のもの。

鍋底形 :開 口部径に対して、底部径が狭 く、壁面がやや外湾しながら立ち上がるもの。

袋形 :開 口部径に対して、底部径がやや幅広で、壁面がやや内湾しながら立ち上がるもの。

ビーカー形 :開 口部径と底部径にほとんど差が無く、壁面はほぼ直立しながら立ち上がり、深

さが開口部径と同様もしくは以上もの。

(3)図 化 の 方 法

① 全体図 (遺構配置図)

調査区内における遺構配置を示す図面。

② 個別図

遺構を個々に示した実測図。図化にあたっては、平面図・断面図をセットで提示することを基

準とした。また、この他にも必要において、遺物出土状況図・エレベーション図を用いた。
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2 通構 (配置図)
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2 遺構

2遺 構

検出遺構数は、竪穴住居跡38棟、住居状遺構8基、土坑47基、焼土跡・炉跡24基、土器埋設遺構

2基、配石遺構 1基 、墓坑2基、堀跡2条、溝跡5条、井戸跡1基、石組遺構 1基、ピット326個 、採掘

坑3カ 所である。調査区は旧沢跡部分を挟んでA区 (1～ loグ リッドライン)と B区 (11～ 17グ リッ

ドライン)、 家屋部分を挟んでC区 (18～ 23グ リッドライン)と D区 (24～ 32グ リッドライン)に

区分される。

遺構の残存状況は現況の地形に大 きく影響を受けている。現況は大 きく原野・水田・畑地に分

けられるが、水田部分は近年の造成工事によりⅣ層上面まで深 く削平されてお り、遺構の残存状

況は頗る悪い。一方、原野部分は道路工事の際の上取による攪乱、削平により上面をかなり欠い

てお り、現耕作土面直下でⅣ層上面に到達 し、この層位が遺構最終検出面となる。最 も良 く旧地

形を残 しているのは畑地部分であ り、 I層現耕作土層中にも縄文時代の遺物が多 く表採 される。

直下の Ⅱ層黒褐色土層、Ⅲ層暗褐色土層、Ⅳ層黄褐色粘土質土層の上面ではいずれも遺構が検出

され、層位中に遺物 も多量に包含する層を成 している。

調査A区 は遺構密度が希薄であ り、遺構同士の重複関係は少なく遺構の認識が しやすい。斜面

下位は近年の道路工事の影響により大 きく削平されてお り、元地形を留めていない。これに対 し

て、調査B区 は遺構密度が高 く、遺構同士の重複 も著 しい。これから遺構プランの判別が極めて

困難な箇所 もあ り、変遷過程などの検討が深 く及ばなかった遺構 もある。水田部分は削平が著 し

く、遺構プランも原形を留めているものは少ない。竪穴住居跡などは床面のみが残存するのみで

ある。斜面下位は当初予想 していなかった大規模な横堀 (SD04)が見つか り、縄文時代の遺構・

遺物包含層が密集 している箇所を壊 して作 られている。このSD04堀跡堆積土にはそれ以後に上位

層から流れ込んだ遺物を大量に包含 していた (土器破片数6,375片 ・重量110,390g、 石器1,521点 )。

調査C区 は中央に大規模な竪堀 (SD07)があ り、これを境界にして東側は極端に遺構密度が希薄

になる。西側の斜面下位には削平により残存僅かだが唯―の平安時代の竪穴住居跡ユ棟 を検出し

てお り、また十和田中諏テフラを堆積土中位に堆積する土坑 (縄文時代前期初頭～前葉か)、 配

石遺構などバラエテイに富んでいる。遺構密度は調査B区同様高 く、S116・ 22・ 23竪穴住居跡など

の著 しい重複が見 られる遺構 もある。調査D区 は最も遺構密度が希薄な区域であ り、国道397号沿

いと山体裾斜面部である。調査区の最 も下位である国道397号 沿いは黒褐色土 (Ⅱ 層起源か)の

拡が りとその上部に部分的に見 られる十和田中撤テフラが観察され、少量の遺物を包含 している。

黒褐色土は山体裾斜面部には一部に散在するだけであるため、傾斜の緩い道路沿い部分に堆積 し

たものと見 られる。山体裾斜面部のほとんどは I層直下にⅣ層が現れ、遺構は皆無である。道路

沿いは斜面下位に近年の攪乱が大 きく入ってお り、また旧道のための削平など荒れた状態である。

遺構の検出は調査B・ C区が主であ り、一部調査A区がある。これは調査D区 を除 く緩斜面地に

占地 したためで同一エリアでの重複が著 しい。

本項では上記で検出した各遺構について説明を行 う。遺構説明については、竪穴住居跡→住居

状遺構→土坑→土器埋設遺構→配石遺構→焼土跡・炉跡→堀・溝跡→墓坑→井戸跡→石組遺構→採

掘坑→ピット→Ⅲ層上面～上位遺物集中の順で記載する。
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V 検出遺構

(1)竪 穴 住 居 跡

本調査で検出された竪穴住居跡は38棟である。このうち、縄文時代に想定されるのはS101～ 34、

36～ 38竪穴住居跡の計37棟、平安時代に想定されるのはS135竪穴住居跡の1棟である。

竪穴住居跡を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構 との重複関係、遺構の規模及び

平面形、堆積上の状態、壁・床面の状態、遺構に伴うピットと柱穴の判別 (配置を検討できたピッ

トは柱穴として抽出)、 炉の形態、出土遺物、遺構の帰属時期について記載を行う。

S101竪 穴住居跡

遺構 (第 25図 、写真図版4)

[位置・検出状況]調査A区7C20に 位置する。Ⅳ層上面で遺構検出をしたところ、調査区境にかか

る暗褐色上が楕円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検出

面から深さ45cmの ところで黄褐色上の床面に達 し炉を確認 したため、竪穴住居跡 と判断して精査

を進めた。 [重複関係]な し。 [規模・平面形]北壁は調査区外にかか り不明である。南壁である

斜面下側 も元々壁高が低かったと思われるが失われている。長軸は東西方向533cm、 短軸は南北

方向 (392)cm以 上の精円形を呈すると見られる。深さは48cm、 床面積は残存値で (14.7)ど であ

る。 [堆積土]暗褐色土主体の3層 で構成される。堆積土上部には黒褐色上がモヤ状に拡が り (1

層)、 上層から下層までほぼ単一に堆積 しているが下層になるほど中礫の粒径がやや大 きくなる。

斜面上位はす ぐに山体斜面 となるため基本層序 Ⅱ層はなく、Ⅲ層主体 となる暗褐色上のみが自然

調査区外

oB′

S101

③
p19

③
p24

翻
&22

p20

B

引

Ｏ
Ｄ

路 235800m

ドと-236400m A′

離235800m     暑

―

9 叩  中

羽

炉平・断面

その他
S101

1 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎
2 10YR4/4褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 lcm程度)含む

3 10YR3/3暗 褐 粘性 中 しまりやや疎 中礫(径 1～ 2cm)明黄褐粒(径 1～ 2cm)含 む

S101炉

1 5YR4/6赤 褐 粘性やや弱 しまり疎 焼土(弱変成だが範囲広い)

ドー236600m

第25図 S101竪穴住居跡
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2 遺構

堆積 したと考えられる。 [壁・床面]北壁は調査区外で確認できない。南壁は残存 しておらず、そ

のまま斜面の傾斜に沿って落ちてい く。西壁及び東壁から判断すると床面からは外形 しなが ら緩

やかに立ち上がる形状である。壁高は西壁が25cm、 東壁が10cmである。床面はほぼ平坦であ り、

構築時の掘 り込みはⅣ層まで行われている。 [ピ ット・柱穴]床面から計34個検出した。堆積土か

らはいずれも本遺構に伴う柱穴 と判断される。遺構に対 して柱穴数が多いことから、建替えが考

えられる (第213図 )。 [炉]床面のほぼ中央から石囲炉を1基検出した。炉の規模は75× 65cmで楕

円形を呈 してお り、遺構の長軸 と同方向に長 く構築されている。被熱面は炉の外側まで広がって

お り、深 さは7.5cmで 弱変成 している。

遺物 (第 81・ 169図 、写真図版76・ 137)

[出 土状況]出土土器のうち、3層 から59%(1,470g)、 床直上～床面からは24.80/0(615g)出上 し

ている。石器は大半が3層 から床面に出上 してお り、礫器類1点 が炉石に転用されている。

[土器]縄文土器209片 (2,480g)を 出上 している。このうち1～ 6の 6点 を掲載 した。大半はⅣ群

に含まれ、6は床面炉南西から口縁が床面に接する状況で出土 した。

[石器]計 16点 を出土 している。石匙2点、楔形石器ユ点、二次加工ある剥片1点 、剥片8点、礫器

類1点、敲磨器類3点で、このうち1059。 1062石匙の2点 を掲載した。

時期 床面から出上した6か ら、縄文時代中期前葉に想定される。 (北 田)

S102竪 穴住居跡

遺構 (第 26図 、写真図版5)

[位置。検出状況]調査A区 8D2に位置する。Ⅳ層上面で遺構検出を実施 したところ、暗褐色及び

褐色が楕円形に拡が りを見せたため遺構 を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、本遺構堆積

土中にSX02住居状遺構が掘 り込まれていることを確認 した。床面は検出面から深 さ約45cmに あ

り、Ⅳ層で構成される。また床面中央やや南西寄 りに焼土を確認 したため、炉 と判断し竪穴住居

跡を想定 して精査を進めた。 [重複関係]本遺構の内側にSX02住居状遺構が構築されてお り、本

遺構が旧期にあたる。SX02住居状遺構のプランは本遺構堆積土内に限られるため、埋没過程で凹

んだ落ち込みを利用 して構築 したと考えられる。 [規模・平面形]長軸は推定値で641cm、 短軸は

斜面下側の立ち上が りを欠いているため不明であるが、残存値で (375)cmの楕円形を呈すると

見 られる。深さは39cm、 床面積は残存値で (18.5)だ である。 [堆積土]多 くは重複するSX02住

居状遺構の堆積上で構成され、本遺構堆積土は褐色土の単一層である。堆積土中には炭化物20/O混

入 している。 [壁・床面]南壁は残存 しておらず、そのまま斜面の傾斜に沿って下る。東壁は立ち

上が りが判然 とせず、不明である。西壁及び北壁か ら判断すると床面からは外傾 しながら緩やか

に立ち上がる。壁高は西壁が10cm、 北壁が43cmである。床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込

みはⅣ層中まで行われている。 [ピ ット・柱穴]床面から計25個検出した。このうち16個 は重複す

るSX02住居状遺構プラン底面からも検出しているが、両者のどちらを構成する柱穴かは判断でき

ない。少なくとも、本遺構プラン内に含まれる残りの8個 は本遺構に伴うものと考えられる。 [炉 ]

床面の中央やや南西寄 りに地床炉を1基検出した。炉の規模は60× 45cmで、平面形は不整形を呈

している。深さは6.5cmで 強変成している。

遺物 (第 81。 166・ 170。 171・ 178図 、写真図版76・ 138。 142)
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2 遺構

[出 土状況]大半が床面直上～床面付近か ら出上 している。

[土器]縄支土器315片 (3,700g)を 出土 している。このうち7～ 17の 12点 を掲載 した。いずれも

Ⅳ群に含まれる。

[石器]計25点 を出土 している。石鏃4点、石匙3点、箆状石器2点、スクレイパー類3点、二次加

工ある剥片4点、微細剥離痕ある剥片1点 、剥片8点 で、このうち992・ 993石鏃、 1067・ 1074石匙、

1118・ 1123ス クレイパー類の6点 を掲載 した。

時期 床面出±9か ら、縄文時代前期末葉に想定される。

SX02住 居状遺構

遺構 (第26図 ・写真図版42)

[位置・検出状況]調査A区 8D2に位置する。Ⅳ層上面で遺構検出を実施 したところ、暗褐色及び

褐色が楕円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。その結果、外形プランはS102

竪穴住居跡 と判明 し、その内側に広がるやや小形のプランが存在することを確認 した。 [重複関

係]S102竪穴住居跡検出プランの内側にSX02住居状遺構が構築されてお り、本遺構が新期にあた

る。本遺構はS102竪穴住居跡堆積土内に限られるため、埋没過程で凹んだ落ち込みを利用 して構

築 したと考えられる。 [規模・平面形]長軸は東西方向445cm、 短軸は南北方向273cmの楕円形を呈

する。深 さは35cm、 床面積は (9.1)だ である。 [堆積土]黒褐～暗褐色土主体の 3層 で構成 され

る。検出面付近の2層 は明赤褐色の廃棄焼土が流れ込んで堆積 している。上位層には検出面で巨

礫を幾つか確認 してお り (1層 上位 )、 下位層になるほど含有する炭化物量が増加する。埋没は斜

面上位からを主体 とした自然堆積 と見 られる。 [壁・床面]南壁は残存 しておらず、そのまま斜面

の傾斜に沿って下る。斜面下側の東壁は確認できないが、上側は残存 している。壁はいずれも床

面から外傾 しなが ら緩やかに立ち上がる。壁高は東壁 13cm、 西壁 18cm、 北壁が30cmである。床面

はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われている。 [ピ ット・柱穴]ピ ットは床面

から計16個検出したが、床面の大半の部分はS102竪穴住居跡 と同一レベルであるためどちらに伴

うか不明である。ただし、SIo2竪穴住居跡炉を切っているp3と 近距離に隣接するp4・ 6・ 22は 本遺

構に伴 うと見 られる。

遺物 (第 108。 161・ 162・ 165。 174・ 180'198図 、写真図版 103・ 133・ 135'140。 143)

[出 土状況]大半が検出面～堆積土上位から出土 している。

[土器]縄文土器253片 (2,770g)を 出上 している。このうち405の 1点 を掲載 した。Ⅳ群に含まれ

る。

[石 器]計 32点 を出土 している。尖頭器2点、石鏃2点、箆状石器2点、楔形石器1点、スクレイパー

類1点、二次加工ある剥片4点、微細剥離痕ある剥片4点、剥片 12点、礫器類1点、敲磨器類3点 で、

このうち913・ 916尖頭器、977石鏃、1096箆状石器、1130二 次加工ある剥片、1225敲磨器類を掲載

した。

時期 縄文時代中期初頭 と考えられる。

S103竪 穴住居跡

遺構 (第 26図 、写真図版6)
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V 検出遺構

[位置・検出状況]調査A区 7D17に位置する。Ⅳ層上面で遺構検出を実施 したところ、黒褐色上が

楕円形に拡が りを見せたため遺構 を想定 して確認を行った。検出面か ら深 さ15～ 18cmの Ⅳ層で構

成される床面に達 し、床面中央に焼土跡を確認 したため、竪穴住居跡 と判断 して精査を進めた。

[重複関係]な し。 [規模・平面形]長軸は南北方向335cm、 短軸は斜面下側の立ち上が りを欠い

ているが、東西方向 (195)cm以上の楕円形 を呈すると見 られる。深 さは20cm、 床面積は (5.5)

ゴ前後である。 [堆積土]黒褐色土の単一層で構成される。 [壁・床面]斜面下側の南壁は残存 し

ておらず、そのまま斜面の傾斜 に沿って下る。壁は西壁・北壁か ら判断すると床面か らは外形 し

ながら緩やかに立ち上がる。壁高は東壁が5cm、 西壁が15cm、 北壁が15cmで ある。床面はほぼ平

坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層まで行われている。 [ピ ット・柱穴]ピ ットは床面か ら計2個

検出した。いずれも本遺構の柱穴と考えられる。 [炉]床面の中央か らやや西寄 りに地床炉1基 を

検出した。炉の規模は37× 36cmで 、不整形を呈 している。深 さは6cmで強変成 している。

遺物 (第81図 、写真図版76)

[出 土状況]出土土器のうち、63.9%(620g)が 床直上から出土 している。石器のうち、礫石錘は

堆積土上位から出土 している。

[土器]縄文土器39片 (970g)を 出土 している。このうち18～ 20の 3点 を掲載 した。いずれもⅣ群

に含まれる。

[石器]計 4点 を出上 している。微細剥離痕ある剥片 1点、敲磨器類 1点、礫石錘 2点である。

時期 縄文時代前期末葉に想定される。

S104竪 穴住居跡

遺構 (第27図 、写真図版7)

[位置・検出状況]調査B区 12C17に 位置する①現況は水田であ り斜面 を削平 しているため残存は

著 しく悪い。現耕作土を除去 した段階ですでにⅣ層が露出し、また整地のために入れた礫混 じり

の黒褐色土 (層厚10～ 20cm)が確認された。この層を除去 したところ大 きく広がる焼土を確認 し

たため遺構を想定 し、精査を行った。精査の結果、大 きく広がる楕円形 (500× 235cm)の焼土跡

は住居床面に広がるものと判断 した。 [重複関係]な し。 [規模・平面形]長軸は東西方向500cm、

短軸は南北方向235cmの楕円形を呈する焼土跡である。残存する床面範囲は捉えられなかった。焼

土跡の深さは14cmで西側は弱変成、中央か ら東側にかけてが強変成である。 [堆積土]遺構床面

付近まで削平されているため、確認で きない① [床面]焼土面が床面 とすれば、全体に平坦では

あるが斜面に沿って若千の傾斜があ り、西側にも僅かに下っている。壁は残存 していない。

遺物 (第 81・ 82・ 137・ 163・ 164・ 176・ 192図 、写真図版76・ 77・ 134。 141・ 150)

[出 土状況]純粋な堆積土は確認できないが、遺構範囲か ら出上 した遺物を遺構時期推定のため

カウントした。出土遺物の大半は焼土面 もしくは焼土面直上から出上 している。

[土器]縄文土器1,439片 (23,755g)出 土 している。このうち21～ 38の 18点 を掲載 した。Ⅳ ,V・

Ⅶ・Ⅸ群が出上 しているが、Ⅶ群の割合が多い。

[石器]計21点 を出土 している。石鏃6点、スクレイパー類1点、二次加工ある剥片1点 、剥片12点 、

礫器類 1点 で、このうち923'931・ 947石鏃、1112ス クレイパー類、■92礫器類を掲載 した。

時期 出土遺物から縄文時代後期初頭に想定される。
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2 遺構

S105竪 穴住居跡

遺構 (第 27図 、写真図版8)

[位置・検出状況]調査B区 13C20に 位置する。 Ⅱ層上面で遺構検出を実施 したところ、黒褐色土

が円形に拡が りを見せたため遺構 を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約

7cmの ところでやや締 まりのあるⅡ層黒褐色上で構成される床面に達 し、やや南西寄 りに石囲炉

を確認 したため、竪穴住居跡 と判断 して精査 を進めた。 [重複関係]本遺構全体がS107竪穴住居

跡 と重複 してお り、本遺構が新期にあたる。S107竪穴住居跡は本遺構下層にあるため、連続的な

建替えではな く、後続する時期に新たに構築 されたと見 られる。 [規模・平面形]長軸は斜面下側

の立ち上が りを欠 くが南北方向 〔355〕 cm、 短軸は南東側の立ち上が りを欠 くが東西方向 〔324〕

cmの 円形を呈する。深さは17cm、 床面積は推定値で 〔7.5〕 ∬前後である。 [堆積土]黒褐色土主

体の4層 で構成 される。径 1～ 3cm前後の中礫 を少量含む。床面の一部 (中 央付近)に は明黄褐色

砂質上があ り、何 らかの理由で遺構内に持ち込まれたものと考えられる。 [壁・床面]南壁及び西

壁は残存 してお らず、そのまま斜面の傾斜に沿って下るため確認できない。東壁及び北壁から判

断すると床面からは外傾 しながら緩やかに立ち上がる。壁高は東壁が7cm、 北壁が13cmである。床

面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅡ層中まで行われている。 [炉 ]床面の中央からやや

南西寄 りの斜面下側で石囲炉を1基検出 した。炉の規模は65× 54cmで、平面形は円形 を呈 してい

る。炉の一部は欠損 しているが、おそ らく6個 の亜角礫を使用 して構築されたもの と考えられる。

炉内は全体に極暗赤褐色に変化 してお り、深 さは6.5cmで 強変成 している。

遺物 (第82図、写真図版77)

[出 土状況]出土土器のうち、82.6%(2,445g)が 3層 、13,70/O(405g)が 炉堆積上である。石器は

いずれ も3層 出上である。

[土器]縄文土器173片 (2,960g)を 出土 している。このうち39～ 43の 5点 を掲載 した。Ⅳ・V・ Ⅶ

群に含 まれるが、Ⅶ群が多い。

[石器]計 13点 を出土 している。石核1点、剥片10点、敲磨器類2点である。

時期 縄文時代後期初頭に想定される。

S106竪 穴住居跡

遺構 (第 27図 、写真図版9)

[位置・検出状況]調査B区 14C18に 位置する。 Ⅱ層上面から段階的に掘 り下げを行いⅢ層上面で

再検出を行ったところ、遺物を多量に含む黒褐色上が円形に拡が りを見せたため遺構 を想定 して

確認を行った。掘 り下げの結果、検出面か ら深 さ約21cmの ところでⅢ層で構成される床面に達 し

ほぼ中央に焼土を確認 したため、竪穴住居跡 と判断して精査を進めた。 [重複関係]北東でS108

竪穴住居跡 と重複 し、本遺構堆積土上位にS108竪穴住居跡貼床があるため、本遺構が旧期にあた

る。また、遺構全体がS110竪穴住居跡 と重複 し、本遺構はS110竪穴住居跡堆積土内に構築されて

いるため、本遺構が新期にあたる。 [規模・平面形]平面形は精査の際、斜面上側 (北東)を掘 り

過 ぎてしまい確認できないが、斜面下半の状況からほぼ円形を呈すると考えられる。長軸は北東 ―

南西方向 〔389〕 cm、 短軸は北西 ―南東方向352cmで ある。深さは22cm、 床面積は 〔9,8〕 ご前後で

ある。 [堆積土]黒褐色土主体の 3層 で構成 される。堆積± 1・ 2層 には炭化物粒が微量含まれる。
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2 遺構

また、堆積土中には多量の遺物が確認され、遺物を投棄 した可能性 も考えられる。 [壁・床面]斜

面上側の北壁から東壁は掘 りすぎのため確認することができないが、北壁は重複するS110竪穴住

居跡堆積上の状況か ら壁高は18cm前 後で、外傾 しながら緩やかに立ち上がると見 られる。壁高は

残存 している西壁が 18cm、 南壁が4cmで ある。構築時の掘 り込みはS110竪穴住居跡堆積土中まで

行われている。 [炉]床面のほぼ中央に地床炉を1基検出した。炉の規模は80× 68cmで、不整形を

呈 している。深さは5cmで 極暗赤褐色に弱変成 している。

遺物 (第 82～ 84・ 137・ 138・ 163・ 164・ 166・ 168・ 175。 181・ 186・ 200図 、写真図版77～ 79。 134・ 135。 140・

143・ 146)

[出 土状況]出土土器のうち、70,40/O(18,105g)が 堆積土中、15.60/0(4,010g)が 床直上～床面で

ある。石器は15.30/O(18点 )が床直上～床面である。

[土器]縄文土器 1,525片 (25,710g)を 出上 している。このうち44～ 68の 25点 を掲載 した。Ⅳ～

Ⅶ・Ⅸ群に分けられ、床面直上はほぼⅣ群で占められるが、Ⅶ群の割合が多い。

[石器]計 l18点 を出上 している。尖頭器1点 、石鏃10点、楔形石器3点、スクレイパー類4点、二

次加工ある剥片4点 、微細剥離痕ある剥片2点 、石核 1点、剥片84点、礫器類1点、敲磨器類6点 、礫

石錘2点で、922尖頭器、948'964・ 994。 1034石鏃、1098楔形石器、1138二次加工ある剥片、1162・

■63剥 片、1239敲磨器類を掲載 した。

時期 重複関係から、縄文時代後期初頭に想定される。

S107竪 穴住居跡

遺構 (第28図 、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査B区 13C24に位置する。S105竪穴住居跡精査後、掘 り下げを行ったところ、

S105竪穴住居跡炉のほぼ直下に埋設土器を伴 う炉跡を確認 したため、竪穴住居跡 と判断して精査

を進めた。 [重複関係]本遺構全体がS105竪穴住居跡 と重複 してお り、本遺構が旧期にあたる。

[規模・平面形]規模は本遺構上位に存在するS105竪穴住居跡を構築する際に壁などの大半は壊 さ

れているため不明である。床面 と考えられる範囲には責褐色粘土質土が部分的に堆積 してお り、

貼床の一部を成 していたものと考えられる。 [堆積土]SIo5竪 穴住居跡構築時に破壊 され確認で

きないが、残存部分か ら黒掲色土主体であったと推定される。 [壁・床面]壁は残存 しておらず、

不明である。床面はほぼ平坦 と考えられ、構築時の掘 り込みはⅢ層中まで行われている。床面の

一部には黄褐色粘土質上が確認され、貼床の一部 と考えられる。 [炉]土器埋設石囲炉を1基検出

した。炉の規模は60× 43cmで、廃棄 した土器を敷 き詰めた上に明黄褐色土を貼土 として使用 し、

その周 りに石を円形などに並べていたと考えられる。検出段階で炉石は失われていた。炉構築土

である明責褐色土は一部が赤褐色に強変成 してお り、焼土化 している。炉下位に敷 き詰められた

土器 (69)は Ⅶ群の範疇に入 り、縄文時代後期初頭に比定される。

遺物 (第 85。 139図 、写真図版80・ 132)

[出 土状況]出土土器のうち、66.20/O(3,170g)が 炉埋設土器 (69)である。石器は5点が炉堆積

土出上、このうち石皿台石類2点 はいずれも炉石に転用されている。

[土器]縄支土器202片 (4,790g)を 出土 している。このうち69の 1点 を掲載 した。Ⅶ群に含まれ

る。
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2 10YR2/3黒 褐 炉石据え方頓占床したのち炉石を据えている)

μ 232300m

rJ。

0         1:30         1m
炉平・断面

0         1160        2m
その他   

―
   

―第28図 S107・ 08竪穴住居跡

[石器]計H点 を出土 している。石鏃1点 、剥片6点、敲磨器類2点、石皿台石類2点である。

[土製品]土器片円盤 (885)が 1点 出上 している。

時期 縄文時代後期初頭に想定される。                     (北 田)

S108竪 穴住居跡

遺構 (第 28図 、写真図版■ )

[位置・検出状況]調査B区 14C7に 位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施 したところ、黒褐色上が

円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。確認の結果、検出面から深 さ30cm(斜

面上部で約40clll)の ところでⅣ層で構成される床面に達 し、中央やや南西寄 りに石囲炉を確認 し

島蛇32500m望⊆
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2 遺構

たため竪穴住居跡 と判断 して精査 を進めた。 [重複関係]南西 (斜面下側)で S106竪 穴住居跡 と

重複するが、S106堆 積土上に本遺構貼床があるため、本遺構が新期である。また、その下層の

S110及びS115竪穴住居跡 と重複関係にあるが、いずれよりも本遺構が新期である。北東 (斜面上

側)で はS109竪穴住居跡と重複 してお り、本遺構が新期である。 [規模。平面形]南西 (斜面下側 )

は重複及び掘 り過 ぎにより確認できない。長軸は北西 ―南東方向374cm、 短軸は南西側の立ち上

が りを欠き北東 ―南西方向 (296)cmの 円形を呈する。深 さは最深部で40c皿、床面積は (8.2)ご

である。 [堆積土]黒褐色土主体の2層 で構成 される。1層 は検出面中央に浅 く広がる程度で、2層

は堆積上の大半を占める。 [壁・床面]南壁は残存 しておらず確認できない。残存する壁から判断

すると床面からは外傾 しなが ら緩やかに立ち上がる。壁高は東壁が15cm、 西壁が20cm、 北壁が40

cmで ある。床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われている。また、床面の

斜面下半は貼床が構築されてお り、厚 さは5cm前 後である。 [ピ ット・柱穴]ピ ットは計9イ固検出さ

れてお り、いずれも柱穴 と考えられる。配置に規則性は見 られず、7個 は壁面付近に散逸的に見

られるもの、2個 は床面中央付近にある。 [炉]床面の中央やや南西寄 りの斜面下側で石囲炉を1

基検出した。炉の規模は70× 61cmであるが、炉石のほとんどは打ち欠かれている。検出段階では

炉の周 りに炉石であっただろうと推測される自然礫が散在 していた。おそらく円形 もしくは楕円

形の形態を持つ石囲炉で、8個前後の亜角礫 を使用 して構築されたものと考えられる。また、石

囲部の壁側に大形の礫 (石 皿台石類から転用)を 配置するのはS105竪穴住居跡 と類似する形態で

ある。炉内は全体に赤褐色に変化 してお り、深さは■cmで強変成 している。燃焼具合から長期間

の使用 も考えられる。 [立石]本遺構床面の中央からやや北側、p6の付近に粘板岩製の1263石皿

台石類が床面にやや斜位に差 し込まれた状態で出上 した。床面には掘 り方があ り、立石は約15cm

差 し込まれている。傾斜角は約70° で南方に向かって傾いている。この方向には石囲炉があるた

め、炉 との何 らかの関係性が考えられる。

遺物 (第 84・ 85。 166・ 205図、写真図版79・ 80'156)

[出 土状況]出土土器のうち、34%(2,945g)が床直上～床面である。石器は床直上～床面から

33.3%(9点 )出上 してお り、うち1点が立石に転用 された石皿台石類1点 (1263)で ある。また炉

石に石皿台石類 1点 が転用されている。

[土器]縄文土器500片 (8,660g)を 出上 している。このうち70～ 79の 10点 を掲載 した。Ⅳ・V・ Ⅶ・

区群に含まれるが、Ⅳ群が多い。

[石器]計27点 を出上 している。石鏃2点、二次加工ある剥片1点、剥片10点、敲磨器類8点、礫石

錘1点 、石皿台石類5点で、このうち995石鏃、1263石皿台石類 (立万)を掲載 した。

時期 床面からⅦ群土器が出土 しているため (77)、 縄文時代後期初頭に想定される。

S109竪 穴住居跡

遺構 (第 29図 、写真図版 12)

[位置・検出状況]調査B区 14C21こ 位置する。Ⅳ層上面で遺構検出を実施 したところ、暗褐色土が

円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約20

cmの ところでⅣ層黄褐色土で構成される床面に達 し、地床炉を確認 したため竪穴住居跡 と判断し

て精査を進めた。 [重複関係]遺構南西側 (斜面下側)で S108竪穴住居跡 と重複するが、本遺構
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V 検出遺構

伴 233000m               当

卜 23a200m    コ 卑 232600m 卓

1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しま りやや疎

S109炉
1 25YR5/4に ぶい赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 赤褐を少量散在

S112
1 10YR5/6黄 褐粘土質 粘性やや弱しまりやや疎
2 25YR3/41音 赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(焼成不良)

3 2 5YR3/4R音 赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(焼成不良)

4 2 5YR3/3暗 赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(焼成不良)

5 2 5YR2/1赤 黒 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(焼成不良)

0         1:30         1m
炉断面

0         1 :60         2m
その他

糀 居卵 こ伴 う焼■lkPlで あるが焼開 よ

を二_喝  洗 鈎

I SD04 。B′

コ岸~231100m

羽卜 231300m
卜 231200m

IB 281 400m

S111                             1
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物2%含む

2 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物5%含む

4 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物1%含 む

5 10YR1 7/1黒 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物層

6 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 暗赤褐を混在 焼土(弱変成)

第29図 S109・ 11・ 12竪穴住居跡

が旧期である。また、斜面上側の遺構北東側ではSK16土坑 と重複 してお り、これも本遺構が旧期

である。 [規模・平面形]遺構南西の斜面下側は重複するS108竪穴住居跡により確認できない。長

軸は北西 ―南東軸で295cm、 短軸は重複のため残存値で (185)cm、 平面形は残存部から円形を呈

すると見られる。深 さは最深部で10cm、 床面積は残存値で (2.4)だ 前後である。 [堆積土]暗褐

色上の単一層で構成される。 [壁・床面]南壁は前述の通 り残存 してお らず確認できない。残存す

る壁から判断すると床面か らは外傾 しなが ら緩やかに立ち上がる。壁高は東壁が10cm、 西壁が5

cm、 北壁が約40cm前後あったと見 られるが重複により多 くを欠いている。床面はほぼ平坦であ り、

構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われている。 [ピ ット・柱穴]検出されなかった。 [炉 ]床面の

中央からやや南東寄 りに地床炉を1基検出した。炉の規模は50× 30cmで、平面形は不整形を呈 し

ている。燃焼面は全体ににぶい赤褐色に変化 してお り、深さは8.5cmで 弱変成 している。

遺物 (第 85図 、写真図版80)

[出 土状況]出土土器のうち、44%(385g)が 床直上～床面である。石器はいずれも堆積土出土

S109′ミルト
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2 遺構

である。

[土器]縄文土器104片 (875g)を 出上 している。このうち80～ 84の 5点 を掲載 した。いずれもⅣ

群に含まれる。

[石器]計3点 を出上 している。石鏃2点、剥片1点 である。

時期 縄文時代中期前葉に想定される。

S110・ 15竪穴住居跡       ´

遺構 (第 30図 、写真図版 13・ 17)

[位置・検出状況]調査B区 14C17に位置する。S106及 びS108竪穴住居跡精査終了後、掘 り下げ及

び遺構検出を実施 したところ、暗褐色上が楕円形に拡が りを見せたため遺構 を想定 し、重複を視

野に入れてセクションベル トを「キ」の字に設定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から

深さ約20cm(斜面上部で約55cm)の ところでⅣ層で構成される床面に達 し、石囲炉を確認 したた

め竪穴住居跡 と判断して精査を進めた。

当初、大型竪穴住居跡を想定 して精査を行っていたが、堆積上を除去 した段階で少なくとも2

棟が重複 していることが確認された。この遺構内から炉 と柱穴を手がか りに2棟を抽出した。 [重

複関係]S110。 15竪穴住居跡がそれぞれ重複関係にある。炉の検出状況か ら炉石がすべて残存す

るS110竪穴住居跡が新期、炉石の西半を欠 くS115竪穴住居跡が旧期 と見られる。また、その上層

のS106及 びS108竪穴住居跡 と重複関係にあるが、いずれも本遺構が旧期である。 [規模・平面形 ]

S115竪穴住居跡については当初検出した大型の竪穴住居跡を想定してお り、長軸が 〔600〕 cm、 短

軸が (535)cm以 上を呈すると考えられる。深さは最深部で55c皿、床面積は推定値で 〔35.0〕 ∬で

ある。またS110竪穴住居跡はS115竪穴住居跡内に収まる形 となってお り、把握することは出来な

いが、柱穴配置から少なくとも長軸が 〔490〕 cm、 短軸が 〔460〕 cmを 呈すると考えられる。深さ

は最深部で45cm、 床面積は推定値で 〔19.0〕 ∬である。 [堆積土]暗褐色土主体の5層 で構成され

る。堆積土中に炭化物を微量含む。重複する両遺構の堆積土の相違を検討 したが見出すには至 ら

なかった。 [壁・床面]S115竪穴住居跡を想定 した遺構プランを考えると、残存する壁は東壁7cm、

西壁 10cm、 北壁55cmである。床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われてお

り、床面は堅緻である。またS110竪穴住居跡の壁は残存 しておらず確認できない。残存する北壁

が本遺構のものか、あるいはS115竪穴住居跡のものかを区別するのは困難である。 [ピ ット・柱穴]

全体プラン内にはピットが計48個検出されている。このうちS110竪穴住居跡に伴 うと想定される

ピットは10個 であ り、いずれも柱穴と考えられる。配置は炉を方形に囲むように規則正 しく配さ

れている。またこれ以外の39個 がS115竪穴住居跡に伴 うと考えられるが、この中にはS110竪穴住

居跡に付属するものも含まれる可能性 もある。配置は規則性を見出すまではいかないが、遺構想

定プラン床面に散在 して見 られる。 [炉]遺構プラン内で2基の石囲炉を検出した。S110竪穴住居

跡炉の規模は71.5× 64.5cmで あ り、6個 の扁平な自然礫を用いて、方形に配されている。また、炉

の南東約70cmに は炉 と並行するように扁平礫が埋設されている。これが何の意味を持つのかは不

明だが、何 らかの区画として用いられた可能性がある。炉内は全体に暗赤褐色に変化 してお り、

深さは4.5cmで 強変成 している。一方、S115竪穴住居跡炉の規模は 〔80〕 × 〔80〕 cmであるが、炉

を構成する礫のうち残存 しているのは東から南にかけての1/3の みである。その他は重複するS110
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第30図 Sl10,15竪穴住居跡
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2 遺構

竪穴住居跡造成時 に壊 された もの と見 られる。炉内中央 には深鉢土器の底部のみが埋設 されてお

り (167)、 土器周辺が赤褐色 に強変成 している。深 さは6.5cmで ある。

遺物 (第 85・ 86・ 89。 161・ 166・ 172・ 176。 181・ 195図 、写真図版80'81・ 84・ 133・ 139'141・ 143。 151)

[出 土状況]出土土器のうち、24.70/0(4,670g)が 堆積土上位、次いで床直上が21.40/O(4,055g)、

床面は5.6%(1,065g)で ある。石器は40.0%(24点 )が床直上～床面出上で、このうち石皿台石

類 1点がS110炉の北側に埋設転用されている。

[土器]S110,15竪穴住居跡の合計で縄文土器1,350片 (18,929g)を 出土 している。このうち85～

111、 167の 28点 を掲載 した。167は S115竪穴住居跡炉埋設土器である。Ⅳ～Ⅵ群に含 まれ、Ⅳ群

の割合が多い。

[石器]計60点 を出土 している。尖頭器1点、石鏃5点、石匙3点、楔形石器1点、スクレイパー類3

点、二次加工ある剥片3点、微細剥離痕ある剥片1点、剥片33点 、石斧類4点、礫器類1点、敲磨器

類4点、石皿台石類1点 で、このうち907尖頭器、996石鏃、 1083・ 1084石匙、1106ス クレイパー類、

1137二次加工ある剥片、1207敲磨器類を掲載 した

時期 S110竪 穴住居跡は床面出±108か ら縄文時代中期中葉、重複関係から旧 く位置づけられる

S115竪穴住居跡は縄文時代中期前～中葉に想定される。

S111竪 穴住居跡

遺構 (第 29図 、写真図版 14)

[位置・検出状況]調査B区 14Dllこ 位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施 したところ、黒褐色土

がSD04堀跡に切 られる半円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。掘 り下げの結

果、検出面から深 さ約40cmの ところで床面付近に広がる炭化物 と焼土を確認 したため、焼失住居

を想定 し精査を進めた。 [重複関係]南半がSD04堀 跡 と重複 し、大 きく切 られている。このこと

から本遺構が旧期である。 [規模・平面形]南西 (斜面下側)は重複により確認できない。長軸は

北西 ―南東方向460cm、 短軸 も北東 ―南西方向 (225)cm、 推定であるが東西方向に長軸を持つ楕

円形を呈すると見 られる。深さは最深部で49cm、 床面積は (7.0)ど である。 [堆積土]黒褐色土

主体の計4層 と床面に広がる炭化物層及び焼土層各 1層 の計6層 で構成される。堆積土には1～ 50/Oの

炭化物が散在 して観察され、遺構の内側 と外側で ドーナツ状に様相を異にする。下の2層 につい

ては急な酸素未供給のために炭化 した建材が堆積 したものと、燃焼による焼土層 と考えられる。

堆積土下位の2箇所から出土 した炭化物46.03gと 22.93gを 肉眼鑑定 して頂いた結果、いずれもクリ

材であった。 [壁・床面]南半は残存 しておらず確認できない。残存する北半の壁か ら判断すると

床面か らは外傾 しなが ら急に立ち上がる。壁高は東壁が40cm、 西壁が20cm、 北壁が25cmで ある。

床面はほぼ平坦であるが、壁際は斜面下側に向かって緩やかに傾斜する。構築時の掘 り込みはⅣ

層中まで行われている。 [ピ ット・柱穴]ピ ットは計13個検出されてお り、柱穴を含むと見 られる

が不明である。配置に規則性は見 られず、床面に散逸的に見 られる。 [炉]検出されていないが、

おそらくSD04堀 跡に削平された部分に存在 していたと思われる。

遺物 (第 86。 172・ 184図 、写真図版81'139。 145)

[出 土状況]出土土器のうち、48.90/O(2,975g)が堆積土上位、11.8%(715g)が 床直上である。

石器は、45.80/0(■ 点)が床直上～床面出上である。
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V 検出遺構

[土器]縄文土器408片 (6,080g)を 出土している。このうちH2～ 123の 12点 を掲載した。いずれ

もⅣ群に含まれる。

[石 器]計24点 を出上している。石匙1点、スクレイパー類1点、二次加工ある剥片1点、石核1点、

剥片19点、敲磨器類1点で、このうち1085石匙、1152石核を掲載した。

時期 縄文時代中期前葉に想定される。

S112竪 穴住居跡          ´

遺構 (第29図 、写真図版 15)

[位置・検出状況]調査B区 14C23に 位置する。Ⅲ層上面で遺構検出を実施 したところ、暗赤褐色

土がSD04堀 跡に切 られる半円形に拡が りを見せたため遺構 を想定 して確認を行った。確認の結

果、堆積土全体が焼土層の様相を呈 していることから、焼失住居を想定 し精査を進めた。 [重複

関係]P223～ 225ピ ットと重複 してお り、本遺構が旧期にあたる。また、遺構南半がSD04堀 跡

と重複 してお り、大 きく切 られている。 このことか ら本遺構が旧期である。 [規模・平面形]南

(斜面下側)は重複により確認で きない。長軸は北西 ―南東方向323cm、 短軸は北東 ―南西方向

(193)cmで 、推定であるが円形を呈すると見られる。深さは最深部で26cm、 床面積は (3.4)だ で

ある。 [堆積土]暗赤褐色主体の4層 と遺構内堆積土西側の赤黒色 1層 の計5層 で構成される。堆積

上の大半については火災の際の上屋部分の崩落により堆積 したものと思われる。 [壁・床面]南半

は残存 してお らず確認できない。残存する壁から判断すると床面か らは外傾 しながら緩やかに立

ち上がる。壁高は東壁が10cm、 西壁が 10cm、 北壁が5cmである。床面は北側が 1段高 くなり、不

安定である。構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われている。 [炉 ]検出されていないが、おそら

くSD04溝 跡に削平された部分に存在 していたと考えられる。

遺物 (第 86・ 87・ 169図 、写真図版82・ 83・ 137)

[出 土状況]出土土器のうち、32.2%(4,745g)が 堆積土下位、20.6%(3,030g)が 堆積土中～下

位、6.7%(985g)が 床直上である。石器はいずれも堆積土中出土である。

[土器]縄文土器482片 (14,735g)を 出土 している。このうち124～ 135の 12点 を掲載 した。大半

がⅣ群に含まれ、Ⅸ群 としているものもこれに帰属すると思われる。

[石器]計7点 を出土 している。石鏃1点、石匙1点、スクレイパー類1点、剥片1点、石斧類1点、敲

磨器類2点で、このうち1063石匙を掲載 した。

時期 縄文時代前期末葉に想定される。

S113・ 14竪穴住居跡

遺構 (第31図 、写真図版 16。 133)

[位置・検出状況]調査B区 15C21に位置する。SD04堀跡 。S117竪穴住居跡精査終了後、Ⅲ層で遺

構検出を実施 したところ、黒褐色上が長方形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。

掘 り下げの結果、床面が2面存在することが分か り、竪穴住居跡2棟が重複関係にあることが確認

された (外 プラン→S113・ 内プラン→S114)。 外プランであるS113は検出面から深さ約55cmの とこ

ろでⅣ層で構成される床面に達 し、また内プランであるS114は検出面から深さ約58cmの ところで

Ⅳ層黄褐色上で構成される床面に達 した。 [重複関係]両遺構はいずれも遺構南半は重複するSD04
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2 遺構

ドー 231200m

卜 231200m

‐
汽 ,δ

S113・ 14
1 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎
2 10YR74褐 粘性やや弱 しまり中 中礫(径 1～ 2cm)3%含む
3 10YR5/8黄褐 粘土質 粘性やや弱 しまりやや疎
4 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物3%含む
5 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物1%含 む
6 10YR6/6明 黄褐 粘土質 粘性やや弱 しまりやや疎 壁面崩落土
7 10YR3/3暗褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎 明黄掲粒(径 lcm)2%含 む
8 10YR5/41こ ぶい黄褐 粘性やや弱 しまり中 炭化物1%黄掲粒(径 lcm)2%含 む

Sl1 3炉

1 2 5YR4/8赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炉焼土(強変成)

炉断面 |トーーー__二
年型上____二 雫

0          1:60        2m
その他

SI刊 3。 司4竪穴住居跡

堀跡に大 きく切 られてお り、両遺構が旧期である。また、両遺構の重複関係については堆積上の

観察から外プランであるS113竪穴住居跡が旧期、内プランのS114竪穴住居跡が新期である。検出

以前の上層にはS117竪穴住居跡があ り、両遺構が旧期である。S113竪 穴住居跡の東端ではS131・

32・ 38竪穴住居跡 と重複 しているが、S131竪穴住居跡 よりは新期、他の2棟 よりは旧期にあたる。

[規模・平面形]S113竪穴住居跡 (外プラン)は東西に長軸を持つ長方形と考えられ、長軸が (803)

cm以上、短軸が (365)cm以 上を呈する。深さは最深部で70cm、 床面積は残存値で (15。4)∬であ

る。S114竪穴住居跡 (内 プラン)は円形 と考えられるが、南半はSD04堀跡に削平されている。規

模は長軸が (475)clll、 短軸が (200)cmを 呈する。深さは最深部で70cm、 床面積は推定値で (5。 9)

ゴである。 [堆積土]黒掲色～褐色土主体の8層 で構成される。重複関係にある両遺構について、

壁の立ち上が りなど堆積上の相違を検討 したがこれを見出すには至 らなかった。7層 は純粋にS114

堆積土 と思われるが、2層 については遺構廃絶後に壁の崩落があ り、S114内 に流れ込んだのでは

ないかと考える。 1層 は後の堆積によるものと判断できる。 [壁・床面]S113の残存する壁は東壁

23cm、 西壁59cm、 北壁71cmである。床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行わ

れてお り、床面は堅緻である。また、残存する壁は東壁 17cm、 西壁20cm、 北壁15cmで ある。床面

彎杷酔11劇
4

※下線はS114付 属 ピッ ト

科
'      S   2  

｀
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V 検出遺構

はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはS113竪穴住居跡堆積上を掘 り抜いてⅣ層中まで行われて

お り、床面は堅級である。 [ピ ット・柱穴]S113に 伴うものは計14個 で、いずれも柱穴と見 られる。

また、S114に伴 うものは計9個 で、こちらも柱穴 と見 られる。ただし、両遺構にはそれぞれに付

属する可能性のあるピットも含んでいる。柱穴配置を想定 した (第 213図 )が、削平されている

ため不十分である。 [炉]S113床 面の西端付近でSD04堀跡に切 られる地床炉1基 を検出した。炉の

規模は43× (14)cm、 深 さは6cmで 強変成 している。炉の位置か ら推定すると、S114に切 られて

いる遺構中央付近にも炉が存在 していた可能性 もある。S114に も存在 していたと思われるが、遺

構南半が削平 されているため見つかっていない。

遺物 (第 87～ 89。 163'165。 166・ 169。 192・ 199図 、写真図版83・ 84。 135。 137・ 149)

[出土状況]出土土器のうち、堆積土上位が36.90/O(9,840g)と 最も多 く、床直上は16.7%(4,460g)、

床面は1.6%(425g)で ある。石器はS113堆積上下位出上が28.1%(18点 )、 床直上～床面出上が

20.3%(13点 )、 S114床直上出上が29,4%(5点 )、 両遺構出上の堆積土上位が36.80/O(39点 )、 堆積

土中位が302%(32点 )、 堆積土下位が16%(17点 )、 床直上～床面が4,7%(5点 )な どである。

[土器]S113。 14竪穴住居跡の合計で縄文土器2,105片 (26,703g)を 出上 している。このうちS113

出±136～ 146、 S114出±147～ 157、 両遺構出±158～ 166の 31点 を掲載 した。S113出土はⅣ・V・

Ⅸ群に含まれ、Ⅳ群が多い。S114出 土はⅣ・V群に含まれ、 V群が多い。S113出 ±146は 、取 り上

げミスでS114に 含まれるかもしれない。

[石器]計 187点 を出上 している。S113出土は尖頭器1点 、石鏃10点、石錐1点 、スクレイパー類 1

点、二次加工ある剥片3点、微細剥離痕ある剥片2点 、剥片41点 、礫器類 1点、石斧類 1点、敲磨器

類3点の計64点 で、このうち920尖頭器、965'997石鏃、1189礫器類を掲載 した。S114出土は石鏃

6点、石錐 1点 、石匙3点、スクレイパー類2点、二次加工ある剥片5点の計17点で、このうち1060

石匙を掲載 した。両遺構出土は石鏃 1点 、石匙1点 、スクレイパー類2点、二次加工ある剥片4点、

微細剥離痕ある剥片2点、剥片85点、石斧類3点、敲磨器類6点、礫石錘2点の計106点で、このう

ち998石鏃、1188。 1231敲磨器類を掲載 した。

[石製品]未製品と思われる石棒類が1点 出上 している。

時期 S113は縄文時代前期末葉～中期前葉、S114は縄文時代中期中葉に想定される。

S116竪 穴住居跡

遺構 (第32図 、写真図版18)

[位置・検出状況]調査C区 20B13に 位置する。東側は調査区外に至っているが、Ⅲ層上面で黒褐

色土の円形として確認された。 [重複関係]S122・ 23竪穴住居跡、SK34土坑 と重複関係にある。こ

のうちS122・ 23については同一住居内での建て替え、または炉の作 り替えによる可能性があるが、

本遺構が最 も新期にあたる。また、SK34の南端を若干切っている。 [規模。平面形]北～北東は調

査区外、南は削平されているため不明であるが、円形を基調 としたプランであ り、現存規模は北

西 ―南東方向520× 北東 ―南西方向 (343)cmで ある。軸方向はN-63° ―Wで ある。床面積は残

存値 (14.0)∬ である。 [壁 。床面]南東側は削平、北側は調査区外であるため不明であるが、最

も残 りの良い西壁は現存高70cmで、壁面は緩やかに立ち上が りほぼ直立する。床面は中央部分が

若千窪んでいるがほぼ水平で、北西壁付近で若千Ⅳ層黄褐色上が露出しているが、ほぼ全域にS123

-51-



榊
半

～

い堂228200m

S116炉
1 10YR3/1黒掲 粘性やや強 しま りやや密 中礫(径 lclan角 )5%

炭化物・焼土(径 1～ 2mm)10%含 む

2 10YR4/3にぶ い黄褐 粘性 中 しま りやや密 中礫(径 lcm以下

角)10%含 む

3 10YR3/3暗褐 粘性中 しま り中 混和物ほ とん ど無 し 粒子細
かい

4 5YR3/3暗 赤褐 粘性 中 しま り中 焼土(径 1～ 2耐m)5%含む

5 2 5YR4/6赤褐 粘性 中 しま り中 焼土

鰺
８９
、

鞠
‐

卜 228900m

S116
1 7 5YR3/1黒褐 粘性中 しまりやや密 焼土(径 1～ 3mm)20%含 む
2 10YR7/6明黄褐 粘性やや強 しまりやや密 中礫(径 5～ 10mm)10%75YR3/1黒褐35°。/含む
3 10YR4/4褐 粘性強 しまりやや密 中礫(径 1～ 5cm角 。円)20%焼 土・黄粒(径 2～ 3mm)35° 。含む 一部に炭化物含む
4 10YR3/2黒 褐 粘性やや強 しまりやや密 焼土(径 1～ 3mm)20%含 む
5 10YR3/4R音 褐 粘性強 しまりやや密 中礫(径 1～ 5cm角 。円)20%焼 土・黄粒(径 2～ 3n l)35%含む 一部に炭化物含む
6 10YR4/4褐 粘性強 しまりやや密 細礫・炭化物(径 1～ 2mm角 )5%ずつ含む
7 10YR4/4褐 粘性強 しまりやや密 細～中礫(径 lcm以下 角)10%炭 化物 3%含む
8 10YR2/1黒 粘性やや強 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cm角 )15%細 礫(径 5mm以下 角)10%上 部に焼土含む
9 10YR4/1褐灰 粘性中 しまりやや密 細～中礫(径 3～ 1 0mm)25%含む
10 75YR4/4褐 粘性やや強 しまりやや密 焼土(径 2～ 3mm)20%含 む
■ 75YR3/1黒褐 粘性やや強 しまりやや密 細～中礫(径 1～ 2cm径 5mm以下 角)15%ずつ含む
12a10YR3/1黒 褐 粘性やや強 しまり中細～中礫(径 1～ 3cm径 5mm以下 角)15%黄 粒5°/6含 む 遺物包含
12b10YR3/2黒 褐 粘性やや強 しまり中細～中礫(径 1～ 3cm径 5mm以下 角)15%黄 粒5%含む 造物包含
18 10YR5/4に ぶい黄褐 粘性強 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cm角 ・円)20%中 礫(径 3cm以 上 角)5°/。

焼±10%含む
14 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性強 しまり中 角礫(径 1～ 3cm)15%25Y7/8黄 (基本層序Ⅳ層崩落土か)15%含む
15 10YR2/2黒褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 1～ 2cm)15%含 む
16 10YR3/4暗 褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 1～ 5cm角 )10%焼 土(径 2～ 3mm)30%含 む
17 5YR3/3暗 赤褐 粘性中 しまり中焼土(強変成)

岸二-229000m

炉平・断面9      1 130     1lm

その他                 m

第32図 S116竪穴住居跡

堆積土が使用されている。これらの層はS116堆積土より若千 しまりがある程度であ り、両者の判

別は困難な状況であったが、S123堆積土上面で石囲炉 と遺物の面的な拡が りが確認できたためそ

れを根拠に分層を行った。

[堆積土]堆積土は計17層 で構成され、上層が Ⅱ層由来の黒褐色土、下層がⅢ層由来の暗褐色土

が主体 となっている。6・ 8層 上面で炭化材および焼上がまとまって検出された (肉 眼鑑定の結果、

すべてクリ材であった)。 そのため、焼失住居である可能性 を考慮 して炭化材を残 しつつ掘 り下

げを行ったが、炭化材 より下層の堆積が厚 く、 レンズ状であることか ら自然堆積である可能性が

高いと判断した。 したがって炭化材の存在を除いて焼失住居 と断定できる根拠には乏 しいが、床

面中央にも広い範囲で焼土 と炭化物が分布 していることか ら、失火により罹災 した可能性 も考え

られるため、これについては竪穴住居の廃絶過程を考慮 して検討すべ き点であろう。 [ピ ット・柱

-52-



V 検出遺構

穴]計8個検出した。床面南東で土坑状のピットを1個検出 (pl)、 この他は柱穴 と見 られるが規

則性はない。また、床面 と堆積土 との判別が困難であ りこの時点では検出することができなかっ

たが、S122精査時に検出したピットで本遺構に伴 うものも含まれている可能性がある。この場合

は、五角形・六角形の配置 となる。ただし、床面東狽Iで検出されていないため配置については不

明である。 [炉 ]床面中央やや南壁寄 りに単室の石囲炉 (石組炉)1基 を検出した。細長の扁平礫

を10個使用 して構築されてお り、平面形はほぼ長方形である。規模は石組みの外縁で96× 50cm、

燃焼部範囲は40× 38cm、 深さは8cmで強変成である。なお、石囲炉内の焼土をサ ンプリングして

微細遺物の選別作業を実施 したところ、炭化 したオニグルミ・クリ・トチノキ、動物遺存体の骨片

などが出上 している。特にオニグルミの出土量が多い (附 編参照)。

遺物 (第 89・ 90・ 165'166・ 168。 178・ 202図、写真図版84・ 85。 135'136・ 142・ 155)

[出 土状況]出土土器のうち、2層 出土が30。7%(6,245g)と 最も多 く、次いで3層 が30.1%(6,120g)、 床

直上～床面は18.1%(3,680g)出 土 している。全体に細片が多 く、接合率は低い。石器は、2層 出上が

46.0%(91点 )と 多 く、次いで3層 出上が31.8%(63点 )、 床直上～床面は6.1%(12点 )である。

[土器]縄文土器1,998片 (20,365g)を 出土 している。このうち168～ 189の計22点 を掲載した。Ⅳ・

Ⅵ・Ⅸ群が出土 してお り、大半がⅥ群に含まれる。

[石 器]計 198点 を出上 している。尖頭器1点、石鏃19点、石錐5点、石匙3点 、楔形石器1点、スク

レイパー類1点、二次加工ある剥片7点、微細剥離痕ある剥片1点、石核 1点、剥片146点 、礫器類2

点、石斧類3点、敲磨器類3点 、礫石錘4点、石皿台石類1点で、このうち966～ 969'999石鏃、1044・

1045石錐、1119ス クレイパー類、1251礫石錘 を掲載 した。

時期 S122・ 23と 同一住居であるとすれば、本遺構は拡張を伴 う作 り替えによるものであ り、最

も新期にあたる。存続時期については、ピットおよび床面出土土器 189がⅥ類に分類 されること

から、縄文時代中期後葉 と考えられる。 (村 田 )

S117竪 穴住居跡

遺構 (第 33図 、写真図版 19)

[位置・検出状況]調査B区 15C21に位置する。SD04堀跡に切 られる遺物を多量に含む黒褐色土が

半円形に拡が りを見せたため遺構を想定した。確認の結果、検出面から深さ50cmの ところでS113・

14竪穴住居跡堆積土 (Ⅲ 層起源)で構成される床面に達 した。遺構プランと焼失住居 と考えられ

る多量の焼土と炭化物が包含されていたため竪穴住居跡と判断して精査を進めた。 [重複関係]南

半は重複するSD04堀跡に大きく切 られてお り、本遺構が旧期である。また遺構西側は年度による

調査区の境で、平成15年度では検出できずに掘 り下げてしまったため、残存 していない。下層に

はS113・ 14竪穴住居跡が存在するが、本遺構が新期である。 [規模・平面形]円 形 と考えられるが、

南半はSD04堀 跡に削平されている。規模は長軸が北西 一南東方向 (377)cm、 短軸が北東 一南西

方向 (298)cmを 呈する。深さは最深部で50cm、 床面積は推定値で (7.4)∬ である。 [堆積土]黒

掲色土主体の5層 で構成される。全体に5～ 10%の炭化物を包含 してお り、4層 は炭化物層、5層 は

焼土層を呈 している。これ らの拡が りは床中央直上に1/3程度の面積で拡がってお り、炉直上付

近が良 く燃焼 している。炭化物は一部に材が残ってお り、カヤ状の炭化物 も観察できた。以上か

ら本遺構は焼失住居である可能性が高い。なお、炭化材は同定の結果、クリであった。 [壁・床面]
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1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 8cm亜角)10%炭 化物5%含む
2 10YR4/6褐 粘土質 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまり中 中礫(径 1～ 5cm亜角)10%炭 化物10%含む
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5 25YR5/8明 赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土層(焼失時に形成)

S117炉
1 5YR4/8赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(強変成)

2 10YR2/3黒褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎 基本層序Ⅲ層を掘り込む S113・ 14と 重複

0          1 :30        1m

0          1 ,60        2m
|

第33図 S117堅穴住居跡

残存する壁は東壁32cm、 北壁33cmであ り、いずれも緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦である

が、北狽Iは 斜面に沿って徐々に傾斜する。構築時の掘 り込みはⅢ層中まで行われてお り、床面は

やや軟質である。 [炉]床面中央やや南西寄 りに土器底部を倒立 して設置する55× 31cmの 地床炉

を1基検出した。周 りには剥がれた礫や土器を敷 き、その上に上を被せている。焼土はこの部分

に発達 してお り、深 さは8cmで強変成 している。設置された土器底部は安定させるための器台の

ように使用されたのではないかと考えられる。

遺物 (第 90～ 95'136～ 139'168・ 173・ 178・ 181・ 188。 197・ 200・ 205図 、写真図版85～ 91。 132'136・

137・ 139・ 142,143・ 147・ 156)

[出 土状況]出土土器のうち、堆積土下位～最下位が最も多く29,3%(17,405g)、 次いで堆積土上

～中位が27.1%(16,120g)、 床面は11.4%(6,750g)出土している。出土石器は、堆積土上位出土

が最も多く45.9%(184点 )で、床面～炉にかけては4.7%(19点 )出土している。

[土器]縄文土器2,828片 (59,395g)を 出上している。このうち190～ 220の 31点 を掲載した。Ⅳ～

Ⅶ・Ⅸ群が出土しており、大半がⅦ群に含まれる。

[石器]計401点 を出土している。尖頭器1点、石鏃24点 、石錐6点、石匙2点、楔形石器1点、スク

レイパー類4点、二次加工ある剥片14点、微細剥離痕ある剥片1点、石核1点、剥片347点 、石斧類

6点、礫器類1点、敲磨器類9点、礫石錘1点、浮子1点、球石1点、石皿台石類2点で、このうち1043・
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1052・ 1053石錐、1120ス クレイパー類、■35二 次加工ある剥片、1173・ ■74石斧類、1220・ 1237敲

磨器類、1265浮子を掲載 した。また、石錐 1点、スクレイパー類1点、剥片のうち34点 については

石材に黒曜石を用いている。

[土製品〕土器片円盤を計3点 出上 している (886～ 888)。 この他に焼粘土塊を計2点 出土 している

(901・ 902)。

時期 縄文時代後期初頭に想定される。 (北田 )

S118・ 19竪穴住居跡

遺構 (第34図 、写真図版20。 21)

[位置・検出状況]調査B区 15B241こ 位置する。SX03住居状遺構精査時にサブ トレンチを入れたと

ころ、下層にⅣ層で構成される床面を検出したため、下層に竪穴住居跡があることを確認 してい

た。全体は黒褐色の楕円形プランで検出面から斜面上側で約 100cm、 下側で約5～ 10cmである。当

初、遺構プランから竪穴住居跡1棟を想定 して精査を進めていたが、床面 レベルで異なる炉を2基

検出したため、円形住居跡が2棟重複 していることが分かった。 [重複関係]両遺構の大半が重複

してお り、堆積土断面と炉形態からS119が新期、S118が旧期である。また、上層のSX03住居状遺

構 と重複するが、両遺構が旧期である。北西にSK41土坑があ り、両遺構が旧期である。 [規模・平

面形]し ずヽれも円形 と考えられ、S118の 規模は長軸が東西方向503cm、 短軸が南北方向 〔405〕 cm

を呈する。深さは最深部で103cm(斜面下側10～ 15cm)、 床面積は 〔11.6〕 だである。またS119の

規模は長軸が (432)cm、 短軸が 〔370〕 cmを 呈する。深 さは最深部で96cm、 床面積は推定値で

〔13.5〕 ごである。 [堆積土]暗褐色～褐色土主体の6層 で構成されるが2～ 4層 まではS119堆積土 と

考えられ、S118堆積土と考えられるのは5。 6層 である。この層位の境が重複するS119竪穴住居跡

とのプランの境界 とも考えられる。 [壁・床面]S118の残存する壁は東壁35cm、 西壁 18cm、 北壁104

cmで、北壁の掘 り込みが非常に深い。これは斜面を削 り平坦地を造成するために掘削されたもの

である。床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われてお り、北壁付近はⅣ層

より下層のV層 まで達 している。床面は堅緻である。またS119の残存する壁は東壁35cm、 西壁18

cmで、北壁は前述の層境を壁 とすれば95cmで、観察か ら崩落 していると見 られる。床面はほぼ平

坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われているが、6層 は貼床 として敷かれたと考えら

れる。床面は堅緻である。 [ピ ット・柱穴]床面には重複する両遺構に伴 うピット計18個 が検出さ

れている。このうちS118に 伴うと想定したのは4個、S119に 伴うと想定したのは8個である。ただ

し、この他にも両遺構に付属する柱穴がある可能性もある。柱穴配置を想定した (第 213図)が、

建物を構成するにはやや不足しており検出できなかった柱穴があるかもしれない。 [炉]床面に

は南北に並ぶように炉2基 を検出した。S118は床面ほぼ中央に方形の石囲炉を1基検出した。規模

は73.5× 55cmで 、7個 の扁平な楕円礫で構成されており、東西の一部を存在していたと思われる

が、欠いている。燃焼面は炉の中央付近にあり、深さは3cmで弱変成している。また中央には直

径17cm、 深さ約4cmの 凹みが2箇所確認できた。おそらく土器を固定するために掘られた坑と考え

られる。S119は 床面中央からやや南西寄 りに土器埋設複式炉を1基検出した。規模は119× 51cmで 、

石組み部の北側に土器の口縁のみを倒立する状態で埋設している。燃焼は石組み部と埋設土器両

方が良く熱を受けており、特に石組み部底面は被熱深度10cmと 長期にわたり使用されたと見られ、
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強変成している。石組み部は8個 の角礫・亜角礫で構成されており、南北は長さ40cmの扁平礫が使

用されている。東西の一部も存在していたと思われるが、欠いている。燃焼面は炉の中央付近に

あり、被熱深度は約3cmで 弱変している。また中央には直径17cm、 深さ約4cmの 凹みが2箇所確認

できた。おそらく土器を固定するために掘られた坑と考えられる。

遺物 (第 95～ 98・ 163・ 166・ 190'197・ 209図、写真図版88・ 90～ 93・ 134・ 148・ 158)

[出 土状況]出土土器のうち、床直上～床面から40,7%(10,275g)、 S119炉埋設土器は2.2%(560g)

である。石器はS118が床面から4点、ピット内から3点 出土している。S119は 堆積土下位が最も多

く64.3%(45点)出土、また炉堆積土内からも7.1%(5点 )出 土している。

[土器]S118。 19竪穴住居跡の合計で縄文土器1,593片 (25,265g)を 出上している。このうちS118

出±221～ 228、 S119出 ±229、 両遺構出±230～ 248の 28点 を掲載した。Ⅳ～Ⅶ・Ⅸ群が出上してお

り、S118出 土はⅣ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅸ群で、床面からはⅥ群が出上している (227・ 228)。 Ⅶ群の226は 流れ

込みとも思われる。S119出 土と認められるのは炉埋設土器229で あり、Ⅵ群に含まれる。

[石器]S118は 計15点 を出土している。石鏃2点、二次加工ある剥片1点、剥片9点、敲磨器類2点、

石皿台石類1点である。またS119は 計70点 出土している。石鏃10点、石錐1点、二次加工ある剥片

2点、微細剥離痕ある剥片1点、剥片53点 、石斧類1点、敲磨器類1点、石皿台石類1点 で、このう

ち932・ 1000。 1001石鏃、1146微細剥離痕ある剥片、H83石斧類を掲載した。

[石 製品]石棒類 (1278)が 1点 出上している。

時期 出土遺物の状況などからS118竪穴住居跡は縄文時代中期前葉、S119竪穴住居跡は縄文時代

中期後葉に位置付けられる。

S120竪 穴住居跡

遺構 (第 35図 、写真図版22)

[位置・検出状況]調査C区21Clに 位置する。当初、Ⅲ層上面において黒褐色上の円形プランとし

て確認されたSX06住居状遺構の直下にほぼ同一のプランとして検出された。 [重複関係]S121・ 36

と重複しているが、切 り合い関係から本遺構が新期である。また、SX06と 重複しており、本遺構

が旧期である。 [規模・平面形]残存は北壁のみであるが、ほぼ円形を基調とするプランであり、

規模は長軸 〔550〕 cm、 単軸 〔500〕 cmと 見られる。深さは50cm、 床面積は 〔14.4〕 ごである。 [壁・

床面]北東～北～北西側の一部で残存している。最も遺存状況の良い北壁の残存高は50cmで ある。

床面はS136ピ ットも多数検出されており判然としないが、貼床や硬化面は確認できないことから

S136に伴うピットなどを埋め立てて使用していると考えられる。 [堆積土]本遺構とS136を 合わ

せた断面からは暗褐色土主体の計5層 が確認され、このうち本遺構と思われる堆積は4・ 5層 であ

る。堆積上の大半はSX06を 掘削する際に削平されており (廃絶後、間もない期間に作られたか)、

わずかに北～北西狽Iの 壁面付近及び南側に残存するのみである。 [ピ ット・柱穴]S120及び36プ ラ

ン内に計80個検出された。ただし、このなかにはS136及 びSX06に伴うものも多く含まれている可

能性があるため、明確に本遺構に伴うとできるものはS136炉 を切っているp8。 9な どである。 [炉 ]

床面中央で地床炉1基が検出されている。規模は87× 75cmでいずれも不整形、深さ5cmで 弱変成し

ている。

遺物 (第 98'99。 163・ 167・ 172図 、写真図版 93・ 94・ 134・ 139)
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第35図 S120。 36竪穴住居跡

[出 土状況]堆積土の大半をSX06イこよって破壊 されているため、遺物総量は少ない。本遺構に伴

う可能性の高いものはpl出上の249と 床面直上出上の256である。石器は堆積土上位から多 く出土

している。

[土器]縄文土器404片 (5,440g)を 出上 している。このうち249～ 256の 8点 を掲載 した。Ⅲ・Ⅳ・

Ⅸ群が出土 してお り、大半がⅣ群に含まれる。

[石器]計39点 を出上 している。石鏃5点、石匙1点、スクレイパー類2点、二次加工ある剥片ユ点、

剥片23点 、礫器類2点、敲磨器類3点、礫石錘2点で、このうち933'1015石 鏃、1081石匙を掲載 した。

時期 床面出土土器256が Ⅳ群に分類 されることから、縄文時代中期初頭 と考えられる。 (村 田)

S136竪 穴住居跡

遺構 (第35図 、写真図版37)

[位置・検出状況]調査C区 21Clに 位置する。 [重複関係]S120・ 21、 SD07と 重複 している。東側

はSD07に切 られてお り、本遺構が旧期である。また、S120。 21に ついては切 り合い関係から本遺

構が最 も旧期にあたる。 [規模・平面形]中央部をS120、 東側をSD07に よって破壊されているため

S120・ 36
1 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫

(径 5～ 10mm)15%含 む
2 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 中礫(径 5～

1 0mm)15%含む
3 10YR3/8暗 褐 粘性中 しまり中
4 10YR4/2灰 褐 粘性中 しまり中
5 10YR4/3にぶい黄褐

0         1,30         1m
炉断面S120・ 36炉

1 25YR2/3極 暗赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物10%焼±20%含 む       0      1:60     2m
その他
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V 検出遺構

全体は不明であるが、現存規模で東西方向 (800)cm、 南北方向 〔480〕 cmの 長方形であり、大型

竪穴住居跡の可能性がある。軸方向は平面形 と周溝の走行方向か らN-70° 一Wと 考えられる。

[壁・床面]北壁の一部が残存するのみであ り、壁面の残存状況は極めて悪い。北壁の残存高は25

cmで、外傾 しながら急に立ち上がる。床面はS120構 築時の影響を受けているため判然 としないが、

Ⅳ層を掘 り込んで構築されてお り、露出したⅣ層をそのまま床面 として使用 している。なお、北

西～西壁にかけてはS121に より壁が完全に削平されているため、周溝の位置をもとに床面の範囲

を判断している。床面積は残存値 (26.7)置 である。 [堆積土]本遺構 とS120を 合わせた断面から

は暗褐色土主体の計5層 が確認され、このうち本遺構 と思われる堆積は1～ 3層 である。大部分が

SX06・ S120に 削平されているため堆積方向などは判断できない。 [ピ ット・周溝]S120及 び36プ ラ

ン内に計80個検出された。ただし、このなかにはS120及 びSX06に伴 うものも多 く含まれている可

能性があるため、明確に本遺構に伴うとできるものはS120。 SX06プ ラン外のp2・ 3・ 5'7・ 12・ 13・ 18・

66・ 68・ 75'76な どである。また、p3に ついては堆積土中から石器計185点 (製 品16点、剥片169点 )

が出上 していることから石器埋納ピットとも考えられる。周溝は住居北狽Iと 西側、南側の一部で

検出されている。北側周溝は多 くが削平されているが西側周溝に直交するようにやや外側に膨 ら

みを持って走っている。西側はほぼ直線的である。深さは5～ 12cmでU字形の断面を呈 している。

[炉]床面中央に住居の軸線に沿う形で3基の地床炉が存在する。いずれもp8・ 91こ切 られているが

規模は62× 26cm、 34× (13)cm、 30× (24)cmで 、弱変成 している。

遺物 (第 107・ 165図 、写真図版 102・ 135)

[出 土状況]土器は北側周溝内および削平を免れた東側2層 と西側3層 からまとまって出土 してい

る。石器はp3か ら185点 が一括出土 している。

[土器]縄文土器157片 (1,900g)を 出土 している。このうち373～ 381の 9点 を掲載 した。大半が

Ⅳ群に含まれる。

[石 器]計210点 を出上 している。尖頭器1点、石鏃 12点 、石錐1点、石匙1点 、二次加工ある剥片8

点、剥片187点 で、このうち975石鏃を掲載 した。p3出土石器の内訳は、尖頭器1点、石鏃6点 、石

錐1点 、石匙1点、二次加工ある剥片7点、剥片169点 で、石鏃 1点が凝灰岩と剥片1点が珪質頁岩以

外はすべて頁岩製である。

時期 大半を破壊されており全体は不明だが、大型竪穴住居跡である可能性がある。時期については

周滞・ピット出土土器377～380がⅣ群に分類されることから縄文時代前期末葉と考えられる。

S121竪 穴住居跡

遺構 (第 36図 、写真図版23)

[位置・検出状況]調査C区20C8に 位置する。Ⅲ層上面において暗褐色土の隅丸方形プランとして

検出した。 [重複関係]S120・ 36、 SX06と 重複 している。堆積状況をみると、本遺構はS136埋没

後に構築され、S120に 東側を切 られている (S120想定プラン)こ とから、S120よ り旧期 と判断でき

る。合わせてS136よ り新期、SX06よ りも旧期である。 [規模・平面形]南西～南側が削平、また東

側がS120に 破壊されているため全体を把握することはできないが、不整円形になるものと思われ、

現存規模は南北方向 (495)cm、 東西方向 (390)cmで ある。 [壁・床面]壁の残存は悪 く、最 も残

りの良い北壁でも17cmである。床面は大部分がⅣ層、東側の一部にS136堆積土を使用 してお り、
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2 遺構

貼床は敷設されていない。床面積は (11.0)だ である。 [堆積土]上面が大幅に削平されているた

め堆積土の残存状況は良好 とはいえないが、現状では暗褐色土主体の計2層が確認できる。土層

観察によると斜面の傾斜に沿って堆積 している状況が確認できることから自然堆積であると考え

られる。 [ピ ット・柱穴]北壁寄 りに2個、西壁寄 りに2個 の計4個 のピットを検出した。いずれか

が対になって柱穴を構成する可能性が高いが、床面東側の状況が不明のため断定はできない。 [炉 ]

中央北寄 りに地床炉を1基検出した。規模は65× 39cmの不整形で深さは4.5cm、 弱変成 している。

遺物 (第 99,207図 、写真図版95。 155・ 157)´

[出 土状況]1層 を中心に出土 してお り、堆積土が薄いためいずれも床直上付近である。

[土器]縄文土器200片 (2,965g)を 出土 している。このうち257～ 261の 5点 を掲載 した。大半が

Ⅸ群であ り判然としないが、Ⅳ群 も一部含まれる。

[石器]計39点 を出上 している。石鏃4点、スクレイパー類2点、二次加工ある剥片1点、剥片30点、

礫石錘2点である。

[石製品]頁岩製の狭状耳飾 (1267)が 1点 出上 している。

時期 縄文時代前期末葉 と考えられる。

岸~229300m           当

調査区外L三三三三三三三Ξ

=三
二三

=三
正三三5ア

~

卜 229500m

卜 226900m

ドニ227300m

1 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 細～中礫(径 2～ 10mm)20%含 む焼土付近では炭化物が散在
2 10YR3/2黒 褐 粘性中 しまりやや密 細～中礫(径 3～ 10mm)30%中 ～大礫(径 5cm以上 円)5%含む

引

S124
1 10YR5/4にぶい黄褐 粘性なししまりやや密～中十和田中板テフラ(検出面に拡がり)

2 10YR3/3暗 褐 粘上質 粘性中 しまり中 廃棄焼土プロック少量含む

卑 22a900m卓

一

0         1:30         1m
炉断面 卜~~~~一 ――十一―一一――引

0         1:60         2m
その他 |

羽
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V 検出遺構

S122竪 穴住居跡

遺構 (第 37図 、写真図版24)

[位置・検出状況]調査C区 20B13・ 14に位置する。北東～東側は調査区外に至る。 [重複関係]S116・

23と 重複関係にある。いずれも本遺構 より上層にあ り、新期にあたる。本遺構を加えたこの3棟

はほぼ同一プランを利用 して、建替え拡張使用 していたものと考えられる。炉は各床面 レベルに

新たに設置 している。3棟の中では本遺構が最 も旧期 となり、S122<S123<S116と いう過程が読み

取れる。 [規模・平面形]南西～南側が不明瞭であるが、遺物の分布状況 と柱穴配置をみる限 りで

は円形を基調 としたプランと考えられる。現存規模は長軸が 〔540〕 cm、 短軸が 〔420〕 cmの 円形

で、軸方向は炉の長軸か らN-51° ―Wで ある。 [壁・床面]壁面についてはS116。 23構築時に削

平されてお りほとんど残存 していないため、高さや立ち上が りの状況については不明である。床

面については、北半は掘 り込んだⅣ層をそのまま使用 しているが、南半は暗褐色土を用いて貼床

し、床面を水平に整えている。硬化面は形成されておらず、堆積土 との判別は困難であったが、

炉および出土遺物の標高値を勘案 して分層 している。床面積は14.3だ である。 [堆積土]暗掲色土

主体の計4層 で構成される。S123堆積土および床面 と色調 。混和物などの点で酷似 している。い

ずれの層位 もほぼ水平に堆積 していることからS123構築時に人為的に埋め戻 し (整地)がおこな

われたものと考えられる。 [ピ ット・周溝]ピ ットは床面全域から計61個検出している。このうち

Ⅳ層を床面 としている北側7個 はS116検 出で見つかったものである。柱穴配置を想定 したが (第

214図 )、 利用されないピットもあるため詳細は不明である。周溝については北西側で一部検出し

たのみである。 [炉]床面中央に土器埋設複式炉 (日 字形)を 1基検出した。規模は108× 60.5cmで

ある。主炉 と副炉の2室か らなり、主炉の中央には土器が埋設されていた (264)。 主炉は埋設土

器周辺の熱変成が強 く深さは6cmで 、副炉 も強変 している。炉石の被熱痕跡は弱い。

遺物 (第 99,100。 163・ 165'167・ 168・ 177・ 180・ 195・ 196・ 200・ 202図 、写真図版95・ 134・ 135。 141・ 143・

151・ 155)

[出 土状況]ユ層を中心に出土 してお り、堆積土が薄いためいずれも床直上付近である。石器は

ピット内から21,1%(16点)出土、炉から6.6%(5点 )出土 している。

[土器]縄文土器1,197片 (13,229g)を 出土 している。このうち262～ 275の 14点 を掲載 した。大半

がⅣ群に含まれる。

[石器]計 76点 を出上 している。石鏃17点、石錐2点 、スクレイパー類 1点 、二次加工ある剥片3点 、

微細剥離痕ある剥片1点、剥片41点 、敲磨器類5点、礫石錘2点、石皿台石類4点で、このうち941・

970'971・ 1016・ 1043石鏃、H13ス クレイパー類、1131二 次加工ある剥片、1214・ 1240敲磨器類、

1253礫石錘を掲載 した。

[石 製品]石棒未製品とも思われる石棒類が1点 出土 している。

時期 本遺跡では唯一 日字形石組複式炉を設置する竪穴住居跡である。S116・ 23と 同一住居であ

るとすれば本遺構が最 も旧 く規模の小 さなものである。時期については、炉埋設土器 (264)及

び床面出土土器 (267な ど)がⅣ群に分類 されること、主炉内か らサンプリングした炭化物につ

いて放射性炭素年代測定 (AMS)の 結果、B.P.4350± 40と いう年代が与えられる (附編参照)こ

とか ら縄文時代中期前葉 と考えられる。
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2 遺構

ド上-227000m

岸-227200m 当

調査区外

S123
1 2 5YR2/2極 暗赤褐 粘性中 しまりやや疎
2 2 5YR4/6赤 褐 粘性中 しまり中
3 10YR3/3暗 掲 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 5～ 1 0mm角 )15%含 む 基本層序Ⅲ層起源
4 10YR4/31こぶい責褐 粘性強 しまりやや密 細～中礫(径 2～ 5mm)20%含 む

ド228000m   当

― ―

μ223000m    ヨ

当
S123炉
1 25YR4/8赤 褐 粘性中 しまり中炭化物・黄粒(径 1～ 2mm)5%含む 院土(強変成)

2 75YR2/1黒 粘性中 しまり中 中礫(径 5mm)5%含む 炭化物

甚22&100m  ヨ
岸=227000m

_勇
vi2偲YR4/3に ぶい黄褐 粘性中 しまりやや密 中礫(径 5～20m角 )10%含 む

0          1:30

2 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまりやや密 中礫(径 5～ 20mm角 )5%焼±10%含む
3 2 5YR5/8明 赤褐 粘性中 しまり中 混和物ほとんど無し焼土(強変成)

4 75YR2/1黒 しまり中 粘性中炭化物
5 2 5YR2/2極 暗赤褐 粘性中 しまり中 中礫(径 5～ 1 0mm)10%ブ ロック状焼±30%含 む 焼土(強変成)

6 2 5YR4/8赤 褐 粘性中 しまり中 焼土(強変成)

7 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 細礫(径 1～ 3mm)炭化物・焼±20%含 む
8 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 炭化物5%含む

S122

1 10YR4/8にぶい黄褐 粘性やや強 しまりやや密 中礫(径 1～ 3cm)5%炭化物・費粒(径 1～ 3mm)10%含 む
2 5YR2/2黒 褐 粘性やや強 しまり中 焼土粒・炭化物(径 1～ 3mm)5%含む
3 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性中 しまりやや密 中礫(径 5～ 20mm角 )10%含 む
4 25Y6/6明 黄褐 粘性中 しまり中 中礫(径 lcm)5%含 む 貼床か 基本層序Ⅳ層起源の上を使用

lm
炉平・断面

0         1160        2m
その他

-62-

第37図 S122。 23竪穴住居跡



V 検出遺構

S123竪 穴住居跡

遺構 (第 37図 、写真図版25)

[位置。検出状況]調査C区 20B13・ 14付近に位置する。東側は調査区外に至る。 [重複関係]S116・

22と 重複関係にある。本遺構はS116下層に位置 し、かつS122床面 より高い位置で検出されている

ことから、S116と S122の 間に構築されたと考えられる。 [規模・平面形]南西～南側が不明瞭であ

るが、遺物の分布状況 と柱穴配置をみる限 りでは円形を基調 としたプランと考えられる。現存規

模は推定で北西 一南東方向 〔440〕 cm、 北東 ―南西方向 (385)cm、 深 さは14cm、 軸方向は炉の長

軸からN-45° ―Wである。 [壁・床面]壁面については、S116構 築時に削平 されているため高 さ

や立ち上が りの状況については不明である。床面は北狽Iの一部にⅣ層が見 られるが、大半がS122

堆積土のにぶい黄褐色である。硬化面はみ られず、色調や混和物なども3・ 4層 と酷似 しているた

め両者の判別は困難であるが、後述する炉および出土遺物の標高値か ら分層を行っている。床面

積は (11.5)ゴ である。 [堆積土]暗褐色土主体の計4層 で構成 される。S116床面 と色調・混和物

などの点で酷似 している。いずれの層もほぼ水平に堆積 していることからS116構築時に人為的に

埋め戻 し (整地)が行われたものと考えられる。 [ピ ット・柱穴]床面 と堆積土 との判別が困難で

あったため床面検出レベルではピットを確認することができなかった。ただし、下層のS122精査

時に床面全域から61個 のピットを検出してお り、これに本遺構 に伴 う柱穴が含まれている可能性

がある。 [炉]中央やや南寄 りに81× 65cmの範囲で焼上の集中があ り、その東側で扁平礫が5個並

んだ状態で検出されている。深さ4cmで強変 してお り、検出された礫 を部材 とみなしてこの焼土

範囲をS116構築時に一部を残 して破壊 された石囲炉であるとみなした。

遺物 (第 100・ 165。 171図、写真図版96・ 135。 138)

[出 土状況]床面直上 と3・ 4層 を中心に出上 している。

[土器]縄文土器438片 (5,300g)を 出上 している。このうち276～ 281の 6点 を掲載 した。Ⅳ～Ⅵ・

Ⅸ群が出上 してお り、Ⅵ群主体である。

[石 器]計25点 を出土 している。石鏃3点、石匙1点、微細剥離痕ある剥片1点 、剥片20点 で、この

うち972石鏃、1072石匙を掲載 した。

時期 S116。 22と 同一プランであるとすれば本遺構はS122よ り新期、S116よ り旧期である。時期

については、床面出土土器278が Ⅵ群に分類 されることか ら縄文時代中期後葉 と考えられる。

S124竪 穴住居跡

遺構 (第 36図 、写真図版26)

[位置・検出状況]調査B区 15D15に 位置する。SD04斜面下側のⅢ層下位で遺構検出を実施 したと

ころ、調査区際ににぶい黄褐色テフラ (お そらく十和田中掠テフラ)を 含む暗褐色上が半円形プ

ランに拡が りを見せたため遺構を想定 し、セクションベル トを設定 して確認を行った。掘 り下げ

の結果、検出面か ら深 さ約17cmで 、Ⅳ層で構成される床面に達 した。床面がほぼ平坦であること

と半円形プランか ら竪穴住居跡 と判断 して精査を進めた。 [重複関係]な し。 [規模・平面形]遺

構は円形 と考えられるが、南半は調査区外で確認できない。規模は長軸が北西 ―南束方向424cm、

短軸が北東 ―南西方向 (257)cmを 呈する。深さは最深部で19cm、 床面積は残存値で (7.3)∬ であ

る。 [堆積土]暗褐色土主体の2層 で構成される。上部の第1層 はにぶい黄褐色のテフラで、他地
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点採取テフラの分析から (附編参照 )、 十和田中掠テフラと見 られる。 これを除けば単一層構成

と言える。 [壁・床面]残存する壁は東壁 8cm、 西壁 15cm、 北壁 13cmで あ り、いずれも緩やかに立

ち上がる。床面はほぼ平坦であるが、東側は外側に向かいやや傾斜 している。構築時の掘 り込み

はⅣ層中まで行われてお り、床面は堅緻である。 [ピ ット・柱穴]計9個 を検出したが、規則性は

見 られず床面北側にやや偏る。柱穴かは判断で きない。 [炉 ]検出されなかったが、調査区外に

存在する可能性がある。

遺物 (第 182図 、写真図版144)

[出 土状況]石器のみが出上 している。ほとんどが床面及び床直上か らの出上である。

[石 器]計6点 を出土 している。石匙1点 、二次加工ある剥片1点 、剥片2点、敲磨器類2点で、1143

二次加工ある剥片を掲載 した。

時期 上部に観察される十和田中掠テフラの推定降下年代から、縄文時代前期中葉以前 とも想定

されるが、出土土器がなく不明である。                     (北 田)

S125竪 穴住居跡

遺構 (第 38・ 39図 、写真図版27)

[位置・検出状況]調査B区 15Clに位置する。SX07住居状遺構精査時にサブ トレンチを設定 して確

認 したところ、下層に床面 と思われる平坦面を確認 した。改めて遺構検出を行ったところ、黒褐

色～暗褐色の円形 十楕円形が拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、

検出面か ら深さ約25cmの ところで黒褐色土 (S134・ 38竪穴住居跡堆積土)で構成される床面に達

した。当初から竪穴住居跡2棟 を想定 して精査を進めた (S126竪穴住居跡 と重複 )① [重複関係]南

半はS126竪穴住居跡 と重複 し、堆積土断面から本遺構が新期にあたる。また、上層にSX04・ 07住

居状遺構が存在 し本遺構が旧期である。北西にS137竪穴住居跡があるが、床面が本遺構に削平さ

れ存在 しないため本遺構が新期 と見 られる。また北束のSK42土坑 、下層のS134・ 38竪穴住居跡よ

りも新期である。 [規模 。平面形]円 形 と考えられ、規模は長軸が東西方向 〔550〕 cn、 短軸が南

北方向 〔500〕 cmを 呈する。深 さは最深で66cm、 床面積は推定値で 〔14.6〕 て以上である。 [堆積

土]暗褐色土主体の2層 で構成されるが、S126竪穴住居跡 とのプランの境界は判別 し難 く、僅か

な炭化物含有率の違いで推定されるのみである。両遺構は近い時期に同様の埋没過程を辿った可

能性がある。 [壁・床面]残存する壁は東壁56cm、 西壁46cm、 北壁90cmでいずれも急に立ち上がる。

床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはS134竪穴住居跡堆積上である黒褐色土まで行われて

お り、床面の炉より北側に焼上が大 きく拡がっている。床面は炉付近が堅緻、周 りはやや軟質で

ある。 [ピ ット・柱穴]ピ ッ ト計6個 を検出した。規則性はなく床面北側に偏 る傾向がある。ただ

し、この他にも本遺構に付属するピッ トが存在 した可能性 もあるがこの時点では検出できなかっ

た (下 層S134精査時に相当数のピットを検出→六角形か)。 [炉]床面中央やや南寄 りに77× 63cm

の複式炉を1基検出した。18個 の扁平な亜角礫で構成されてお り、燃焼面までは8cmの 深さがある。

燃焼面は燃焼部及び前庭部、炉の北側及び西側に大 きく拡がっている。炉内は特に良 く燃焼 して

お り、深 さ1lcmで 赤褐色に強変 している。床面に拡がる焼土は当初焼失住居 とも考えたが、炉の

北側のみに見 られること、床面に炭化材が残存 していないことから何 らかの理由で地床炉的に使

用 したのではないかと考えられる。
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遺物 (第 101・ 135'137・ 166・ 168・ 189'191図 、写真図版96・ 97・ 148。 149)

[出 土状況]出 土土器のうち、堆積上下位は23.80/O(3,148g)、 床直上～床面は17.8%(2,355g)出

上 している。石器は堆積土出上が大半だが、床面か ら14.30/O(9点 )出土、炉堆積土内から22.2%

(14点 )出土 している。

[土器]縄文土器940片 (13,208g)を 出土 している。このうち282～ 293の 12点 を掲載 した。Ⅲ～

Ⅵ・Ⅸ群に含まれ、大半がⅣ群だが、床面からV群 291と 堆積上下位からⅥ群287が出土 している。

[石器]計63点 を出土 している。石鏃6点、石匙2点、剥片45点、石斧類 1点 、礫器類3点、敲磨器

類2点、石皿台石類4点で、このうち1002・ 1041石鏃、■80石斧類、H85礫器類を掲載 した。剥片

45点 のうち、22点 が黒曜石製である (産 地不明)。

時期 縄文時代中期中葉～後葉に想定される。

S126竪 穴住居跡

遺構 (第 38・ 39図 、写真図版28)

[位置・検出状況]調査B区 15C61こ 位置する。SX07住居状遺構精査時にサブ トレンチを設定して確

認 したところ、下層に床面 と思われる平坦面を確認 した。改めて遺構検出を行ったところ、黒掲

色～暗褐色の円形 +楕円形が拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、

検出面から深 さ約30cmの ところで黒褐色土 (S134・ 38竪穴住居跡堆積土)で構成される床面に達

した。当初から竪穴住居跡2棟 を想定 して精査を進めた (S125竪穴住居跡 と重複)。 [重複関係]北

半はS125竪穴住居跡 と重複 し、堆積土断面から本遺構が旧期にあたる。また、上層にSX04・ 07住

居状遺構が存在するが本遺構が旧期である。また南東のSK40土坑よりは旧期 、下層のS134。 38竪

穴住居跡 よりは新期である。 [規模。平面形]遺構は楕円形プランと考えられ、規模は長軸が東西

方向 〔600〕 cm、 短軸が南北方向 〔500〕 cmを 呈する。深 さは最深で45cm(南側で7cm)、 床面積は

推定値で 〔16.0〕 ∬である。 [堆積土]暗褐色上の単一層で構成され、約2%の 炭化物を含有する。

S125竪穴住居跡 とのプランの境界は判別 し難 く、僅かな炭化物含有率の違いで推定されるのみで

ある。堆積土に共通点 (土色・土性)が見 られることか ら両遺構は近い時期に同様の埋没過程を

辿った可能性 もある。 [壁・床面]残存する壁は西壁24cm、 南壁6cmでいずれもやや角度を持って

立ち上がる。床面はほぼ平坦であ り、構築時の掘 り込みはS134。 38竪穴住居跡堆積上である黒褐

色土まで行われてお り、下層住居の堆積土状況から床面にも炭化物を微量含有する。床面は全体

にやや軟質であ り、炉の状態か らも使用期間が短いのかもしれない。 [炉 ]床面中央やや南西寄

りに廃棄されたと考えられる炉 (83× 61cm)を 1基検出した。散在する礫 と炭化物の集中が見 ら

れる楕円形を検出し断面を設定 したところ、底面が極暗赤掲色の弱変に被熱 していた。礫の散在

状況 と焼土から何 らかの理由で廃棄された石囲炉であると判断した。炉のす ぐ東には花筒閃緑岩

の石皿台石類が出上 している。燃焼面は弱変成で、深さlcmに満たない。

遺物 (第 102・ 135・ 137・ 168図 、写真図版97)

[出土状況]出土土器のうち、堆積土上位が最も多 く40.5%(4,890g)、 床直上～床面は8,9%(1,070g)

出上 している。石器は、炉堆積土内から39。2%(31点 )出上 してお り、また炉石 として石皿台石

類 1点・敲磨器類1点・剥片1点が転用されていたと見 られる。

[土器]縄文土器780片 (12,085g)を 出土 している。このうち294～ 305の 12点 を掲載した。Ⅳ・V・
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岸二282199m

岸-232弾om

岸翌32前 Om

S125・ 26
1.10YR2/3黒褐粘性やや弱 しまりやや疎
2‐ loYR3/3～4暗褐粘性やや弱 しまりやや疎申聴径ユ～ecn車角)能含む
3.10YR3/4晴 褐粘性ゃや弱 しまりやや疎炭化物2%含む

当

S137
1.

2
3
4.

5

当

10YR2/8黒褐粘性やや弱 しま―りやや疎
10YR4/4褐 粘性やや弱■しまりやや疎～中中礫建 1～2cln亜角)5%含む
10YR3/4暗褐粘性やや弱 しまり中
10YR3/4暗褐粘性やや弱しまりやや疎
10YR4/4褐 粘性ヽや1弱 しまりやや疎 中穂 径1～3cln剥礫力%含む
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V 検出遺構

邪 ぺ゙く S126

S125炉                   Z   Z  2 4
1 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎
2 5YR2/4極 暗赤掲 粘性やや弱～中 しまりやや疎 焼土(弱変成)

3 2 5YR5/8明 赤褐 粘性やや弱 しまり中焼土(強変成)

4 2 5YR3/4～ 2/4暗赤褐～極暗赤褐 粘性やや弱 しまりややllA焼 土(弱変成)

5 2 5YR4/6～ 4/8赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(強変成)

6 2 5YR3/4～ 4/8暗赤褐～赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(強変成)

7 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱～中 しまり中 炉石据え方

S126炉
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物2%含む
2 2 5YR2/4極 暗赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼土(弱変成)

0         1:30         1m

26竪穴住居跡

μ 231800m

界39図  S125

Ⅸ群が出上 してお り、大半がⅣ群に含まれる。堆積土最下位・床直上から、V群 303・ 304が 出土 し

ている。

[石器]計79点 を出土 している。石鏃5点、石錐 1点 、楔形石器 1点、スクレイパー類2点 、二次加

工ある剥片2点、微細剥離痕ある剥片1点、剥片63点、敲磨器類3点、石皿台石類1点 で、このうち

1024石鏃を掲載 した。剥片63点 のうち37点 が黒曜石製である。

[石製品]石棒未製品 とも思われる石棒類が1点 出土 している。

時期 出土土器 と重複関係か ら、縄文時代中期中葉～後葉に想定される。

Si37竪 穴住居跡

遺構 (第 38図 、写真図版38)

[位置・検出状況]調査B区 14C5に 位置する。S125竪穴住居跡精査時にS125の西狽1に 遺構の存在 を

確認 した。検出で きたのは遺構西側1/4程度であるが、その規模 と周辺遺構 との重複関係か ら竪

穴住居跡 と判断 して精査を進めた。 [重複関係]大半はS125竪 穴住居跡 と重複 し、本遺構床面 を

破壊 していることから本遺構が旧期 となる。また、上層にSX04。 07住居状遺構が存在するが本遺

構が旧期である。遺構プランからS125下層のS134と も重複 していたと言えるが本遺構が新期であ

る (S134<S137<S125<SX07<SX04)。 [規模・平面形]円形 と考えられ、規模は長軸が北東 ―南西

方向 (430)cm、 短軸が北西 ―南東方向 (171)cmを 呈する。深さは最深で47cmである。 [堆積土 ]

褐～暗褐色土主体の計5層 で構成されるが、東はS125に切 られている。 [壁・床面]残存する壁 は

西壁43cm、 北壁42cmでいずれも緩やかに立ち上がる。床面は西から東へ緩やかに傾斜 しているが、

おそらく中央になるにつれて平坦になると見 られる。残存する床面はⅣ層を掘 り込んで構成 して
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いるため、堅緻である。床面積は (3.5)ど である。

遺物 (第 107・ 169・ 201図 、写真図版 103・ 137)

[出 土状況]出 土土器のうち、堆積土中位及び下位が各23.6%(405g)出 土 している。石器は堆積

上下位3点 などから出上 している。

[土器]縄文土器115片 (1,715g)を 出上 している。このうち382～ 387の 6点 を掲載 した。大半が

Ⅳ群に含 まれるが、堆積土中位か らV群 383が 出上 している。

[石器]計5点 を出土 している。石鏃 1点 、石匙1点 、石斧類1点 、敲磨器類2点で、このうち1061石

匙、1241敲磨器類を掲載 した。

時期 出土遺物及びS125と の重複関係から、縄文時代中期中葉 と考えられる。

S127竪 穴住居跡

遺構 (第40図、写真図版29)

[位置。検出状況]調査C区 19BH・ 15に 位置する。当初、Ⅲ層上面において焼土が散布する暗褐色

プランとして検出された。 [重複関係]重複関係はなく、単独で存在する。ただ し、埋め立て 。

拡張を伴って新旧がある。 [規模・平面形]南西～南側が削平されているため全体は不明であるが、

新旧ともやや隅丸方形状の楕円形 と考えられる。現存規模は旧期が北西 ―南東方向280cm、 北東 ―

南西方向 (210)cm、 深さ42cm、 新期が北西 ―南東方向 (432)cm、 北東 ―南西方向 (261)clll、 深さ

24cmで ある。床面積は新期が (7.4)だ 、旧期が (4.2)だ である。 [壁・床面]壁の残存は極めて悪

S127(新 )炉

峙 醜

'7

ド生229400m

ドニ230500m 当  卜 別綱om 当

S127(1・ 2)詈 がコ予3・ 4)詈が十日)

1 10YR4/4褐 粘性中 しまり中 25YR5/8明 赤褐ブロック5%炭化物5%含む
2 10YR4/4褐 粘性中 しまり中 炭化物(径 1～ 2mm)。 地山ブロック5%含む
3 10YR4/4褐 粘性中 しまり中 1層 と類似するが混和物はほとんどなし
4 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまりやや密 混和物ほとんどなし

～
22a400m    当

島229400m     ヨ

S127(新 )炉

1 25YR6/8橙 粘性中 しまりやや密 粒子細かい焼土層
(強変成)

2 25YR4/8赤褐 粘性やや強 しまりやや密 焼土ブロック
(径 1～2mm)

炭化物5%含む(弱変成)

3 25YR4/4にぶい赤褐 粘性中 しまり中 焼土ブロック
(径 2～ 5mm)50%含 む

0         1:30 とlaa
炉平・断面

0         1:60        2m
その他

「

~~~~― ―十一―――――引
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く、東壁の一部が残存 しているのみである。残存 している壁面を見る限 り、立ち上が りは緩やか

である。床面は全域でⅣ層をそのまま使用 してお り、貼床は敷設されていない。ただし、新期住

居を構築の際は、旧期住居プランは埋め戻 されていたと見 られる。 [堆積土]Ⅲ 層由来の暗褐色

土主体で構成される。ただし、旧期 と新期の堆積土は色調・混和物 とも酷似 してお り、両遺構の

判別は困難であった。そのためセクションベル トを残 して旧期の床面まで一度に掘 り下げを行い、

焼土や平坦面のレベルをもとに分層を行った。 [ピ ット・柱穴]計20個検出されている。明確な柱

穴配置は不明であるが、全域に散在 している。p5・ 6・ 10'12～ 16。 18の 9個 は拡張された新期住居プ

ランに属すると思われるが、残 りの旧期住居プランから検出した11個の帰属は不明である。 [炉 ]

新期住居の床面中央やや南側に98× 93cmの範囲で焼土が検出されている。旧期の床面 より高い位

置で検出されたため、当初は住居廃絶後に流入 した二次堆積焼土 とみなしていた。 しか し、新期

の床面 と同レベルであることと焼土の形成状況が現地性焼土 と同様であることか ら、最終的には

新期に伴 う地床炉 と判断した。深さは7cmで ある。

遺物 (第 102・ 164～ 167・ 183・ 196図 、写真図版98'134・ 135'145)

[出 土状況]旧期・新期 とも1層 か らの出上である。

[土器]縄文土器345片 (4,140g)を 出上 している。このうち306～ 315の 10点 を掲載 した。Ⅲ・Ⅳ・

Ⅸ群が出土 してお り、大半がⅣ群に含まれる。

[石器]計59点 を出土 している。石鏃15点 、石匙2点 、スクレイパー類1点、二次加工ある剥片1点、

微細剥離痕ある剥片1点、剥片38点 、敲磨器類 1点 で、このうち961・ 973・ 1003・ 1023石鏃、1215敲

磨器類を掲載 した。

時期 ここでは重複 しているため旧期 と新期 としているが、規模や形状の点からは同一住居の建

て替えである可能性は低いと考えられる。ピット内あるいは床面直上出土土器がないため存続時

期については不明といわざるを得ないが、堆積土内出土土器については多 くがⅣ群に分類される

ことから、少なくとも縄文時代前期後葉～中期前葉には廃絶 していたものと思われる。 (村 田)

S128竪 穴住居跡

遺構 (第 41図 、写真図版30)

[位置・検出状況]調査C区 20B21に 位置する。当初はS129と ともにⅢ層中で長精円形の暗褐色プ

ランとして検出された。 [重複関係]S129竪穴住居跡。SR01土器埋設遺構・P259ピ ットと重複 して

お り、いずれよりも旧期である。 [規模。平面形]南～東側が削平 されているため全体は不明であ

るが、現存規模で東西方向 (577)cm、 南北方向 (280)cmの 長方形であ り、大型住居の可能性 も

ある。軸方向はN-40° 一Wで ある。 [壁・床面]壁 は北壁で26cm残存 している以外はほとんど削

平されている。下端は周溝 と共有 してお り、周溝外壁からほぼ直線的に立ち上がる。床面は全域

でⅣ層を使用 していたと思われるが、南 (斜面下側)は削平されてお り不明である。堆積土 と床

面の判別は比較的容易であるが、床面は全体に締まりは弱 く、硬化面は形成されていない。床面

積は (12.9)だ である。 [堆積土]大半が削平されているため非常に薄 く、暗褐色土主体の計5層

で構成される。遺構中央の1層 直下で焼上が138× 125・ 137× 115cmの 範囲で広がっている状況が確

認されている (3・ 4層 )。 当初はこれを炉 と考えていたが、規模が非常に大 きいこと、床面よりや

や浮いた位置で検出されていること、断面観察の結果、床面に被熟による影響層が形成されてい
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V 検出遺構

ないことか ら、この焼土は埋没過程で流入 した二次堆積焼土 と判断した。 [ピ ット・柱穴]計 31個

検出している。間隔は一定 していないが、p6～ 10な どが柱穴になるものと思われる。p12～ 14な

どは貯蔵 ピットと思われ、なかでもp12は 2・ 3層 に焼土を堆積 してお り、廃棄焼土ピットと考えら

れる。 [周 溝]壁面に沿ってほぼ直線的に構築 されている。

遺物 (第 102・ 103・ 135。 164図 、写真図版98・ 134)

[出 土状況]ピ ット・周溝および3・ 4層 直上で主に出上 している。

[土器]縄文土器297片 (5,446g)を 出土 している。 このうち316～ 321の 6点 を掲載 した。 Ⅲ・Ⅳ群

が出土 してお り、Ⅲ群が若千多い。

[石器]計20点 を出土 している。石鏃7点、石錐1点、楔形石器1点、スクレイパー類 1点 、二次加

工ある剥片1点 、剥片9点 で、このうち960石鏃を掲載 した。

時期 縄文時代前期後葉～中期前葉 と考えられる。

S129竪 穴住居跡

遺構 (第41図、写真図版31)

[位置・検出状況]調査C区 19B24に 位置する。当初はS128と ともにⅢ層中で長楕円形の黒褐色 プ

ランとして検出された。 [重複関係]S128竪穴住居跡・SK12土坑 と重複 してお り、本遺構が新期で

ある。 [規模・平面形]南西が削平・崩落 しているため不明であるが、長方形を呈する。規模 は北

西 一南東方向 (497)cm以 上、北東 ―南西方向 (313)cmで ある。 [壁・床面]西～南壁は削平・崩

落、南東壁はS128に切 られて残存 していない。北壁54cm、 東壁38cmで あ り、角度をもってやや直

線的に立ち上がる。 [堆積土]暗褐色土主体の計8層 で構成される。8層 などの暗褐色土はⅢ層起

源、9層 は壁崩落土 と見 られる。床面積は (12.0)ど である。 [ピ ット・柱穴]計48個 を検出 した。

大半が南側に偏って分布 してお り、配置に規則性は見 られない。柱穴は不明であるが、p8は柱あ

た りが確認で きる。なお、北壁近 くに周溝 と思われる溝状の掘 り込みを確認 している。 [炉]堆

積土下位で焼上が集中する箇所が 2カ 所あったが、熱変成の度合いも弱いことから炉 と判断 して

いない。

遺物 (第 103'163・ 164。 172・ 180・ 181図 、写真図版98。 134・ 139・ 143)

[出 土状況]出土土器のうち、50.9%(1,165g)が床面出土である。石器は88.5%(23点 )が 1層 出

上である。

[土器]縄文土器129片 (2,290g)を 出上 している。 このうち322～ 330の 9点 を掲載 した。 Ш・Ⅳ・

Ⅸ群が出上 してお り、Ⅳ群主体である。

[石器]計 26点 を出土 している。尖頭器1点 、石鏃8点 、石匙 1点 、二次加工ある剥片3点、微細剥

離痕ある剥片1点、剥片8点、敲磨器類2点、礫石錘2点で、このうち934・ 949石鏃、1080石匙、 1132・

1139二次加工ある剥片を掲載 した。

時期 縄文時代中期前葉 と考えられる。

S130・ 31竪穴住居跡

遺構 (第42図、写真図版32)

[位置・検出状況]調査B区 15C19に 位置する。SD04堀跡、S113・ 14竪 穴住居跡精査終了後、遺構
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2 遺構

検出を実施 したところ、褐色土が長方形に拡が りを見せたため遺構 を想定 して確認を行った。確

認の結果、検出面か ら深 さ46cmの ところでⅣ層で構成される床面に達 し、焼土を検出したため、

竪穴住居跡 と判断 して精査 を進めた。当初、遺構プランか ら大型竪穴住居跡1棟 を想定 していた

が、堆積土を除去 した段階で少なくとも2棟が重複 していることが確認された (壁形状 と周溝か

ら)。 しか し、ほぼ同一の床面を持つことと住居の拡張に伴 う同―プランでの重複であったため、

同時に精査を進めた。 [重複関係]新旧はS131が 旧期、その後の拡張で新期のS130が構築された

と見 られる。また両遺構の中間にももう1棟の竪穴住居跡が存在 したと考えられるが、北側に周

溝が残存するのみである (S131拡 張前<S131拡張後<S130)。 南半は重複するSD04堀 跡に大きく切

られてお り、本遺構が旧期である。 また、北ではS132・ 38竪穴住居跡があ り本遺構が旧期、西に

S113竪穴住居跡があ り本遺構が旧期である。遺構東側は攪乱による削平を受けている。 [規模・平

面形]拡張前のS131に ついては東西に長軸を持つ長方形 と考えられ、長軸が 〔450〕 cm以上、短

軸が (220)cm以 上を呈する。拡張後のS131は 前形を東に拡げたプランで、長軸が (615)cm以 上、

短軸が (220)cm以 上 を呈する①重複するS130は さらに大形で、東西に長軸を持つ長方形で、長

軸が (740)cm以上、短軸が (190)cm以上を呈する。深さはS130が最深で24cm、 S131が 49cm、 床

面積はS131(前 )が (9.4)∬ 以上、S131(後 )が (10.4)て以上、S130が (9.5)だ 以上である。

[堆積土]掲色土主体の9層 で構成される。新旧は拡張後のS130が新期 となるため、ほとんどが新

期住居跡の地積上である。4層 には黄褐色土が水平堆積 してお り、当初は貼床 を想定 したが確認

できなかった (S131拡張後の貼床か→そうなれば、新旧が逆転 しS130<S131拡張前<S131拡 張後

となる)。 [壁・床面]残存する壁は東壁8cm、 西壁17cm、 北壁38cmで ある。床面はほぼ平坦であ り、

構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われてお り、床面は堅緻である。 [ピ ット・柱穴]S130・ 31の 床

面に計33個 のピッ トを検出 した。いずれ も柱穴 と考えられる。柱穴配置を想定 した (第 215図 )

が、南半が削平 されているため不十分である。想定図ではS131の 拡張前 と後、重複するS130の 3

つを考えたが、この他にも各々に含まれる柱穴があるかもしれない。軸線はS130がN-118° 一E、

S131がN-127° 一Eと やや異なる。 [炉]SD04に 切 られている床面に2基の地床炉を検出した。炉

の規模はS131に 伴 うと見 られる炉が105× (88)cm、 深さ4cmで強変、S130に 伴 うと見 られる炉が

211× (64)cm、 深さ7cmで強変である。それぞれの炉の間には炭化物の拡が りも確認されてお り、

燃焼範囲がいずれも広いことか ら失火による燃焼影響の可能性 もある。S130炉の位置には石皿台

石類 (1264)の 設置 も見 られる。 [周 溝]S130。 31拡張前 。31拡張後のいずれも北及び東壁際に深

さ12cm、 幅約20cmの周溝が見 られる。

遺物 (第 103・ 104。 162・ 204図 、写真図版99,133・ 156)

[出 土状況]出土土器のうち、床面か ら51.3%(1,800g)出 土 している。石器は堆積土上位が最 も

多 く56.5%(13点)出土 している。

[土器]S130。 31竪穴住居跡の合計で縄文土器219片 (3,510g)を 出上 している。このうち331～ 335

の5点 を掲載 した。いずれもⅣ群に含まれる。

[石器]計23点 を出土 している。尖頭器1点 、石鏃3点、石匙1点、スクレイパー類2点、二次加工

ある剥片1点、剥片11点、礫器類ユ点、敲磨器類2点 、石皿台石類 1点 で、このうち912尖 頭器、1264

石皿台石類を掲載 した。

時期 両遺構 ともに縄文時代前期末葉 と考えられるが、重複関係か らS130が S131よ りも新期で
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2 遺構

ある。 (北 田 )

S132堅 穴住居跡

遺構 (第 42図 、写真図版33)

[位置・検出状況]調査B区 15C7に 位置する。Ⅲ層下位で遺構検出を実施 したところ、褐色上が楕

円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。確認の結果、検出面から深さ約25cmの

ところで黒褐色土 (S138堆積土)で構成さ
´
れる床面に達 し、また焼上を確認 したため、竪穴住居

跡を想定 して精査を進めた。 [重複関係]遺構全体がS138と 重複 し、本遺構が新期である。また、

西にS113が あ り本遺構が新期、南にS130。 31があ り本遺構が新期である。 [規模・平面形]平面は

楕円形 と考えられ、規模は長軸が東西方向545cm、 短軸が南北方向353cmを 呈する。深 さは最深で

35cm(遺構北 )、 床面積は12.5ご である。 [堆積土]褐色上の単一層で構成され (Ⅲ 層起源 )、 炭化

物を1%含有する。 [壁・床面]残存する壁は東壁 19cm、 西壁26cm、 南壁 10cn、 北壁35cmで、傾斜

地に構築 しているため、北壁の掘 り込みやや深い。床面はほぼ平坦であるが、斜面の傾斜に沿っ

て北がやや高 くなる。構築時の掘 り込みは黒褐色土 (S138堆積土中)ま で行われてお り、北～東

壁、南壁の一部はⅣ層、それ以外は重複する遺構堆積上が壁 となる。床面はやや軟質である。 [炉 ]

床面ほぼ中央 とやや南西寄 りに故逸するように3基 の地床炉を検出した。それぞれの規模は88×

88cm、 37× 21cm、 77× 37cmでいずれも不整形である。深さは6cmで 強変成 している。

遺物 (第 104・ 163・ 167。 193・ 199図 、写真図版99,134・ 150)

[出土状況]土器は堆積土から床面まで散在 してお り、床面からは25.5%(1,175g)出 土 している。

石器は大半が堆積土上位から出土 している。

[土器]縄文土器268片 (4,605g)を 出上 している。このうち386～ 345の 10点 を掲載 した。大半が

Ⅳ群に含まれる。

[石器]計 12点 を出土 している。石鏃2点、剥片5点、石斧類 1点 、敲磨器類4点 で、このうち942・

1024石鏃、■96・ 1235敲磨器類を掲載 した。

時期 縄文時代前期末葉～中期前葉に想定される。

S133竪 穴住居跡

遺構 (第 42図 、写真図版34)

[位置 ,検出状況]調査B区 16C14に 位置する。暗褐色土が半円形に拡が りを見せたため遺構 を想

定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約27cmの ところでⅣ層で構成される床面

に達 し、床面中央に焼土を確認 した。床面がほぼ平坦であること、炉を検出したことから竪穴住

居跡 と判断して精査を進めた。 [規模・平面形]円形 と考えられるが、南半は削平の影響、また東

は トレンチ掘削の際に破壊 してお り残存 していない。規模は長軸が北西 ―南東方向 (273)cm、 短

軸が北東 一南西方向 (163)cmを 呈する。深 さは最深で29cm、 床面積は (2.6)面 である。 [堆積

土]暗褐色～褐色土主体の2層 で構成される。大半は1層 で、下部に2層 が薄 く堆積 している。 [壁・

床面]残存する壁は西壁6cm、 北壁28cmで あ り、いずれも緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦

であるが、斜面に沿って北 (斜面上側)が高 くなる。構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われてお

り、床面は堅緻である。 [ピ ット・柱穴]ピ ット4個 を検出した。いずれも壁に沿うように配置さ
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V 検出遺構

れている。南半は削平の影響で欠いている。 [炉]床面中央 に地床炉 を1基確認 した。規模 は85×

65cmの楕 円形で、深 さは12cmで強変成 している。遺構規模 に対 して炉の燃焼範囲が広い。

遺物 (第 104図 、写真図版100)

[出 土状況]すべての遺物が堆積土中から出上 している。

[土器]縄文土器133片 (2,310g)を 出上 している。このうち346～ 354の 9点 を掲載 した。いずれ

もⅣ群に含まれる。

[石器]計2点 を出上 してお り、石匙1点 、剥片1点 である。

時期 縄文時代中期前葉に想定される。

S134・ 38竪穴住居跡

遺構 (第 43・ 44図 、写真図版35。 39・ 40)

[位置・検出状況]調査 B区 15Cl～ 12ほ かに位置する。S125。 26・ 32竪穴住居跡精査時に、サブ ト

レンチを南北方向に設定 して下層の状況を確認 したところ、北 と南で異なる床面 レベルを持つⅣ

層を確認 した。また、南には大 きく拡がる焼土も確認 したため、竪穴住居跡2棟 (も しくはそれ以

上)を想定 し精査を進めた。当初、遺構プランから竪穴住居跡2棟を想定 していたが、掘 り下げ後

の断面観察の結果、Aベル ト西にかかる340cm前後の暗褐色の掘 り込み (1層 )と A・ Cベル トにかか

り、前述の掘 り込みに切 られ、貼床 らしき明黄褐色土 (8層 )を堆積する暗褐色の掘 り込みが確認

されたことから、検出できずに破壊 してしまった竪穴住居跡2棟が存在する可能性がある (炉 は確

認 していない)。 [重複関係]新旧はS138が 旧期、S134が新期である。S138は S113・ 30'31、 SK45

と重複 してお り本遺構が新期、S125。 26・ 32・ 34、 SX04・ 07、 SK40・ 43よ り本遺構が旧期である (S130。

31<S113<S138<S134<S126<S125<SX07<SX04)。  また、S1341ま S125。 26。 37、 SX04・ 07、 SK40'42

より本遺構が旧期である (S138<S134<S126<S125<SX07<SX04)。 [規模・平面形]S134は南北に

長軸を持つ長楕円形 と考えられ、長軸は南北方向 (554)cm、 短軸は東西方向592cmを 呈する。S138

は南北に長軸を持つ長方形であ り、長軸は南北方向 (678)cm、 短軸は東西方向500cmを 呈する。

S134に ついては拡張前の円形住居が重複 している可能性 もある。深さはいずれもS126床面からで、

S134が最深で48cm、 S138が最深で32cm、 床面積はS134が (13.4)ど 、S138が (24.2)だ である。 [堆

積土]両遺構合わせて、計14層 で構成される。S1341ま 暗褐色土主体の1～ 12層 の12層 であ り、S138

は暗褐色土主体の13・ 14層 の2層 である。いずれもⅢ層起源土で、S134は 4。 5層 に炭化物含有層、そ

の直下の6層 に強変成の焼土層を形成する。また、S138についても床面直上の14層 にクリえ化物

含有層、また断面図にはないが床面直上の床面2/31こ 強変焼上の拡が りがある。いずれの遺構 も

炭化物層 と焼土層を持つが、S134は堆積土の中間層に存在するため、遺構に直接関わる堆積では

ない。 しかし、前述のAベ ル ト西にかかる遺構プラン断面の下位に存在するため、これの床面に

形成されたものと思われる。S138に ついては、床面の広範囲に拡がる焼土 と炭化物から焼失住居

の可能性がある。 [壁・床面]S134は南壁を検出できずに破壊 してしまったため不明である。残存

する壁は東壁40cm、 西壁27cm、 北壁33cmであ り、角度をもって急に立ち上がる。床面はほぼ平坦

であるが、断面観察から南に向かって若干傾斜する。床面は北壁か ら200cmは Ⅳ層で構成される

が、それより南については、S138堆積±12層 上の11層 (黄褐粘土質土混 じりの暗褐色上で構成さ

れる貼床の可能性がある層)で構成されている。床面は、北のⅣ層構成部分は堅緻、南はやや軟

-75-



2遺構

SB4・ 38

①藤 盈ql
課
西
ｑ

p10

18   魏

醗引

※下線はS134付属ビット

0だ

口倍G,G

ド上2並 2oom
当

-76-
第43図  S134・ 38竪穴住居跡



V 検出遺構

卜 232700m

ドー 232600m

SI

30・ 3

S134(1～ 12層 )・ 38(1314層 )

1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcm)3%中 ～大礫(径 1～ 10cm)2%炭化物2%含む

2 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器少量
3 5YR4/6赤 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼失焼土(強変成)

4 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物20%含 む 炭化物層
5 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物(径 5～ 10mm)5%含む

6 5YR4/6赤 褐 粘性やや弱 しまりややllR焼失焼土(強変成)

7 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物3%含む

8 10YR6/8明 黄褐 粘土質 粘性やや弱 しまりやや疎～中
9 10YR3/41音 褐 炭化物3～ 5%含む
10 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎～中 炭化物3%含む
H 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 炭化物10%含む 炭化物層
12 10YR3/4暗褐+10YR5/6暗 褐十☆褐 粘土質の混合 粘性やや弱 しまりやや疎 S134貼床か

13 10YR3/3暗褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎
14 10YR3/3暗褐 粘性中 しまりやや疎 炭化物5%含む

第44図  Si34。 38竪穴住居跡

質である。S1381こついても南壁は検出できなかった。残存する壁は東壁43cm、 西壁31cm、 北壁45

cnで あ り、角度をもって急に立ち上がる。床面は平坦であ り、構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行

われている。 よって、床面は堅緻である。 [ピ ッ ト・柱穴]S134床 面に60個 、S138床 面 に68個 の

ピットを検出した。S134に ついてはp59が貯蔵ピットと考えられる他は柱穴と見 られる。 しかし、

この中には上部遺構S125で検出できなかった分 も含み、またS138床面にあるピットにも本遺構 に

伴 うものも含 まれている可能性がある。S138は いずれも柱穴と見 られるが、この中には上部遺構

S125'26・ 32・ 34で検出できなかったピットも含 まれている可能性がある。柱穴配置を想定 した (第

215図 )が、いずれも南半が存在 しないため不十分である。想定図ではS134に ついては 3通 り、

S138に ついては 2通 りの配置案を想定 したが、、この他にも各々に含まれる柱穴または配置があ

るかもしれない。軸線はS134で N-3° 一E、 S138で N-1° 一Eと ほぼ真北である。 [周溝]S134

は北 と東の一部に幅12～ 23cm・ 深さ8～ 29cmの断面U字形 と、S138は 南西～南以外は残存 してお り、

幅18～ 44cm・ 深 さ6～ 14cmの断面U字形である。 [炉 ]ヤ ずヽれの遺構においても検出で きなかった

が、S138に ついては床面の広範囲に拡がる焼失焼上部分に存在する可能性がある。

遺物 (第 104～ 107・ 135。 164・ 165'170'175・ 180・ 181'193。 194図 、写真図版100～ 103・ 134・ 135・ 138・

140・ 143・ 149'150)

[出 土状況]S134出 土土器は大半が堆積土出土であ り、床直上～床面出土は21.70/O(4,530g)で ある。

S138出土土器は床直上～床面からが最も多 く、25.4%(2,835g)出 上している。石器は、S134出 土は 1

囁

0         1 :60         2m
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層出上の49,6%(60点 )が最も多い。S138出土は床直上～床面から26.7%(8点 )出土している。

[土器]S134は縄文土器1,219片 (20,835g)、 S138は縄文土器576片 (11,170g)を 出上している。

このうちS134は 355～ 372の 18点、S138は388～ 400の 13点 を掲載した。両遺構出土とも、すべてⅣ

群に含まれる。

[石器]S134は 計121点 を出上している。石鏃18点、石匙5点、スクレイパー類5点 、二次加工ある

剥片4点、微細剥離痕ある剥片2点、剥片79点 、礫器類1点、石斧類1点、敲磨器類4点、礫石錘2点

で、974石鏃、1136二 次加工ある剥片、H90礫器類、1201敲磨器類を掲載した。S138は計30点出

上している。石鏃7点、石匙2点、楔形石器2点、スクレイパー類1点 、二次加工ある剥片2点、微

細剥離痕ある剥片1点 、剥片10点、敲磨器類4点、石皿台石類1点で、このうち950。 976石鏃、1070

石匙、1099楔形石器、■33二 次加工ある剥片を掲載した。S134の うち石鏃1点 (月 山系)。 剥片17

点 (不 明)、 S138の うち剥片1点 (不 明)が黒曜石製である。

時期 S134が縄文時代中期前葉、S138が縄文時代前期末葉に想定される。

Si35

ゥら心,″

農 226800m

日

牡

¶

10YR3/2黒褐 粘性やや強 しまりやや密 細～中礫(3～ 1 0mm角 )5°/。含む
10YR4/4褐 粘性やや強 しまり中 細～中礫(3～ 5mm角 )25Y7/8
黄±10%含 む
25Y4/2暗 灰黄 粘性中 しまりやや疎 中礫(3～4cm角 )5%炭 化物10%含 む
炭化物層

D′-15 10YR4/4ゃ ⅢⅢ空 ▼まり密 礫25で貪呻μ 226900m

脚  
勒 崎 む魁 0.罰  h

第45図 S135竪穴住居跡

Si35竪 穴住居跡

遺構 (第 45図 、写真図版36)

[位置・検出状況]調査C区20C22に 位置する。検出面はⅣ層上面である。 [重複関係]他遺構 との

重複関係はないが、東側が近年の改変により大幅に削平されている。 [規模・平面形]カ マ ド周辺

が残存 しているのみであ り全形を知ることはできないが、残存 している北西隅の状況か ら方形 と

卜2猛 000■昌
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考えられる。現存規模は東西方向 (268)cm、 南北方向 (143)cmである。 [壁・床面]壁面はカマ ド

北西隅付近が若千残存 しているのみで、現存高は6cmである。床面はⅣ層を使用 してお り、貼床

は敷設 されてお らず硬化面 も確認できなかった。床面積は (11.4)だ である。 [堆積土]黒褐色土

主体の計5層 で構成される。全体的に炭化物・焼土粒が散在 してお り、4層 のように部分的に層状

にまとまっている箇所がある。残存状況は悪いため自然堆積か人為堆積かは判断できない。 [ピ ッ

ト・柱穴]北西に土坑状のピットを1個 検出 している。 [カ マ ド]上面が大幅に削平 されているた

め袖の造作などの構造は不明である。ただし、焼上の近辺には被熱 した石材が散乱 していること

か ら袖の芯材に石が使用されていた可能性 はある。焼土は煙道際から122× 76cmの 範囲に広がっ

ていた。比較的良好に焼成されてお り、深 さは最大で16cmである。煙道の規模は146× 33× 15cm

であ り、溝形を呈する。

遺物 (第 210図、写真図版159)

土器はカマ ド東狽Jと 煙道内堆積土か ら280g(18片 )を 出土 している。このうち本遺構に伴うと

考えられるものは内面黒色処理された土師器郭片1点 (1279)の みであ り、その他は縄文土器の

破片である。石器は9点 を出土 しているが、いずれも縄文時代 と考えられる。

時期 出土遺物が少ないため詳細な時期については不明であるが、おそらく平安時代の竪穴住居

跡 と考えられる。本調査では唯―の平安時代の遺構である。            (村 田)

(2)住居状遺構

計8基検出した。竪穴住居跡 とほぼ同様の平面形を呈するが、炉や柱穴など竪穴住居跡を構成

する要素に欠けている遺構を一括 した。このなかには、炉を持たない竪穴住居跡 も含んでいる可

含ヒ性 もある。

住居状遺構を説明するために、竪穴住居跡 とほぼ同様の項 目について記載を行う (遺構の位置・

検出状況、他遺構 との重複関係、遺構の規模及び平面形、堆積土の状態、壁・底面の状態、遺構

に伴 うピットと柱穴、出土遺物、遺構の帰属時期)。

SX01住 居状遺構

遺構 (第 46図 、写真図版41)

[位置・検出状況]調査A区8C241こ 位置する。Ⅳ層上面で遺構検出を実施 したところ、黒褐色上が

円形プランに拡が りを見せたため遺構 を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検 出面から深

さ28cmの ところでⅣ層で構成される底面に達 した。 しかし、底面が均等に平坦でないこと、床面

施設を持たないことから住居状遺構 と想定 して精査を進めた。 [規模・平面形]平面は東西に長軸

を持つ楕円形 と考えられ、規模は長軸が東西方向303cm、 短軸が南東方向 (200)cmで ある。深さ

は最深で28cm(斜面上狽1)、 床面積は (4.2)∬ である。 [堆積土]黒褐色土主体の2層 で構成され

る。いずれもⅢ層起源土で構成され、細～中礫 を含む。 [壁・床面]南壁は傾斜あるいは削平の影

響で存在 しない。残存する壁は東壁5cm、 西壁 14cm、 北壁28cmで、傾斜地に構築 しているため、北

壁 (斜面上側)の掘 り込みがやや深い。床面はほぼ平坦であるがやや南 (斜面下側)に 下ってい

る。構築時の掘 り込みはⅣ層まで行われてお り、床面は堅緻である。

遺物 (第 108図 、写真図版103)
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七
辞二235100m

際-232700m

ドー235300m
岸一-233100m

SX01
1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 細～中礫(径 lcm以下)含む
2 10YR4/4褐 粘性やや弱～中 細～中礫(径 lcn以下)含む             SX03

1 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 現耕作土
2 10YR17/1黒 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 3～ 5cm亜 角)5%含む
3 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 3cm亜 角)3%含む
4 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～3cm亜 角)5%含む

0         1 :60         2m

第46図 SX01・ 03住居状遺構

[出 土状況]出土土器及び石器はいずれも1層 から出土している。

[土器]縄文土器80片 (1,530g)を 出上している。このうち401～ 404の 4点 を掲載した。すべてⅣ

群に含まれる。

[石器]計5点 を出上している。スクレイパー類1点、二次加工ある剥片1点、敲磨器類2点、剥片1

点である。

時期 出土遺物か ら縄文時代前期末葉 と考えられる。 (北 田 )

SX03住 居状遺構

遺構 (第 46図、写真図版43)

[位置。検出状況]調査B区 15B24に 位置する。 Ⅱ層上面で遺構検出を実施 したところ、黒色土が

円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。確認の結果、検出面から深 さ40cmの と

ころで暗褐色土 (S118・ 19堆積土)で構成される底面に達 したが、底面が均等に平坦でないこと、

床面施設を持たないことか ら住居状遺構 と想定 して精査 を進めた。 [重複関係]全体がS118。 19

と重複 し、本遺構が新期である。 [規模・平面形]円形 と考えられ、規模は長軸が北東 ―南西方向

317.5cm、 短軸が北西 ―南東方向310cmで ある。深さは最深で41cIIl(中央 )、 床面積は6.2ど である。

[堆積土]黒～黒褐土色主体の4層 で構成される。いずれもⅡ層起源土のみで構成され、2～4層 に

は中礫が3～ 50/O含 まれる。堆積状況から斜面上位か らの自然堆積 と考えられる。 [壁・床面]南壁

は斜面下側のため当初か ら残存 しないと思われる。残存する壁は東壁25cm、 西壁20cm、 北壁40cm

で、傾斜地に構築 しているため、北壁 (斜面上側)の掘 り込みがやや深い。床面は一部平坦であ

OB
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V 検出遺構

るが全体に凹凸があ り中央がやや窪んでいる。構築時の掘 り込みは暗褐色土 (S118・ 19堆積土中)

まで行われてお り、全体の壁は重複する遺構堆積土で構成される。床面はやや軟質である。

遺物 (第 108。 139・ 167・ 183図 、写真図版 103・ 132・ 144)

[出 土状況]堆積土を中心に出土 してお り、床面から出土 した土器は18.9%(2,540g)で ある。

[土器]縄文土器673片 (13,415g)を 出土 している。このうち406～ 415の 10点 を掲載 した。Ⅲ～

Ⅶ群が出上 してお り、特に底面からⅥ群が出上 している。

[石器]計 10点 を出土している。石鏃 1点、球石 1点、剥片 8点 で、このうち 1017石鏃を掲載 した。

[土製品]土器片円盤 (889)を 1点 出土 している。

時期 床面出土土器か ら縄文時代中期後葉 と考えられる。

SX04住 居状遺構

遺構 (第 47図 、写真図版44)

[位置・検出状況]調査 B区 15Cl lこ位置する。Ⅱ層上面で遺構検出を実施したところ、黒褐色上が楕

円形プランに拡が りを見せたため遺構を想定して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深さ約

35cmの ところで暗褐色土 (SX07堆積土)で構成される底面に達 したが、底面が均等に平坦でないこ

と、炉などの床面施設を持たないことから住居状遺構 と想定 して精査を進めた。 [重複関係]全体が

SX07と 重複 し、本遺構が新期である。 [規模。平面形]平面は楕円形と考えられ、規模は長軸が北西―

南東方向536cm、 短軸が北東一南西方向474cmで ある。深さは最深で47cm(中央)、 床面積は15.4だ であ

る。 [堆積土]黒～黒褐色土主体の3層 で構成される。いずれもⅡ層起源上で構成され、2層 には中礫

が10%含 まれる。 [壁・床面]残存する壁は東壁21cm、 西壁20cm、 南壁1lcm、 北壁35cmで、傾斜地に構

築しているため、北壁の掘 り込みがやや深い。床面は一部平坦であるが、全体に凹凸があり中央が悟

り鉢状にやや窪んでいる。構築時の掘 り込みは黒褐色土 (SX07堆積土中)ま で行われており、壁は重

複する遺構堆積土及びⅡ層で構成される。床面はやや軟質である。

遺物 (第 108。 135。 137・ 167・ 175'193'195図、写真図版104・ 140。 147・ 150。 151)

[出 土状況]大半が堆積土から出上 してお り、土器は床直上が3.8%(680g)、 石器は74.3%(168

点)が堆積土上位か ら出土 している。

[土器]縄文土器1,307片 (17,840g)を 出上 している。このうち416～ 421の 6点 を掲載 した。 V～

Ⅶ・Ⅸ群が出上 してお り、Ⅶ群主体である。

[石器]計226点 を出上 している。石鏃 9点、楔形石器 2点、スクレイパー類2点、二次加工ある剥片 5

点、微細剥離痕ある剥片 3点、剥片194点 、石斧類 4点、敲磨器類 4点、礫石錘 1点、球石2点で、こ

のうち1028石鏃、1100。 1104楔形石器、1169'1182石斧類、1195。 1209敲磨器類を掲載した。

[石 製品]石棒類が1点 出土 している。

時期 縄文時代後期初頭 と考えられる。

SX05住 居状遺構

遺構 (第 47図 、写真図版45)

[位置・検出状況]調査B区 16B21に 位置する。Ⅲ層下位で遺構検出を実施 したところ、黒掲色土

が半円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行った。掘 り下げの結果、検出面から深 さ
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第47図  SX04・ 05イ主居状遺構

約70cmの ところでⅣ層で構成される底面に達 したが、床面施設を持たないことから住居状遺構 と

想定 して精査 を進めた。 [重複関係]東が採掘坑に大 きく切 られてお り、本遺構が旧期 となる。ま

た、南が攪乱により失われている。北西ではS119と 重複 してお り、本遺構が新期である。 [規模・

平面形]円形 と考えられるが大半が重複・削平により失われているため、不明である。規模 は長

軸が北東 ―南西方向385cm、 短軸が北西 ―南東方向 (222)cmを 呈する。深さは最深で11lcm(斜

面下側)である。床面積は (3.1)∬ である。 [堆積土]未実測のため図化は出来ないが、観察か

ら黒褐色上の単一層 と判断できる。全体に小礫 を含み、荒れている。 [壁・床面]残存する壁 は西

壁30cm、 北壁80cmで、傾斜地に構築 しているため、北壁の掘 り込みが深い。床面は一部平坦であ

るが、南に向かって緩 く傾斜 している。構築時の掘 り込みはⅣ層中まで行われてお り、一部砂質

上で軟質であるが全体には堅緻である。 [ピ ット・柱穴]計 4個検出したが、いずれも西壁 に偏っ

ている。柱穴であるかは不明である。

遺物 (第 109図、写真図版104)

[出 土状況]ヤ ずヽれも遺構堆積土中から出土 している。

[土器]縄文土器44片 (1,135g)を 出土 している。このうち422～ 424の 3点 を掲載 した。すべてⅣ

群に含 まれる。

0         1:60        2m

採掘坑

A′

r工 232000m

ドニ232800m

卜E二 232500m

SX04
1 10YR2/3黒 褐 粘性弱 しまりやや疎
2 10YR17/1黒 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 05～ 2伽 亜角)10%含 む
3 10YR2/1黒 粘性やや弱 しまりやや疎
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[石器]計2点 を出土 している。二次加工ある剥片1点 、剥片1点 である。

時期 縄文時代中期前葉 と考えられる。

SX06住 居状遺構

遺構 (第48図 、写真図版45)

[位置。検出状況]調査C区 20C10に 位置する。Ⅲ層上面で黒褐色土の円形プランとして検出され

た。 [重複関係]S120・ 21・ 36と 重複 しているが、本遺構が最 も新期である。 [規模・平面形]南が

削平されているがほぼ円形を基調 としてお り、規模は長軸が南北方向503cm、 短軸が東西方向468

cm、 深さは52cmである。 [壁・床面]壁面は南壁を除いて比較的残存 している。残存する壁は、東

壁31cm、 西壁30cm、 北壁53cmで、外傾 しながら緩やかに立ち上がる。全体はやや深めの皿状にな

るものと思われる。S120ま で掘 り込んで構築されてお り、床面には一部にS120床面が残存 し、そ

の他はⅣ層が使用されている。貼床や硬化面は確認できず、ピットなどの付属施設も検出されな

かった。床面積は14.7ど である。 [堆積土]黒褐色土主体の6層 で構成される。 1・ 2層 はⅡ層起源の

黒褐色土、3～ 6層 はⅢ層起源の暗褐色上である。断面観察によれば、いずれの層 もレンズ状に堆

積 していることから自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 109。 110。 164・ 165'169。 170。 174・ 176。 177・ 184・ 190。 192・ 194・ 195・ 199。 203図、写真図版

104・ 105。 134。 135'137・ 140・ 141'145。 148。 150・ 151・ 155)

[出 土状況]土器の多 くは1,2・ 6層 からの出上で、とくに1・ 2層 の境界付近 と2層 最下位でまとまっ

ている。石器は45.6%(78点)が検出面～1層 から出土 している。

[土器]縄文土器1,797片 (22,380g)を 出土 している。このうち425～ 442の 18点 を掲載 した。Ⅲ・

Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ群が出上 してお り、大半がⅣ群である。1層 中位のⅦ群426、 1層 下位のⅥ群428は 後の流

れ込みと思われる。

[石器]計 171点 を出土 している。石鏃20点、石錐1点 、石匙7点、箆状石器2点、スクレイパー類5点、

二次加工ある剥片7点、微細剥離痕ある剥片1点、石核1点、剥片101点、石斧類1点、礫器類3点、敲磨

器類12点、礫石錘9点 で、このうち957・ 978石鏃、1054石錐、1065石匙、1091・ 1094箆状石器、1153石

核、1181石 斧類、1193礫器類、1200・ 1206・ 1232・ 1236敲磨器類、1254礫石錘を掲載した。

時期 床面付近出±441な どがⅣ群に分類 されることか ら、縄文時代中期前葉 と考えられる。ま

た、441に付着 していた炭化物を採取 してAMS測定を行ったところB.P.4800± 40と いう年代が与

えられた (附編参照)。 (村 田 )

SX07住 居状遺構

遺構 (第 48図 、写真図版46)

[位置・検出状況]調査B区 15Clに 位置する。SX04精査終了後、掘 り下げ及び遺構検出を実施 した

ところ、SX04よ りもやや大 きい黒褐色上が円形に拡が りを見せたため遺構を想定 して確認を行っ

た。掘 り下げの結果、検出面から深 さ40cmの ところで黒褐色土 (S125。 26堆積土)で構成される

床面に達 した。底面が均等に平坦でないこと、床面施設を持たないことから住居状遺構 と想定 し

て精査を進めた。 [重複関係]全体がS125。 26と 重複 し、本遺構が新期である。また、上層にSX04

があ り本遺構が旧期である。 [規模。平面形]平面は円形 と考えられ、規模は長軸が東西方向490
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1 10YR3/1黒 褐 粘性中 しまりやや密 細～中礫(径 2～ 10mln)25%中礫
(2～ 6cm角〉5%含む

2 10YR3/2黒 褐 粘性やや強 しまりやや密 細～中礫(径 2～ 10mm)20%
中～大礫(2～ 8cm)10%含 む

3.10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまり中
4 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性中 しまり中細～中礫(径 3～ 5m ll)10%含む
5 10YR4/4褐 粘性中 しまりやや密 炭化物・焼±5%含む
6 25Y5/4黄 褐 粘性やや強 しまりやや密 赤粒(焼土)5%含む

SX07
1 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 5cm程度)3%含む
2 10YR1 7/1黒 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcm程度)2%含む
3 10YR2/3黒 褐 粘性弱 しまりやや疎
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V 検出遺構

cm、 短軸が南北方向486cmで ある。深さは最深で80cm(中 央)、 床面積は推定値で6.0だ である。 [堆

積土]黒褐～黒色土主体の3層 で構成 される。いずれ もⅡ層起源上で構成 され、床面黒褐色土

(S125'26堆積土)と は黒色土 との差異から分層される。 [壁・床面]残存する壁は東壁20cm、 西壁

20cm、 南壁35cm、 北壁75cmで、傾斜地に構築 しているため北壁の掘 り込みがやや深い。床面は中

央が最 も深 くなる情 り鉢形を呈 してお り、平坦部は床中央付近のみである。構築時の掘 り込みは

黒褐色土 (S125・ 26堆積土中)ま で行われてお り、壁は重複する遺構堆積上で構成される。床面

はやや軟質である。

遺物 (第 110'■ 1'136～ 139・ 171・ 178図、写真図版105'106・ 132・ 139・ 142)

[出 土状況]出土土器のうち、堆積土上位 (主 に1層 )か ら62.4%(14,380g)出 土しており、下位

から底面にかけては徐々に少なくなる。石器は1層 中位～下位を中心に出土している。

[土器]縄文土器1,203片 (23,030g)を 出上している。このうち443～458の 16点 を掲載した。Ⅳ～

Ⅶ・Ⅸ群が出上しており、大半がⅦ群に含まれる。

[石器]計 75点 を出上している。石鏃2点、石匙2点、箆状石器1点、スクレイパー類1点 、二次加

工ある剥片1点 、石核1点 、剥片60点 、石斧類2点、礫器類1点、敲磨器類3点 、石皿台石類1点 で、

このうち1078石匙、■24ス クレイパー類を掲載した。

[土製品]土器片円盤 (890)を L点 出土している。

時期 縄文時代後期初頭と考えられる。

SX08住 居状遺構

造構 (第49図、写真図版47)

[位置。検出状況]調査C区 21B8に位置 し、 Ⅱ層中位で黒褐色土の方形プランとして検出された。

[重複関係]西 をSD071こ 切 られてお り、本遺構が旧期である。また、中央 に陥没坑がある。 [規

模・平面形]西～南側が重複・削平により不明であるが、ほぼ方形 と考えられる。現存規模は、長

軸が北西 一南東方向 (387)cm、 短軸が北東 ―南西方向 (240)cmで ある。深 さは最深で30cm(中 央 )

である。 [壁・床面]西壁は重複、南壁は削平により残存 していない。残存する壁は北壁 9cm、 東

壁9cmで ある。床面は斜面下方に向かって緩やかに傾斜 している。なお、床面中央には158× 120

cmの 陥没坑があるが、陥没坑内およびその周囲にはSX08堆積土 と自然礫 (石灰岩)が流入 してい

ドと227200m

卜Eと一-227400m

二        SX08
ぞ
'8 14        1 10YR3/2黒

褐 粘性中 しまりやや密 細～中礫(径 5～ 10mm)10%含 む

2 10YR3/4暗 褐 粘性やや強 しまりやや密 細～中礫(径 2～ 5mm)10%含 む

3 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまりやや密

0         1:60        2m

第49図 SX08住居状遺構

(北 田 )

当
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2 遺構

ることか ら、SXo8埋没後に形成されたものと判断できる。床面積は (7.8)ご である。 [堆積土]黒

褐色土主体の3層 で構成される。陥没坑内に流入 した堆積土も1・ 2層 と同じ黒掲色土である。

遺物 (第 134図、写真図版 127)

[出 土状況]出土土器は堆積土から27.50/O(815g)、 陥没坑か ら72.5%(2,150g)出 上 している。

[土器]陥没坑内に堆積 している土器 (遺構外 としている)で あるが、時期推定のため ここで扱

う。縄文土器215片 (2,965g)を 出土 している。このうち804～808の 5点 を遺構外 として掲載 した。

Ⅳ・Ⅷ群が出土 している。

[石器]石匙 l点 が出土 している。

時期 陥没坑出土土器のなかにⅣ群に分類 されるものがあることから、少なくとも縄文時代前期

末葉以降と考えられる。                            (村 田)

(3)土    坑

計47基検出した。上坑を説明するために、遺構の位置・検出状況、他遺構 との重複関係、遺構

の形状及び規模、堆積土の状態、出土遺物、遺構の帰属時期について記載を行 う。

SK01土 坑

遺構 (第 50図、写真図版48)

[位置・検出状況]調査A区8D19に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の円形プランとして検

出した。 [形状・規模]規模は長軸が東西方向122cm、 短軸が南北方向100cmの 円形である。断面は

皿形、深 さ16cmである。 [堆積土]暗褐色土の単一層で構成される。

遺物 (第 112図、写真図版106)

[土器]縄文土器16片 (155g)を 出上 している。 このうち459の 1点 を掲載 した。土器内には黒色

粘着物質 (ア スファル トか)が内包されていた。Ⅸ群に含 まれる。

時期 縄文時代に想定される。                          (北 田)

SK02土 坑

遺構 (第 50図、写真図版48)

[位置・検出状況]調査A区 8C17に位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色土の円形プランとして検

出 した。 [形状・規模]規模は長軸が南北方向100cm、 短軸が東西方向95cmの 円形である。断面は

鍋底形、深 さ32cmで ある。 [堆積土]褐色粘土質上の単一層で構成される。

遺物 (掲 載なし)

[土器]縄文土器5片 (60g)を 出上 している。

時期 縄文時代に想定される。

SK03土 坑

遺構 (第50図、写真図版48)

[位 置・検出状況]調査B区 12D19に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色土の円形プランとして

検出 した。 [形状・規模]規模は長軸が南北方向114cm、 短軸が東西方向90cmの 円形である。断面
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V 検出遺構

は鍋底形、深 さ43cmで ある。 [堆積土]暗褐色上の単一層で構成 され、赤褐色の焼土粒 (径 2cm)

や炭化物が微量混入す る。

遺物 (第 112図 、写真図版106)

[土器]縄文土器 3片 (55g)を 出上 している。このうち460の 1点 を掲載 した。地文のみでⅨ群

に含まれる。

[石器]計28点 を出土 している。石鏃 1点、二次加工ある剥片 2点、剥片24点 、敲磨器類 1点で

ある。剥片24点 のうち、15点が赤色頁岩製である。

時期 縄文時代に想定される。

SK04土 坑

遺構 (第 50図 、写真図版48)

[位置・検出状況]調査B区 12C201こ 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の楕円形プランとし

て検出した。 [形状・規模]規模は長軸が南北方向231cm、 短軸が東西方向166cmの楕円形である。

断面は逆台形、深さ161cmで ある。 [堆積土]黒褐色土主体の 4層 で構成され、2層 は炭化物を40%

と多量に含む層、3層 は上部が陪褐色の焼土層 となり、廃棄焼上の流入が見 られる。

遺物 (第 112図 、写真図版106)

[土器]縄文土器97片 (995g)を 出上 している。このうち461・ 462の 2点 を掲載 した。 V・ Ⅸ群に含

まれる。

[石器]計 10点 を出上している。石鏃 ユ点、二次加工ある剥片 2点、剥片 6点、敲磨器類 1点である。

時期 縄文時代中期中葉に想定される。

SK05土 坑

遺構 (第 50図 、写真図版49)

[位置・検出状況]調査A区8D12に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の円形プランとして検

出した。 [形状・規模]規模は長軸が北西 一南東方向100cm、 短軸が北東 一南西方向90cmの 円形で

ある。断面は袋形、深さ63cmである。最大径は長軸が東西方向■5cm、 短軸が南北方向112cmの 円

形である。 [堆積土]暗褐色土主体の8層 で構成され、自然堆積 と考えられる。

遺物 (掲 載なし)

[土器]縄文土器1片 (30g)を 出土 している。

時期 縄文時代に想定される。

SK06土 坑

遺構 (第 50図 、写真図版49)

[位置・検出状況]調査B区 13C21に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の不整円形プランと

して検出した。 [形状・規模]規模は長軸が東西方向160cm、 短軸が南北方向93cmの不整円形であ

る。断面はビーカー形、深 さ57cnで ある。 [堆積土]暗褐色土主体の 6層 で構成される。1～ 3層

は自然堆積 と思われるが、4～ 6層 については 5層 の弱変焼土 と遺物が一括 して検出されることか

ら人為的な廃棄が行われた可能性がある。
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SK01
1 10YR3/3暗褐 粘性中 しまりやや疎

SK02

岸=236000m

SK02
1 10YR4/4褐 粘土質 粘性やや強 しまり密 中礫(径 1側)含む

SK03
1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫(径 lcn亜角)

2 遺構

卜 2認B∞m

駅
9

当

459土器内

黒色粘着物質

�
必

SK03

Ａ

ｏ

碑-231200m 当

Ａ

ｏ

他ギ

炭化物 1%焼土小プロック(径 2cnl)含む

眸と-231800m

SK05
1 10YR3/3暗褐 粘性弱 しまりやや疎 植物痕
2 10YR3/4暗 褐 粘性弱 しまりやや疎 黄褐粘土質(地山)プ ロック含む
3 10YR5/6黄 褐+10YR4/6褐 の混合 粘性やや弱 しまりやや疎
4 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎
5 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎
6 10YR3/3暗 褐+10YR4/6褐 の混合 粘性やや弱 しまりやや疎
7 10YR4/4褐 +10YR3/3暗 褐の混合 粘性やや弱 しまりやや疎 黄褐粘土質(地山)ブ ロック含む
8 10YR4/6褐 粘性やや弱 しまりやや疎 黄褐粘土質(地山)プ ロック含む

SK06
1 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや弱 しまり密 中礫(径 5cm亜角)少量散在
2 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 5cm亜角)含む
3 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎
4 10YR3/3～ 4暗禍 粘性中 しまりやや疎
5 5YR3/6暗 赤褐 粘性やや弱 しまり疎 焼土
6 10YR3/4暗 褐 粘性中 しまり弱 5層土少量散在

0           1:40          15m

詳
ば

当

SK04
1 10YR2/3黒褐 粘性弱 しまりやや疎
2 10YR2/2黒 褐 粘性弱 しまりやや疎 中～大礫(径 1～ 1 0cm角 )炭化物40%含 む
3 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～2cm亜角)含む 上部は5YR3/4暗赤褐に弱変成している焼土
4 註記なし

SK06

-88-
第50図 SK01～ 06土坑



V 検出遺構

遺物 (第 112・ 194・ 198。 204図、写真図版 107・ 150。 155)

[土器]縄文土器235片 (3,775g)を 出上 している。このうち463～470の 8点 を掲載 した。 V・ Ⅸ群

が出土 してお り、大半がV群に含まれる。

[石器]計 11点 を出上 している。剥片6点、礫器類 1点 、敲磨器類3点、石皿台石類 1点 で、■ 99・

1228敲磨器類、1260石皿台石類を掲載 した。

時期 縄文時代中期中葉に想定される。

SK07土 坑

遺構 (第51図 、写真図版49)

[位置・検出状況]調査A区6C25に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色～褐色の不整円形プラン

として検出した。 [形状・規模]規模は長軸が北東 ―南西方向171cm、 短軸が北西 一南東方向134cm

の不整円形である。断面は皿形、深さ36cmで ある。 [堆積土]暗褐色土主体の2層 で構成される。

1層 に明黄褐色粘土質ブロックを含むことから、人為堆積の可能性が考えられる。

遺物 なし。

時期 不明。

SK08土 坑

遺構 (第51図 、写真図版49)

[位置・検出状況]調査B区 12D91こ 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色の略円形プランとして検

出した。 [形状・規模]平面形は137.5× 102cmの 不整円形である。断面形は袋形で深 さ82clllを 測る。

[堆積土]暗褐色土主体の2層 で構成され、人為堆積の可能性 も示唆される。

遺物 (第 112図 、写真図版107)

[土器]縄文土器141片 (1,860g)を 出上 している。このうち471・ 472の 2点 を掲載 した。いずれも

Ⅶ群に含 まれる。

[石器]計3点 を出土 している。敲磨器類 1点 、石皿台石類2点である。

時期 縄文時代後期初頭に想定される。

SK09土 坑

遺構 (第51図 、写真図版50)

[位置・検出状況]調査B区 12D10に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の円形プランとして

検出した。 [形状・規模]規模は長軸が東西方向161cm、 短軸が南北方向154cmの 円形である。断面

は皿形、深さは25cmである。 [堆積土]暗褐色土主体の5層 で構成される。底面付近は、20cm大の

礫が見 られる。

遺物 (第 112図 、写真図版107)

[土器]縄文土器33片 (405g)を 出上 している。このうち473の 1点 を掲載 した。V群に含 まれる。

[石器]計4点 を出土 している。剥片3点、敲磨器類1点 である。

時期 縄文時代中期中葉に想定される。
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ドと-237000m

SK07
1 10YR3/4～守4暗褐～褐 粘性弱 しまりやや疎

明黄褐粘土質ブロック含む
2 10YR2/3黒褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫(径 1～

3cm亜角)含む

SK10
1 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまり疎
2 10YR4/4褐 +10YR4/6褐 の混合 粘性やや弱 しまりやや疎
3_10YR3/4暗褐 粘性中 しまりやや疎
4_10YR3/4暗褐 粘性中 しまりやや疎 明黄褐粘土質小ブロック

を少量含む
5 4と 同じであるが10YR6/8>10YR3/4で ある

※底部より炭化物採取 層位から罰qOがP78を 切っている

鵠GbSK13
。A

SK09
1 10YR2/8黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 2cm

亜角)含む
2 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 2cm

亜角)含む
4 10YR2/3黒褐 粘性中 しまりやや密 炭化物2%含む
5 10YR4/4褐 粘性やや弱 中礫(径 1～ 2cm亜角)含む

1 10YR3/3暗褐 粘性中 しまりやや密
2 10YR3/4暗褐 粘性中 しまりやや密～疎

1・2層間に径20～ 30cmの 大～巨礫を10個

以上含む
※一括に埋め戻しをした可能性有

卜 231400m

縣 11

1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 しま りやや疎

中礫(径 1～ 5cm亜角)含む 副穴有 り

SK12

卜 228100m

SK12
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物(径

1～ 3cm)5%焼土(径 5mm)1%礫含む
2 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまり中炭化物・焼土 (径

1～ 5mm)2%含む
3 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎 上部と下部に

分かれ薄層をなす
上部 地山が被熱したブロック(7 5YR5/6)70%
下部 炭化物60%

4 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物(径 1～

3cm)10%責 ブロック(径 1～ 5cm)20%含む
5 10YR4/4褐 4層 に似るが炭化物・焼±5%含む
6 10YR4/4褐 基本層序Ⅲ層か(地山との漸移層の可能

性)遺構堆積土より色薄い

SK13
1 10YR3/2黒褐 粘性弱 しまりやや疎 黒色土・炭化物含む
2 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物5%含む

0         1 :40        15m

関1ガ ‐キ・‐ｄＯω

碑ニー232600m 当

当

Or
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V 検出遺構

SK10土 坑

遺構 (第 51図 、写真図版50)

[位置。検出状況]調査B区 14B22に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色土の円形プランとして

検出した。 [重複関係]南東でP78と 重複関係にあ り、本遺構が新期にあたる。また、遺構全体で

SK14土坑 と重複 してお り、本遺構が新期にあたる。 [形状・規模]規模は長軸が南北方向187cm、

短軸が東西方向153cmの 円形である。断面は皿形、深さは41cmで ある。 [堆積土]暗褐色土主体の

5層で構成される。底面の145× 84cmの 範囲に炭化物を多量に含有する暗褐色上の拡が りがある。

全体に自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 112・ 164図 、写真図版 107・ 134)

[土器]縄文土器32片 (345g)を 出土 している。このうち474・ 475の 2点 を掲載 した。いずれもV群

に含まれる。

[石器]計3点 を出上 している。石鏃 1点 、剥片2点で、このうち951石鏃 を掲載 した。

時期 縄文時代中期中葉に想定される。

SKll土 坑

遺構 (第 51図 、写真図版50)

[位置・検出状況]調査B区 13D6に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の不整円形プランとし

て検出した。 [形状・規模]規模は長軸が北西 ―南東方向115cm、 短軸が北東 ―南西方向102cmの 不

整円形である。断面は皿形、深 さは50cmで ある。底面北寄 りに20× 20cm、 深さ17cmの 円形の副穴

を 1個伴 う。 [堆積土]黒褐色上の単一層で構成され、自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 112図 、写真図版107)

[土器]縄文土器27片 (275g)を 出上 している。このうち476・ 477の 2点 を掲載 した。 V・ Ⅵ群に含

まれる。

[石器]計2点 を出土 している。剥片1点 、敲磨器類 1点 である。

時期 縄文時代中期中～末葉に想定される。

SK12土 坑

遺構 (第 51図 、写真図版50)

[位置・検出状況]調査C区 19B231こ位置する。S129精査終了後に床面に拡がる褐色土の不整円形

プランとして検出した。 [重複関係]遺構全体でS129と 重複 してお り、本遺構が旧期である。 [形

状・規模]規模は長軸が北西 一南東方向 〔120〕 cm、 短軸が北東 一南西方向 〔113〕 cmの不整円形

である。断面は皿形 と思われ、深 さは22cmで ある。 [堆積土]褐色土主体の6層 で構成 される。 1

層については上部からの攪乱 と思われ、2・ 3層 には焼土・戊化物が多量に含 まれる。全体はⅢ層起

源 と考えられる。

遺物 (掲 載なし)

[土器]縄文土器10片 (■ 5g)を 出土 している。

時期 縄文時代 と考えられる。
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SK13土 坑

遺構 (第 51図 、写真図版51)

[位置・検出状況]調査B区 13C15に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色土の円形プランとして

検出した。 [形状 。規模]規模は長軸が北東 ―南西方向 〔173〕 cm、 短軸が北西 ―南東方向 〔161〕

cmの 円形である。断面は皿形、深 さは12cmで ある。 [堆積土]黒褐色上の単一層で構成 され、自

然堆積 と考えられる。

遺物 (第 112図 、写真図版107)

[土器]縄文土器41片 (560g)を 出上 している。 このうち478・ 479の 2点 を掲載 した。いずれもⅦ

群に含 まれる。

[石器]計 3点 を出上 してお り、いずれも剥片である。

時期 縄文時代後期初頭に想定される。

SK14土 坑

遺構 (第 52図、写真図版51)

[位置・検出状況]調査B区 14B22に 位置する。SK10を 精査終了後、同遺構底面に楕円形で拡がる

炭化物混 じりの暗褐色土を検出した。 [重複関係]全体でSK10と 重複 してお り、本遺構が旧期に

あたる。 [形状・規模]規模は長軸が南北方向140cm、 短軸が東西方向104cmで ある。断面はビー

カー形、残存する深さは42cmで ある。SK10構築以前は80cm程度の深さがあったと見 られる。 [堆

積土]暗褐色～掲色土主体の4層 で構成され、自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 112図 、写真図版107)

[土器]縄文土器29片 (275g)を 出土 している。このうち480の 1点 を掲載 した。Ⅳ群に含 まれる。

時期 縄文時代中期前葉に想定される。

SK15土 坑

遺構 (第 52図、写真図版51)

[位置。検出状況]調査B区 14C8に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の略円形プランとして

検出した。 [重複関係]S108と 重複関係にあ り、本遺構が旧期にあたる。 [形状・規模]長軸が北

東 ―南西方向149cm、 短軸が北西 一南東方向125cmの不整円形である。断面は皿形、深 さは25cmで

ある。 [堆積土]黒褐色上の単一層で構成され、 自然堆積 と考えられる。

遺物 (第■2図、写真図版107)

[土器]縄文土器5片 (110g)を 出土 している。このうち481の 1点 を掲載 した。Ⅳ群に含 まれる。

時期 縄文時代前期末葉に想定される。

SK16土 坑

遺構 (第 52図、写真図版51)

[位置・検出状況]調査B区 14C21こ 位置する。Ⅳ層上面において、SIo9竪穴住居跡 と重複関係にあ

る黒褐色土の円形プランとして検出した。 [重複関係]遺構3/4でS109竪穴住居跡 と重複 関係にあ

り、本遺構が新期である。 [形状・規模]長軸が東西方向140cm、 短軸が南北方向126cmの 円形で、
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底径が146× 135c皿 と開口径 より若千広い。断面はフラスコ形、深さは80cmで ある。 [堆積土]暗

褐色～褐色土主体の11層 で構成される。底面やや北寄 りに炭化物を多量に含む黒褐色土が32× 24

cmの 範囲に集中して検出されている。堆積状況は自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 112図 、写真図版107)

[土器]縄文土器19片 (360g)を 出土 している。このうち482～ 484の 3点 を掲載 した。いずれもⅣ

群に含まれる。

[石器]計3点 を出土 している。スクレイパエ類1点、剥片2点で、いずれも凝灰岩製、底直上で検

出している。

時期 出土遺物から縄文時代中期前葉に想定される。

SK17土 坑

遺構 (第 52図 、写真図版52)

[位置・検出状況]調査B区 13C22に位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の略円形プランとして

検出した。 [重複関係]他 ピットと重複関係にあるが、本遺構が旧期にあたる。 [形状・規模]長

軸が東西方向113cm、 短軸が南北方向94cmの 円形である。断面は鍋底形、深さ39cmである。 [堆積

土]灰黄褐色土主体の2層 で構成され、自然堆積 と考えられる。底面付近には10～ 20cm大 の亜角

礫が数個見 られる。底面は礫が露出してお り、荒れている。

遺物 (第 112図 、写真図版108)

[土器]縄文土器68片 (790g)を 出上 している。このうち485の 1点 を掲載 した。V群に含まれる。

時期 縄文時代中期中葉に想定される。

SK18土 坑

遺構 (第 52図 、写真図版52)

[位置・検出状況]調査B区 12D14に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の楕円形プランとして

検出した。 [重複関係]南のP129ピ ットと重複関係にあ り、本遺構が新期にあたる。 [形状・規模 ]

長軸が北東 一南西方向133cm、 北西 ―南東方向80cmの楕円形である。断面は鍋底形、深さは59cm

である。 [堆積土]褐色上の単一層で構成され、中位に30～ 50cm前後の巨礫が混入する。

遺物 (第204図、写真図版155)

[石器]計 2点 を出上 している。剥片 1点、石皿台石類 1点で、このうち 1261石 皿台石類を掲載

した。

時期 縄文時代 と考えられる。

SK19土 坑

遺構 (第 52図 、写真図版52)

[位置・検出状況]調査B区 13C13に位置する。メインベル ト脇に直線上の トレンチを掘削 した際、

断面を確認中に暗褐色の鍋底形プランを検出した。 [形状・規模]長軸が東西方向 〔130〕 cm、 短

軸が南北方向 〔61〕 cmの 楕円形である。断面は鍋底形、深 さ55cmで ある。 [堆積土]暗褐色～褐

色土主体の3層 で構成され、自然堆積 と考えられる。
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SK14

創K14
1.10YR3/4暗褐+10YR7/8黄 橙の混合 粘性中 しまりやや疎 炭化物1%含 む
2.10YR4/4～ 6褐 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR6/8明黄褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎
4 10YR5/6黄褐+10YR4/6褐 の混合 粘性中 しまりやや疎

※SK14を 切ってSK10が作られている(本遺構はЫQOよ り旧期)

SK16

卜 232600m

訳 15

1 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎

|=上-231400m

先 

倉
計

A

卜 233200m 当

SK17
1 1儀R4/2灰 黄褐 粘性やや弱 しまりやや疎
2 10YR2/3黒褐 粘性中 しまりやや疎

SK19

SK18
1 10YR`4/4掲 粘性中 しまりやや疎

詐

お

r
SK16
1 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎
2 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎
4 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎
5 10YR4/6褐 +10YR5/6黄 褐の混合 粘性やや弱 しまり疎
6 10YR3/3暗褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎
7 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物1%含 む
8 10YR6/8明黄褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎
9 10YR3/4暗褐+10YR6/6明 責褐の混合 粘性やや弱～中

しまり疎
10 10YR3/8暗 褐 粘性やや弱～中 しまり疎
H 10YR3/4暗褐+10YR6/6明 黄褐の混合 粘性やや弱～中

しまり疎～やや疎 炭化物1%含 む

卜 2閉∞m  当 い-231_300m

SK20
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物2%含む

※堆積土焼成しているか

0            1 :40          15m

ぜ

SK19
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

中礫(径 1～ 3cn亜角)含む
10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎
10■

/R3/2黒
褐 粘性中 しまりやや疎

第52図 SK14～ 20土坑

233500m

SK17

一）了／　ヽ】＼ヽ。ヽ 231800m
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遺物 (第 112図 、写真図版 108)

[土器]縄文土器30片 (870g)を 出上 している。このうち486'487の 2点 を掲載 した。いずれもⅣ

群に含 まれる。

時期 縄文時代前期末葉に想定される。

SK20土 坑

遺構 (第52図 、写真図版52)

[位置・検出状況]調査B区 14C241こ 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の楕円形プランとして

検出した。 [重複関係]南のSD04堀跡 と重複関係にあ り、本遺構が旧期にあたる。 [形状・規模 ]

長軸が南北方向 〔150〕 cm、 短軸が東西方向90cmの精円形である。断面は皿形、深 さは23cmで あ

る。底面北寄 りに25× 18cm、 深 さ4cmの 副穴を1基伴う。 [堆積土]暗褐色上の単一層で構成され、

自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 113図 、写真図版 108)

[土器]縄文土器53片 (615g)を 出上 している。このうち488の 1点 を掲載 した。Ⅳ群に含まれる。

[石器]剥片1点 を出上 している。

時期 縄文時代中期初～前葉に想定される。

SK21土 坑

遺構 (第53図 、写真図版53)

[位置・検出状況]調査B区 13D2に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の楕円形プランとして

検出した。 [形状・規模]長軸が北西 一南東方向171cm、 短軸が北東 ―南西方向100cmの楕円形であ

る。断面形は溝形、深 さは48.5cmで ある。 [堆積土]黒褐色～暗褐色土主体の4層 で構成され、水

平堆積 している。自然堆積 と考えられる。床面南西寄 りが最 も深 くなっている。

遺物 (第■3図、写真図版 108)

[土器]縄文土器29片 (515g)を 出上 している。このうち489～ 491の 3点 を掲載 した。 V・ Ⅸ群に

含 まれる。

時期 縄文時代中期中葉に想定される。

SK22土 坑

遺構 (第 53図 、写真図版53)

[位置。検出状況]調査B区 14C7に 位置する。S110。 15精査中に、壁面に鍋底形のプランを検出し

た。 [重複関係]全体でS108・ 10。 15と 重複関係にあ り、S108、 S110・ 15よ り旧期にあたる。

[形状・規模]長軸が北東 一南西方向 (86)cm、 短軸が北西 ―南東方向 (70)clllの 楕円形である。断

面形はおそらく皿形で、深 さ33cmで ある。 [堆積土]暗褐色～褐色土主体の3層 で構成される。 1

層は上部遺構であるS108の貼床 と考えられ、責褐色土を敷設 している。

遺物 (第 113図 、写真図版108)

[土器]縄文土器1片 (10g)を 出土 してお り、この492の 1点 を掲載 した。Ⅸ群に含 まれる。

時期 縄文時代に想定される。
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SK23土 坑

遺構 (第 53図、写真図版53)

[位置・検 出状況]調査B区 12C18に 位置す る。 Ⅳ層上面 において、黒褐色土 の円形 プランとして

検出 した。 [形状・規模]長軸が南北方向 11lcm、 短軸が東西方向92cmの 円形である。断面形はビー

カー形 だが、部分的に開口径 よ り底径が広い。深 さは63.5cmである。 [堆積土]黒褐色～暗褐色土

主体の6層 で構成 され、ほぼ水平 な 自然堆積 と考 え られる。

遺物 (第 113図 、写真図版108)

[土器]縄文土器35片 (240g)を 出土 している。このうち493の 1点 を掲載 した。Ⅸ群に含まれる。

[石器]計4点 出土 している。剥片3点、敲磨器類 1点 である。

時期 縄文時代に想定される。

SK24土 坑

遺構 (第 53図 、写真図版53)

[位置。検出状況]調査B区 14B241こ 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色土の円形プランとして

検出した。 [形状・規模]長軸が南北方向158cm、 短軸が東西方向150cmの 円形である。断面形は逆

台形 (一 部袋形)で、西～南底面が外側にやや張 り出してお り、底径は116× 98c皿 、深 さは80cm

である。 [堆積土]暗褐色～褐色土主体の12層 で構成される。自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 113図 、写真図版108)

[土器]縄文土器131片 (2,310g)を 出土 している。このうち494～ 497の 4点 を掲載 した。Ⅳ・Ⅶ・

Ⅸ群に含 まれる。

[石器]計 5点 を出上 してお り、石匙1点、剥片4点である。

時期 縄文時代に想定される。

SK25土 坑

遺構 (第 53図、写真図版54)

[位置。検出状況]調査C区 21D31こ位置する。 [形状・規模]長軸が南北方向127clll、 短軸が東西方

向1locmの 円形である。断面は不整形で、北か ら西の底面付近は狭れている。底径 は103× 94cm、

残存高は50cmである。 [堆積土]11層で構成され、内側の1～ 5層 は黒褐色土主体、外側の6～ 11層

はにぶい黄褐色土主体 と分離される。堆積状況から、外側は壁面の崩落、内側はその後の自然堆

積 と考えられる。

遺物 (第 113図 、写真図版108)

[土器]縄文土器 37片 (500g)を 出土 している。このうち498の 1点 を掲載 した。 V・ Ⅸ群に含 ま

れる。

[石器]石鏃 1点 が出上 している。

時期 縄文時代 と考えられる。                          (村 田)

SK26土 坑

遺構 (第 53図、写真図版54)
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伴 当

卜 232300m

SH0

当

SK22
1 10YR5/6黄褐 粘性やや弱 しまり中

S108貼 床
10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり中

明黄褐粘土質土を少量散在
10YR76褐 粘性やや弱 しまりやや密
※Ы08貼床が 1層 にあることからS108

より旧期 またS1101こ 切られているため

本遺構が旧期である

ドと-232200m

SK23
1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎

中礫(径 1～3cm亜角)含む
2 10YR4/6褐 砂質 粘性弱 しまり疎
3 10YR3/3日 音褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化

物2%含む
4 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化

物5%含む
5 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎

炭化物2%含む
6 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 炭化物10

%含む

SK21
1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱
2 10YR3/3暗褐 粘性やや弱

中礫(径 1～ 5cm亜角)含む
3 10YR2/3黒褐 粘性やや弱
4 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱

しま りやや疎

しま りやや疎

しま りやや疎

しま りやや疎

伴 233500m 当

1 10■R2/3黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎
2 5YR3/6暗 赤褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎

廃棄焼土混入層
10YR76掲 粘性やや弱 しまりやや疎
10YR76褐 +10YR3/2黒 褐の混合 粘性やや弱
しまりやや疎
10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 黄橙粘

土質ブロック(径 3cm)5%含む
10YR3/8暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 明赤褐
ブロック(廃棄焼土粒)少量含む
10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1

～2cm亜角)5%含む
10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎
10WR4/6褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎
10YR5/8黄 褐 粘土質 粘性やや弱 しまりやや疎
～中

11 10YR3/4暗 褐 粘性中 しまり中 責褐粘土質ブロッ

ク(径 5cm)3%含む
12 75YR5/8明 褐 粘土質 粘性中 しまり中

卜 225400m

SK25
1 75YR3/3暗 褐 粘性中 しまりやや密

1 5mm)20%含 む
2 25Y6/6明 黄褐+75YR3/3暗褐の混合 粘性中しまり

やや密
3 7 5YR2/2黒褐 粘性やや強 しまりやや密 砂粒(径 1～

2mm)5%含む
4 75YR3/2黒 褐 粘性やや強 しまりやや密
5 75YR3/2黒 褐 4層 と同じだが25Y6/8黄 ブロック

10%含む
6 10YR5/3に ぶい黄褐 粘性強 しまりやや密 黄土(径

8～ 5mm)含 む
7 10YR6/8明黄褐 粘性強 しまり密 炭化物5%以下
8 10YR5/3にぶい黄褐 粘性強 しまりやや密 砂粒(径

3～ 5mm)10%含 む
9 10YR4/2灰貴褐 粘性中 しまり中砂粒(径 2～ 3mm)

5%含む

SK26   X208｀ 8

卜 郷 ∞m当

SK26
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまり中

細～中礫(径 5～     堆積土中～下位より上器多 基本層序
Ⅲ層起源か

2 10YR4/4褐 粘土質 粘性中 しまり中

基本層序Ⅳ層崩落上の可能性有
※S122よ り旧期

ポ  SK25
SK24

＆

生

弘

“

■

翫

銭

Ю

10 10YR6/4に ぶい黄橙 粘性やや強 しまり中

牡 ЮY即 割こぶい期 雛 やや強 しまり中       5m

SK23

OB

231200m

第53図 SK21～ 26土坑
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2 遺構

[位置・検 出状況]調査C区20B12に 位置す る。S122精 査終了後、床面か ら検 出 した。 [重複関係 ]

S122と 重複 してお り、本遺構が 旧期 であ る。 [形状 ,規模]長軸が北東 ―南西方向 100cm、 短軸が

北西 一南東方向 〔75〕 cmの楕円形である。断面は皿形で、深 さは20cmで ある。 [堆積土]暗褐色

土主体の2層 で構成され、自然堆積 と考えられる。

遺物 (第 113図 、写真図版109)

[土器]縄文土器163片 (1,960g)を 出土 している。このうち499・ 500の 2点 を掲載 した。いずれも

Ⅳ群に含 まれる。

時期 縄文時代前期末葉 と考えられる。                      (北 田)

SK27土 坑

遺構 (第 54図 、写真図版54)

[位置・検出状況]調査C区 20C19に 位置する。検出面はS121検出面及びⅣ層上面である。 [重複関

係]S121と 重複関係にあ り、本遺構がS121堆積土を掘 り込んで構築 されているため新期である。

[形状・規模]長軸が北東 ―南西方向278cm、 短軸が北西 一南東方向225cmの 不整円形であ り、南が

外側に張 り出している。断面形は浅い皿形であるが、西～南は削平されてお り、立ち上が りが明

確ではない。残存高は15cmで ある。 [堆積土]灰責褐色土の単一層である。なお、床面中央には

0.46× 0.34mの 範囲で炭化物が集中 している (2層)が、材などの形状を保っておらず、焼土粒な

ども共伴 していない。

遺物 (第 113図 、写真図版108)

[土器]縄文土器78片 (1,495g)を 出土 している。このうち501～ 503の 3点 を掲載 した。いずれも

Ⅳ群に含まれる。

[石器]計3点 を出土 している。石鏃ユ点、敲磨器類 1点 、礫石錘 1点 である。

時期 出土土器がⅣ群に分類されることから縄文時代中期前葉頃には埋没 していたと考えられる。

(村 田)

SK28土 坑

遺構 (第54図 ・写真図版54)

[位置・検出状況]調査B区 15C10に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色土の不整円形プランと

して検出した。 [重複関係]SK33と 重複 してお り、本遺構が新期である。 [形状・規模]規模は長

軸が南北方向127cm、 短軸が東西方向HOcmの 不整円形である。断面は皿形、深 さは12cmである。

[堆積土]褐色土主体の単一層で構成される。径 1～ 311mの Ⅳ層起源上を10%含み、人為堆積の可能

性が考えられる。

遺物 なし。

時期 不明。                                  (北 田)

SK29土 坑

遺構 (第 54図 、写真図版55)

[位置・検出状況]調査B区21C16に 位置する。検出面はⅣ層上面である。 [重複関係]SK30と 重複
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V 検出遺構

関係にあ り、本遺構が新期である。 [形状・規模]不整円形であ り、規模は長軸が北西 ―南東方向

146cm、 短軸が北東 ―南西方向 140cmで ある。断面は不整な浅い皿形で、残存高は 14cmで ある。

[堆積土]黒褐色上の単一層であるが、径5～ 151mnの 中礫15%やⅣ層起源ブロック5%を含み、人為

堆積の可能性が考えられる。

遺物 (第 114図 、写真図版108)

[土器]縄文土器14片 (160g)を 出土 している。このうち504の 1点 を掲載 した。Ⅸ群に含まれる。

[石 器]剥片1点 を出上 している。    
´

時期 縄文時代中期中葉頃には埋没 していたと考えられる。 (村 田 )

SK30土 坑

遺構 (第 54図 、写真図版55)

[位置・検出状況]調査C区21C17に位置する。検出面はⅣ層上面である。 [重複関係]SK29と 重複

関係にあ り、本遺構が旧期である。 [形状・規模]不整円形であ り、規模は長軸が南北方向137cm、

短軸が東西方向107cmである。断面は皿形で、残存高は18cmで ある。 [堆積土]にぶい責褐色土主

体の2層 で構成される。2層 はSK29狽 1に 一部見 られるのみで、大半が1層 である。

遺物 (第 114図 、写真図版108)

[土器]縄 文土器3片 (100g)を 出土 している。このうち505の 1点 を掲載 した。 Ⅱ群に含まれる。

[石器]計2点 を出上 している。尖頭器1点、剥片ユ点である。

時期 縄文時代前期初頭 と考えられる。

SK31土 坑

遺構 (第54図 ・写真図版55)

[位置・検出状況]調査B区 15Cllに 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の円形プランとして

検出した。 [形状・規模]長軸が北西一南東方向164cm、 短軸が北東 ―南西方向152cmの 円形である。

断面は皿形、深 さは15cmである。 [堆積土]暗褐色土主体の単一層で構成される。中央はⅣ層が

やや盛 り上がっている。

遺物 (第 114図 、写真図版108)

[土器]縄 文土器1片 (10g)を 出土 している。このうち506の 1点 を掲載 した。Ⅳ群に含 まれる。

時期 縄文時代前期末葉に想定される。                     (北 田)

SK32土 坑

遺構 (第54図 、写真図版55)

[位置・検出状況]調査C区 22B10に 位置 し、検出面はⅢ層下位である。 [形状・規模]平面は台形

状で、規模は長軸が北西 ―南東方向148cm、 短軸が北東 ―南西方向138cmで ある。断面は皿形で、

残存高は13cIIlで ある。底面東端に68× 43cmの副穴状の掘 り込みが認められる。 [堆積土]黒褐色

土主体の計3層 で構成される。2・ 3層 は傾斜に沿って低位へ流れ込んでいることから、自然堆積 と

考えられる。

遺物 なし。
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2 遺構

SK27 が
2『 9

平

日
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Φ
曲
ω

引
判
上

ド生_226600m 当

SK2
1 10YR4/2灰黄褐 粘性中 しまり中 粒子やや粗い細～中礫(3～ 10mm)15%含 む
2 10YR3/1黒褐 炭化物層

卜 226300m

卜 225800m 当

訴 32
1 10YR2/2黒褐 粘性中 しまり中 中礫(径 5～ 10mm角)15%25Y7/6明 責褐

ブロック25%含む
2 10YR5/4にぶい黄褐 粘性やや強 しまり中細～中礫(径 3～ 1 0mm)15%含む
3 10YR4/6褐 粘性やや強 しまり中

SK29
1 10YR3/2黒褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 5～ 1 5mm角)15%黄 ブロック5%含む
SK30
1 1開R4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまり中 中礫(5～ 15mm角)炭化物5%含む
2 10WR2/2黒褐 粘性弱 しまり疎

洗

ドと-231000m

SK38
1 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎～中
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当

SK28
1 10YR4/4褐 粘性中 しまりやや密 明黄褐粘土質

ブロック(径 1～ 3cm)10%含 む

1生 231600m

訳 31

1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまり中

ユゝ預,B、6 sK32

77

弟54図  SK27～ 33土坑

15m



時期 不明。

V 検出遺構

(村 田 )

SK33土 坑

遺構 (第54図 ・写真図版56)

[位置・検出状況]調査B区 15C15に位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の長方形プランとして

検出した。 [重複関係]SK28土坑 と重複 してお り、本遺構が旧期である。 [形状・規模]長軸が北

東 一南西方向202cm、 短軸方向が北西 ―南東方向■Ocmの 長方形である。断面は皿形、深さは17cm

である。 [堆積土]暗褐色土主体の単一層で構成される。

遺物 なし。

時期 不明。 (北 田 )

SK34土 坑

遺構 (第 55図 、写真図版56)

[位置・検出状況]調査C区 19BHに 位置 し、検出面はⅢ層下位～Ⅳ層上面である。 [重複関係]東

端をS116に 切 られている。 [形状・規模]ほぼ正円形に近いプランであ り、床面はほぼ水平である。

小形の竪穴住居の可能性 もある。ただし、6層 で焼土がまとまっていたものの、床面に炉 と思わ

れる焼土は形成されていない。また、壁面に沿うように幅6～ 18cmの周溝がほぼ全周 している。長

軸が北東 ―南西方向 (256)cm、 短軸方向が北西 ―南東方向248cm、 深さは30cmである。 [堆積土]

にぶい責褐色主体の計9層 で構成される。当初は6層 がほぼ水平に堆積 していることと、その上面

で79× 64cm、 深さ5cnの 不整円形で焼土 (強変成)が集中していたことから、6。 7層 上面が底面

であるとみなしていた。 しか し、壁面崩落上である7層 をはじめとするその他の層が、現地形に

沿って堆積 している状況が確認されたことから、6層 を含めていずれも自然堆積であ り、底面は

Ⅳ層を掘削 して形成された面であると判断した。

遺物 (第 ■4図、写真図版 108・ 109。 147)

[土器]縄文土器101片 (1,310g)を 出上 している。このうち、507～ 512の 6点 を掲載 した。Ⅳ・Ⅸ

群が出上 してお り、大半がⅣ群に含まれる。

[石器]計5点 を出土 している。石鏃1点、スクレイパー類 1点、剥片2点、石斧類1点 で、このうち

1170石斧類を掲載 した。

時期 6層 出土土器508が Ⅳ群に分類 されることから、少なくとも縄文時代前期末葉～中期前葉に

は廃絶 していたと考えられる。                         (村 田)

SK35土 坑

遺構 (第 55図 、写真図版56)

[位置・検出状況]調査B区 16Cllに 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の楕円形プランとし

て検出した。 [重複関係]SK36土坑 と重複 してお り、本遺構が旧期である。 [形状・規模]長軸が

東西方向 (120)cm、 短軸が南北方向115cmの 精円形である。断面は皿形、深さは16cmで ある。 [堆

積土]陪褐色土主体の単一層で構成される。

遺物 なし①
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2 遺構
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卜 230200m

SK35・ 36
1 10YR3/3暗褐 冶性中
2 10YR3/4暗褐 粘性中

当

SK34
1 25Y7/6明黄褐 粘性やや弱 しまり中 中礫(径 5～ 10mm)20%(基 本層序Ⅳ層

の流土か)

2 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcm程度)15%赤 ・黄粒
(径 1～ 2mlll)5%含 む
10YR4/3に ぶい責褐 粘性やや弱 しまりやや疎 2層 と混和物同じ
75WR3/2黒褐 粘性中 しまりやや疎 2層 と同じ混和物に炭化物5%含む
75WR3/2黒褐 粘性中 しまり中炭化物10%
25YR6/8橙 焼土(強変成)

10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまり中黄プロック5%黄粒(径 1～ 3mm)

5%含む
10YR5/6黄 褐 粘性中 しまり疎
10YR4/3に ぶい黄褐 粘性中 しまり疎

卜 231300m当

しまり中
しまり中

SK37
1 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物5%含む
2.10YR4/31こ ぶい黄褐 粘性中 しまり中黄粒(径 1～ 2n n)

5%含む
3 10YR6/8明黄褐 粘性やや弱 しまりやや疎 10YR2/2

黒褐30%含む
4 10YR6/8明 黄褐 粘性中 しまり中

SK38
1 5YR3/3暗赤褐 粘性弱 しまりやや疎

中礫(径 1～ 2cm亜 角)10%混入
※底部には然焼面ないため堆積土と

して混入した可能性大

0            1 :40          1.5m

洗々
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V 検出遺構

時期 不明。 (北 田 )

SK36土 坑

遺構 (第 55図 、写真図版56)

[位置・検出状況]調査B区 16C12に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の楕円形プランとし

て検出した。 [重複関係]SK35土 坑 と重複 してお り、本遺構が新期である。 [形状・規模]長軸が

東西方向126cm、 短軸が南北方向107cmの楕円形である。断面は皿形、深さは29cmで ある。 [堆積

土]暗褐色上の単一層で構成される。

遺物 なし。

時期 不明。

SK37土 坑

遺構 (第 55図 、写真図版56)

[位置・検出状況]調査C区 22B17に 位置 し、検出面はⅢ層下位である。 [形状・規模]長軸が東西

方向202cm、 短軸が南北方向65cmの長楕円形である。断面は逆台形、残存高は28cmである。 [堆積

土]上層 (1層 )は黒褐色土、下層 (2～4層 )は黄褐色土主体の計4層 で構成される。

遺物 なし。

時期 不明。 (村 田 )

SK38土 坑

遺構 (第 55図 、写真図版57)

[位置・検出状況]調査B区 12D14に位置 し、検出面はⅣ層上面である。 [形状 。規模]長軸が東西

方向125cm、 短軸が南北方向109cmの 不整円形である。断面は鍋底形で一部深 くなる。残存高は27

cm、 深いところで58cmで ある。 [堆積土]暗赤褐色上の単一層で構成される。検出時は焼土跡 と

考えていたが、掘削の結果、土坑に焼土を廃棄 したものであることが分かった。底面付近～東に

かけては10～ 20cm大 の亜角礫が10個以上、東狽Iか ら流入 している。底面中央には35× 23× 5cmの

扁平礫がある。廃棄焼土 と思われる堆積から、人為堆積の可能性が考えられる。

遺物 (第 114図 、写真図版 109)

[土器]縄文土器18片 (500g)を 出上している。このうち、513の 1点 を掲載した。Ⅶ群に含まれる。

時期 縄文時代後期初頭と考えられる。                      (北 田)

SK39土 坑

遺構 (第56図 、写真図版57)

[位置。検出状況]調査C区 19C8に位置する。検出面はⅣ層上面である。 [形状・規模]規模は長軸

が南北方向214cm、 短軸が東西方向181cm、 深さは検出面か ら197cmの 円形である。東には長軸が

南北方向97cm、 東西方向 (96)cm、 深さは検出面から103cmの 楕円形小土坑が付属 している。また、

底面北寄 りにも68× 41cm、 深さ12cmの 楕円形の副穴が検出されている。断面は現状ではほぼ垂直

である。ただし、西～南壁は若干オーバーハングしてお り、堆積土中にも壁面崩落土と思われる
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2 遺構

責褐色土の堆積 が確認 されることか ら (22層 な ど)、 フラス コ形 を呈 していた可能性がある。 [堆

積土]壁面崩落土 またはⅣ層起源の責褐色土 とⅢ層起源の暗褐色土の計22層 で構成 されているが、

厳密 には7～ 22層 が本遺構 内堆積土である。三角 ない しレンズ状 に堆積 している ものが多 く自然

堆積 と考 え られる。 なお、遺構 内堆積土 よ り上位 (3層 )で 1次堆積 と考 え られる十和 田中掠 テフ

ラ層が確認 されている。

遺物  (第 114・ 165。 170'182・ 183図 、 写真 図版 109。 135。 138・ 144)

[土器]縄文土器 は189片 (2,820g)を 出土 している。 11及 び16層 か らの出土が多い。 この うち514

～519の 6点 を掲載 した。 Ⅱ・Ⅳ・Ⅸ群が出上 してお り、大半が Ⅱ群 に含 まれる。

[石器]計7点 を出上している。このうち979石鏃、1068石匙、1140二 次加工ある剥片、1147微細

剥離痕ある剥片、1164石斧類を掲載した。

時期 南壁が若干オーバーハングしていることから、貯蔵穴であった可能性がある。存続時期に

ついては十和田中諏テフラ堆積時には既に埋没していること、堆積土中～下位から出土した遺物

が Ⅱ群に分類 されることから縄文時代早期末葉～前期初葉頃と考えられる。 (村 田 )

SK40土 坑

遺構 (第56図 、写真図版57)

[位置・検出状況]調査B区 15C21こ 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色上の円形プランとして検

出した。 [重複関係]S126、 34、 38と 重複 してお り、本遺構が旧期である。 [形状。規模]西半は

切 られてお り存在 しない。長軸は南北方向158cm、 短軸は東西方向 (93)cmの 円形である。断面

はビーカー形で、北～東底面が外側にやや張 り出している。底面は139× (100)cmで、深さは67

cmで ある。 [堆積土]暗褐色～褐色土主体の4層 で構成され、 自然堆積 と考えられる。3層 はⅣ層

起源土で、崩落による流入の可能性がある。

遺物 (第 l14図 、写真図版109)

[土器]縄支土器4片 (160g)を 出土 している。このうち520・ 521の 2点 を掲載 した。いずれもⅣ群

に含 まれる。

時期 縄文時代中期前葉に想定される。                      (北 田)

SK41土 坑

遺構 (第56図 ・写真図版57)

[位 置。検出状況]調査B区 15B17に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色土の円形プランとして

検出した。 [重複関係]S118、 19と 重複 してお り、本遺構が新期である。 [形状・規模]長軸が北

東 ―南西方向133cm、 短軸が北西 ―南東方向116cmの 円形である。断面は逆台形、深さは74.5cmで

ある。 [堆積土]黒褐色～褐色土主体の10層 で構成され、自然堆積 と考えられる。主に斜面上側

か らの堆積 と見 られる。

遺物 なし。

時期 S118、 19よ りも新期 ということか ら、縄文時代中期後葉以降に想定 される。
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V 検出遺構

232100m

SK40
1 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物1%含 む

2 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物1%含 む

3 10YR6/8明 黄褐 粘土質 粘性中 しまりやや疎 基本層序
Ⅳ層起源

4 10YR76褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎

SK39
1 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 中礫(径 5～ 20mm)15%含 む(基本層序Ⅲ層)

2 10YR3/2黒 褐 粘性中 しまり中 中礫(径 5～ 10mm)5%含む 粒子細かい

3 25Y8/6黄 粘性中 しまり中 十和田中板テフラ堆積層
4 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 中礫(径 5～ 20mm)20%炭 化物5%含 む

5 10YR4/4褐 粘性中 しまりやや疎 細～中礫(径3～ 20mm)20%炭 化物5%含む

6 10YR4/4褐 粘性中 しまり中細～中礫(径 3～ 20mm)15%炭 化物5%含 む

7 10YRク 4褐 粘性弱 しまりやや疎 細～中礫(径3～ 20mm)15%含 む

8 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 5～ 10nll)20%含 む

9 10YR4/8に ぶい黄褐 粘性中 しまり中 中礫(径5～ 10mm)10%含 む
10 25Y5/6黄褐 粘性やや強 しまりやや密 細～中礫(径 3～ 10mm)15%含む

11 10YR3/3暗 褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 5～ 30mm)15%炭 化物10%含む

12 10YR4/2灰 黄褐 粘性中 しまりやや疎
13 10YR6/4に ぶい黄橙 粘性中 しまり中 中礫(径5～ 30mm)15%含む

14 25Y6/8明黄褐 粘性中 しまり中
15 25Y7/8黄 粘性強 しまり密 壁面崩落土
16 10YR4/3に ぶい黄掲 粘性やや強 しまり中
17 10YR5/3に ぶい黄褐 粘性中 しまりやや疎 細～中礫(径 3～ 5mm)10%含 む

18 25Y7/8黄 粘性やや強 しまりやや密
19 10YR5/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまり中黄ブロック30%含 む

20 10YR4/2灰黄褐 粘性中 しまりやや疎 細～中礫(径 3～ 10mm)5%含 む

21 10YR4/2灰責褐 粘性中 しまりやや疎 壁面崩落土
22 25Y7/8黄 粘土質 粘性強 しまり密

SK40

SK41
1 10YR2/8黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎～中
2 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR3/4暗 掲 粘性やや弱 しまりやや疎
4 10YR74褐 粘性やや弱 しまりやや疎
5 1儀R4/6褐 粘性中 しまりやや疎～中 中礫(径 1～ 3cm

亜角)3%含む
10YR3/4暗 褐 粘性中 しまりやや疎
10YR6/8明 黄掲 粘性中 しまりやや疎 基本層序Ⅳ層起源
10YR3/2黒 褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎
10YR4/6褐 粘性やや弱 しまりやや疎
10YR4/4褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 3cm程度 亜角)

2%含む

当

卜 器&範om 当

0          1 :40

‐‐十引Ｎ∞や〇
SK42

誅
ｙ

卜 233400m 当

S132

1A 231500m

耶

区

当

“

■

８

儀

１０

第56図  SK39～ 43土坑
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2 遺構

SK42土 坑

遺構 (第 56図 、写真図版58)

[位置・検出状況]調査B区 14B19に 位置する。S126精査終了後、北東壁に黒褐色に落ち込む精円

形を検出した。 [重複関係]S126と 重複 しているが、新旧は不明である。 [形状・規模]長軸が北西 ―

南東方向H5cm、 短軸が北東 ―南西方向 〔90〕 cmの楕円形である。断面は逆台形、深 さは60cmで

ある。 [堆積土]未実測であるが、観察から黒褐色上の単一層 と判断できる。

遺物 なし。

時期 不明。

SK43土 坑

遺構 (第 56図 、写真図版58)

[位置・検出状況]調査B区 15C9に 位置する。S138精査終了後、床面南東から暗褐色土の楕円形プ

ランを検出した。 [重複関係]S132、 38竪穴住居跡 と重複 してお り、本遺構が旧期である。 [形状・

規模]長軸が東西方向 〔146〕 cm、 短軸が南北方向 〔93〕 cmの楕円形である。断面は鍋底形、深

さは50cmである。 [堆積土]未実測であるが、観察から暗褐色土の単一層 と判断できる。

遺物 なし。

時期 S138よ りも旧期 ということか ら、縄文時代中期初頭以前に想定される。

SK44土 坑

遺構 (第 57図 、写真図版58)

[位置・検出状況]調査B区 15C241こ 位置する。SD04精査中、断面にかかる黒褐～褐色上の楕円形

プランを検出した。 [重複関係]SD04と 重複 してお り、同遺構埋没過程中に掘削されているため、

本遺構が新期である。 [形状・規模]長軸が北西 ―南東方向167cm、 短軸が北東 一南西方向105cmの

楕円形である。断面は円筒形、深 さは208cmで ある。北～東壁は若干快れている。 [堆積土]黒褐

～褐色土主体の12層 で構成されている。2～ 6。 12層 はやや粘土質、7～ 11層 は砂質層で、南はSD04

堆積土を壁 としているため、この箇所の崩落土 も大半を占めている。

遺物 なし。

時期 SD04よ りも新期であることから、中世以降に想定される。

SK45土 坑

遺構 (第 57図 、写真図版58)

[位置・検出状況]調査B区 15C14に 位置する。S132精査終了後、床面北東からにぶい黄褐色土の

楕円形プランを検出した。 [重複関係]S132、 38と 重複 してお り、本遺構が旧期である。 [形状・

規模]平面形は長軸が北東 ―南西方向150cm、 短軸が北西 ―南東方向98cmの楕円形である。断面

は皿形、深さは15cmである。 [堆積土]にぶい黄掲色土の単一層で構成されている。

遺物 (第 114図 、写真図版HO)

[土器]縄文土器19片 (330g)を 出上 している。このうち522の 1点 を掲載 した。Ⅸ群に含まれる。

[石器]石匙1点 を出土 している。
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SK44

1生 229400m

碑=228600m

SK47
1 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 堆積土に中礫(径 1～ 5cm)

を多量に含む層
2 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 堆積土に中～大礫(径 5～

10cm)30%多量に含む 底面付近から土器出土

V 検出遺構

暫
予 襦 翻 粘性 零ヽ調該t」即9やや床期 黄謁檻 蜘 崎 む

2 10YR52に ぶい黄橙+10YR5/6黄 褐の混合砂質 粘性やや弱 しまりやや疎 下部に

A′     明黄褐粘土質粒(径 5～ 10cm)3%含 む

|° :鶴 鑓 亀 格邑堺 禦 淫 誰 話 を制 琴

む

,      6 10YR74褐 +10ヽR6/6明黄褐の混合砂質 粘性やや弱 しまり疎
,      7_10YR2/3黒 褐 粘性中 しまりやや疎

8 10YR6/6明黄褐 砂質 粘性やや弱～中 しまり疎
9 10YR3/4暗褐 砂質 粘性弱 しまり疎
10 10YR5/6黄 褐 砂質 粘性弱 しまり疎
■ 10YR6/6明 黄褐 砂質 粘性弱 しまり疎
12 10YR6/4に ぶい黄橙 粘土質 粘性やや強 しまりやや疎

当 卜 227900m

Ａ

ｏ

詐
ｄ

SD04

ＳＫ４６

／営

．

1 10YR5/3にぶい黄褐
炭化物1%含 む

SK46
1 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまり中礫多

炭化物(径 lcln31～2%含む

5m

ｂギ

第57図  SK44～ 47二上坑

時期 縄文時代に想定される。

SK46土 坑

遺構 (第 57図 、写真図版58)

[位置。検出状況]調査C区 20B8に 位置する。S122精査

終了後、床面南西か ら褐色上の楕円形プランを検出し

た。 [重複関係]S116、 23、 22と 重複 してお り、いず

れも本遺構が旧期である。 [形状・規模]長軸が北西 ―

南東方向147cm、 短軸が北東 ―南西方向86cmの 楕円形

である。断面は皿形、深さは15cmで ある。 [堆積土]未

実測であるが、掘削前の観察か ら褐色上の単一層 と判

断できる。炭化物を1～ 20/O含んでいる。

遺物 なし。

時期 S122よ り旧期 と出土遺物から、縄文時代中期初

頭以前に想定される。

SK45
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2 遺構

SK47土 坑

遺構 (第 57図 、写真 図版59)

[位置・検 出状況]調査C区20Clに 位置す る。Ⅳ層上面 において、黒褐色上の円形 プランを検 出 し

た。 [形状・規模]長軸が北東 ―南西方向118cm、 短軸が北西 ―南東方向H4cmの 円形である。断面

は逆台形、深 さは48cmで ある。 [堆積土]黒褐～暗褐色土主体 の2層 で構成 される。両層 ともに中

～大礫 を多量 に含 んでいる。

遺物 (第■4図 、写真 図版 HO)

[土器]縄文土器16片 (145g)を 出土している。このうち、523、 524の 2点 を掲載した。 I・ Ⅸ群

が出土しているが、 I群主体である。

時期 縄文時代早期末葉に想定される。

(4)土器埋設遺構

計 2基検出している。

SR01土 器埋設遺構

遺構 (第 58図 、写真図版59)

[位置・検出状況]調査C区20B22に 位置 し、検出面はⅢ層上面 (ま たはS128検 出面)である。 [重

複関係]S128と 重複 しているが、S128堆積土を掘 り込んで構築 されている。 [埋設状況]掘 り方

は不明瞭であるが、おそ らく土器の形状に沿って35× 28cmの 範囲を20cm程掘 り込み、土器を正置

したものと考えられる。 [堆積土]土器内には1層 黒褐色土が堆積 してお り、中礫を25%含んでい

る。土器内堆積土をサ ンプリングして微細遺物の選別作業を行ったところ、オニグルミ内果皮破

片・剥片が検出されている (附編参照 )。

遺物 (第 115図 、写真図版110)

[土器]縄文土器144片 (2,655g)を 出土 している。このうち埋設土器526、 堆積土中527の 2点 を

掲載 した。いずれもⅣ群に含まれる。

[石器]微細剥離痕ある剥片1点 が土器内堆積土から出土 している。

時期 埋設土器はⅣ群に属するため、縄文時代中期前葉に構築 されたと考えられる。  (村 田)

SR02土 器埋設遺構

造構 (第 58図 、写真図版59)

[位置。検出状況]調査B区 15C17に位置 し、検出面はⅢ層上面である。 [重複関係]S132と 重複 し

ているが、本遺構が新期である。 [埋設状況]Ⅲ 層を掘 り込んで構築されている。掘 り方はⅢ層

暗掲色土を埋め戻 しているため、かなり不明瞭であるが、若千の締 まり具合 と土色で分離される。

土器の形状に沿って27× 25cmの範囲を深 さ 〔25〕 cm掘 り窪め、土器を西に傾 く斜位 したものと考

えられる。 [堆積土]土器内には黒掲色土が堆積 している。土器内堆積土をサ ンプリングして微

細遺物の選別作業を行ったところ、 トチノキ種子被片・炭化材・不明動物遺存体 (005g)・ 剥片が

検出されている (附編参照 )。

遺物 (第 115図 、写真図版111)
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V 検出遺構

[土器]縄文土器52片 (2,135g)を 出土している。このうち埋設土器528の 1点 を掲載した。Ⅳ群

に含まれる。

[石器]剥片2点 (う ち1点 は黒曜石製)が土器内堆積土から出上している。

時期 埋設土器はⅣ群に属するため、縄文時代中期前葉に構築されたと考えられる。  (北 田)

(5)配石遺構

計 1基検出している。        
‐

SH01配 石遺構 (第58図 、写真図版59)

[位置・検出状況]調査C区 19C51こ 位置 し、検出面はⅢ層上面である。 [規模・平面形]礫 7個 を楕

円形に配置している。規模は長軸が南北方向63cm、 短軸が東西方向50cmの精円形範囲である。 [礫 ]

配石に使用 した礫は計7個で、いずれも扁平礫 (亜角礫)で ある。石材は、頁岩 (在地)3点、ひ

ん岩2点、花南閃緑岩1点 、凝灰岩1点 で、このうち台石か らの転用が1点 、敲打痕が残るもの1点

がある。 [付属施設]配石の下に下部施設がないかを考慮 して確認 したが、掘 り方やピットなど

はなかった。よって、Ⅲ層上面に平面的に設置 したものと考えられる。 [時期]不明であるが、Ⅲ

層上面において検出しているため、縄文時代中期に想定される。 (村 田 )

Ａ

ｏ
　

　

名

SR01
1 10YR3/2黒褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 5～ 1 0nlI角 )25%含む

2 10YR4/3にぶい黄褐 粘性中 しまり中細礫(径 2～ 3mm)20%含 む

3層より礫少ない掘り方埋め土
3 10YR3/3暗褐 粘性中 しまりやや密 S128堆 積土

SR02
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎 土器埋設時の据え方

埋め土
2 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎～中 基本層序Ⅲ層

o                l :20               1 rn

卜 228100m

SH01

当

~¬仁るC5
卜 盟&∞om 当

第58図 SR01・ 02土器埋設遺構 SHO刊 配石遺構
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2 遺構

(6)焼土跡・炉跡

計24基 を検出した。焼土跡は地床炉状、炉跡は石組状である。竪穴住居跡に伴 うものである可

能性 も検討 したが、周囲に柱穴等は確認されず、単独の遺構 として調査 した。焼土跡・炉跡を説

明するために、遺構の位置・検出状況、遺構の形状及び規模、被熱痕跡の状況、推定される形成

時期について記載を行 う。なお、帰属時期については現地性 。異地性の別 もあることから、ここ

では検出層位のみとし、時期不明とする。

SF01焼 土跡 (第 59図 、写真図版60)

[位置・検出状況]調査A区8D15に 位置する。Ⅳ層上面で検出したが、攪乱の影響を大 きく受けて

いる。 [形状・規模]26.5× 21.5cmの不整円形で、深さは4cmである。 [被熱痕跡の状況]焼上の発

達は良好であるが、植物根による攪乱が著 しく残存状態は不良である。最終遺構検出面であるⅣ

層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熱痕 と考えられる。

SF02焼 土跡 (第 59図 、写真図版60)

[位置。検出状況]調査A区 8D23に位置する。Ⅳ層上面で検出した。 [形状・規模 ]

不整円形で、深さは7.5cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好である。

であるⅣ層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熱痕 と考えられる。

SF03焼 土跡 (第 59図 、写真図版60)

[位置・検出状況]調査A区 8E21こ 位置する。Ⅳ層上面で検出した。 [形状・規模]29× 29cmの 不整

円形で、深さは3.5cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好である。最終遺構検出面であ

るⅣ層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熱痕 と考えられる。

SF04焼 土跡 (第59図 、写真図版60)

[位置・検出状況]調査B区 13Dllこ 位置する。Ⅳ層上面で検出した。 [形状・規模]47.5× 37cmの不

整円形で、深さは1.5cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は不良で、断面で僅かに確認され

る程度である。最終遺構検出面であるⅣ層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熱痕

と考えられる。

SF05焼 土跡 (第59図 、写真図版61)

[位置・検出状況]調査B区 13C15に位置する。 Ⅱ層上面で検出した。 [形状・規模]31.5× 27.5cmの

不整形で、深 さは6cmで ある。 [被熟痕跡の状況]焼上の発達は良好である。燃焼状況から、現地

性被熱痕 と考えられる。

SF06焼 土跡 (第59図 、写真図版61)

[位置・検出状況]調査A区6E13に位置する。Ⅳ層上面で検出した。 [形状・規模]98× 34cmの 不整

長形で、深さは6.5cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼土の発達は良好である。最終遺構検出面であ

るⅣ層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熟痕 と考えられる。また、土器623が遺

(北 田 )

26.5× 21.5c皿しり

最終遺構検 出面
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V 検出遺構

構南側で検出されていることから、共伴関係が推察される。

SF07焼 土跡 (第 59図 、写真図版61)

[位置・検出状況]調査B区 14Cllに 位置する。 Ⅱ層下位で検出した。 [形状・規模]63.5× 38cmの 不

整形で、深さは6cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好で、かなり強変成 している。燃

焼状況から、現地性被熱痕 と考えられる。

SF08焼 土跡 (第 59図 、写真図版61)

[位置。検出状況]調査B区 13C15に位置する。 Ⅱ層下位で検出した。 [形状・規模]38× 26cmの不

整円形で、深さは5.5cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達はやや不良である。SF07焼土跡 と

近接 してお り、同一 レベルでの検出であることから、現地性被熱痕 と考えられる。

SF09焼 土跡 (第 59図 、写真図版62)

[位置。検出状況]調査B区 14C17に位置する。 Ⅱ層下位で検出した。 [形状・規模]19× 10cmの 不

整形で、深さは3cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼土の発達は不良で、断面で僅かに確認される程

度である。燃焼状況から、異地性被熱痕 とも考えられる。

SF10焼 土跡 (第 59図 、写真図版62)

[位置・検出状況]調査B区 14C61こ 位置する。 Ⅱ層下位で検出した。 [形状・規模]51.5× 21 5cmの

楕円形で、深さは4cmである。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達はやや不良である。燃焼は弱変成で

あるが焼成面が広いことから、現地性被熱痕 と考えられる。

SFll焼 土跡 (第 59図 、写真図版62)

[位置。検出状況]調査B区 14Cllに 位置する。Ⅲ層上面で検出した。 [形状・規模]39× 28.5cmの 不

整円形で、深さは5cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好である。遺構上面及び被熱痕

跡内に土器を伴出するため廃棄焼上の可能性がある。 しか し、被熱痕が しっか りしているため、

現地性被熱痕の可能性がある。

SF12炉 跡 (第 60図 、写真図版62)

[位置・検出状況]調査B区 16B17に 位置する。採掘坑上面の暗褐色砂質上で検出した。 [形状・規

模]左右に巨礫 (20～ 30cm大)を 数個積み上げ、その内部を燃焼面 としている。燃焼面は礫を設

置 した面よりも若千下がってお り、掘 り込んで使用されたと見 られる。遺構は斜面に構築されて

いるため、南は傾斜に沿って下がっている。石組部を含む規模は長軸が北西一南東方向100cm、 短

軸が北東 ―南西方80cm、 両石組部の間の幅は約35cmで ある。燃焼面は礫設置面か ら7cm下がった

ところに形成されている。燃焼範囲は55× 37cmの精円形、深 さは13.5cmで ある。 [被熱痕跡の状

況]焼上の発達は良好、強変成 している。焼上の斜面上 と下に炭化物層が形成されている。燃焼

面の上には埋没時に両側から崩れたと見 られる礫2個 がある。 [時期]遺構の構築されている面が、

近世以降と見 られる採掘坑上面のため、本遺構はそれよりも新期 と考えられる。
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2 遺構
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V 検出遺構

SF13焼 土跡 (第 60図 、写真図版63)

[位置。検出状況]調査B区 13C19に 位置する。メインベル ト脇に設定 した トレンチにかかる状況

でで検出した。検出面はⅢ層上面である。 [形状・規模]29.5× (24)cmの方形で、深さは2.5cmで

ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達はやや不良である。燃焼は弱変成であるが、現地性被熱痕

と考えられる。

SF14焼 土跡 (第60図 、写真図版63) 
‐

[位置。検出状況]調査B区 14D81こ 位置する。Ⅳ層上面で検出した。 [形状・規模]45.5× 37cmの円

形で、深さは1 lcmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好である。最終遺構検出面である

Ⅳ層上面の検出であることと燃焼状況か ら、現地性被熱痕 と考えられる。

SF15焼 土跡 (第 60図 、写真図版63)

[位置・検出状況]調査B区 14C21に 位置する。Ⅲ層上面で検出した。 [形状・規模]21× 15cmの 不

整形で、深さは7cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達はやや不良である。燃焼状況から、現

地性被熟痕 と考えられる。

SF16焼 土跡 (第 60図 、写真図版63)

[位置・検出状況]調査B区 12C12に位置する。Ⅳ層上面で検出した。 [形状・規模]33× 20.5cmの

不整形で、深さは3cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好である。最終遺構検出面であ

るⅣ層上面の検出であることと燃焼状況か ら、現地性被熟痕 と考えられる。

SF17焼 土跡 (第60図 、写真図版64)

[位置。検出状況]調査C区 22B201こ 位置 し、検出面はⅡ層上面である。 [形状・規模]計2基確認さ

れた。いずれも平面形は不整円形であ り、規模は西が28× 13cm、 東が21× 19.5cmで ある。

[被熱痕跡の状況]深 さは西が6cm、 東が3cmで ある。いずれも弱変成で現地性被熱痕 とみなすの

は困難である。                                (村 田)

SF18焼 土跡 (第 60図 、写真図版64)

[位置・検出状況]調査C区20Cllこ 位置し、検出面はⅢ層上位である。 [形状・規模]不整円形で、21.5×

18.5cmで ある① [被熱痕跡の状況]深 さは 3 cmで、弱変成である。現地性被熟痕である。

SF19焼 土跡 (第61図 、写真図版64)

[位置・検出状況]調査B区 15C14に位置する。Ⅲ層上面で検出した。 [形状・規模]53× 41cmの不整

形で、深さは7cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼土の発達は良好である。他遺構検出面 (縄文時代中

期)であるⅢ層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熱痕 と考えられる。  (北 田)

SF20焼 土跡 (第61図 、写真図版64)

[位置・検出状況]調査C区 20C14に 位置 し、検出面はS121堆積土直上である。 [形状・規模]不整
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2 遺構
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第61回I SF19～ 24焼土跡

形であり、規模は71.5X52clllで ある。

あり、現地性被熟痕と考えられる。

[被熟痕跡の状況]深さは5cmである。燃焼は比較的良好で

(村 田)

SF21焼 土跡 (第61図、写真図版65)

[位置。検出状況]調査C区 19C8に 位置し、検出面はⅡ層上面である。 [形状・規模]不整形であり、

卜 226飩Om      当

SF20
1 2おYR5/6明 赤褐 粘性中 しまり中

細～中礫俯諺～
5mm)3%含む

卜 2班nom当

SF231

1,ワ .51環η跡 褐 粘性やや強 しまりやや密 炭化物罐訥Idm)

S%含む

V 検出遺構

SF21
1.2●コミ,/8剪赤縛雅性やや強 しまり密焼主(径2～ 5mm

程度)

卜 加 ooom 当

SF24
1 2.51邸的r3赤褐 粘牲ゃゃ弱 しまりやや陳―

焼土(強効
2 2.5YR4/4に ぶい赤褐 粘性やや弱 しまり

やや疎 焼土(弱変向
8.10YR4/48粘 性やや覇 しまりや蛉疎 基

本層序亜層起源―

ドー 231.000m

SF■ 9

1 5YR4/8赤縄 粘性中 しまりやや疎 擁虫 強愛

"
' 5YR3/4暗

赤褐 粘性中 しまりやや疎1焼虫 弱変
ω

3 10YR3/488粘 性やや弱 しまりやや疎 基本層

序Щ層起源

SF22

卜珈mm■

帯

SF22
1 2.5YR4/4にぶい赤褐

―
粘性やや強

しまりやや密中磁径lcmj炭化物|

輸醜～3n14)%含む

SF24

だ
ｏ

-115エ



2 遺構

規模 は62.5× 44cmで ある。 [被熱痕跡の状況]深 さは5.5cm、 強変成である。現地性被熱痕 と思わ

れる。

SF22焼 土跡 (第61図 、写真図版65)

[位置・検出状況]調査C区 19C41こ位置 し、検出面はⅢ層上面である。 [形状・規模]ほ ぼ円形であ

り、規模は38× 27clllで ある。 [被熱痕跡の状況]深 さは6cmで 、強変成である。現地性被熱痕 と思

われる。               
‐

SF23焼 土跡 (第61図 、写真図版65)

[位置。検出状況]調査C区 19C41こ位置 し、検出面はⅢ層上面である。 [形状。規模]不整楕円形で

あ り、規模は39× 26cmである。 [被熟痕跡の状況]深 さは5cmで 、強変成である。現地性被熱痕 と

思われる。

SF24焼 土跡 (第61図 、写真図版65)

[位置・検出状況]調査B区 15C14に位置する。Ⅲ層上面で検出した。 [形状・規模]61× 53.5cmの 不

整円形で、深さは7cmで ある。 [被熱痕跡の状況]焼上の発達は良好である。他遺構検出面 (縄文時

代中期)で あるⅢ層上面の検出であることと燃焼状況から、現地性被熱痕 と考えられる。 (北 田)

(7)堀跡・溝跡

計7条検出している。このうち、堀跡はSD04・ 07の 2条、溝跡はSD01～ 03・ 05。 06の 5条である。

SD01溝 跡

遺構 (第62図 、写真図版 68)

[位置・検出状況]調査A区8D18～ 19・ 8D22に位置する。Ⅳ層上面で、北西―南東方向に走る褐色

の溝跡3条 のうちの1条 として検出した (他 はSD02・ 03)。 [形状・規模]長 さが北西一南東方向

(595)cm、 幅が北東一南西方向45～ 68cmで、北東側は削平の影響で残存していない。断面は皿形、

深さは10cmである。軸方向はN-55° 一Wで ある。 [堆積土]褐色上の単一層で構成される。Ⅳ層

起源の黄褐色ブロックを少量含んでいる。推積状況は不明である。 [付属施設]SD02'03と 隣接し

ており、軸方向がほぼ一致しており、また堆積上が同一であることから同時存在していた可能性

がある。

遺物 なし。

時期 不明。 (北 田 )

SD02清 跡

遺構 (第62図 、写真図版68)

[位置・検出状況]調査A区 8D20・ 8D22～ 24に位置する。Ⅳ層上面で、北西 一南東方向に走る褐色

の溝跡3条のうちの1条 として検出した (他 はSD01・ 03)。 [形状・規模]長 さが北西一南東方向 (778)

cm、 幅が北東 一南西方向20～ 56cmで、北東側は削平の影響、南東側は調査区外に延びてお り確認
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第62図 SDol～ 03・ 05・ 06溝跡
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2 遺構

できない。断面は皿形、深さは16cmである。軸方向はN-43° 一Wで ある。 [堆積土]褐色上の単

一層で構成される。Ⅳ層起源の責褐色ブロックを少量含んでいる。堆積状況は不明である。 [付

属施設]SD01・ 03と 隣接 してお り、軸方向がほぼ一致 してお り、また堆積上が同一であることか

ら同時存在 していた可能性がある。

遺物 なし。

時期 不明。

SD03溝 跡

遺構 (第62図、写真図版68)

[位置。検出状況]調査A区8D22～ 241こ 位置する。Ⅳ層上面で、北西 一南東方向に走る褐色の溝跡

3条のうちのユ条 として検出した (他 はSD01・ 03)。 [形状・規模]長 さが北西 ―南東方向 (393)cm、

幅が北東 一南西方向25～29cmで 、北東側は削平の影響で残存 していない。断面は皿形、深 さは4

cmで ある。軸方向はN-45°一Wで ある。 [堆積土]褐色上の単一層で構成される。Ⅳ層起源の黄褐

色ブロックを少量含んでいる。堆積状況は不明である。 [付属施設]SD01・ 02と 隣接 してお り、軸

方向がほぼ一致 してお り、また堆積上が同一であることか ら同時存在 していた可能性がある。

遺物 なし。

時期 不明。

SD04堀 跡

遺構 (第 63図 、写真図版69'70)

[位置・検出状況]調査B区 12D～ 15D。 15C・ 16C・ 16Dに 位置する。表土除去前の試掘 トレンチ段階

から斜面下狽1が著 しく深 くなることは認識 していた。表土除去後の遺構検出から、締 まりが弱い

黒褐色土が北西 一南東方向 (調 査区長軸に沿って)に延びてい くことが確認された。3カ 年分の

調査区を遺構が横断 しているため、全体は図から把握するに留 まるが、各年度の調査から全長は

66m、 幅は3～ 7mの 黒褐色プランである。各年度に10～ 20mお きに トレンチを設定 し、層位 を確

認 しなが ら精査 を進めた。 [形状・規模]長 さが東西方向 (6600)cm、 幅が南北方向300～ 700cm

で、西側は斜面下位方向にカープしなが ら調査区外へ延びる。軸方向はN-55° 一Wで、西側 は

N-75° 一Wに変化する。断面はV字形、深さは、最深で現況面か ら309cm(検出面から270cm)で

ある (セ クションBで計測)。 底面はほぼ一定で、東恨1に 向かって若千傾斜する。 [堆積土]西調

査区境から15m、 35m、 45m地点の3箇所にセクションA～ Cを設定 した。セクションAは計16層 、

セクションBは計13層 、セクションCは計22層 である。セクションAは ほぼ水平に堆積 してお り、

1層 は近年の水田造成による整地層、14～ 16層 は縄文時代の遺物包含層 (14・ 15層 はⅡ層、16層 は

Ⅲ層 )、 5。 13層 は土塁痕跡 とも思われる層で、残 りの2～ 4、 6～ 12層が堀堆積上である。2'8層 は

責褐色土を流入する層で、8層 は砂質土である。セクションBは レンズ状に堆積 してお り、1層 は

近年の畑耕作による現表土層、2a。 2b層 は縄文時代の遺物包含層 (2a層 はⅡ層、2b層 はⅢ層 )、 5・

6層 は縄文時代の竪穴竪穴住居跡堆積土 (5層 はS113、 6層 はS114)、 4層 は土塁痕跡 とも思われる

層で、3・ 7～ 13層 は堀堆積上である。このうち、3層 はセクションCの 1層 と同様に斜面上位か らの

大規模な一括流入土、7層 はⅣ層の二次堆積層、7～ 13層 は斜面上位にある縄文時代の遺物包含層
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SD04
セクション1(卜〆 )

1 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性弱 しまりやや疎 中～大礫(径 3～ 20cm亜 角)含む 基本層序 1層耕作土

2 10YR3/4暗 褐+10YR6/6明 黄褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 5cm亜角)多量に含む砂層

3 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 3cm亜角)含む

4 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中～大礫(径 3～ 10cm亜角)少～多量に含む砂層

5 10YR2/2黒褐 粘性中 しまりやや疎

6 10YR2/2黒褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 1～ 3cm亜角)少～多量に含む

7 10YR2/3黒 褐+10YR2/2黒 褐の混合 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 1～ 5cm亜角)含む

8 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性弱 しまり疎 砂層

9 10YR3/3贈褐 粘性中 しまり疎
10 10ЧR3/3暗褐 粘性中～強 しまり疎 中礫(径 1～ 3cm亜角)多量に含む

11 10YR2/3黒 褐 粘性中～強 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)含む 5■ 2層 とは1ま同じ基本層序Ⅱ層起源

12 10YR2/1～ 2/2黒～黒褐 粘性中～強 しまり疎 中礫(径 lcm亜 角)含む 5■ 2層 とほぼ同じ基本層序狂層起源

13 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 1層 に近く土塁が肖1平 された痕跡か

1■ 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 基本層序工層

15 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎 基本層序Ⅲ層

16 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 基本層序Ⅲ層

嗚図

調 査 区 外

セクション2(=ざ )

1 10YR3/8暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 基本層序 1層耕作土

2a10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 3cm亜角)含む 土器多量混入

2,10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 基本層序Ⅱ層

3 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lc a亜角)含む

4 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcm亜角)含む

5 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 S■ 3(前期後葉か)雄積土

6 10YR4/4褐 +10YR2/3黒 褐の混合 粘性やや弱 しまりやや疎

7 10YR6/6明 黄褐 二次堆積層 大礫(径 10cm亜角・亜円)含む

8 10YR3/4暗 褐 粘性弱 しまり疎 中～大礫(径 5～ 10cm亜角 亜円冶 む

9 10Ч t2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 5cI亜角)含む

10 10YR2/2黒褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎 中礫(径 1～ 2cm亜角)含む

11 10YR2/2～ 3黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 黄褐粘土質ブロック含む

12 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎

13 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎

V 検出遺構

採掘坑 2

o            l :200
平面

「

―――――一―十一―一―――一引

牌 230800m

セクション31C σ)

1 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 5cm亜角)3%含む

2 10YR2/3黒 褐粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 3cm)3%含 む

二|!騒:先簿幅撃爛城甚悪ラt緊濯 粘性弱しまりや穂聰径勁亜幻2%含む
5 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎

6 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

7 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎～中

8 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまり疎～やや疎 にぶい黄橙粒(径 lcm)1%含 む

9 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱～中 しまりやや密 黄橙ブロック(径 3cn)2%含 む

10 10YR6/8明 黄褐 粘土 粘性やや弱 しまり密

11 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや密 黄袷粒(径2cmj2%含 む

12 10YR3/4贈 褐 粘性やや弱 しまりやや密 中蕪 径1～ 2cu亜角)10%含 む

13 10■ R7/3黄橙 粘土 粘性中 しまり密

14 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまり中～やや密

15 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり中～やや密 炭化物1%含む

16 10yR5/6黄 褐 砂質 粘性やや弱 しまりやや密

そ認穣:佐麟練 穏握終覇繁酬繋郊栃潜～2め5給む
19 10YR3/3贈 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

20 10YR3/4暗 褐+10YR6/8明 黄褐の混合 粘性やや弱～中 しまりやや疎

21 10YR3/4暗 褐+10YR4/6褐 の混合 粘性やや弱～中 しまりやや疎

22 10Wl望/48+10YR6/6明 黄褐の混合粘性中しまり中

o            l :80          31n
断面トーーーーー十一―一――トーーーー引

鵠団
半

注 232200m も

第63図 SD04堀跡
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V 検出遺構

や遺構堆積土が崩落及び流入 して堆積 した もの と思われる。セクシ ヨンCは Bと 同様 にレンズ状 に

堆積 していた と思われるが、埋没 中の9～ 22層 が堆積 した時点でSK44が 掘削 された。 これによ り、

断面北側 は消失 し、 さらにその後の埋没過程 によ り本来の層序 に乱れが生 じている。 1,3～ 8層 は

SK44埋 没後 に流入 した堆積土、2層 はテラス状の窪地に堆積 した Ⅱ層起源土、9～22層 は堀堆積土

である。このうち、 10・ 13層 はⅣ層二次堆積層、16層 は壁崩落土層、22層 は使用時か らの崩落堆

積層、残 りの9・ 11・ 12・ 14・ 15。 17～ 21層 は斜面上位の遺物包含層 (大半がⅢ層起源土、14層 はⅡ層

起源か)や遺構堆積土が流入 して堆積 したと見 られる。

遺物 (第 115～ 118'135～ 139・ 161～ 169。 171・ 172・ 174～ 176・ 178・ 179。 185。 189・ 191・ 195。 197・ 200

～204・ 207・ 208・ 210・ 211図 、写真図版■0～ 112・ 132～ 136・ 139～ 142・ 145・ 147・ 149。 151・ 154～ 156・

158～ 160)

[出 土状況]遺物包含層や遺構 の重複が著 しい 14～ 16グ リッ ドライ ン下位 にあ る本遺構の堆積土

中 を中心 に多量の遺物が出上 している。

[土 器]縄文土器6,406片 (110,660g)を 出土 している。 この うち、529～ 591の 63点 を掲載 した。

Ⅳ～Ⅶ・Ⅸ群 に含 まれる。

[石器]計 1,521点 を出上している。尖頭器6点、石鏃90点 (う ち11点が黒曜石製、その中で小赤沢

産3点、月山系産5点、未知3点 の産地同定結果)、 石錐17点、石匙8点、箆状石器4点、楔形石器4

点、スクレイパー類28点、二次加工ある剥片55点、微細剥離痕ある剥片17点、石核10点 、剥片

1,133点 (う ち黒曜石製29点 で、その中で産地同定した10点が小赤沢産)、 石斧類33点 、礫器類23

点、敲磨器類57点、礫石錘10点 、石皿台石類15点、球石1点 で、このうち908・ 914・ 917・ 919・ 921

尖頭器、 926。 935。 943-945'952・ 953・ 980。 981・ 1004～ 1006・ 1018・ 1019。 1022・ 1025'1026・ 1029～

1031・ 1035・ 1036牙イう炊、 1047・ 1055。 1056死イ0佐、 1064・ 1079'1082牙 ゴ呉些、 1095。 1097ε篭】犬Я写電|、  1101・

1105楔形石器、1108・ 1121・ 1122・ 1125・ 1127ス クレイパー類、1128二 次加工ある剥片、1154・ 1155

石核、 1171・ 1175・ H76石斧類、1186礫 器類、 1205。 1210・ 12H・ 1224・ 1238・ 1244・ 1246敲磨器類、

1249,1255礫石錘、1262石皿台石類 を掲載 した。

[石製品]石棒類が4点 出上 している。このうち、1272・ 1274の 2点 を掲載 した。

[土製品]土器片円盤 (891)を 1点 出土 している。

[陶磁器]9号 ユ袋分出土 している。このうち、1280の 1点 を掲載 した。

[銭貨]計7点 出上 してお り、1293～ 1298・ 1303のすべてを掲載 した。6点 が永楽通賓、1点 が寛永

通賓で、いずれもセクションCの 3層 に含 まれるものである。

時期 遺物は斜面上位にある遺物包含層及び遺構堆積土からの流入による縄文時代のものが大半

を占め、その他の時期 としては陶磁器 9号 1袋分、銭貨7点のみである。本遺構 は縄文時代の遺構

を含む遺物包含層より上から掘 り込んで構築 していることから縄文時代のものとは考えられない。

当初はSD07と 同時期 とも思われたが、堆積土 と堆積状況から異なる時期に存在 した可能性があ

る。遺構形態 と堆積土上位に含まれる近世遺物から、中世 もしくは中世～近世に構築され、近世

以降に完全に埋没 したのではないかと考えられる。

SD05清 跡

遺構 (第62図 、写真図版71)
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2 遺構

[位置 ,検出状況]調査B区 13C7・ 12・ 17・ 21に位置する。Ⅳ層上面で、北東 一南西方向に走る礫 を

多量に含むにぶい責褐色の溝状 として検出した。 [形状・規模]長 さが北東 一南西方向 (1030)cm、

幅が北西 ―南東方向47～ 71cmで、南西狽Iは SD04と 重複 しているため確認できない。断面は鍋底～

皿形、深 さは37cmで ある。軸方向はN-25° ―Eである。 [堆積土]上位がにぶい責褐色上、下位

が黒褐色土主体の2層 で構成される。l層 は径 1～ 3cmの 中礫を多量、2層 は径5～ 10cmの 中～大礫 を

多量に含み、下位ほど多 くなる傾向があるため、水成堆積 と思われる。2層 下位は徐々にⅣ層 と

の境界が不明瞭 となる。一括土が堆積 しているため短期間に多量の土砂が流入 したと思われる。

[付属施設]SD06と 隣接 してお り、堆積土が類似 しているため、同時存在 していた可能性がある。

SD04と の関係性 も考えられるが、不明である。

遺物 なし。

時期 不明。 (北 田 )

SD06溝 跡

遺構 (第 62図、写真図版71)

[位置・検出状況]調査B区 13C12・ 13に 位置する。Ⅳ層上面で、東西方向に弧状に走るにぶい黄褐

色の溝状 として検出した。 [形状・規模]長 さが東西方向300cm、 幅が北西 ―南東方向などで43～

73cmで、溝は東西方向に走っているが、北側に弧状に大 きく張 り出している。断面は鍋底形、深

さは29cmで ある。 [堆積土]に ぶい責褐色上の単一層で構成される。径 1～ 3cmの 中礫 を多量 に含

み、下位ほど多 くなる傾向があるため、水成堆積 と思われる。一括土が堆積 しているため短期間

に多量の土砂が流入 したと思われる。 [付属施設]SD05と 隣接 してお り、堆積土が類似 している

ため、同時存在 していた可能性がある。SD04と の関係性 も考えられるが、不明である。

遺物 (掲 載なし)

[土器]縄文土器14片 (65g)を 出土 している。

時期 不明。

SD07堀 跡

遺構 (第64図、写真図版72・ 73・ 159)

[位置・検出状況]調査C区21B～ Cに 位置する。 I層表土除去を行った後、 Ⅱ層上面で遺構検出を

行ったところ、21B～ C区 に南北方向 (斜面上～下)に大 きく縦長に拡がる黒褐色プランを検出 し

た。斜面下位の一部に覗 き掘 りを入れたところ、逆台形の黒褐色に堆積する断面が表れたため、

堀跡を想定 して精査を進めた。 [形状・規模]長 さが南北方向 (2420)cm、 幅が東西方向219～ 443

cmで、検出分中央がやや幅広になってお り、斜面下側が南西方向に折れている。南北は調査区外

へ延びている。軸方向はN-23° ―Eで、斜面下側はN-40～ 70° 一Eに変化する。断面は逆台形、

深 さは最深で162cmで ある。底面は一定ではな く、凹凸が激 しく、特 に斜面下位は複雑 になる。

[堆積土]断面を斜面上位 と下位に2箇所設定 し、確認を行った (セ クションA・ B)。 上位のセク

ションAは計7層 、下位のセクションBでは計10層 である。いずれもほぼ平行に堆積 してお り、砂

礫を多 く含む。セクションAでは、壁面崩落土 と思われる6層 責褐色粘土質上が大半を占める。セ

クションBで は、やや下位の8層 に径3～5cmの 中礫 を多量に含む黒褐色上があ り、それより上位 は
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調査 区外

北釘

0               1 :60              3 rn
断面トーーーーー引

「
――――――十一一――――司

0                1 :100

卜 227100m

V 検出遺構

当卜 225800m

北 c,

SD07
セクション1(A‐A′ )

1 10YR2/3黒褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 lcm角 )

40%含 む
2 10YR4/2灰黄褐 粘性弱 しまり疎 中礫(径 1～ 4cm

角・円)50%含む礫層
25Y5/3責褐 粘性弱 しまり疎 中礫(径 1～ 4cm角 ・円)

と風化した砂で構成される礫層
10YR4/2灰 黄褐 粘性中 しまり中 中礫(径 3cm角)10%
含む
25Y5/4黄褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 lCm)10%含 む

壁面崩落土か
25Y7/8黄 粘性強 しまり密 粘土質 中礫(径 5～ 20mm角 )

10%含む 壁面崩落土か
10YR6/8明 黄褐 粘性弱 しまり疎 中～大礫(径 3～ 7cn

円)50%と風化した砂で構成される礫層

セクション2(BB′ )

1 10YR2/3黒褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 lcm角 )

40%含 む
10Yく4/3に ぶい黄褐 粘性強 しまりやや密 中礫(径 lcm)

20%含 む
10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや強 しまり中 中礫(径 1～ 3cm)

20%炭化物(径 5mm以下)5%含む
10YR5/3に ぶい責褐 粘性やや強 しまりやや密 中礫

(径 lcm以下)20%含む 下位はブロック状で粘性 しまり

ともに中
10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり中 中礫(径 1～ 2cm角)20%
炭化物5%含む
10■R4/2灰 黄褐 粘性強 しまりやや密 中礫(径5～ 10mm)

15%含む
10YR4/3に ぶい黄褐 粘性強 しまりやや密 25Y7/8黄ブ
ロック30%含む壁面崩落土
10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径2～ 5cm)50%

含む礫層
10YR5/6黄 褐 粘性やや弱 しまり疎 中～大礫(径 3～ 8cn)

50%含 む礫層
10YR4/2灰 黄褐 粘性中 しまり疎 中礫(径8～5cm)50%含

む礫層

駐

儀

盈

＆

銭

１０

′″
／
′

5m
調査区外平面トーーーーーーーーーー十一―――――――――司

男64図  SD07 1FB跡
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2 遺構

中礫を多量に含むにぶい黄褐色上が主体 となる。いずれも水成による自然堆積 と考え られる。黒

褐色上の流入がセクションAで は1層 、セクションBで は1・ 8層 に限られるため、短期 間のうちに

責褐色土 を主体 とした土砂によって埋没 した可能性がある。

遺物 (第 118。 174・ 182・ 203・ 210図、写真図版 112・ 140。 144。 155)

[出 土状況]大半が1層黒褐色土からの出上で、まれに礫混 じりの黄褐色土中か らも含 まれる。遺

構の存続時期 と合致する時期の遺物は出土 していない。

[土器]縄文土器164片 (2,190g)を 出上 している。このうち、592・ 593の 2点 を掲載 した。Ⅸ群に

含 まれる。

[石器]計 36点 を出土 している。尖頭器1点 、石鏃7点、石匙2点、箆状石器ユ点、スクレイパー類 1

点、二次加工ある剥片3点、石斧類1点、敲磨器類 1点、礫石錘3点 で、このうち1092箆 状石器、1141

二次加工ある剥片、1259礫石錘を掲載 した。

[石製品]石棒類が1点 出上 している。

[陶磁器]1281の ユ点を掲載 した。

時期 当初はSD04堀跡 と同時期 と思われたが、堆積土と堆積状況から異なる時期に存在 した可能

性がある。縄文時代の竪穴住居跡を切ってお り (S120・ 36)、 また検出面がそれらよりも上位のⅡ

層上面であること、堆積±6層 か ら陶磁器1281が出上 していることから、中世～近世 もしくは近

世以降と幅をもって考えておきたい。 (村 田 )

(8)墓 坑

SZ01墓 坑

遺構 (第 65図、写真図版74)

[位置・検出状況]調査A区 7D16に位置する。Ⅳ層上面で黒褐色土の円形プランとして検出した。

[形状・規模]長軸が南北方向138cm、 短軸が東西方向104cmの楕円形 (卵 形)である。断面は鍋底

形、深 さは39.5cmで ある。 [堆積土]暗掲色土主体の3層 で構成される。明責掲色ブロックなどが

多 く、人為堆積 と考えられる。 [特記]堆積土下位から少量の骨片が出上 している。

遺物 なし。

時期 近世以降に想定される。 (北 田 )

SZ02墓 坑

遺構 (第 65図、写真図版74)

[位置。検出状況]調査B区 13C14に 位置する。 Ⅲ層上面において、散在する礫 と黒褐色の方形プ

ランとして検出した。 [形状・規模]長軸が北東 一南西方向175cm、 短軸が北西 ―南東方向148cmの

方形である。断面は鍋底形、深 さは最深で48cmで ある。 [堆積土]黒褐色土の単一層で構成され

る。掘 り込みはⅣ層まで行われているが、黒褐色土一括のみが堆積 している。Ⅳ層起源プロック

は見 られないが、一括土での埋め戻 しと判断 した。 [礫]底面には扁平礫4個 を用いて、「口」形の

方形に配置 している。 [特記]堆積上下位か ら不明動物遺存体 (11,36g)が 出土 している。

遺物 なし。

時期 近世以降に想定される。
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SE01

1坐
生235000m

V 検出遺構

A′

碧

や

SZ01
1 1∽R3/3暗褐 粘性やや弱 しまり疎 明黄褐小ブロック(径 lCm)を

斑状に含む
2 10YR3/3暗褐 粘性中 しまり疎 黒褐プロック(径 10cm)含む
3 10YR4/4褐 +10YR6/8明 黄褐の混合 粘性中 しまりやや疎

SZ02 ぜ

�
で

卜 219900m 当

説 01

1 10YR2/3黒褐 粘性やや強 しまりやや密 細～中礫(径 3～ 10mm角 )15～ 25%灰色砂15%含 む
2 25Y6/8明 黄褐 粘土質 粘性強 しまり密 礫を多量に含む
3_10YR3/1黒褐 粘性中 しまり中礫との混合層

卜 232400m

SZ02
1 10YR2/3黒褐 粘性中 しまり疎

※単一で一括の埋め戻し土

0           1 :40          15m

O B′

蜘

界65図  SE01井戸跡  SZ01・ 02墓坑
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2 遺構

(9)井 戸 跡

SE01井 戸跡

遺構 (第65図 、写真図版75)

[位置・検出状況]調査D区 25C13・ 14に位置する。Ⅳ層上面において、陥没坑 とその周辺に拡がる

黒褐色の方形プランを検出した。 [形状・規模]上部施設の長軸が東西方向282cm、 短軸が南北方

向228cmの 方形である。断面は皿形、深 さは32cmで ある。上部施設底面の北側中央に礫に囲まれ

た楕円形の開口部がある。この箇所は検出時から陥没する形で開口していた。長軸が北東―南西

方向68cm、 短軸が北西 一南東方向52cmの 楕円形である。深 さは下部が崩落のため不明であるが、

(165)cm以 上である (陥没分は62cm)。 [堆積土]上部施設は黒褐色土主体で、多量の細～中礫 と

砂を混入する。下部には多量の大礫が見 られ、一部に明黄褐色粘土質土を貼 っている。下部施設

は一部崩落 してお り、黒褐色土 と大礫が混合 して堆積 している。

遺物 (掲載なし)

[土器]縄文土器20片 (225g)を 出土 している。

時期 近世以降に想定される。 (村 田)

(10)石 組 遺 構

26C区石組遺構

造構 (第 66図 、写真図版75)

[位置・検出状況]調査D区 25C10。 15、 26Cl・ 2・ 6・ 7・ 11に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色土

の不整形な拡が りとして検出した。南側は調査区外に延びている。 [形状・規模]掘 り込みの長軸

が東西方向 (640)cm以 上、短軸が南北方向 (343)cm以 上の不整形である。掘 り込みは形状から3つ

の不整円形が集合 したものと思われ、底面付近には大～巨礫 (亜角礫)が多量に散乱 していた。断

面は深い皿形、深 さは最深で60cmで ある。礫は掘 り込み底面付近の一面に散乱 してお り、範囲は

長軸が東西方向410cm、 短軸が南北方向 (300)cm以 上である。礫は積み重なった状態で検出してお

り、全体的に下部は花聞岩や閃緑岩 と思われる巨礫、上部は石灰岩 と思われる大～巨礫で、逆位

になっているものはない。 [堆積土]3層 で構成 される。1層 はⅣ層再堆積土であ り、本遺構掘削

時かは不明であるが、本遺構埋没後に東側 を何 らかの理由で掘削 し、また埋め戻 したと考えられ

る。 よって、本遺構の純粋な堆積層は2・ 3層 であるが、3層 は礫 と同一 もしくは下位 レベルに見

られるため、本遺構存続時の人為的な構築土 と推測される。2層 は遺構廃絶後の堆積上である。遺

構の状況から、排水のために石組を行った暗渠跡の可能性があるが、崩落のため原形を留めてい

ない。

遺物 なし。

時期 近世以降に想定される。 (北 田 )

(11)採掘坑 (第22図 )

16C・ 17C～ D。 18C～ D区 にかけて、採掘 を目的としたと思われる大規模な掘削坑を検出した。

採掘坑は大 きく3カ 所あると思われる。採掘坑 11ま 16C区 で3カ 所のうち最 も北側にあ り、規模は北

東 ―南西方向7.2m、 北西 ―南東方向8.5m、 深 さ2.0～ 2.5mの 円形を呈する。採掘坑2は 宅地部分の
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V 検出遺構

ドと-219400m

卜 219800m

26C区 石組遺構
1 10YR6/6明黄褐 粘土質 粘性やや弱 しまり密 中礫(径 1～ 5cm)大 礫(径 5～ 20cm)30%攪 乱埋め戻し土 地山土を再堆積している
2 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 5cm)15%石組部分崩壊時の堆積土(人為か)

3 10YR3/3暗褐 粘土質 粘性やや弱 しまり中～やや密 粘性が2層より強く人為的な構築土と推測される(礫 をほとんど含まない)

0           1 :40          15m

当

第66図  26C区石組遺構
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2 遺構

17C～ D、 18C～ D区 の3箇所のうち最 も南側にあ り、規模は北東 一南西方向8.6m、 北西 一南東方

向15m前後、深 さ1.1～ 1.5mの 精円形 を呈する。採掘坑31ま 採掘坑 1,2の 間に重なるようにあ り、

17CH付 近、規模は北東 ―南西方向55m前後、北西 ―南東方向8.2m、 深さ1,0～ 1.6mの楕円形 (不

整円形)を 呈する。堆積土については、採掘坑 11よ 黒褐色土や褐色土 と暗褐色砂礫上、明責褐色

粘土質上の互層を成 してお り、斜面上位か らの自然流入によるものである。採掘坑2は 黒褐色土

や褐色土主体 となるが、人頭大の巨礫 を多量に含む一括流入土、採掘坑3は 黒褐色土主体で、下

位に30～ 50cm大 の巨礫、上～中位に中～大礫を多量に含んでいる。

3カ 所の採掘坑内には各々竪掘 りを行ったと思われる陥没坑 も幾つか見 られる。また、採掘坑

外にも不整形の上坑 くずれ的な試掘坑 も散在 している。

遺構の帰属時期については、縄文時代遺物以外は極少量で示明であるが、中世 と思われるSD04

堀跡を採掘坑2が切っていること、流入土に近世陶磁器を含むことなどか ら、近世以降 と大 きく

捉 えたい。 また、採掘坑の類例 として平成2～ 4年 に調査 を行った大船渡市猪川館跡があ り、計

20ヵ 所の採掘跡が見つかっている (岩文振第203集 )。

(12)ピ ット (第 19～ 24。 67図 )

土坑を直径100cm以上 とし、それ以下をピットと分類 した。検出したピットは計326個 である。

詳細な検討は行 うことが出来なかったが、一部を除き柱穴として使用 されたと見 られ、何 らかの

プランを形成するものと思われる。規模には各々ばらつきが見 られるが、開口部の平均値は長軸

43.7cm、 単軸35.3cm、 底部の平均値は長軸24.lcm、 短軸18.7cm、 深さの平均値は30.Ocm、 底部標高

平均値231.409mで ある。検出層位はⅡ～Ⅳ層上面であ り、大半は遺構検出最終面であるⅣ層上面

で見つかっている。

本遺跡は、縄文時代、平安時代、中世、近世以降の遺構 。遺物が出土 してお り、本遺構か らも

縄文土器などを出土するが、これが遺構の存続時期に関わるものか、また後世に流入 したものか

は不明なため、ここでは帰属時期は不明として扱 う。ただし、堆積土、出土遺物は表に記載 して

いる。

以下に、柱穴以外の用途が想定されるピットを抜粋 した。いずれもピットの中ではやや大 きめ

で、遺物を多量に含んでお り、小型の上坑 と見 られる。              (北 田)

P84ピ ッ ト

遺構 (第 67図 )

[位置・検出状況]調査B区 12D3に 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の円形プランとして検

出した。 [形状・規模]長軸が南北方向63cm、 短軸が東西方向52cmの 円形である。断面は鍋底形、

深 さは27cmで ある。底面は礫混 じりのⅣ層で形成される。 [堆積土]黒褐色土の単一層で構成さ

れ、自然堆積 と考えられる。堆積土中に土器や中～大礫を含む。

遺物 (第 119図 、写真図版114)

[土器]縄文土器164片 (3,095g)を 出土 している。このうち601～ 603の 3点 を掲載 した。Ⅶ・Ⅸ群

が出上 している。

[石器]計2点 を出土 している。二次加工ある剥片1点、剥片1点 である。
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ⅧⅧ６０２〕〆

P131

北 4台

IA 231700m P一 当

P84
1 1儀 R2/3黒褐 粘性やや弱 しま りやや疎

中礫(径 1～2cn亜角)少量混入

P142

辞-231300m 当

P129
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

大～巨礫(径 10～ 30cШ 亜角)多量混入

P131
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや密

ぜ
丞

幹
二 232100m 当

P142
1 10YR2/3黒褐 粘性中 しまり疎 暗黄褐粘土質プロック(径 5cm)少 量混入
2 10YR4r/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎
3 10YR3/2黒褐 粘性中 しまり疎
4 10YR5/3に ぶい黄褐 粘性中 しまりやや疎

第67図  P84・ 129。 131。 142・ 164ビ ット

時期 縄文時代に想定される。

P129ビ ッ ト

遺構 (第67図 )

[位置・検出状況]調査B区 12D14に 位置する。Ⅳ層上面において、暗褐色土の略円形プランとし

て検出した。 [形状・規模]長軸が東西方向83cm、 短軸が南北方向78cmの略円形である。断面は鍋

底形、深さは52clllで ある。 [堆積土]暗褐色土の単一層で構成される。南半の壁に大～巨礫を8個

以上組むような状況で検出した。礫の埋設状況から、人為堆積と考えられる。柱穴の根固め的に

使用されたのかもしれないが、柱痕は検出していない。

遺物 (掲載なし)

[土器]縄文土器4片 (30g)を 出土している。

卜 231600m

P164
1 10YR3/2黒褐 粘性中 しまりやや疎 炭化物2%含む

2 10YR3/4暗褐 粘性中 しまりやや疎～密

0            1 :40          15m

ド別800m当
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2 遺構

[石器]計5点 を出土 している。石鏃 1点、スクレイパー類 1点、剥片3点である。

時期 縄文時代に想定される。

P131ピ ッ ト

遺構 (第 67図 )

[位置・検出状況]調査B区 12D4に 位置する。Ⅳ層上面において、大礫が露出し、下部は堆積土上

位に埋没する暗褐色の円形プランとして検出 した。 [形状・規模]長軸が北東 一南西方向49cm、 短

軸が北西―南東方向52cmの 円形である。断面は皿形、深さはHclllで ある。底面はⅣ層である。 [堆

積土]暗褐色上の単一層で構成される。検出時から露出していた礫の下からピット全体に中～大

礫 (亜 角礫)が7～8個入れられていた。礫の状況から、人為堆積 と考えられる。

遺物 (掲 載なし)

[土器]縄文土器4片 (65g)を 出土 している。

時期 縄文時代に想定される。

P142ピ ッ ト

遺構 (第 67図 )

[位置・検出状況]調査B区 13C19に位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色上の楕円形プランとして

検出した。 [形状・規模]長軸が北東 一南西方向88cm、 短軸が北西 ―南東方向73cmの 楕円形である。

断面は逆台形、深さは59cmで ある。北側にテラス状の中段があ り、長軸58cm、 短軸 15cmである。

[堆積土]上部は黒褐色、下部はにぶい黄褐色土主体の4層 で構成され、自然堆積 と考えられる。

2～4層 については水平堆積 しているが、1層 は他 ピット堆積土の可能性 もある。

遺物 (第 119図 、写真図版■4)

[土器]縄支土器16片 (270g)を 出上 している。このうち608・ 609の 2点 を掲載 した。Ⅶ・Ⅸ群が出

土 している。

時期 縄文時代に想定される。

P164ピ ッ ト

遺構 (第 67図 )

[位置・検出状況]調査B区 13D21こ 位置する。Ⅳ層上面において、黒褐色の不整形プランとして検

出した。 [形状・規模]長軸が北東 ―南西方向96cm、 短軸が北西 一南東方向88cmの不整形である。

北東側に一段下がる小 ピット部分があ り、独立 したピットの可能性 もある。この場合は本遺構が

88× (70)cm程度の精円形プランとなる。断面は逆台形、深さは59cmである。 [堆積土]黒褐色土

主体の2層 で構成される。底面から土器 (613)と 大礫 (円礫)1個 が出上 している。堆積状況は

不明である。

遺物 (第 119図 、写真図版■4・ l15)

[土器]縄文土器33片 (870g)を 出上 している。このうち611～ 613の 3点 を掲載 した。Ⅶ・Ⅸ群が

出土 している。

時期 縄文時代に想定される。
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第68図 B区 14C12～ 刊91‖ 層上面～上位遺物集中



2 遺構

(13)B区 14C12～ 19Ⅲ 層上面～上位遺物集中 (第68図 )

調査B区の14C区は遺物が集中して出上した地点である。その中で、特に一括土器を集中して出

上した、14C12～ 19の状況を第68図 に示した。範囲は北東―南西方向約4m、 北西―南東方向約6m
の範囲に見られ、層位はⅡ層黒褐色上下

―
位からⅢ層暗掲色土上面～上位である。同地点は北東か

ら南西に向かって傾斜しており、集中が見られる箇所はその中でも若千緩やかになる地点である。

上器の出土状況から自然の営力によって大きく流された痕跡はなく―、ほlr元位置を留めている。

出土土器の大半はⅦ群に含まれ、同時期による一括廃棄の可能性が高い。

-132-



Ⅵ 出 土 遺 物

今回の調査では縄文土器、土製品、石器、石製品、土師器、陶磁器、金属製品、銭貨、動物遺存体、

植物遺存体の各種が出土した。本来ならば全遺物を掲載すべ きであるが、紙数と時間の関係上、やむ

を得ず、一部を掲載するに留まった。掲載基準については、調査員が全遺物に目を通し選別を行った。

縄文土器は、遺構内出上のうち遺構の帰属時期を想定できる床面。底面を中心に選別した。遺構外出土

は一括廃棄を中心に、器形・文様に時期を想定できる特徴を持つものを優先した。石器は、予め分類を

行い、その上で各分類を代表する全形態を掲載した。土・石製品については数量が限られるため、許容

される範囲でなるべ く掲載 した。また、全体の出土数と掲載数の比に大差が出ないようにした。やむ

を得ず、不掲載 となった遺物についても、今回の調査全体の傾向を示すため、計測や観察を行い、数

値データとして掲載を行った。

1縄 文 土 器

(1)土 器 重量 分布

今回の3カ 年に亘る調査の結果、第 4表年度別出土土器重量

表に示 した通 り、土器は84,669片 (重量 1,372,033g)、 大コンテ

ナ (42× 32× 30cm)換算で92箱 が出土している。このうち、遺

構内出土は37,970片 (603,021g)、 遺構外出土は46,699片 (769,

012g)である。

遺構内出土について、特に竪穴住居跡、住居状遺構、土坑に

絞ってみる。

竪穴住居跡出土土器重量図を第 69図 に示 した。竪穴住居跡

゛ヾ
さ

ドヾヾ戟ヾヾヾヾヾヾ
奉

す・ ヾヾヾヾヾヾヾ

竪大住居跡名

第4表 年度別出土土器重量表

査

度

調

年
破片数 重 量 (g)

H15 44,763 768,169

H16 37,863 577,498

H17 2,043 26.366

合 計 84,669 1,372,033

第69図 竪穴住居跡出土土器重量図

ヾヾ ヾヾ ヾヾ ヾヾ ヾゞ さヾ
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1 縄文土器

から1よ 合言+22,705片

(355,800g)の土器が出  おOω

土しており、重量から

見れば、全体の25。 90/O、  コ。∞

遺構内では590/Oが出土

している。最多はS117 いω0

で、2,828片 (59,395g)再

と突出しているが、こ  Ю∞O

れを含む S106・ 10～

15。 18・ 19'25。 26・ 34・ 38   5ω。

はいずれもB区 14～ 15

グリッドラインに位置  o
し、10kgを 超える土器

が出土 している。またC区20グ リッドラインのS116・ 22も まとまった量の土器を出土している。

住居状遺構出土土器重量図を第70図 に示 した。住居状遺構からは合計5,572片 (85,065g)の 上器が出

上 してお り、重量からは全体の6.20/O、 遺構内では14.1%を 占める。最多はSX07の 1,203片 (23,030g)、

またSX03・ 04・ 06も 多量の上器を出土 している。

土坑出土土器重量図を第71図 に示 した。土坑からは合計1,684片 (24,215g)の土器を出土 しており、

重量からは全体の1.80/0、 遺構内では4.00/Oが出上している。最多はSK06の 235片 (3,775g)、 またlkgを

超える土器を出土している土坑 もSK06・ 08。 24・ 26・ 27・ 34・ 39と 7基ある。

この他の遺構で突出して土器を出土 しているのはSD04で、6,406片 (110,660g)を 数え、重量からは

全体の8。 10/O、 遺構内では18.4%を 占める。一遺構からの出土としてはS117を抜 き最多であるが、遺構自

体の帰属時期が縄文時代ではなく中世以降に求められるため、そのまま比較することは出来ない。遺

構が密集したエリアに横断するように作 られているため、廃棄後に斜面上位から多量の土器が流入土

0日 ■ 1000■ o o o 0000■ 0

（υ
噛
制

第70図 住居状遣構出土土器重量図

第7刊 図 土坑出土土器重量図

ヾ群ミ苺ヾ ヾヾヾ ヾヾヾ苺ミ導(ヾヾヾヾヾヾ苺ヾ 苺ヾ §§ヾヾヾヾヾヾヾ ヾヾヾヾヾヾヾ 景ヾ導ぐヾヾ
土坑名
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Ⅵ 出土遺物

とともに堆積 したものと思われる。

遺構外出土について、第72～ 75図遺構外出土土器重量分布図を示 した。土器が集中して出上 してい

るA～C区の主要な地点を抜粋 した分布図で、D区については出土量が少量なため割愛した。

第73図 は I層の出土土器分布を示 している。A区は I層 の下層がほぼⅣ層で占められる状況から削

平の影響を受けていると思われるため、 I層 に含まれる土器量も比例 して少ない。やはり中心はB区

となり、これは下層の遺存状態、遺構量とも当てはまる。1,001～ 2,000gを 出土しているのは、12C～

14C区斜面下方を中心 とした範囲であり、最も出上しているのは14C25グ リッドで7,725g、 また12D3グ

リッドが3,785g、 12D4グ リッドが3,535gも 集中している。C区は1,001g以上出土しているグリッドはな

く、詳細なデータを見ても500gを超えるグリッドは存在 しない。集中するのは、やはり遺構が検出し

ている箇所で19B区 と19C区の境が多い。

第74図 はⅡ層の出土土器分布を示 している。A区については、Ⅱ層黒褐色上の残存箇所が限られる

ため、一部に散在するのみである。最も集中した分布を見せるのはB区で、中でも13C区 及び14C区 が

集中域を形成 している。最も集中しているのは14C16グ リッドで5,270g、 また隣の14C17グ リッドも

3,590g、 14B23グ リッドは3ユ80g、 14C14グ リッドは3,060gと 多 く出土している。11～ 15Dラ インに出土

が少ないのは、Ⅱ層が形成された後にSD04が作 られ、遺構 も含めたⅡ層を破壊 したので土器量に反映

されていないためである (し かし、SD04を 構築した当時は多量の遺物が出土したものと考えられる)。

C区においては斜面上～中位にⅡ層黒褐色上が残存するのみで、下位には検出されていないため、分

布もこれに比例 している。最多は21B3グ リッドで6,695g、 次いで22Blグ リッドで6,030g、 21B9グ リッ

ドで5,470gと 21B区斜面上位に集中域が形成されている。

2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303

Ⅱ層 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121814151617181920212223242526272829303132
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1
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第72図 土器重量分布図 (全体 )
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1 縄文土器
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第73図 土器重量分布図 (I層 )



Ⅵ 出土遺物

第74図 土器重量分布図 (‖ 層)
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1 縄文土器
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第75図 土器重量分布図 (III層 )



Ⅵ 出土遺物

第75図 はⅢ層の出土土器分布を示 している。A区については、検出遺構周辺のみにⅢ層が残存する

ため、分布もこれに比例している。しかし、1,001gを 超える出土はなく、S101・ 02周辺に少量が散在す

るのみである。B区は最も多 く土器が出土する領域で、特に14C区が著しい。最多は14C13グ リッドで

25,170g、  隣 りでIう 14C17グ リッ ドイよ20,645g、  14C18グ リッ ドイま16,095g、 14C19グ リッ ドは12,140g、

14C23グ リッドは15,705g、 14C24グ リッドは12,665gと 2× 2m四方の小グリッド1カ 所から12～ 25kgの 上

器を出土している。ただし、斜面下位の13～ 16Dラ インはⅡ層の状況と同様でSD04に破壊されている

ため、極端に出土量が減っている。C区は21～23グ リッドラインではほとんど土器が出土していない。

これは、山体斜面の傾斜がきつ くなり、遺構が構築されていないためである。19～20グ リッドライン

に関してもB区に比べると極端に出土量が減少 してお り、最も集中しているのは19B区 と19C区の境で

ある。最多は19B23グ リッドで3,530g、 次いで隣 り合う19B24グ リッドの2,850gで あり、他は散逸的で

ある。

(2)群 別 土 器

I群 縄文時代早期末葉 (赤御堂式相当)

計 4点 を図示 した。全体を復元できたものはなく、いずれも破片資料である。文様はどれも地文の

みで、797以外はすべて表裏縄文である。274a・ bは 同一個体と思われるため、一括 した。文様は表裏

ともに単軸絡条体第 1類 (L)で、口端には爪状工具による刻みが付けられている。524は表裏 ともにLR

が施されてお り、胎土には繊維を含んでいる。525も 同様で胎土に繊維を含んでおり、RLが施される。

797は唯一尖底の資料で、文様は単軸絡条体第 1類 (L)、 内面は指頭圧痕のみが観察される。出土地点

は274が S122堆積土、524・ 525は SK47堆積土下位、797が 20B15Ⅲ 層下位であり、524・ 525は遺構の

帰属時期に符合すると考えられる。

Ⅱ群 縄文時代前期初頭～前葉 (大木 2式相当)

計 8点 を図示 した。全体を復元できたものはなく、いずれも破片資料である。ただし、 798は 4破

片に分かれているが、同一個体と考えられ、ある程度全形が推定できる。505は LRで「末端に環のつ

いた縄 (2つ ひねり)」 が付けられたもの、516は RL斜回転、517は単軸絡条体第 1類 (L)直立、518は 0

段多条 (2段 RL)、 5191まLR斜回転、8001よ 口縁に「縄につけられた結節 (S)」 の横回転を施文、801は単

軸絡条体第 1類 (R・ L2本一組)である。798は 4破片に分かれているが同一個体と見られ、口縁が「縄に

つけられた結節 (S)」 、胴が 0段多条 (2段LR)である。 Ⅱ群土器はいずれも胎土に繊維を含んでいる。

出土地点は 516～ 519が SK39堆積土下位からまとまって出上しており、この時期に比定される。

Ⅲ群 縄文時代前期後葉 (大木 5式相当)

全体の器形を推定できるのは3点のみで、他は破片資料である。計 20点 を図示 した。器形を推定で

きる3点については、317は 口縁が外反し、頸が大きく括れ、胴上半が膨 らむ器形をしてお り、3単位

の口縁に鋸歯状貼付、頚には刺突のある隆線1条が配される。地支は無節 (L)で ある。727は 底部から

口縁にかけて外反する器形で、胴上半に細隆線 3条 を山形に施し、さらに細隆線によって幾何学的な

意匠を作っている。795は頸部が弱 く窄まり、胴が膨 らむ器形をしてお り、口端に逆ハー ト形の貼付

を 1単位施 している。その他は器形を推定できる資料は出土していない。施文手法によって 7細分さ

れる。727の ように細隆線による小波状や幾何学的意匠を施文するものは 307・ 636・ 652・ 750な どに見

られ、文様帯は口縁から胴上半に配される。口縁に円形突起 (ドーナツ状)を 施すものは637・ 670・ 681
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1 縄文土器

で、大波状口縁の波頂部に配される。795の ように口縁に逆ハー ト形やM字形の突起を施すものは503・

795'811で、文様は口縁上部に集中している。口端上面に太隆線による小波状を貼 り付けるものは325。

791で、いずれも口縁は肥厚 して外反している。口縁に鋸歯状貼付を施すものは307・ 317・ 652で、307・

652は細隆線による小波状貼 り付けを伴い、652は貼 り付けではないが 3単位で構成される。沈線と刺

突によって円形意匠を描 くものは、円形突起 (ドーナツ状)と 同様に棒状工具 (円形)に よって、垂直方

向の連続刺突が行われている。地文のみのものは316・ 318で、LRoRLを 施している。出土地点は、S120。

25'27・ 28・ 29や SX03・ 06な どから出上しており、調査C区が中心である。

Ⅳ群 縄支時代前期末葉～中期前葉 (大木6～7式相当)

計 424点 を図示 した。器種は深鉢形土器と浅鉢型土器で、器形はA～L類の計 12類 (深鉢 11種類・

浅鉢1種類)、 日縁形態は 1～5類の計 5類、文様形態はa～ O類の計15類 に分けることが出来る。

A類は最大径が口縁にあり、胴が小さく膨 らむ器形で、239。 241・ 275'375。 526な どが見られる。239

は4単位と思われる円文下に粘土貼付を行い、長方形文様区画の中に斜位の短沈線を充填 している。

241は横位の平行沈線 2条の間に縦位の短沈線を充填しており、239と 類似している。275は横位の平行

沈線の間に斜位の短沈線 (左傾)が充填され、4単位の粘土貼付がなされている。375は RL縦・斜回転

を全面に施文した後、横位沈線 l条 と山形沈線 4条 を胴上位に施している。526は 羽状 (結束第 1種 LR・

RL)縦回転を施支後、刻みのある横位隆線を配して文様帯区画とし、横位押引沈線 3条 と円形貼付を

行っている。

B類は最大径が口縁にあり、胴が内傾 しながら窄まる器形で、6。 230・ 246な どが見られる。6は 口端

部に粘土貼付後、LR原体側圧を行い、隆沈線による方形文様区画を行っている。230は全面にRL横回

転を施文後、横位隆線1条から4単位のY字状隆線が垂下する。246は LR横回転を施文後、文様帯とし

てLR原体側圧3条を施 している。

C類は最大径が口縁にあり、頸に弱い括れを持ち、胴が小さく膨 らむ器形で、343'357・ 361・ 372・ 499・

528・ 768な どが見 られる。343は波頂部下に連続刺突のある隆線による三角形モチーフを4単位配置し、

2～3段の横位連続刺突を施 している。357は 平行する押引沈線 1条 と3条の間に横位山形沈線を3～4条

充填している。361は 口縁文様帯に直線と波状の横位沈線を交互に3段配置している。372は 羽状 (結束

第2種LR・ RL)縦位を施文後、各2条の横位平行沈線の間に左右に傾 く弧状の短沈線を充填 している。

499は 口縁に段差を持ってお り、直線と渦巻を合わせた沈線によるモチーフと段差の高い方と低い方

のそれぞれ中央に配された渦巻隆帯 2個を施している。528は SR02埋設土器で、隆線による文様表現

に沿ってLR原体側圧が施されている。768は 隆線による文様区画 とハ字状・変形Y字状の文様表現が

なされている。

D類は最大径が口縁にあり、頸に強い屈曲を持ち、胴はほぼ垂直の円筒形を呈する器形で、438。 441

などが見られる。4381ま LR縦回転を施文後、開いた口縁部に沈線による方形文様を描き、4単位の突起

(碗状 2・ 四角錐状 2)を 持っている。441は 内面が突帯状をなす 4単位の大波状の波頂部から刻みを持

つ隆線 1条 と菱形に配置した隆線を持ち、文様帯のスペースには横位押引沈線を施 している。

E類は最大径が口縁にあり、タト傾した口縁から顎で内傾し、胴央が膨 らみながら窄まる器形で、256・

273な どが見られる。256は頸に横位隆線 1条 を持ち、複合口縁の粘土貼付との間に弧状隆線をおそら

く4単位で配置、文様帯のスペースには細沈線による幾何学的モチーフが描かれている。273も 頭に

横位隆線 1条を持ち、口縁文様帯を4区画する効果のある縦位隆線 2条 を4単位配置している。その間

には直線と山形沈線をほぼ交互に配置するか、最下段に連続刺突を設けている。
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F類は最大径が胴央にあ り、回縁はタト傾し頚で括れ、胴が膨らむ器形で、124。 130・ 439・ 500'508'769・

770が見られる。124は 複合口縁上に大めの縦位短沈線 3～4条 と円形押圧が交互に巡っている。130は

半裁竹管を用いた2本 1組の沈線で文様を描いており、複合口縁上及び文様帯は横位波状沈線で埋め

られている。439は複合口縁上に平行沈線を2条引き、その間に縦位爪状の連続刺突を行っている。

500は 複合口縁上に連弧状の横位沈線を充填している。5081ま 頸に半裁竹管による横位沈線 3条を引き、

胴には弧状沈線を2～ 3条施 している。769は複合口縁上と顎横位隆線上に半裁竹管の先端を用いた連

続刺突を行い、頚には半裁竹管を用いた横位沈線が引かれる。770は 複合口縁上に大めの沈線で連弧

状に描き、間には円文を施している。

G類は最大径が口縁にあり、外傾 した口縁から頸で括れ、胴上位に膨 らみを持つ器形で、131・ 243・

371な どが見られる。131は 4単位の大波状で、複合口縁上に太めの横位山形沈線1条が描かれている。

243は 2個一対の波頂部を持つ 4単位の大波状で、隆線による文様表現 とこれに沿うLR原体側圧が施

される。371は 波頂部が凹状を呈する4単位の大波状で、口縁文様帯には山形を基本とした沈線による

文様表現がなされている。

H類はいわゆるキャリパー形を呈するもので、膨 らんだ口縁から内湾 し、胴が膨 らむ器形で、480・

788がある。480は 口縁文様帯にV字状の隆線を施し、これに沿うLR原体側圧と渦巻文を描いている。

788は 口縁文様帯にLR原体側圧を横位に6条施している。480については後続するV群に伴う可能性 も

ある (VC類 )。

I類 はいわゆる球胴形を呈するもので、口縁は外反し、胴上位に大きく膨 らみを持ち、胴下半はほ

ぼ垂直の円筒形を呈する器形で、290・ 633な どが見られる。290は沈線・隆沈線による文様表現を行い、

部分的に交互刺突文を施 している。633は頂部を2個持つ 4単位の突起を持ち、横位沈線 7条 と突起下

に弧状粘土貼付を行っている。

」類は口縁が外反し、胴上位に大きく膨らみを持ちながら窄まる壺形の器形で、783な どが見られる。

783は横位平行隆線 l条 と2条の間に縦位の山形隆線を貼 り付けている。

K類は口縁が内傾 し、胴上位に大きく膨らみを持ちながら窄まる器形で、728な どが見られる。728

は縦位に垂下する山形沈線から来るモチーフが描かれている。

L類は浅鉢形土器で、器高が口径よりも小さくなる器形である。240・ 365な どが見られる。240は 2個

一対の山形突起を4単位持ち、日縁にLR原体側圧を横位に3条施される。365は 4単位 と思われる山形

突起を持ち、胴は横位ナデ調整、横位の平行隆線 3条の間に交互刺突がなされている。

V群 縄文時代中期中葉 (大木 8式相当)

計96点 を図示した。器種は深鉢形土器と浅鉢形土器で、器形はA～G類の計7類、口縁形態は 1～4類

の計 4類、文様形態はa～ e類の計 5類に分けることが出来る。

A類は胴がわずかに膨 らみながら窄まる器形で、631が該当する。口縁に沿う断面三角形で突帯状の

隆線 ユ条が付けられ、胴には0段多条 (2段RL)縦回転が施される。

B類は口径よりも胴径が大きく、小さく膨らんだ胴から徐々に窄まる器形で、108・ 698な どが見られ

る。108は LR縦回転を全面に施 した後、突起間に4単位の隆線による懸垂文を描き、突起下には垂下

する蛇行隆線 1条が付けられる。698は0段多条 (2段LR)縦 回転を施文後、縦位に 2～ 3条の隆線を垂

下させ、途中に渦巻状や棘状モチーフを作出している。

C類はいわゆるキャリパー形を呈するもので、膨 らんだ口縁から緩 く内湾し、胴が膨 らむ器形か、

なだらかに外傾 しながら窄まる器形で、291・ 542・ 591な どが見られる。291は 口縁に隆沈線による横位
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S字状に棘状モチーフを加え、胴は沈線による渦巻文が描かれる。5421よ 口縁キャリパー部に隆線によ

る横位蕨状文を施 し、5911よ 口縁キャリパー部に隆沈線による横位 S字状に棘状モチーフを加えたも

のを施 している。

D類は重形を呈するもので、窄まった日縁から胴で大きく膨 らむ器形である。555や 556な どが該当

する。555は沈線による文様表現後に周囲を磨 り消すものである。5561よ 出土土器の中で最大であ り、

器高 66.5 cm、 容量約 641である。日縁には4単位の橋状突起、胴上位には沈線による渦巻文 (左巻き)

を主体とし、その間に渦巻文 (左巻き+右巻き)を 配置している。

E類は口縁が外反、大きく内湾 した後、胴が膨 らむ器形で、165がある。口縁は4単位の大波状で、

頸部には横位に沈線 6条が引かれる (う ち、1条 は波状 )。 胴はLR縦回転を施文後、沈線による蕨状・

渦巻状モチーフが描かれる。

F類は最大径が口縁にあり、緩やかに窄まる器形で、107がある。口縁端部に隆線を横位に施文 し、

1単位と思われる中空突起を配置している。

G類は浅鉢形土器で、467がある。口縁よりも胴中位が膨 らむ器形をしてお り、胴には単軸絡条体

第 1類R横回転を施文 している。

Ⅵ群 縄支時代中期後葉～末葉 (大木 9～ 10式相当)

計 47点 を図示 した。器種は、G類小型土器以外は深鉢形土器で、器形はA～ G類の計 7類、回縁形

態は 1～ 3類の計 3類、文様形態はa～ 1類 の計 12類に分けることが出来る。

A類は口縁が内傾 し、最大径が胴中位にある器形で、412・ 451・ 817がある。412・ 451が単軸絡条体第

1類 L縦及び斜回転、817が無節 L縦回転がなされるものである。

B類は口縁が内傾 し、最大径が口縁直下にある器形で、179。 189・ 228・ 278な どが見られる。1791よ 沈

線による縦長楕円形区画後に地文 (LR)を 充填 している。189は LR縦回転を全面に施文した後、隆沈

線による渦巻文から垂下する縦位モチーフを配置している。228は 隆線による円形もしくは楕円形区

画後に地文 (RLR)を 充填 し、さらに縦位に垂下する沈線を描いている。278は LR縦回転を全面に施

文した後、隆沈線による縦位渦巻支。∩状文・A状文を施している。

C類は胴上部で軽 く湾曲し、日縁が緩やかにタト反、胴中位が膨 らむ器形で、171・ 227'229'410な ど

が見られる。1711よ LR縦回転を施した後、沈線による∩状支・A状文を描いている。227は RL縦回転

を施文後、沈線による縦位楕円形区画を行い、周囲を磨 り消 している。波頂部からは隆線による縦位

楕円形モチーフを垂下させている。2291ま LR縦回転を施文後、沈線による縦位楕円形区画を行い、周

囲を磨 り消 している。精円形区画上部は交互に緩い渦巻文を呈 している。410は LR縦回転を全面に施

文後、沈線による縦位楕円形区画、その後磨 り消 しを行っている。

D類は日縁直下で短 く内湾し、胴上位に軽 く膨らみを持ちながら窄まる器形で、200や 205が見られ

る。200は 口縁に無文帯を作 り、胴はRL縦回転を施 している。205は単軸絡条体第 1類 R縦回転を器

面全体に施 した後、山形突起から派生するL字状文を描き、内部は磨 り消しを行っている。この時、各

L字状文は連結されない。

E類はいわゆるキャリパー形を呈するもので、膨 らんだ口縁から緩 く内湾 し、胴が膨 らむ器形で、

182・ 186が該当する。この 2点は類似 しているが別個体であ り、いずれも日縁のキャリパー部のみが

残存 している。両者は地文 (RLR)を施した後、沈線による方形や楕円形区画を行い、周囲を磨 り消 し

ている①口縁には上斜方向から2段の連続刺突を行い、4単位 と思われる橋状突起を付 している。

F類は最大径が胴中位にあり、口縁が窄まる壼形の器形で、54がある。無文のため、どの群に入れ
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るべきか考えたが、A・ G類 との類似点、内面に鍔状突起を有することからここに分類した。

G類は小型土器で、89がある。89は A類 と類似 した器形を持つが、極端に小型であるため (器高 6.4

cm)、 ここに分類 した。文様はLR縦回転を全面に施した後、沈線によるJ字状文を描き、内部は磨 り

消している。その後、口縁に横位の連続穿孔を行っている。

器形は不明だが、文様形態hに分類 した 191・ 418。 476・ 558の計 4点 は本遺跡では異系統である。

Ⅶ群 縄文時代後期初頭 (門前式相当)

計 99点 を図示 した。器種はいずれも深鉢形土器で、器形はA～F類の計 6類、口縁形態は 1～ 3類の

計 3類、文様は a～n類の計 14類 に分けることが出来る。

A類は日縁が外傾 し、胴部に緩い膨らみを持ちながら窄まる器形で、226・ 448・ 623な どに見られる。

口縁形態は623以外が突起を持ち、448はやや大きめな4単位の山形突起に貫通了しを持つ。文様に着 目

すると、226イ よ口縁に連鎖状隆線1条が横位に走 り突起部で立ち上がる。448は口縁部に沈線による方

形区画、突起下には磨消による例卵形モチーフが配され、突起間の胴部には蛇行懸垂文が描かれる。

453は突起下に磨消による菱形モチーフが描かれ、屈曲点にはボタン状貝占付が施される。623は文様帯

が複合口縁上に限られ、沈線による方形区画と接点に2カ 所の刺突を持つ。

B類は最大径は口縁にあ り外反、直下は内湾 し、胴上～中位に膨 らみを持つ器形で、45。 204・ 576・

700で ある。国縁形態は45'700が突起を有 し、204は大波状である。45は磨消によるJ字状を基本 と

する文様が描かれ、胴央部には文様区画線が引かれる。ボタン状貼付や刺突も多用される。204は 波

頂部下に磨消による」字状などの三角形モテーフが描かれ、文様接点にはS字状文が配されるが蛇行懸

垂文には成 り切れていない。700は口縁に横位の連鎖状隆線 1条、突起下では連鎖状隆線が縦位に2条

のみの箇所が 2単位 とさらに口縁部に接する半円状の連鎖状隆線 2条が施される箇所が2単位となる。

C類は胴上部で軽 く湾曲し、口縁部が緩やかにタト反、胴中位が膨 らむ器形で、194・ 449。 687な どが

ある。日縁形態は、449・ 687な ど突起を有するものが主体である。1941ま 突起を中心に展開され、磨消

による変形 Y字状モチーフが描かれ、文様接点や屈曲点にボタン状貝占付が施される。4491よ磨消によ

る横位 S字状文が連結 したモチーフで、突起間に短い連鎖状隆線が配される。687も 同様で、突起か

ら文様展開し、変形逆Y字状 (三角形モチーフ直前か)を 描き、突起間には連鎖状隆線が施される。

D類は胴上部で軽 く湾曲し、口縁部が緩やかに外反、胴上位が膨 らむ器形で、685が該当する。685

は文様帯を直線的なモチーフで区画し、突起下には縦位に連鎖状隆線を4単位配置、文様接点には必

ずボタン状貝占付を施している。

E類は口縁が内傾、胴上位に膨らみを持ち、窄まる器形で、69・ 193・ 198・ 209・ 447'702～ 706な どが

見られる。口縁形態は、193。 447・ 702～704の ような4単位の中空突起を持つもの、705の ような山形

突起を持つものが主体を占め、198の ような大波状も存在する。69や 209は地文のみであるが、いず

れも単軸絡条体第 5類 (R)が施されている。出土土器のうち、単軸絡条体第5類が施されるものの大

半は本群に含まれると見られる。198は 8単位の大波状で、波頂部には貫通子Ll個 と縦位に2～ 3個の

刺突が施される。波頂部から垂れ下がるように弧状モテーフが隆線による磨消区画で描かれる。また、

隆線上には一部に原体圧痕が見られる。193・ 447・ 550。 702～704は 中空突起を持つ形態である。193は

突起を中心に文様展開し、磨消によるY字状と倒卵形モチーフを合わせて4単位配置する。447は文様

が把手 (突起)ではなく、把手間の山形突起を中心に倒卵形に文様展開している。この場合、把手はや

や小型化を呈する。550も 同様で、小型化した把手間の山形突起を中心に倒卵形に文様展開している。

702は把手中心に磨消によるY字状の文様を描き、突起下には半円状モチーフが施される。これは704
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も同様で、把手 について も小型化、捻 りを加えた形態 となる。7031ま最 も典型的な形態であるが、 こ

れ も文様の中心が把手間の突起 を中心 としつつある展開である。

Ⅷ群 縄支時代後期～晩期 (大洞式相当等)

計 9点 を図示 した。器種は浅鉢形土器、深外形土器、壺形土器、蓋形土器と思われるが、いずれも

小片であ り、全体の器形が分かる資料はない。群別の時期を後期～晩期と大きく括ったのは、本遺跡

の主体となる時期から外れていること、極めて少数の出土に限られることからである。

Ⅸ群 縄文時代のうち、上記いずれかの時期に含まれるもの
計 112点 を図示 した。器種は深鉢形土器と浅鉢形土器が出上 してお り、器形は深鉢形土器が A～D

類の計 4類、浅鉢形土器がE類の計 1類、口縁形態は 1～3類の計 3類、文様はa～f類 の計 6類に分け

ることが出来る。

A類は口縁に最大径を持ち、胴がやや膨 らみながら窄まる器形で、75や 284が見られる。いずれも

地文のみを施文するものであり、75が RL、 284が LRを縦回転させるものである。

B類は口縁直下で短 く内湾し、胴上位に軽 く膨 らみを持ちながら窄まる器形で、531や 624が見 られ

る。いずれも地文のみを施文するものであり、5311よ 口縁に無文帯を残 し、胴にLR斜回転を施文、624

は全体にLR縦回転を施文するものである。

C類は口縁が内傾、胴上位に膨 らみを持ち、窄まる器形で、49・ 55'206・ 211・ 215。 279・ 590・ 686・ 691な

どが見られる。215。 6911ま無節L縦回転、49・ 55。 6861ま LR縦回転、279は RLR斜回転、206は 0段多条

(2段LR)縦回転、2111よ単軸絡条体第 1類 R縦回転、5901よ単軸絡条体第 1類 L斜回転である。

D類は最大径が胴中位にあり、日縁が窄まる壼形の器形で、173や 195が該当する。いずれも無文で

あり、横位ナデ調整がなされている。残存部位からやや小型の上器と思われる。

E類は器種が浅鉢形土器のものである。164。 222・ 294・ 295'494が ある。いずれも口縁形態は平縁で

ある。164・ 295。 494は LR横回転、2221よ LR縦回転、294は ナデ調整 (横)がなされている。

(3)土器の個体数

遺跡内から出土 した土器個体数を算出することにより、集落の存続時期にどのくらいの土器が使用

または廃棄されたのかを推定することを試みた。対象 とするのは今回の調査で出土した土器 84,669片

(重量1,372,033g)で ある。

まず、土器個体数の算出方法であるが、以下の 2方法を試みた。なお、出土土器の器種は大半が深

鉢形土器であるため、今回は小形土器・浅鉢形土器などの他器種を考慮せず、すべてを深鉢形土器 とし

て算出した。

① 出土土器の総重量を接合・復元した完形土器の平均重量で割り、個体数を求める方法。

② 土器底部の個数をカウントすることにより、個体数を求める方法。

①重量算出法

今回の調査で出上した土器の総重量は先述した通り、1,372,033gである。これを接合・復元した土器

の平均重量で割るわけであるが、整理段階で口縁から底部までを完全に復元できた資料はごく少数に

限られる。平均重量を算出するために用いた土器は、171'198・ 200・ 206・ 230。 239。 273・ 372・ 375'48・ 441・

526・ 623・ 703・ 705'768の 16点である。この中には略完形資料も含まれるが、その場合は欠けている部
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Ⅵ 出土遺物

分の範囲を他部分の破片重量 を当てはめて割 り出 した。 16点 の重量範囲は 800～4,700gで、1個体平

均重量は 2,354gで ある。

遺跡内出土土器総重量 :1,372,033g■ 復元土器平均重量 2,354g=582.8517≒ 583個体

②底部個数集計法

今回の調査で出土した土器底部の総数は、掲載・不掲載の合計で2,02L点 である。これは、接合作業

を行い、接合する底部破片は接着し、同一個体と思われる破片はダブルカウントしないという約束の

もと算出した合計数である。しかし、これをそのまま個体数とすることは出来ない。なぜなら、全体

の接合作業後に改めて復元土器以外の上器底部のみの接合作業を再度行ったが、その際に作業スペー

スと時間の関係上、隣接しないグリッド・遺構間の接合を試みていないこと、またもし同一個体であっ

てもまったく接合箇所がなく、特徴がない場合は同一個体としていないことなどがあるからである。

そこで、先述の底部合計数のうち、全体の1/2以上を残存している底部を1個体とする約束を新たに

決めた。これは1/2以上の破片同士は同一個体とはならないからである。これにより、底部総数の中

でもより個体数に近い最小値を算出することが出来た。

土器底部の1/2残存個体数は、底部数を分母、さらに1/2残存底部数を分子とすると、掲載土器は

57/83、 不掲載の遺構内土器は 104/1,032、 不掲載の遺構外土器は97/906と なる (底部資料のみを掲載

した資料については整理の都合上、不掲載土器に含まれている)。

57+104+97=258個 体

よって、底部個数か ら算出できた最小個体数は、258個体である。

以上、2方法により出土土器の個体数を求めた。①の方法では583個体、一方②の方法では258個体

と両者には倍以上の開きがある。今回の算出法の精度については、①では復元土器の数が増えればそ

の精度は増すし、②では底部のみを手がかりとしているため、底部のない復元土器は1個体とカウン

トされないという欠点がある。この2方法のほかに口縁破片数による個体数調査も行ったが、特にⅣ

～Ⅶ群土器については口縁部形態に個体差があり、口縁部破片の1片 を見ても同一個体か、また別個

体かを判断するには至らなかった経緯がある。報告者としては、この2方法のうち、②がより最小個体

数を表すには適していると考えているが、接合復元により時間をかけ、いくつかの方法をクロスマッ

チさせることにより実数に近づけるのではないかと思う。

(4)土器の容量

本遺跡では I～ Ⅸ群に分けられる土器が出土 してお り、時期幅を見ると縄文時代早期末葉～晩期に

捉えられる。この中で、掲載土器の中から土器の容量について着目するには、完形かもしくは器形全

体を把握することが可能である略完形の上器に限られる。この点から、掲載土器中72点のみが計測可

能である。よって、このデータが遺跡全体の上器容

量の傾向を示 しているのではないことは留意する必

要がある。

第5表に容量が測定可能な72点 についての土器容

量集計表を示 した。 I・ Ⅱ・Ⅷ群については、器形全

体を把握できない破片資料のため提示できない。

最も多 くのデータが得られたのはⅣ群で、33点 につ

第5表 土器容量集計表

群 測定点数 範 囲 平均

皿 1 554 5.54

Ⅳ 032-1535 5.06

V 7 084´-64.03 14.11

Ⅵ 4 004^ツ 683 2.89

Ⅶ 393-2195 11.26

Ⅸ 0.28´-2153

計 004-64.03 ７
ｒ

ラ
イ
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1 縄文土器

第76図  土器容量分布図

いて計測可能である。O.32～ 15,351の 範囲で見られ、平均で5.061である。分布を見ると、大きく0.32

～3.601に 17点、4.53～ 8.191の 11点、10.17～ 15.351の 5点の 3範囲に括 られ、これにサイズクラスを

当てはめれば小型、中型、大型となる。

V群は7点について計測可能であり、0,84～ 64.031の範囲で見られ、平均で 14.111で ある。しかし、

これは突出している64.031に 引き上げられた平均値である。422の 64.031は全体を見ても突出した値

であり、特大型と言える。

Ⅶ群は 16点について計韻1可能であり、3.93～ 21,951の範囲で見られ、平均でH.261で ある。分布を

見ると、3.93～ 5。 911に 6点、9.64～ 11.611に 4点、14.41～21.951に 6点の3範囲に括 られ、Ⅳ群と同

様にサイズクラスに当てはめれば小型、中型、大型となる。

Ⅲ・Ⅵ群については測定点数が少ない。Ⅸ群については、いずれの群に入るか不明な土器のため詳細

は控える。

72点全体について見ると、0,04～ 64.031の 範囲に認められ、平均で 7,711で ある。第 76図 に容量

順に並べた土器容量分布図を示した。前述 した通 り、64.031の 1点 については突出している。その他

については大きな断絶は見られないが、343の 8.191と 795の 9,471の 間、467の 11.611と 193・ 356の

13.851の 間に若干の断絶が認められる。

(5)縄支原体の種類

掲載土器に施文される縄文原体を分類 し、集計 した (第 6表)。 掲載土器 819点のうち (土器底部のみ

掲載を除 く)、 縄文が施文されているものが 573点 (69,9%)、 縄文以外が施文されているものが 244点

(29.80/0)、 不明が2点 (0.30/0)で ある。

縄文原体は掲載分で 34種あり、最も多いのは単節斜縄文LRが 300点 (52.4%)、 次いで単節斜縄文

RLが 82点 (14.3%)、 単軸絡条体第 1類 Rが 38点 (6.6%)、 無節斜縄文 Lが 25点 (4.4%)、 単軸絡条体

第 1類 Lが 24点 (4.2%)と 縄文施文土器では単節 LRが半数以上となる。

０

数

４

個
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第6表 縄文原体集計表 (掲載土器分のみ)

群
合計

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

縄
文
原
体

L 1 9 ユ 8

R 1 1

LR 1 2 4 6

RL 1 1
Ｏ
Ｏ

LRL 2

RLR 2 4 2 l

附加条R+R
1個体に2種類の原体 2 1 1 l 5

単軸絡条体第 A類 (L) 1 1

単軸絡条体第 A類 (R) 1 1

単軸絡条体第 類 (1) l ユ

単軸絡条体第 類 1 3

単軸絡条体第 類 (L) l 7 ユ 5 24

単軸絡条体第 類 (R) 2 ユ 4

単軸絡条体第 類 (LR) ユ

単軸絡条体第 類 (RL) ユ

単軸絡条体第 類 (R'L2本一組 ) 1

単軸絡条体第 類 (RLttR糸 田) 1

単軸絡条体第 類 (0段 多条L十 無節L) 1

単軸絡条体第5類 (L) 1

単軸絡条体第5類 (R) 4 9

単軸絡条体第5類 (LR) 1 1

縄につけられた結節 2 4

]]】犬 結束第1種無節L・ L) ユ l

羽状 結束第1種無節L・ LR) ユ 1

羽状 結東第1種無節L・ RL) 1 1

]可 】犬 結束第1種LR'RL) 8 8

】】】犬 結束第1種LR・ LR) 3

可]】犬 結束第1種LR・ L) ユ l

B]】犬 結東第2種LR・ LR) 1 I

]]】犬 結束第2種LR・ RL) 4 4

0段多条 (2段 LR) 4 3 4

0段多条 (2段 RL) 1 2 6

0段多条 (3段 RLR) 1 1 1 3

櫛 目 l 1

無文 (ナ デ)ほか 7 8 20

摩耗 2 2

計 20 424 47 99

Ⅵ 出土遺物

群別に見ると、縄文施文土器のなかではⅣ群が 256点 (44.8%)と 最 も多 く、次いで区群が 88点

(15.4%)、 V群が 80点 (140/0)、 Ⅶ群が 79点 (13.8%)と 続 く。

LR・ RLの単節斜縄文についてはほぼ全群を通して見られるが、やはりⅣ群が突出しており、V～Ⅶ・

Ⅸ群が続 く。LRLoRLRの 複節斜縄文はⅢ群以前には全 く見 られず、Ⅳ～Ⅶ群に集中してお り、Ⅷ群

には姿を消すようである。

また「本来の縄の周囲に他の条を巻き絡げた工作物を回転押擦 したもの」(山 内 1979)である附加条

は、太い無節Rに細い無節Rを絡めた (ややいっしょに撚った)原体を施文した土器が3点あるが、いず

れもⅣ群に含まれる。

1個体につき、2種類の縄文原体を用いた土器が 5点 あり、Ⅳ群 2点、 V群 1点、Ⅵ群 1点、Ⅸ群 ユ

点である。Ⅳ群は単節 LRと 羽状 (結束第 1種 LR・ RL)を 用いた 343、 単節 LRと 単節 RLを用いた 521、
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1 縄文土器

V群は無節 Lと 単節 RLを 用いた 197、 Ⅵ群は複節 RLRと 単節 LRを 用いた 287、 Ⅸ群は単節LRと 0段

多条 (2段LR)を 用いた624が含まれる。

単軸絡条体については、第 IA類が 2種、第 1類が 9種、第 5類が 3種の計 90点がある。最も多い

Ⅳ群では、第 1類 r、 第 1類 L、 第 1類 R、 第 1類 LR、 第5類 Rの 5種が見られ、第 1類 Rが 16点 と突出

している。 I～ Ⅲ群には第 1類 L主体で施文されてお り、複雑なものは見られない。第 5類 について

は3種が見つかっているが、Ⅳ・Ⅶ・Ⅸ群に含まれるのみであり、不掲載土器を観察しての報告者の印

象では、本格的に用いられたのはⅦ群 と思われる。

縄に付けられた結節とは、「縄の条のうち一方が他方を続って結節を作る場合と、縄自身で結節を作

る場合がある」(山内 1979)も ので、いわゆる不整撚糸文である。Ⅱ群 2点、Ⅳ群 2点の計 4点が見ら

れ、Ⅱ群の 2点は口縁部に文様として意図的に付けられたもの、Ⅳ群の 2点は胴部に偶発的に付いた

ものと思われる。

羽状縄文は計 8種が観察され、結束第 1種が 6種、結束第 2種が 2種の計 20点見られる。ほぼすべ

てがⅣ群土器に施文されており、第 1種 L tt RLの 1点のみがⅨ群に含まれる。最も多いのは第 1種 LR十

RLの 8点で、第 2種 LR tt RLが 4点、第 1種 LR+LRが 3点 と続 く。

O段多条は計 3種が観察され、計 27点 に見られる。Ⅲ群以前では、Ⅱ群の 1点のみに留まり、その

主体はⅣ～Ⅶ群である。Ⅳ群では2段 LRが 4点、2段 RLが 2点、3段 RLRが 1点 と3種すべてがみら

れるが、 V・ Ⅶ群では2段のみ、Ⅵ群では3段のみに限定される。

附加条 LRL(太いRと 細いRを Lに一緒に撚る)

イ列:275、  508、  547

太い無節Lに細い無節Lが直線となるように絡めたもの

イ列:392、 460、 691 など

単軸絡条体第 IA類 (太いRと 細いRを 2本 1組に巻き付けるもの)

例 :511な ど

開端自条結節

例 :500、 633な ど

，

■
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Ⅵ 出土遺物

特徴的な縄文原体 としては、前述した 275・ 508・ 547に施文される附加条 (太R十 細R)の ほか、392・

460・ 691に施文される無節斜縄文Lに縦に直線上の細いLを挟むもの、511に施文される単軸絡条体第

IA類で太Rと 細 Rを一緒に巻き付けるものがある (第77図参照)。

結節は、基本的に器面に見られる状態が S字状とZ字状の 2種があり、左巻きか右巻きかによる。

結節は掲載土器のうち計 65点 に観察される。主体はZ字状 (右巻き)で 43点 (66.15%)、 S字状 (左巻

き)は 13点 (20.0%)で両者とも方端に見られる。この他に、両端にS字状またはZ字状があるもの、

固結びされているものがある。群別に観察すると、Ⅳ群が最も多 く53点 (81.54%)あ り、すべての結

節が認められる。次いで、V群 3点、Ⅱ群 2点 と続 くが少ない傾向にある。

また、稀に末端に環 (Loop)の 付いた縄がある。これは「条の閉じた端に、条の撚を強めて環を二つ

作 り付け、後条を撚合わせた縄」(1979 山内)であり、掲載土器中 12点に観察される。環が 1つ作ら

れるものが384'439の 2点でいずれもⅣ群に含まれる。また環が 2つ作られるものは 203・ 239。 241・ 296'

371・ 499・ 534・ 720。 758'759の 10点で、759の 1点がV群の他はすべてⅣ群に含まれる。

(6)縄支原体の幅

掲載土器に施文される縄文原体の幅について計測

を行った (第 7表参照)。 縄文施文土器 572点中435

点について計測可能である。分布範囲を見ると、1.5

～6.5 calの 範囲に収まる。 I～ Ⅲ群については計測

点数が少ないため、直接比較は出来ないが平均 3.0

～3.5 cmな のに対 して、Ⅳ群は平均 2.9 cn、 V群 は

平均 2.6 cm、 Ⅵ群は平均 2.9 cmと 若千短 くなる。Ⅳ

群は分布範囲が 1.5～ 6.5 cmと 幅広いことから、施文

土器によってばらつきがあると考えられる。Ⅶ群に

第7表 原体幅計測表

群 計測点数 分布範囲 (cm) 平均 (cm)

I l

Ⅱ 2.0-45

lll 20^-40

Ⅳ 15^ヤ 6.5

V 15-5,0

Ⅵ 29 15^-50

Ⅶ 1.5^-50

Ⅷ 10^-3.2

Ⅸ 20-4.5

なると、平均 3.l cmと 増すが、Ⅷ群は 1.0～ 3.2側の範囲で平均 2.l cmと 最短になる。

(7)底部痕跡

掲載土器の底部に残される痕跡に

ついて集計・分類を行い、その結果を

第78図掲載土器底都痕跡割合にまと

めた。掲載土器中、底部が残存 して

いる資料は計 147点である。最も多

いのは I類網代で 55点 (37%)、 次い

でⅡ類木葉が軽点 (29%)と 続 く。土

器分類に基づ くと、I類網代はⅡ～

V・ Ⅸ群ほかに見られ、Ⅱ類木葉は

Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅸ群ほか、Ⅲ類笹はⅨ群ほ

か、Ⅳ類無文 (ナ デ調整など)は Ⅲ～

Ⅶ・Ⅸ群ほかに見られる。この中でⅨ

群が多 く見られるのは、出上した土

器底部の接合率が低 く、底部のみを

第78図 掲載土器底部痕跡割合

その他,3点 (2%)
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分類 緯 (ヨ コ ) 経 (タ テ ) 送 り

A 1本越え 1本潜 り 1本潜 り 1本越え

B
1 1本潜 り 2本越え 1本越え 2本潜 り 右1本送 り

2 1本越え 2本潜 り 1本潜 り 2本越え 左1本送 り

C 2本潜 り 1本越え 1本潜 り 1本越え 1本越え 1本潜 り 2本越え 1本潜 り 左1本送 り

D 2本港 り 2本越え 2本越え 2本潜 り 右1本送 り

E 3本潜 り 3本越え 3本越え 3本潜 り 左 1本送 り

1本越え 1本潜 り 1本潜 り 1本越え

F 3本潜 り 3本越え 1本越 え 1本潜 り 4本越え

1本潜 り 1本越え 4本潜 り

G 4本越え 4本港 り 4本港 り 4本越え 左2本送 り

H 6本潜 り 2本越え 3本越え 1本潜 り 左2本送 り

I 雷文

1 籠 目編み

2 籠目編み

K スダレ状圧痕

L 不規則

1 縄文土器

第8表 底部痕跡分類表

I 網代

Ⅱ 木葉

Ш 笹

Ⅳ 無文 (ナ デ・ケズリ調整など)

掲載したことにより、帰属時期が不明なものが多く含まれたことによる。また「ほか」については、群

を問わず特徴的な土器底部のみを抽出したことによる (820～ 883)。

底部痕跡の中で、特徴的な痕跡である I類網代について分類を行った。網代の痕跡が残る掲載土器

55点のうち、編み方が判別出来たのは40点 である。

第79'80図網代分類模式図に判別出来た14種類の編み方を示した。

最も単純なA類「1本越え 1本潜り」に編まれているものは、213・ 264・ 820～824の 7点に認められ、

264はⅣ群に含まれる。822～824の 3点については、後にナデ調整がなされている。

B類はBユ 類「1本潜り 2本越え 1本送り」とB2類「1本越え 2本潜り 1本送り」に分けられる。

両者は同じ網代を用いるが、「表。裏」のどちらを使用しているかによって痕跡に違いがある。Bl類は

21・ 50。 565。 825の 4点、B2類 は294・ 593・ 826～828の5点 に認められる。

C類「2本潜り 1本越え 1本潜り 1本越え 1本送り」は829の 1点 に認められる。

D類「2本潜り 2本越え 1本送り」は23・ 830の 2′点に見られる。

E類は1個体の底部に2種の網代を持つものである。大半を占めるのは「3本潜り 3本越え 1本送

り」であるが、一部にA類「1本越え 1本潜り」を合わせ持っている。831の 1点に認められる。

F類は緯 (ヨ コ)の編み方が「3本潜り 3本越え」、経 (タ テ)の編み方が「1本越え 1本潜り 4本
越え」と「1本潜り 1本越え 4本潜り」を行うものである。832の 1を点に認められる。

G類「4本越え 4本潜り 2本送り」は269・ 315・ 833～835の 5点に認められる。834・ 835の 2点 につ

いては、後にナデ調整がなされている。

H類は緯 (ヨ コ)の編み方が「6本港り 2本越え」、経 (タ テ)の編み方が「3本越え 1本潜り」の左 2

本送りを行うもので、258の 1点が認められる。後にナデ調整が行われている。

I類は荒木ヨシ氏の「縄文式時代の網代編み (第 3報・完結)」 (荒木 1971)に 示されている33「雷文」

に似る模様である。37の 1点 に認められる。
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」類は荒木ヨシ氏の「縄文式時代の網代編み (第3報・完結)」 (荒木 1971)に 示されている38「籠目編

み」で、違いによりJl類 とJ2類に分けられる。Jユ 類は 197・ 365'372・ 487・ 625。 733・ 836の 7点に認め

られる。このうち、365・ 372・ 487の 3点はⅣ群、197の 1点はV群に含まれる。J2類は887の 1点 に認

められる。

K類は渡辺誠氏の「スダレ状圧痕の研究」(渡辺 1976)に示されているスダレ状圧痕で、354。 438'838

の3点に認められる。このうち、354・ 438の 2点については、Ⅳ群に含まれる。

L類は非常に不規則な編み方をする編み物の痕跡を残すもので、839の 1点 に認められる。

観察できたのは掲載土器のみではあったが、14種類の編み方が確認された。しばしば観察された、

後のナデやケズリ調整された分を含めれば、もっと多くの上器製作に編み物が使用されたと考えられ

る。土器製作のためにわざわざ編み物を作ったのか、或いは廃棄する編み物の2次的使用だったのか

は今回明らかに出来ないが、選択肢として編み物、木葉、笹 (後者2つは土器製作の季節や遺跡周辺の

植生にもよる)な どがあったのは確かである。

網代については、種類は不明であるがⅡ群に含まれる土器にも痕跡が残されているため、この時期

にはすでに出現していたと見られる。A・ Jl・ K類についてはⅣ群には多く観察され、Jl類 はV群にも

認められる。

第79図  1類網代分類模式図 (刊 )
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第30図  I類網代分類模式図 (2)
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第82図  S104～ 06竪穴住居跡土器
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第86図 S110～ 12・ 15竪穴住屋跡土器
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第88図 S112～ 14竪穴住居跡土器
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第96図  S118。 19竪穴住居跡土器
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第98図 S118～ 20竪穴住居跡土器
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第100図 S122・ 23竪穴住居跡土器
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第102図 S126～ 28竪穴住居跡土器
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第104図  Si30～ 34竪穴住居跡土器
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第111図  SX 07住居状遺構土器
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Ⅵ 出土遺物

攀募尋
=翡選基翠 肇

0           1 :3           10crn

第115図 SRO司 ・02土器埋設遺構 SD04堀跡土器

-187-



1 縄文土器

SD04

湧

５ ３ ７

饉
卸

電
墓馨彗萎蠅

ダ
545

予

蝉
警 韓

騨

-188-
第116図  SD04堀跡土器
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第120図  採掘坑・撹乱・ I層土器 (1)
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2土 製 品

(1)土 製 耳 飾

1点のみ出土している。884は滑車形をしてお り、中は円形に直径 0.55 cmの穿孔が空けられている。

内面には赤色顔料を塗布 したと思われる痕跡がある。

(2)土 器 片 円 盤

計 16点出上しており、全点を図示した。遺構内出土が 7点、遺構外出土が 9点で、すべてB区から

の出上である。土器片円盤は土器片を円盤状に加工したもので、元々は土器の一部を成していたもの

が廃棄された後に利用されたものと見られる。周囲には、明確ではないがナデ成形の痕跡も見られる。

法量値の平均は、最大長 4.4 cm、 最大幅 4.2 clll、 最大厚 0.8 cm、 重量 18.lgで、最大は土器底部を転

用 した899で、最大長 7.9 cm、 最大幅 7.4 cm、 最大厚 ユ.O cm、 重量 51.29gである。

文様については、素材 となる土器片に描かれているそのもので、地文のみのものが大半で特徴はな

い。この中で 889は 磨消技法を用いてお り、胎土の状況からⅦ群土器を再利用 したものと思われる。

899については、土器底部を再利用 しており、網代の IK類スダレ状圧痕が認められる。

(3)焼 粘 土 塊

計 5点出土してお り、写真のみを掲載した。遺構内出土が 2点 (S117)、 遺構外出土が 3点で、すべ

て 15D区付近に出上している。いずれも不整形をしてお り、サイズは 903・ 904がやや大きめ、残 りも

ほぼ同サイズである。
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3 石器

3石 器

(1)尖 頭 器

先端部に二次加工を施し鋭 く尖らせた石器を尖

頭器とした。基本的に長さ5cm以上を尖頭器とした

が、残存がそれ以下でも形態からそれを満たすと

思われるものも含めた。計26点 出土しており、こ

のうち17点を図示した (掲載率65,390/0)。 遺構内出

土が18点 (SI出±8点、SX出±2点、SK出±1点、

SD出 ±7点 )、 遺構外出上が8点である。

全体的な平面形態に着目して観察すると、最大

幅が作出される位置によって3形態が抽出され、分

類できる。最大幅が上半部にあるもの (I類)が 1

点、最大幅が中央部にあるもの (Ⅱ 類)が 13点、最

大幅が下半部にあるもの (Ⅲ 類)が 4点で、この他

にいずれかに分類されるかもしくは別形態と思わ

れるもの (Ⅳ類)が 8点である。

さらに基部形態のみに着目すると、   500
さらに3形態に細分できる。尖基形   450
(A類 )10点、平基形 (B類)4点、円基   400
形 (C類)5点、不明(D類)7点である。   350

加えて、側縁形態を見ると、2形   300

唇捩T亀蘊t歓耕兵覗催手: 慟0

200

点 、 側 縁 が 外 湾 す る も の (2類 )17点
150

である。

以上の分類を合わせて見ると、第

9表分類別石材表の分類ごとの出土

点数で分かるようにⅡ A2類が最も多

く5′点、次いでⅡ D2類 3′点と、多 くが

Ⅱ類で占められている。     第10表 尖頭器分類別先端角集計表

◇ I A2

日Ⅱ A2

▲I B2

X IC2
X ⅢB2

●ⅢCl

010     020     030     040

厚/幅

出土地点はB～ C区 までと広

く、本遺跡の主体的な形態と考

えられる。 I類は1点のみ出土し

てお り、他形態とは一線を画す

る特異なものである。Ⅲ類は4点

と少ないが、最も遺構が集中す

るB区 中央から出土しておらず、

A区、B区西、C区 に見られる。

第9表 尖頭器分類別石材表

石材

計
買岩

買岩
(在地)

赤色

頁岩
珪化木

分
類

I A2 l 1

Ⅱ Al l 1

Ⅱ A2 4 1 5

Ⅱ B2 1 l

Ⅱ C2 1 1

ⅡDユ 1 1 2

Ⅱ D2 3 3

Ⅲ A2 l

Ⅲ B2 l

Ⅲ Cl 1 2

ⅣAl l

Ⅳ A l

ⅣB2 2 2

Ⅳ C l 1 2

ⅣD2 2 2

計 20 4 1 1

第140図 尖預器長幅比率

31-35 う6-4 41´V45 46-50° 51-55 56-60 61´
ヤ65 66-70 86-90 計

IAを ユ 1

ⅡA, 1 1 4

Ⅱ B2 1 1

ll C2 1 l

Ⅱ Dl ユ 1

ⅡD乏 3 3

ⅢB2 l 1

Ⅲ Cl ユ 1 2

ⅣAl 1 1

ⅣDZ 2 2

計 1 2 1 3 1 3 1
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Ⅵ 出土遺物

法量について観察するために、第140図長幅比率を作成した。縦軸に厚か冨、横軸に長/幅 を設定し、

指数による比較を行った。10点 について計浪1可能である。最も顕著に表れたのはⅡ A2類で、長/幅2.50

～4.42、 厚/幅 0.45～0.53に集中した。これはある種の規格性を示していると見られる。その他につい

てはデータが少ないことから何とも言えないが、大きく捉えれば長/幅 1.50以上、厚/幅 0.25以上は必

要であったとも考えられる。また先端角について見ると、17点が計測可能である。第 10表分類別先

端角集計表にあるように、便宜的に 5° 単位で区切ると31～ 90° までと幅広い。このうち、36～ 40° 、

56～ 60° 、66～ 70° などに小ピークが見られる。また分類ごとにはⅡ A2、 Ⅱ B2類 はピークが前半に見

られ、またⅡ D2類 に限ってはいずれも56～ 60° の範囲内にある。

石材については、第9表にまとめた通 りである。ほとんどが頁岩質のものであり、一部珪化木が含

まれる。製作。加工のし易さと石材獲得量が選択された理由であろうか。

時期については出上した遺構や層位、伴出土器との関連を考慮しなければならないが、Ⅱ・Ⅲ類につ

いてはⅣ～V・ Ⅶ群土器を伴出しており、 I類はⅢ～Ⅵ群土器を伴出するⅢ層下位から出上している。

(2)石   鏃

先端部に二次加工を施し鋭く尖らせた、扁平の石器を石鏃とした。基本的に長さ5 cm未満のものを

石鏃としたが、それ以上でも形態から石鏃と認められるものも含んでいる。計568点 出土しており、

このうち121点 を図示した (掲載率 21.3%)。 遺構内出土が364点 (SI出 ±216点 、SX出±34点、SK

出±8点、SF出±1点、SD出±98点、P出±7点 )、 遺構外出上が204点である。

茎部の有無により、2形態に大別される。有茎 (I類)が 17点、無茎 (Ⅱ 類)が 534点で、また欠損に

より分類不明なもの (Ⅲ 類)が 17点である。

さらにそれぞれの基部形態について詳しく見ると、 I類は凸基形 (A類 )と 尖基形 (B類 )イこ分けられ、

A類は6点、B類はH点である。これを側縁形態について細別すると、直線的なもの (1類 )が 2点、

外湾するもの(2類)が 3点、内湾するもの(3類)が 1点で、このうち1点 はいわゆる「アメリカ式石鏃」

の要素を持つ。

本遺跡の主体的な形態であ

るⅡ類は基部形態から、平基

形 (A類 )、 円基形 (B類 )、 凹

基形 (C類)の3形態に分けられ

る。数量はA類 34点、B類21

点、C類 479点 とC類が突出

している。

A類 を側縁形態に着目して

細分すると、直線的なもの (1

/⌒

       Эξとを≧

は全点が外湾する側縁形態を

持っている。C類 については

数量も突出して多 く、最も多

様な側縁形態があり、直線的

第11表 石鏃分類別挟 り部集計表

指数 (決 り/長 さ)

計001-
005

006～

010
O ll‐

015
016-
020

021-
025

026～

030
031-
035

036～

040

分
類

ⅡC 2 2 7

ⅡC 5 4 2

ⅡC b 1

TI C 2

IC 2 2

I C2( 1 1 ユ a

Ⅱ C2 l

Ⅱ C2a 2 1 1 4

Ⅱ C2a 17

Ⅱ C2a( 3

T C2h l

T C2 2 2 4

I C2c(

I C2c( 2

Ⅱ C3a 2 3 l 6

I C3a l 2 7

Ⅱ C3b ユ

Ⅱ C4 l

T C4λ ユ

T C4ぉ 2 2 7

T C4ゐ ユ

I C5a 5 2

Ⅱ C6が 4 4

I C6a( l 2

Ⅱ C6b 2

計 4 1
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3 石器

第 14引 図 石鏃長幅比率
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なもの 40点、外湾するもの 346点、内湾するもの (3類 )24点、外屈曲するもの 11点、内屈曲するも

の (5類)48点、先端を意図的に作出するもの (6類 )10J点 である。快 り部形態について見ると、内湾

するもの (a類 )、 U字形を成すもの (b類 )、 直線的なV字形を成すもの (c類 )に分けられる。これに

加えて、長さを1と した場合の狭りの長さを表すために狭り/長 さが0.16以上を「深い」(① )、 0.15以

下を「浅い」(②)と してカウントすると以下の通りである(こ れは長さ及び快り長さが計測可能な計257

点の平均値である)。 la類 32点 (① 7点、②■点、不明14点 )、 lb類 3点 (② l点、不明2点 )、 lc類

5点 (① 2点、②2点、不明1点 )、 2類 25点 (① 3点、②l点、不明21点 )、 2a類 287点 (① 101点、②

72点、不明114点 )、 2b類 14′点(① l点、②4′点、不明9点 )、 2c類 20点 (① l点、②2点、不明17点 )、

3類 1点 (不明1点 )、 3a類 20点 (① 6点、②7点、不明7点 )、 3b類 1点 (② l点 )、 3c類 2点 (不明2

点)、 4類 1点 (② l点 )、 4a類 10点 (① 7点、②l点、不明2点 )、 5類 3点 (不明3点 )、 5a類 39点 (②

040020
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第12表 石鏃先端角集計表

一
。

一

。
一
。

一
。

一
。

一
。

一
。

ヽ

。
一
。

一
。

ヽ

。
一
。

”
。

｛
。
９６．
ば

ヽ

。

一

。
一
。

一

。

ヽ

。

一

。

Ala 1 1

A2a l l 2

Bl ユ l

B2 2 1 ユ 2 1 2 l

Ⅱ Al 1 1

Ⅱ A2 7 3 2 1 l l 3 2 l 1 l 1

Ⅱ A4 1 1 2

Ⅱ B2 ] 1 1 l 1 2 2 l 3 2 1 1 2 1 l

IC 2 1 2 l 6

Ⅱ C arl 2 2 2 1 7

圧C 4 3 ] ユ

IC b廷少 1 1

EC l l 2

ⅡC C② l 1 2

Ⅱ C2 1 3 2 2 ユ l 1 ] 1 1

Ⅱ C2Q) l l ユ 3

Ⅱ C2の l 1

ll C2a 2 8 6 ユ 1 l 4 ユ

Ⅱ C2a① l 3 14 8 7 3 3 3 l

Ⅱ C2aO) 1 7 8 7 11 11 9 4 2 1 l 1 l

E C2b ユ 1 2

ll C2b(1) ユ 1

EI C2b⑫ 1 l 4

Ⅱ C2c 2 2 2 l 9

I C2c① l 1

Ⅱ C2c(り l l 2

I C3a 2 2

Ⅱ C3a① l 3 1 l 6

Ⅱ C3aの 3 1 l 2 7

I C3b⑫ l 1

Ⅱ C4Q) ユ 1

Ⅱ C4a l 1 2

Ⅱ C4a(1) 3 2 ユ 1 7

Ⅱ C4a⑫ 1 1

Ⅱ C5 ] 1 2

Ⅱ C5a 2 2 l 5

Ⅱ C5aC) l 3 4 2 l l l

Ⅱ C5c l 1

Ⅱ C6a l l

Ⅱ C6aQ) 1 3 4

Ⅱ C6a⑫ 2

I C6b② ユ 1 2

Ⅲ 1 1 l 1 1 9

Ⅲ ] ユ 1

Ⅲ 2 l 1 2

Ⅲ 5 l 1

「
T 9 4 4 3 l 3 1 1

Ⅵ 出土遺物

13点、不明 26点 )、 5c類 6点 (不明 6点 )、 6a類 8点 (① 4点、② 2点、不明 2点 )、 6b類 2点 (② 2点 )

である。第 11表に分類別狭 り部集計表を示 した。狭 り/長 さが 0.16以上ある「深い」ものを抽出すると

120点で 2a類が最も多く(101点 )、 また 0。15以下の「浅い」ものは 137点 でこれも2a類が最多である

(72点 )。 狭 り指数が集中しているのは0.06～ 0。 10、 0.11～ 0.15、 0.16～ 0.20の 3範囲で、計測可能な

計 257点 の65,76%(169点 )を 占める。

以上の分類から、本遺跡の主体的な形態は 287点 を出土しているⅡ C2a類 である。 Ⅱ C2a類 の出土

地点・層位を見ると、調査 A～D区いずれからも出土しているが、特に調査 B～C区の遺構内から出土

している。出土層位は I～ Ⅲ層下位までと幅広い。

法量について観察するために、第 141図 に長幅比率を示した。縦軸に長/幅、横軸に厚/幅 を設定し、

指数による比較を行った。254点 について計浪1可能である。特徴的な偏 りは見られないが、長/幅 1.00

～2.50、 厚/幅 0.15～ 0.60の範囲に大半が収まる。これはこの範囲に収まることが石鏃の機能として必

要であったからに他ならない。さらに先端角について見ると (第 12表先端角集計表を参照)、 36～ 40° 、
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第13表 石鏃分類別石材表

石 材

計
買岩

頁岩

(在地)

色

岩

赤

頁

質

岩

珪

頁
粘板岩 凝灰岩 玉髄 石 英 黒B琶石 珪化木

分
類

I Ala 1 l 2

I A2a 2 2

I A2b 1 l

I A3a l 1

I Bl 1 1

I B2 4 3 l 1 l

Ⅱ Al l ]

Ⅱ A2 l 3 1 4

Ⅱ A4 1 1 2

Ⅱ B2 7 ユ

IC 2

ⅡC が③ 7 7

ⅡC が② 8 l ユ 1

ⅡC 2 2

ⅡC bぐつ l l

ⅡC l l

Ⅱ Clc① 2 2

Ⅱ Clc② 2 2

Ⅱ C2 1 l

I C2① 2 l 3

Ⅱ C2(2) 1 1

Ⅱ C2a 1 4 l 1 4 4 1 l

Ⅱ C2a① 6 3 l l

Ⅱ C2ag l 3 3 2

Ⅱ C2b 8 1 9

Ⅱ C2b(1) 1 1

Ⅱ C2b② 4 4

I C2c l 1

Ⅱ C2c① 1 と

Ⅱ C2c② 2 2

Ⅱ C3 l

I C3a 5 l 7

I C3a① 5

Ⅱ C3a⑫ 6 7

Ⅱ C3b⑫ ユ 1

Ⅱ C3c 2 2

I C4② l 1

I C4a l ]

I C4がυ 4 1 2 7

Ⅱ C4が② ユ ]

Ⅱ C5 2 1

Ⅱ C5a 8

Ⅱ C5a(⊃ 8 4 l

Ⅱ C5c 4 1 l

Ⅱ C6a 2

Ⅱ C6a(1) 4 4

Ⅱ C6a② 2 2

I C6b② 2

Ⅲ 6 4 2

Ш l l l

Ⅲ 2 2 1 3

Ⅲ 5 ユ 1

計 2 8 l 568

3 石器

41´ヤ45° 、 46

-50° 、 51～

55° にピー ク

がある。特に

36-40°  と46

⌒ヤ50° は F覇 く

各57点 カウン

トされる。出

土数が最も多

い Ⅱ C2ao Ⅱ

C2a(Do Ⅱ C2a

②類もこの傾

向 に合致す

る。

使用石材に

ついては第 13

表分類別石材

表を参照され

たい。一見し

て分かるよう

に、頁岩がそ

の大半を占め

てお り、全体

の 75.530/O、

頁岩・頁岩 (在

地 )・ 赤色 頁

岩・珪質頁岩

の頁岩質石材

を合わせると

87.850/O(499

点 )に 及 ぶ。

この中で特徴

的なのは他器

種ではほとん

ど見られない黒曜石が 38点 に使用されている点である。推定される産地は附編の産地同定分析に譲る

が、遺跡近隣では産出されない石材である。

時期については出土地〕点・層位ともに満遍なく出土しているため不明である。ただし、Ⅱ C5。 Ⅱ C5a・

Ⅱ C5a②・Ⅱ C5c類 は調査B区 (特に14。 15グ リッド)中心に出上しており、またⅦ群土器を伴出する印象

を受けた。また、S102、 10・ 15、 16、 19、 22、 23、 25。 26、 27、 34、 36な どではⅡ C2a・ Ⅱ C2a①・Ⅱ C2a

②類が主体的に出上している。
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Ⅵ 出土遺物

(3)石   錐

剥片の尖頭状の端部に両側縁か

ら二次加工が施された石器を石錐

とした。Ht55点 出上しており、14

点を図示した (掲載率 25,46%)。 遺

構内出土が 37点 (SI出 ± 19点、

SX出± 1点、SD出± 17点 )、 遺

構外出上が 18点である。

二次加工の頻度によって2形態

に分けた。丁寧な二次加工が摘み

部までの広範囲に見られるもの(I

類)が 26点、粗雑な二次加工が錐

部のみに集中するもの (Ⅱ 類)が 29

点である。

出土地点・層位から見ると、 I類

はB区東～C区西にかけて、Ⅱ類

も同様であるが特にB区東 (14～

15区 )か ら多 く出上 している。出

土層位は I～Ⅲ層下位までと幅広

しヽ。

第14表 石錐先端角集計表

第142図 石錐長幅比率

濡300
Ｉ

Ｉ

▲
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Ax 
〆

〆  ▲X

簿壌章
疼
i

1

法量について観察するために、第142図 長幅比率を作成した。縦軸に長/幅、横軸に厚/幅 を設定し、

指数による比較を行った。36点 について計測可能である。 I類は縦長形状のため、数値が縦に延びて

いるが、一方 Ⅱ類は長/幅 0.99～ 2.39、 厚/幅 0。 12～ 0.61の 範囲に収まり、形状は寸づまりである。ま

た先端角に着 目すると (第 14表先端角集計表を参照)、 47点について計測可能で、かなりのばらつき

が見られる。 I類 は26～ 105° の範囲で見 られるが、特に26～ 60° の範囲に集中している。ただし、大

きなピークはなく、平均的である。Ⅱ類は21～ 95° まで見られており、中でも31～ 60° の範囲にピー

クが集中する。先端角は I類 とⅡ類の間に差は認められない。

使用石材については第 15表分類別石材表に示 した。

全体の88.28%を 頁岩が占めている。分類間で差は見ら

れないが、黒曜石 2点が使用されている。

時期については出土地点・層位ともに多様であるが、

I類はⅣ～Ⅶ群土器を共伴する場合が多 く、またⅡ類

はⅣ・Ⅵ・Ⅶ群土器を伴うことが多い。

0 60      0 80

厚/幅

第刊5表 石錐分類別石材表

頁岩
赤色

頁岩

珪質

頁岩

黒曜

石
財
木

計

I 2 l 1

Ⅱ 2 1

計 2 2 2 1

21′～

25°

26～

30°

31-
35°

36-
40°

41´ヤ

45°

一

。

６

　
０

４

　
５

51´▼

55°

56～

60°

61-
65°

66～

70°

71′～

75°

一

。

ワ
ｒ

　

ｏ
ｏ

81´―

85°

86-

90°

91-
95°

96～

100°

101′～

105°
計

I 3 3 1 1 l ユ

Ⅱ 1 l 2 2 3 3 1 2 l ユ 1

計 1 6 5 3 6 1 2 l 1
九
仕
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3 石器

(4)石 匙

摘み状の突起を一端

に有 し、スクレイパー

類 と同様の刃部を作出

している石器を石匙と

した。計 111点 出土 し

ており、33点 を図示し

た (掲載率 29.730/O)。 遺

構内出上が 63点 (SI出

±38点、SX出±10点、

SK出± 4点、SD出土

10点、P出± 1点 )、 遺

構外出上が 48点 であ

る。

摘み部を上にして置

き、快 り部が水平にな

るようにした場合 (摘

み部の軸を垂直に位置

させた場合)、 形状が縦

長の形になるものを I

類、斜めに長 くなるも

のをⅡ類、横長になる

ものをⅢ類 とした。 I

岳300

雄

４
↑Ｔ

一♂
◆
岬

ロ

同

◆ I

口 Ⅱ

▲ Ⅲ

XⅣ

000

類は48点 (43.24%)、 Ⅱ類は24点 (21.620/0)、 Ⅲ類は39点 (35。 140/0)で ある。

さらに刃部の平面形態と二次加工部位の作出角度 (刃角)に着目する。片面に二次加工を施し、その

刃角が 60° 以上のもの (1類 )、 同様に刃角が 59° 以下のもの (2類 )、 両面に二次加工を施し、その刃

角が 60° 以上のもの (3類 )、 同様に刃角が 59° 以下のもの (4類 )の 4分類である。ただし、刃角は計測

箇所によって差が生 じるため、3カ 所以上を計測した平均値とした。

I類は尖頭状の先端を有するもの (A類 )が 11点、縦長の側縁に刃部を有するもの (B類)が 25点、

不明が 12を点である。このうち、 IA類は1類が 1,点、2類が1点、3類が5点、4類が 4`点 、 IB類は 1

類が 4点、 2類が12点、3類が 5点、4類が4点である。縦長形状で長軸に刃部を持つ形態は 59° 以

下の片面加工が多く、また縦長形状で尖頭状の先端を有する形態は尖頭器の如く両面加工を施す例が

多い。

Ⅱ類は尖頭状の先端を有するもの (A類)が 9点、摘み部が作出されている反対側の長軸に刃部を有

するもの (B類 )が 14点、不明が1点である。このうち、ⅡA類は1類が1点、2類が3点、3類が3点、

4類が2点、ⅡB類は2類が3点、3類が5点、4類が6点である。斜長形状で長軸に刃部を有する形態

は刃角が散逸的であるが、両面加工される傾向がある。

Ⅲ類は平面形が三角形状を呈するもの(A類)が 19点、平面形が四角形状を呈するもの (B類 )が 12

点、不明が3点である。このうち、ⅢA類は1類が2点、2類が1点、3類が9点、4類が7点、ⅢB類

⇔　銑上中，◆口◆ロロ計　　▲ｘ

第刊43図 石匙長幅比率

0 40 0 50 0 60
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Ⅵ 出土遺物

は 1類が 2点、2類が 3点、3類が

5点、4類が 2点である。横長形状

で長軸に刃部を有する形態のうち、

三角形状を成すものは両面加工を

主体とする傾向がある。

法量について観察するために、

第 143図長幅比率を示 した。縦軸

に長/幅、横軸に厚/幅 を設定し、

指数による比較を行った。84点 に

ついて計測可能である。 I～ Ⅲ類

は平面形態に比例 して、3傾向に

分かれる。 I類 は長/幅 1.44～ 5。

28、 厚/幅 0.20～0.59と 縦長の範

囲、 Ⅱ類は長/幅 0,93～ 3.54、 厚/

幅0.12～ 0.52と 斜長の範囲、Ⅲ類

は長/幅 0.49～ 1.05、 厚/幅 0,11～

0.35と 横長の範囲になる。単なる

形状だけでなく、法量値からも明

確な規格性が認められる。また類型ごとの

刃角に着目すると (第 16表刃角集計表)、 I

類のピークは51～ 60° の範囲にあり、特に

56～ 60° が高い。また両面加工する程、角

度が増す傾向にある。 Ⅱ類は平均的である

が、51～ 55° にピークがある。また A・ B類

ともに3類は61-70° 1こ JIXま り、両面カロエ

で 60° 以上の刃角を持つものが中心となる。

使用石材については第17表分類別石材表

に示した通りである。全体の86.49%(96点 )

を頁岩が占める。 Ⅱ類は、頁岩以外は頁岩

(在地)1点のみである。またデイサイトや

玉髄はⅢ類のみに認められる。

時期については、出土地点が調査 A区東

～D区西と遺構が集中しているエリアと同

一のため、混在 している可能性が高い。 I

類は調査 A区東～C区西のSIや SKな どの

遺構内と遺構外のⅢ層を中心に出土してい

る。またⅡ類 も同様に調査 A区東～C区中央のSIや SX、 SKな どの遺構内と遺構外のⅢ層を中心に出

土 している。Ⅲ類は調査 A区東～C区東の SIや SXな どの遺構内とⅡ～Ⅳ層を中心に出上している。

遺構内堆積土から出上 しているものは、その遺構埋没時に混入 した可能性があるため、遺構存続時～

埋没後の一定期間と大 きく捉える。

第17表 石匙分類別石材表

石材

計
頁岩

頁岩
(在地)

色
岩

赤
頁

質
岩

珪
頁

疑灰岩
デイサ
イト

玉 髄

分
類

I ll

I Al l 1

I A2 l l

I A3 4 1 5

T A4 4

T Rl 3 1

子B2 ユ 1

I B3 5 5

I B4 l 4

] ユ 1

Ⅱ Al l l

Ⅱ A2 3

Ⅱ A 3

2

3

I B3 4 ユ 5

■B4 6

3 3

Ⅲ Al 2 2

Ⅲ A2 1 l

Ⅲ A3 l 9

冊 A4 5 2 7

冊 R

2 2

I B2 3 3

Ⅲ B3 4 5

Ⅲ B4 l 2

Ⅳ 3 4

計 6 2 2 2 l

第16表 石匙刃角集計表

刃角
計

31～
35°

36-
40°

41-
45°

46～
50°

51-
55°

｛
ｏ

61～
65°

｛
。

71～

75°

76-
80°

8孔 ―

85°

分
類

I 5

I Al ユ

I A2 1

T AR 5

T A4 1 3 4

上 B] 2 l 4

I B2 2 4
=

I B3 2 2 l 5

I B4 3 4

D

TA l

「
A2 l

Π A3 2 3

■A4 2

Ⅱ B2 2 3

Ⅱ B3 4 l 5

I B4 4 2 6

Ⅲ ユ

IT A l l 2

Ⅲ A2 l l

Ⅲ A3 4 2 9

Ⅲ A4 l 2 7

皿 Bl 1 2

皿 B2 l 3

ⅢB3 1 2 2 5

Ⅲ B4 2

W ユ 2

計 l 6 9 2
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3 石器

(5)箆 状 石 器

左右の狽1縁がほぼ対称で基部

側が狭く、刃部側に広がりを持  350
つ石器を箆状石器とした。計 16

点出土しており、このうち7点   300
を図示した (掲載率43.75%)。 遺

構内出土が12点 (SI出 ± 2点、
2 50

SX出± 5点、SD出± 5点 )、 遺

構外出上が 4J点 である。

平面形態に着 目すると、2形   200
態に大別される。基部から端部 濡
にかけて、ほぼ直線的な形態の  150
短冊形となるもの (I類)が8点、

端部にかけて幅広になる形態の

撥形 (H類)が 8点である。     100
さらに基部形態について見る

と、 I類は基部にやや幅がある  o50
もの (B類 )が 6点、基都が楕円

形を呈するもの (C類 )が 1点、
0 00

不明が 1点 に分けられる。 Ⅱ類

は基部が尖頭状 を呈するもの

(A類)が 4点、B類が 2点、C類が 1点

である。

上記の分類を作出された刃部の角度

(刃 角)イこ着目する。片面に二次加工を

施 し、その刃角が 60° 以上のもの (1

類)、 同様に刃角が59° 以下のもの (2

類)、 両面に二次加工を施し、その刃角

が 60° 以上のもの (3類 )、 同様に刃角

が59° 以下のもの (4類 )の 4分類であ

る。ただし、刃角は計測箇所によって差が生じるため、3カ 所以

上を計測した平均値とした。

IB類は 1類が 1′点、3類が 5点、 IC類 は3類が 1′点であり、

基部にやや幅がある短冊形 (長方形)は両面加工で60° 以上の刃

角が主体となる。またⅡA類は2類が 2点、3類が 1点、4類が

1′点、 ⅡB類は1類が 1′点、3類が 2点、 ⅡC類は1類がユ′点とな

り、ⅡB類は片面。両面に関わらず刃角が60° 以上となる。

法量について観察するために、第144図長幅比率を示した。縦

軸に長/幅、横軸に厚/幅 を設定 し、指数による比較を行った。

◆ 13

■ I BI

△ I B3

x IC3

x EA2

o ⅡA3

+I A4

“Ⅱ Bl

口Ⅱ B3

◇ I CI

0 00 ０

幅

α

厚

第144図 箆状石器長幅比率

第引8表 箆状石器刃角集計表

刃 角

計41^―

45°

46～
50°

51々―

55°

56-
60°

61´―

65°

66々ヤ

70°

71-
75°

76-
80°

81～
85°

86-
90°

分
類

13 ユ

I Bl
I B3 2 5

I C3
Ⅱ A2 l l 2

TT AR l l

A4 l

lI B 1 l

Ⅱ B3 2 2

I Cl l l

計 2 3 5 R

第19表 箆状石器分類別石材表

石 材

計
頁岩

頁岩
(在地)

砂 岩

分
類

13 1 1

I Bl ユ 1

T RR 5 5

T Ca
I A2 2 2

I A3
Ⅱ A4
Ⅱ Bl 1 1

Ⅱ B3 2

ll C l l 1

計 l
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Ⅵ 出土遺物

15点について計測可能である。出土数が少量のため一概に言えないが、IB3類 は長/幅 2.10～ 2.92、 厚

/幅 0.45～ 0.51の 範囲に収まる。またⅡ A2類 は長/幅 1.56～ 1,78、 厚/幅 0.37～ 0.38と 定形的である。

全体に見れば、長/幅 1.56～ 2.92、 厚/幅 0.26～ 0.56と 、長幅比が ■5～6程度になる傾向がある。

使用石材については第 19表分類別石材表に示した。全体の81.25%(13点)が頁岩である。 I Bl類 と

Ⅱ Cl類 については砂岩が選択されてお り、 Ⅱ A4類は在地系頁岩が使われている。

時期については、 I B3・ Ⅱ A2・ Ⅱ B3類が S102や SX 06か ら出土しており、Ⅳ群土器と共伴 している

ことから、これらはこの時期に求められる。

(6)楔 形 石 器

両極剥離痕 と2個一対または4

個二対の刃部を有する石器を楔形

石器とした。剥片生産時の両極打

法の痕跡のみが残された剥片はこ

こには含んでいない。計 35点出土

しており、8点を図示した (掲載率

22.860/0)。 遺構内出土が 19′点(SI

出± 11点、SX出± 3′点、SD出土

4点、P出土 ユ点)、 遺構外出上が

16点である。

刃部の作出位置から2形態に分け

られる。2個一対の剥離痕を持つも

の (I類)が 25点、4個二対の剥離

痕を持つもの (Ⅱ 類)が 10点であ

る。

出土地点・層位を見ると、 I類を

出上しているのはS101,06・ 10・ 15。

17・ 26・ 28・ 38な どであり、Ⅲ～Ⅶ

群土器を伴出している。特にⅣ群

土器を伴う場合が多い。Ⅱ類を出

土 しているのは S106・ 16な どで、

Ⅵ・Ⅶ群土器を伴っている。

第145図 楔形石器長幅比率

法量について観察するために、第 145図長幅比率

を示 した。縦軸に長/幅、横軸に厚/幅を設定し、指

数による比較を行った。全点について計測可能であ

る。 I類は数値が縦に延びており、長/幅 0.64～ 1.83、

厚/幅 0.19～ 0.59の範囲となる。またⅡ類は長/幅が

第20表 楔形石器分類別石材表

頁 岩
赤色

頁岩

珪質

頁岩

チャ
ー ト

黒曜

石

珪化

木
玉 髄 計

I 4 1 1 1 l

7 2 l

計 6 1 1 3 1 1

0.78～ 1.56、 厚/幅が0.26～0,86と 長/幅の数値が大きい 3点以外は狭い範囲に集中する傾向がある。

使用されている石材については第 20表分類別石材表に示した。全体の22点 (62.86%)が 頁岩である

が、他器種に比較すると頁岩が占める割合は低い。その分、チャー トや黒曜石、玉髄など硬質な石材

が目立つ。
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3 石器

(7)ス ク レイ パ ー 類

定形石器以外で、機能部として刃

部を有し、切る、削る、掻 く作業に

使用されたと見られる石器をスクレ

イパー類 とした。計 151点 出上 して

お り、 22点 を図示 した (掲 載率 14.

570/0)。 なお、二次加工ある剥片も同

様の機能が考えられるが、全縁辺の

1/2以上に二次加工が施されている

場合を本分類とし、それ以下を二次

加工ある剥片とした (カロエの積極性)。

遺構内出上が 84点 (SI出 ± 40点、

SX出±10点、SK出± 3点、SD出土

29点、P出± 2点 )、 遺構外出土が 67

点である。

素材である剥片の形状から2形態

に分けられる。縦長の剥片を素材 と

するもの (I類)が 104点、横長の剥

片を素材 とするもの (Ⅱ 類)が 47点

である。

石匙と同様に刃部の平面形態 と二

5 00

4 50

4 00

3 50

3 00

濡250

2 00

1 50

1 00

0 50

0 00

◆ IA
B IB

△ IC

x ID
x ΠA

O IB

+HC
口ⅡD

0 00   0 10 0 40   0 50

厚/幅

0 60 0 70

次加工部位の作出角度 (刃角)に着目する。片

面に二次加工を施し、その刃角が 60° 以上の

もの (A類 )、 同様に刃角が 59° 以下のもの (B

類)、 両面に二次加工を施し、その刃角が 60°

以上のもの (C類 )、 同様に刃角が 59° 以下の

もの (D類 )の 4分類である。ただし、刃角は

計測箇所によって差が生 じるため、3カ 所以

上を計測 した平均値とした。

I類はA類が 37点、B類が 26点、C類が 23点、D類が 18点である。いずれの形態もバランス良く

出土しているが、A類の出土数が若干多い。二次加工の作出箇所は、片面加工が 63点、両面加工が 41

点と縦長剥片を用いる場合は片面加工の割合が大きい。Ⅱ類はA類が 19点、B類が 12点、C類が 9点、

D類が 7点である。 I類に比べて全体に少ないが、 I類 と同様にA類が最も多い。二次加工の作出箇

所は片面加工が 31点、両面加工が 16点 と横長剥片を用いる場合 も片面加工の割合が大きい。

法量について観察するために、第 146図長幅比率を示 した。縦軸に長/幅、横軸に厚/幅を設定し、

指数による比較を行った。128点 について計測可能である。 I・ Ⅱ類は平面形状が縦長と横長に分かれ

るため、結果も明確に2傾向が表された。 I類は長/幅 0。 74～ 4.48、 厚/幅 0.18～ 0.71と 縦長の範囲、

Ⅱ類は長/幅 0,42～ 2,17、 厚/幅 0。 12～ 0.52と 横長の範囲である。また分類ごとの刃角に着目すると

(第 21表刃角集計表)、 I類のピークは51～ 70° の範囲にあり、特に66～ 70° の値が高い。

第146図  スクレイパー類長幅比率

第21表 スクレイパー類刃角集計表
石 材

計ヽ
。

41～
45°

46～
50°

51´▼

55°

56-
60°

61～

65°
訂

６６

狗

71～
75°

76～
80°

分
類

IA 2 6

IB l 2 4 11 8

8 3 2 2£

2 7 5

IA 2 R

IB 3 3

IC 2 3 1 9

ID 6 l 7

計 3 6
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Ⅵ 出土遺物

使用石材については第22表分類別

石材表に示した。全体の80.13%(121

点)を 頁岩が占める。ただし、頁岩

質石材 (頁岩、在地頁岩、赤色頁岩、

珪質頁岩)と すると、94.040/O(142点 )

となり、ほとんどを占める。他にも

粘板岩、デイサイト、珪化木、黒曜

石、凝灰岩、砂岩があり、少ないな

がらも多様と言える。

時期については、出土地点・層位と共伴土器から推定される。 I・ Ⅱ類ともにほぼ調査 B区から出土

しており、一部C区、微量 A・ D区からの出上である。 I類はA・ B・ D類がⅣ～Ⅷ群土器、C類はⅢ～

Ⅶ群土器を伴っており、特にⅣまたはⅦ群土器と共伴関係にある場合が多い。またⅡ類はA・ B・ D類

がⅣ～V群土器、C類がⅣ及びⅦ群土器を伴っている。

(8)二次力B工ある剥片

スクレイパー類に比べて刃部の作出範

囲が狭い (全縁辺の1/2未満)が、同様の  450

機能を有する石器を二次加工ある剥片と  400
した (加工の積極性)。 計 274′ミ出上して

お り、18点 を図示 した (掲載率 6.57%)。  350

遺構内出土が 165点 (SI出 ± 79点 、SX  3 00

出± 19点、SK出± 5点、SF出± 1点、

SD出土路点、SZ出± 1点、P出± 2点 )、  埋
250

遺構外出土が 109点である。       政
200

素材である剥片の形状から2形態に分

けられる。縦長の剥片を素材 とするもの  150

(I類 )が 169点、横長の剥片を素材とす
1 00

るもの (Ⅱ 類)が 103点、分類不明が2点

である。                 050
スクレイパー類と同様に刃部の平面形

態と二次加工部位の作出角度 (刃角)に着

目する。片面に二次加工を施し、その刃

第23表 二次加工ある剥片刃角集計表

0 00

第147図 二次加工ある剥片長幅比率

0 00     0 50 1 50     2 00

厚/幅

350

◇ I

■Ⅱ

第22表  スクレイパー類分類別石材表

石材

計
貢岩

岩
地

頁
在

色
岩

赤
頁

珪質
頁岩

粘板
岩

デイサ
イト

珪化
木

黒曜
石

凝灰
岩

砂岩

分
類

TA 3 2

IB 2 l 1 l

IC 2 ] l

ID 14 1

ⅡA 1 l

ⅡB 9

ΠC 9

TD 6 7

計 5 l l 3 l 2

石材

計26か▼

30°

31-
35°

36～
40°

41-
45°

訂
４６

５０

51´―

55°

56-
60°

61～
65°

訂６６

Ю

71‐

75°

76-
80°

81～
85°

86～
90°

91´▼

95°
階
ば

101-
105°

分
類

A 3 9 6 3 l 1 60

R 9 4 12 64

2 l

D 2 3 6 4

IA 4
=

2 45

IB 1 2 11 9

IC 1 1

Ⅱ D 2

計 46 8 3 2 1 夕72
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3 石器

角 が 60° 以上のもの (A類 )、 同様に刃角 が 59° 以下のもの (B類 )、 両面に二次加工を施 し、その刃角

が 60° 以上の もの (C類 )、 同様に刃角が 59° 以下の もの (D類)の 4分類である。ただし、刃角は計測

箇所によって差が生 じるため、3カ 所以上 を計測 した平均値 とした。

I類はA類が60点、B類が64点、C類が18点、D類が27点である。一見して分かるように片面加

工が124点、両面加工が45点 と約3:1の 比になっている。Ⅱ類はA類が45点、B類が33点、C類が

14点、D類が11点である。こちらも片面加工が78点、両面加工が25点 で約3:1の比である。

法量について観察するために、第147図長幅比率を示した。縦軸に長/幅、横軸に厚/幅を設定し、

指数による比較を行った。181点について計測可能である。 I類は長/幅 0.56～ 3.95、 厚/幅 0.13～0.68

と縦長の範囲、Ⅱ類は長/幅 0.35～ 2.21、 厚/幅 0,08～ 3.18で 2点以外は I類の長か言範囲の低い位置に

集中している。 I類は特にIB類が縦長の範囲になる傾向があり、次いで IA類である。またⅡB・ Ⅱ

C類などは特に範囲が限られる。また分類ごとの刃角について見ると、 I類のうちA・ B類の片面加工

は56～ 70° の範囲にピークがあり、また両面加工のC類は61～ 70° の範囲、D類は51～ 55° の範囲に

ピークがある。Ⅱ類のうち片面加工のA類のピークは61～ 75° 、B類は46～ 60° の範囲、両面加工に

なると全体数は減るが、C類は66～ 70° 、D類は56～ 60° の範囲が高い。

第別表に鞭 弓U石

材表を示した。全体

の 72.63%(199点 )を

頁岩が占める。次い

で、赤色頁岩が 12.

770/O(35点 )で ある。

頁岩質石材をまとめ

ると、249点 とな り

全体の90.880/Oを 占め

るようになる。

時期については、出土地点・層位と共伴土器から推定される。 IA・ IB類 は調査 A～C区西まで見

られ、Ⅳ～Ⅶ群土器を伴っており、中でもⅣ群土器が多い。 IC類はほとんどが調査B区出土で、Ⅳ

～Ⅶ群土器、特にⅣ群土器を伴っている。 ID類は調査 A～ C区西で見られ、Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ群土器を伴う。

ⅡA・ ⅡB・ ⅡC類は調査 A～C区西で見られ、Ⅲ～Ⅶ群土器を伴い、特にⅣ群土器が多い。ⅡD類は調

査 B～C区西出土で、Ⅵ・Ⅶ群土器を伴う。

(9)微細剥離痕ある剥片

剥片剥離工程において産出された石器製作に不適な剥片であるが、縁辺部に微細な剥離痕が観察さ

れる剥片を微細剥離痕ある剥片とした。計 96点 出土 してお り、6点 を図示した (掲載率 6.25%)。 遺構

内出土が47点 (SI出± 20点、SX出± 8点、SK出± 1点、SR出± 1点、SD出± 17点 )、 遺構外出土

が 49点 である。

明確な刃部を形成 していないことから、剥片剥離工程のどの段階で産出された剥片かに重点をおい

た。これはどの段階で二次加工を行うことを決め、それ以タトの剥片 (石屑)を どのように選択したかに

よる。

まず素材である剥片の形状か ら2形態に分けられる。縦長の剥片を素材 とするもの (I類 )が 62点、

横長の剥片を素材 とするもの (Ⅱ 類)が 34点である。

第24表 二次加工ある剥片分類別石材表

石材

計
頁岩

頁岩
(在地)

珪質
頁岩

色
岩

赤
頁

粘板
岩

デイサ
イト

凝灰
岩

珪化
木

黒曜
石

馬璃 玉髄

分
類

IA 2 60

IB 2 7

IC l

ID 17 l l 1 1

R4 2 l 1

26 l 2 l 1 l

Ⅱ C £ l l

Ⅱ D 8 2

不 明 l 2

計 6 2 4 「D 6 274
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さらに自然面が剥片背面

など1/2以上に残存する剥

片剥離第1工程 (粗割段階)

で産出された剥片をA類、

自然面が打面側にわずかに

残存するなど1/2未満に留

まる剥片剥離第2工程 (剥片

剥離段階)で産出された剥

片をB類とする。

I類はA類が少なく1点、

B類が61点 と主体的である。

またⅡ類はA類が出土して

おらず、B類のみが 34点で

ある。この両者を見ると粗

割段階の剥片はそのまま放

棄され、剥片剥離段階で産

出された剥片のみを主体的

に扱っていることが分かる。

第 148図長幅比率を作成

し、法量の相違を観察した。

縦軸に長/幅、横軸に厚/幅

を設定し、指数による比較

を行った。86点 について計

嵩150

第148図 微細剥離痕ある剥片長幅比率
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測可能である。表示できたのは、 IB・ ⅡB類の 2形態のみである。 IB類は長/幅 0.84～ 2.84、 厚/幅

0.13～ 0.80と 縦長に広い範囲であるのに対 し、 ⅡB類は長/幅 0.49～ 1.59、 厚/幅 0。 13～ 0.42と 狭い範

囲に集中する。

使用石材については第 25表分類別石

材表に示 した。全体の 82.29%(79点 )

を買岩が占める。買岩質石材 と範囲を

広げると92点が該当する。

時期については、出土地点・層位と共

伴土器から推定される。 IA類は 1点

のみの出上であるが、Ⅲ～Ⅳ群土器を

伴出している。また IB・ ⅡB類は調査 A～ C区西で出土してお り、Ⅳ～Ⅶ群土器を伴っている。両者

共にⅣ群土器を特に伴出している。

(10) 牙ゴ      ん亥

剥片剥離作業が行われて産出されたと考えられるすべての残核を石核とした。計38点 出土してお り、

10点 を図示した (掲載率 26.320/0)。 遺構内出上が 17点 (SI出± 5点、SX出±2点、SD出± 10点 )、 遺

構外出土が21点である。

第25表 微細剥離痕ある剥片分類別石材表

石材

計
貢岩

頁岩
(在地)

色
岩

赤
貢

質
岩

珪
頁

凝灰
岩

玉髄

分
類

IA l ユ

IB 6 l 1 1

Ⅱ B l 2 2

計 4 8 1 3 1
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3 石器

今回は整理時間の都合上、石核及び剥片の接合は行えなかった。よって、本遺跡の剥片剥離作業に

ついては石核から類推するに留めたい。なお、石核の分類については新潟県清水上遺跡 (新潟県教委

1990)、 新潟県アチヤ平遺跡上段 (新潟県・朝日村教委 2002)を 用いた。

剥離作業の手順から7分類され、いずれにも当てはまらないものを分類不可とした (13点 )。 第 26

表に石核分類別石材表と各石材の重量平均を示 した。 I類は同一打面から同一作業面に同方向の剥離

を行うもので、4点 (10.530/0)で ある。黒曜石 (1161)、 玉髄の硬質な2点は小さいが、頁岩を用いた 2

点は大きく残されてお り、石器製作には不向きであったのかもしれない。Ⅱ類は同一作業面に別々の

打面から剥離を行うもので、2点 (5,260/0)で ある。赤色頁岩、頁岩に用いられている。Ⅲ類は同一打

面から別々の作業面に同方向の剥離を行うもので、3点 (7.89%)で ある。黒曜石1点 と赤色頁岩 2点に

見られ、特に黒曜石 (1159)に 顕著に表れている。Ⅳ類は稜線上の交互剥離が全周しないもので、2点

(5。 260/0)で ある。珪化木と頁岩に見られるが、頁岩は2141.53gと 大きい。V類は稜線上の交互剥離が

ほぼ全周するもので、頁岩の2点に認められる。Ⅵ類はさらに3細分される。ⅥA類は別々の作業面

に約90° ずれる剥離を行うもので、赤色頁岩の2点に見られる。ⅥB類は別々の作業面に180° ずれる

剥離を行うもので、頁岩 (1156)の 1点 に認められる。ⅥC類は古い作業面を打面とする剥離で、4点

(10.530/O)に 見られる。赤色頁岩 2点、頁岩、珪化木各 1点である。Ⅶ類は両極技法による剥離で、5

点 (13.160/0)に 見られ、分類可能な中では最も多い。石材は、黒曜石 2点、珪化木、赤色頁岩、玉髄各

1点で、比較的硬質で小型の原石を剥離する場合に用いられている。

第26表 石核分類別石材表

石 材

計
珪化木 珪質頁岩 黒曜石 赤色頁岩 貢岩 玉髄

分
類

I 1(780) 2 (57107) 1 (957) 4 (58844)

1 (2200) 1 (1609) 2 (3809)

Ⅲ 1 (1240) 2 (1843) 3 (3083)

Ⅳ 1 (868) 1(214153) 2 (215021)

V 2 (3707) 2 (3707)

Ⅵ 1 (729) 4 (6946) 2 (11951) 7 (19626)

Ⅶ 1 (1002) 2 (1777) 1 (盈41) 1(875) 5 (4395)

不 可 1 (7636) 1 (3468) 4 (44_24) 6 (8181) 1 (10526) 13(34235)

計 3 (2599) 1 (7636) 5 (7265) 12 (16154) 14 (296708) 3 (12358〉 38 (34272)

範囲 729-1002 7636 780-3468 209-4403 393-214153 875-10526

平均 7636 21193

(11) 尋可       井子

剥片剥離作業において産出された石器製作に不適な剥片や加工の施される属性を有した剥片を一括

した。計 4,773点 出土 してお り、このうち粘性のある黒色物が付着 した 2点のみを図示 した (掲載率

0.420/0)。 また、石材が黒曜石のうち38点 は蛍光X線による非破壊の産地同定試料として抽出している

(附編 自然科学分析)。

剥片の形状により2形態に分けられる。打点または打点方向を直上に置いた場合、剥離方向が縦に

長い (幅 よりも長さの値が大きい)剥片を I類、剥離方向が横に長い (長 さよりも幅の値が大きい)剥片

をⅡ類とした。 I類は2,909点 、Ⅱ類は1,864点 出土している。

石材の選択性 と遺跡内に持ち込む仕事量を観察するために、第 27表石材別個数集計表と第 28表石

材別重量表を示 した。石材種は 13種類あり、頁岩、頁岩 (在地)、 赤色頁岩、珪質頁岩、凝灰岩、砂
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Ⅵ 出土遺物

岩、玉髄、石英、チャー ト、黒曜石、珪化木、

デイサイ ト、細粒閃緑岩である。なお、剥片

の石材分類については担当者による肉眼観察

にて行ったものである。また頁岩 (在地)につ

いては、遺跡周辺に見られる剥片剥離にあま

り適さない粗い頁岩をあえて「在地」として分

類 した。

I類 とⅡ類の石材を見ると、ほとんどの石

材にも両分類が見 られるが、1点 のみの出土

であるチヤー ト、デイサイ ト、細粒閃緑岩は

I類のみに認められる。個数は I類では頁岩

(在地)と 頁岩が突出しており、赤色頁岩、珪

質頁岩がそれに次 ぐ。またⅡ類は頁岩が突出

してお り、その後に赤色頁岩、頁岩 (在地)、

珪質頁岩となる。いずれの分類も頁岩質石材

が上位を占めてお り、頁岩・頁岩 (在地)。 赤色

頁岩・珪質頁岩を合わせた値は、 I類では 89,

340/O(2,599点 )、 Ⅱ類は87.180/O(1,625点 )と 高

しヽ。

これを重量について見ると、 I類 は 72835。

86g、 Ⅱ類は22946.18gと 約 3.2:1の 開きがあ

る。個数との関係からI類は 1点平均 28.03g

であるのに対 して、Ⅱ類は 1点平均 14.12gと

I類の 1/2の重量 しかない。これは I類が大

きめの剥片を産出していることを示 している。また石材ごとに総重量を観察すると、頁岩 (在地)が突

出しており、 I類が 66217.03g、 Ⅱ類が 17762.29g、 計83979.32gで ある。他の石材が 1,000g台 である

のに対し、多量に遺跡内に持ち込まれた背景には①剥片にあまり適さない粗い石材、②個数も多いが、

1点 に対する重量が大きい、③遺跡近傍によく見られる石材ということを鑑みれば、主に礫石器などに

用いるために在地の河原などから遺跡内に搬入されたと見ることが自然である。次いで、頁岩 6620,

88g、 珪質頁岩 1668.04g、 赤色頁岩 1317,04g、 珪化木512.22gの順で重量が大きい。1点平均では、頁

岩 (在地)64.30g、 頁岩 3.81g、 珪質頁岩 3.70g、 赤色頁岩 1.81g、 珪化木 6.17gと なり、頁岩 (在地)が

突出しているのは一見して認められ、質量が大きい。また珪化木もやや大きめを搬入している。赤色

頁岩は質量が小さい値が出ているが、資料を実見しても小さめのものが多数を占める。

法量について観察するために、第 150～ 152図 に石材別長幅比率を示した。縦軸に長/幅、横軸に厚

/幅を設定し、指数による比較を行った。全点について計測可能である。 I類は頁岩 (在地)が最も広

範囲で長/幅 1,00～ 7.38、 厚/幅 0.03～ 2.93で縦長の範囲、次いで頁岩は長/幅 1.00～ 8.51、 厚/幅 0.07

～7.79(集 中は2.50)で 縦長の範囲、赤色頁岩は長/幅 1.00～ 9,06、 厚/幅 0.05～ 2.79な どである。黒

曜石は長/幅 0。 62～ 9。 17、 厚/幅 0.05～ 1.36の範囲で厚さが薄い。Ⅱ類は赤色頁岩が最も広範囲で長/

幅 0.11～ 1.00、 厚/幅 0.02～ 5,27の範囲、次いで頁岩は長/幅 0.06～ 1.00、 厚/幅 0.01～ 3.15の横長

の範囲である。黒曜石は長/幅 0.25～ 1.99(集 中は 1.00)、 厚/幅 0.02～ 2.29(集中は0,77)に収まる。

第28表 剥片石材別重量表

I類 Ⅱ類 計

玉髄 23 26 34 22

チャー ト 7 71

デイサイ ト 456 9 456 9

細粒閃緑岩 202 89 202 89

珪化木 302 65 209 57 512 22

黒曜石 107 29

石英 71 99 38 59 110 58

赤色頁岩 752 67 564 37 1317 04

砂岩 100 86 362 58 463 44

頁岩 3594 75 3026 13 6620 88

頁岩 (在地 ) 66217 03 17762 29 83979 32

珪質頁岩 899 71 768 33 1668 04

凝灰岩 98 15 98 86 197 01

計 72835 86 22946 18 95782 04

第27表 剥片石材別個数集計表

I類 Ⅱ類 計

玉髄

チャー ト 1 l

デイサイト 1 l

細粒閃緑岩 1 1

珪化木

黒曜石

石英 6 4

赤色頁岩 727

砂 岩 2 2 4

頁岩

貢岩 (在地)

珪質頁岩 243

凝灰岩

計 2909 4773
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3 石器

剥片 I類―玉髄

剥片 I類 ―デイサイ ト

剥片 I類―瑳化木

剥片 I類―チャー ト

剥片 I類一細粒閃緑岩

言I OO

-228-
第150図 剥片長幅比率 (1)
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3 石器

剥片 I類―珪化木

剥片Ⅱ類一赤色頁岩

剥片I類―頁岩 (在地)

剥片Ⅱ類一黒曜石

剥片Ⅱ類一砂岩

剥片 I類―珪質頁岩

剥片Ⅱ類一石英

剥片Ⅱ類―凝灰岩
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Ⅵ 出土遺物

剥片剥離作業時の打面の傾斜と打撃の角度を

観察するために剥離角の計測を行い、第 29。 30

表に示 した。計測方法は、プロトラクターを用

いて行い、打面 と打点、主要剥離面の接する点

を結んだ角度を計測した。この場合、本来であ

ればバルブ末端に計測点を置 くべ きであるが、

計測作業の工程上捉えにくい場合があるため、

バルブが存在する場合はこれもいっしょに計測

している。よって、導き出された計測値は剥離

角十二次的属性 (バルブなどの影響)の場合があ

ることを付け加える。剥片 4,773点 中 1,352点

(I類 701点 、Ⅱ類 651点 )について計測可能で

ある。

第 30表に石材別剥離角平均を示した。 I類の

平均は 104.63° 、Ⅱ類は 108.73° である。石材別

に見ると、差が大きいのは珪化木で、 I類は 101.

5° 、 Ⅱ類は 108.6° 、 黒曜石イまI類が 102.6° 、 Ⅱ

類が106.1° 、頁岩 (在地)イよI類が 105,3° 、Ⅱ類

が 108.2° といずれもⅡ類の角度が大きい。これ

に対 して、凝灰岩は I類が 111.6° 、Ⅱ類が 105,

6° とI類が大きくなっている。角度は総平均で

106.68° であり、直接打撃によると思われるもの

が多数を占める。

第29表 課1片石材別剥離角計測可能個数

第30表 剥片石材別剥離角平均

(12)石 斧 類

器面全体または一部を研磨・敲打、剥離などで成形した刃部を有する斧形の石器を石斧類として一

括した。計 109を点出土してお り、20,点 を図示した (掲載率 18.350/O)。 遺構内出土が 66点 (SI出± 23点、

SX出± 7点、SK出± 2点、SD出± 34点 )、 遺構外出土が 43点である。

成形段階の敲打・剥離。研磨などの加工から2形態に分けられる。器面全体を研磨 して成形している

斧形石器 (磨製石斧)が I類で 20点、敲打・剥離のみで成形 している斧形石器 (打製石斧)が 工類で89

点である。いわゆる石鍬 と呼ばれるものについても、今回はⅡ類に含めた。

I類について細分すると、最大幅が刃部付近にあるもの (A類 )が 18点、最大幅が中央付近にある

もの (B類)が 2点である。さらにやや幅広の平坦面を持つものが2点 ある。Ⅱ類は、短冊形をするも

の (A類)が 22点、撥形をするもの (B類 )が 44点、分銅形をするもの (C類)が 14点、寸詰まりにな

るもの (D類)が 9点である。B類はグリップあり(1類)が 38点 とグリップなし(2類)が 6点に分けら

れる。

刃部形状に着目すると、 I類のうち平面形が円刃のものは9点、直刃は1点、偏刃は2点、不明は8

点で、断面形は両刃 12点、不明8点に分けられる。またⅡ類のうち平面形が円刃のものは35点、直

刃は17点、偏刃は30点、不明は7点で、断面形は片刃31点、両刃50点、不明8点 となる。 I類は円

刃で両刃の刃部形状が主体となり、まれに直刃・偏刃が見られる。Ⅱ類はI類 よりも平面形に種類があ

I類 Ⅱ類 計

玉髄 6 9

珪化木 5 8

黒曜石

赤色頁岩 117

貢岩 375 727

頁岩 (在地)

珪質頁岩

凝灰岩 7

砂 岩 l 1

計 1352

I類 Ⅱ類 総平均

玉 髄 113 8 孔孔2 2

珪化木 101 5 108 6 105 05

黒曜石 102 6 104 35

赤色頁岩 107 8 107 95

頁岩 1 111 7

頁岩 (在 地) 108 2 106 75

珪質頁岩 108 7 109 6 109 15

凝灰岩 105 6 108 6

砂岩 猾

総平均 104 6333333 108 725 106 6791667
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3 石器

り、円刃・偏刃がやや多く、断面

形についても両刃がやや多いが

両形態とも見られる。

法量を観察するために、第 153

図長幅比率を示 した。縦軸に長

/幅、横軸に厚/幅を設定し、指

数による比較を行った。86点 (I

類 5点、Ⅱ類 81点)について計

測可能である。 I類 については

数量が少ないため明確には比べ

られないが、 IA類は長/幅 2.07

～3.01、 す享/幅 0.37～ 0.63、 IB
類は長/幅 3.51～ 3,96、 厚/0.38

～0.61の範囲にまとまる。また

Ⅱ類はⅡA類が長/幅 1.57～ 3.41、

厚/幅 0.16～ 0.79、 ⅡB類が長/

幅 1.48～ 417、 厚/幅 0.14～ 0。 72、

ⅡC類が長/幅 1.44～ 3.04、 厚/

幅 0.19～ 0.53、 ⅡD類が長/幅 1.

05～ 1.68、 厚/幅 0.14～ 0,41の 範

囲に収まり、ⅡD類はやや小さ

第153図 石斧類長幅比率

△

xさ AX

鞠

装
Xぷ

 亀
X

°
的

。  。

◆ IA

■ IB

△ ⅡA

X IB

X ⅡC

o ⅡD

0 10   0 20   0 30   0 40   0 50   0 60   0 70   0 80   0 90

厚/幅

め、ⅡA～ C類はほぼ同じサイズとなる傾向である。また分類ごとの刃角について見ると (第 31表刃

角集計表)、 I類のピークは66～ 70° 、 Ⅱ類のピークは41～ 45° 、51～ 60° で、特に51～ 55° に集中して

いる。この他に I類 については基部幅 (10点計測可能)と 刃部幅 (11点計測可能)も 計測してお り、基

部幅は0.87～ 2.87cm(平均1.55cm)、 刃部幅は2.66～ 8,99cm(平均 4.33cm)に まとまっている。

第3刊 表 石斧類刃角集計表

26-
30°

31～
35°

声３６

櫛
声

４．

４５

46～
50°

51´～

55°

56～
60°

61～
65°

66～

70°

71-
75°

声
７６

８０

81-
85°

86～
90°

91-
95°

計

1 2 2

T 2 7 6 2 4 2

計 2 8 3 95

第32表 石斧類分類別石材表

石材

計頁岩
(在地)

凝灰岩
細粒花尚
閃緑岩

細粒斑
掘岩

細粒閃
緑岩

砂岩 蛇紋岩 粘板岩 斑梱岩 ひん岩

分

類

I△ l 1 l l 3 2 2

IB l 1

Ⅱ A l l

Ⅱ B 3 2

IC

Ⅱ D

計 2 l l 6 6 3 2 3 2
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Ⅵ 出土遺物

第32表に分類別石材表を示した。全体の76.150/0(83点 )を 頁岩 (在地)が占める。これはⅡ類の82

点が影響しており、 I類は1点 しか使用されていない。 I類は細粒閃緑岩5点・蛇紋岩3点が多い。蛇

紋岩は本遺跡の石器全体を見ても他には使用されておらず、石斧類 I類のみに使用される特殊な石材

と見られ、搬入された可能性もある。

時期については、出土地点・伴出土器から推定される。 IA類は主に調査B区に見られ、Ⅳ・Ⅶ群土

器を伴う。ⅡA類は調査 B区～C区西に見られ、Ⅳ～Ⅶ群土器を伴い、特にⅣ群土器が多い。ⅡB類

は調査B区～D区 まで見られ、Ⅳ～Ⅶ群土器を伴う。調査 D区 -28 Allグ リッド黒色土中から2点が

まとまって見つかっている。ⅡC類は調査 B区～C区西に見られ、Ⅳ～Ⅶ群土器を伴っている。ⅡD

類は調査B区のみで見られ、Ⅵ・Ⅶ群土器を伴う。

(13)礫 器 類

礫または大形で厚手の剥片の一部に、片面。両面から二次加工を施し、刃部を作 り出した石器を礫器

類 とした。計 98点出上してお り、11点 を図示 した (掲載率 11.23%)。 遺構内出土が 52点 (SI出± 18

点、SX出± 7点、SK出± 2点、SD出± 23点、P出± 2点 )、 遺構外出± 46′点である。

素材の性格から2形態に分けられる。礫素材のもの (I類)が 81点、大形で厚手の剥片を素材とする

もの (Ⅱ 類)が 17点である。また刃部の形状から7細分される。刃部の平面形が円刃、断面形が両刃の

ものがA類、平面形が円刃、断面形が片刃のものがB類、平面形が偏刃、断面形が両刃のものが C類、

平面形が偏刃、断面形が片刃のものが D類、平面形が直刃、断面形が両刃のものが E類、平面形が直

刃、断面形が片刃のものが F類、また刃部の作出位置が素材の長軸 (側面)で、直刃、断面形が主に両

刃となる特殊磨石の調整段階もしくはそれのみで完成形となるものが G類 とした。また、これに付け

加えて、①敲打、②磨、③凹、④特磨 徹1面などの細長い範囲に剥離や磨 りの痕跡がある)の痕跡を併

せ持つ場合は、これを付記した。

IA類は10点、 IB類は8点、

IC類 は 15点、 ID類 は6点、

IE類 は 19点、 IF類は6点、

IG類 は 17点であり、またⅡA

類は3点、 ⅡB類は4点、ⅡC類

は 4点、 ⅡD類は 2点、 ⅡE類

は3点、ⅡF類は1点である。全

体に見ると、 I類の比率が高く

82.650/Oを 占める。 I類は A・ C・

E類、特に C・ E類の断面形が両

刃になるものの数量が多 く、主

体的である。またⅡ類は I類 に

比べて少ないが、バランス良く

6種類が出土している。

複合痕跡を持つものは、 IA
類、 IC類、 IE類、 IG類の4

種で確認されており、いずれも

礫素材のものである。IA類は

第154図 礫器類長幅比率
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3 石器
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第155図 敲磨器類長幅比率
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①が1点、 IC類は③が2点、他は各1点ずつ、 IF類は最も複合しており、① 2〕点、①十② l点、①+

③ l点、②+④ l点、③ l点、④ l点である。IG類は③3点、②+④ l点である。

法量を観察するために、第154図長幅比率を示した。縦軸に長/幅、横軸に厚/幅を設定し、指数に

よる比較を行った。94点について計測可能である。全体に密集する傾向があり、サイズに変化はあま

り見られない。ただし、 I類の方が若千大きめにまとまるようである。

第33表に分類別石材表を示した。全体の83.67%(82点 )を頁岩 (在地)が占める。次いで、砂岩

が多い。IA類の石材は 4種類で多いが、他はほとんどが上位 2種類のみである。特にⅡ類は剥片
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第33表 礫器類分類別石材表

石 材

討岩
地

頁
在

細粒閃
緑岩

砂 岩
サイ

ト
デ
イ

分
類

IA 6 1 2 覧

IB 7 1 8

IC 2

ID 5 l 6

IE 2 1

IF 5 l 6

IG 3

Ⅱ A 3 3

IB 3 1 4

IC 4 4

ID 2 2

Ⅱ E 3 3

Ⅱ F 1 l

計 1 2

を素材とするため、剥離しやすい頁岩 (在地)が多数を占める。

時期については、出土地点・伴出土器から推定される。 IA～ IC・ I

E・ IF類 は調査 B区～C区西で出土しており、 IA類はⅦ群土器、 I

B・ IC・ IE・ IF類はⅣ群土器を伴出することが多い。また ID・ IG類

は調査 A区東～C区西に見られ、Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ群土器を伴う。Ⅱ類は推定

される遺構からの出上が少ないが、ⅡD類はSX06・ 07か ら出土し、Ⅳ・

Ⅶ群土器を伴い、ⅡE類はSX06か らⅣ群土器と共に出土する。

(14)敲 磨 器 類

礫の表面に残された使用痕跡を敲打痕、磨痕、凹痕の 3種類に規定

し、これらの痕跡のいずれかが認められるものを敲磨器類とした。計

375点出土しており、33点 を図示 した (掲載率 8.8%)。 遺構内出上が

182点 (SI出 ± 87点、SX出± 23点、SK出± 9点、SD出± 57点、SZ

出± 1点、P出± 5点 )、 遺構外出± 193点である。

使用痕跡のある礫について、まず第 155図長幅比率を作成し、大き

さから形態的に分類 した。形態的なまとまりとして、6傾向が得 られ

た。 I類が長/幅 0,87～ 2.00、 厚/幅が 0.17～ 1.08中心で 141点、 Ⅱ類

が長/幅 2.01～ 2.95、 厚/幅 0.35～ 1.28中心で 72点、 Ⅲ類が長/幅 3.04

～3.52、 厚/幅 0.29～ 1.22中心で 22点、Ⅳ類が長/幅 3.49～ 4.24、 厚/

幅 0.29～ 0.85中心で 20点、 V類は長/幅 4.41～ 4.99、 厚/幅0.39～0.90

中心で 8点、Ⅵ類は長/幅 5.22～ 5.61、 厚/幅 0.44～0.70中心で 5点、

欠損のため計測不能なものが 107点 である。

これを踏まえた上で、使用痕跡による分類を行った。使用痕跡 (敲

打痕・磨痕・凹痕)の組み合わせにより8分類できる。A類は敲打痕だけ

を有するもので 64点、B類は敲打痕 と磨痕が認められるもので 7点、

Ⅵ 出土遺物

第35表 敲磨器類分類別個数
類 小 計 合計

I

A
2

3 l

B

l 1

2
4

b 2

C
1 1

2 4

D 1

2

3 3

E

1
b

2 1

3 2

F
1

2 2

G 2

H

1

2

b 4

1

2
3

b 2

3

3

b 2

d 1

Ⅱ

A 2

C 2 4

D
3 1

E ユ 2

F
ユ

2

G 2

H

ユ
b

2
b

3

b 2

ユ

ユ

Ⅲ

A
2

3

C 2

D

F
ユ

2 3

H

2 二

ユ

3 ユ

d 1

Ⅳ

A
2

3 1

C 2

F 1 5

H 1 b l

V

A 2 4

C 2 2

D ユ 1

F 1

Ⅵ A 5
2 4

不

明

A
ユ 1

2

C 2

D ユ 7

E ユ

F
ユ

2

G

R

ユ
d 1

2
b 3

ユ

2

8

4

b 3

ユ

合計 375
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3 石器

C類は敲打痕と凹痕が認められるもので28点、D類は磨痕だけが認められるもので 61点、E類は磨痕

と凹痕が認められるもので 19点、F類 は凹痕だけが認められるもので最も多 く122点、G類は敲打痕

と磨痕、凹痕のすべてが認められるもので 6点、H類はいわゆる「特殊磨石」と呼称されるもので68点

である。F類が全体の 32.53%を 占め、A・ D・ H類が約 16～ 18%で これに続 く。

また、それぞれについて細分類を行った (第 35表 分類別個数)。 A類は2類が 50点で78.13%と 主

体を占める。B類 は全体数が少ないが、2a類 4点 と多い。C類は2類が 28点 中27点 と圧倒する。D類

は 1類が全体の 83.61%(51点 )と 最も多い。E類は la類が 19点 中 15点 と多 く、2b・ 3b類は出土 して

いない。F類 は全体の 91.80/Oを 1類が占める。G類は全体で 6点 と少ない。H類は2類が 44.180/O(30

点)と 多 く、3類が 20点、1類が 18点である。内訳は2b類が 14点、2a類が 12点 と多 く、lb類 9点、

la。 3a'3b類 7点 と続 く。

第34表 敲磨器類分類別石材表

石材

訂頁岩
頁岩

(在地)

砂岩 礫岩 斑岩 舞山岩 玄武を
火山礫

疑灰岩
疑灰岩

茂

綿
粒
閃

細
蘭
岩

花満閃

緑岩
閃緑推

デイサ
イト 粘板岩斑絹岩 ひんを ふん岩

分
類

A 14 2

B 4 l 7

C
D l 15 1 4 5 3 l 2 2 5 61
E ユ 2
F l ユ ] 2 2 2 122

島 l

17 l l 2 4 4 4

計 2 4 2 l 8 7 4 2 9 lR R75

第34表に分類別石材表を示 した。最も多いのは頁岩 (在地)で、42.4%(159点 )を 占める。次いで、

砂岩が 29。 6%(111点 )、 凝灰岩が7.2%(27点 )である。分類別に見ると、すべてにおいて頁岩 (在地)

と砂岩が最多であるが、F類は疑灰岩・ふん岩の占める割合が高い。火山礫凝灰岩・細粒花両閃緑岩は

H類、玄武岩。斑穏岩はD類のみに見られる。

時期については、出土地点・伴出土器から推定される。A・ F類は調査 B～C区西に見られ、Ⅲ～Ⅶ群

土器、特にⅣ群土器を伴っている。BoCoE類 は調査 B～C区西で、Ⅳ群土器を伴い、D類は調査 A～D
区西まで広 く見られ、Ⅳ～Ⅶ群土器を伴出している。G類は調査 B区中心に出土しており、Ⅳ群土器

を伴う。H類は調査A～C区西に見られ、Ⅳ～Ⅶ群土器を共伴 している。

(15)礫 石 錘

礫の両側縁または片側縁を打ち欠き、「紐掛け」を作出したと考えられるものを礫石錘とした。計 90

点出土しており、H点 を図示した (掲載率 12.22翡 。遺構内出上が 48点 (SI出 ± 22点、SX出± 11点、

SK出± 1点、SD出± 13点、P出± 1点 )、 遺構外出± 42点である。

打ち欠きが行われ、形態が礫石錘と考えられる資料について、まず第 156図長幅比率を作成し、大

きさから分類 した。全点について計測可能である。この表から形態的なまとまりとして、3傾向が得

られた。 I類が長/幅 0。 16～ 0.85、 厚か冨0.08～0.37中心で 74点、Ⅱ類が長/幅 0.86～ 1.47、 厚/幅 0.18

～0.36中心で16点、Ⅲ類が長/幅 3.40、 厚/幅 0.47で 1点である。

これに合わせて、第 157図重量分布図を作成し、重量から分類 した。全点について計測可能である。

これから重量のまとまりとして2傾向が得 られた。A類が重量 34.40～ 310.47g、 B類が重量 391.93～

817.40gで ある。 IA類70点、 IB類 4点、ⅡA類 13点、ⅡB類 2点、ⅢB類 ユ点で、 IA類が突出し
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Ⅵ 出土遺物

てお り、ⅡA類がこれに次 ぐ。

これを踏まえて、「紐掛け」の作出数で

6細分する。片側縁 1カ 所 (1類 )、 両側縁

に対に1カ 所 (2類 )、 片側縁 2カ 所 (3類 )、

両側縁に対に2カ 所 (4類 )、 両側縁に対に

2+lヵ 所 (5類 )、 片側縁 3カ 所 (6類 )に

分けられる。 IA類は1類 9点、2類 5Cl点 、

3類 1点、4類 6点、5類 4点 と両側縁に対

に1カ 所あるものが主体を占める。 IB類

は 1類 1点、2類 3点 と2類型のみ出上し

ている。ⅡA類は 1類 3点、2類 8点、5

類 1点、6類 1点の 4類型が出土 してお

り、これも両側縁に対に 1カ 所あるもの

が多い。ⅡB類は2類 1点、ⅢB類は2類

ユ点である。全体に見ると、2類が 71.11

%(64点 )と 多く、1類が 14440/0(13′点)

が続 く。

第 36表に分類別石材表を示 した。全体

の75.56%(68点)を頁岩 (在地)が占め

る。次いで、砂岩が多い。

時期については、出土地点・伴出土器か

ら推定される。 I類はほとんどが調査 B

区～C区西から出土 してお り、Ⅳ群土器

を伴出することが多い。 Ⅱ類 も同じ傾向

が見られ、Ⅳ・Ⅵ群土器を伴う。

(16)石 皿 台 石 類

第156図  礫石錘長幅比率

・ ●/,●

導200

1 00

◆

・
漆

f

片面、あるいは両面に使用痕跡 (敲打    500
痕・擦痕)が認められる扁平礫で、擦るま   闘

たは敲 く際の台として使用されたと考え   4110

られるものを石皿台石類 とした。計 69点    3∞
出土 してお り、5点 を図示 した (掲載率

7.25%)。 遺構内出土が 49点 (SI出 ± 24   200

点、SX出± 1点、SK出± 4点、SD出±    100
15点、SZ出± 3点、P出± 2点 )、 遺構外

出土が 20点である。             O
使用面の加工方法から2形態に分けら

0 00   0 05   0 10   0 15   0 20   0 25   0 00

厚/幅

第刊57図 礫石錘重量分布図
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◆

◆

れる。 I類は縁に段差を有するもので4点、Ⅱ類は縁に段差を持たないもの (無加工)で 65点 である。

I類のうち、完形は皆無である。いずれも使用面の中央に大きな凹みがあり、擦痕が観察される。

1260は底に脚が付いており、残存位置から4個あったと考えられる。Ⅱ類は完形 31点、欠損品34点
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3 石器

で、 完形の振誌ノ(1よ 1264の 65,65× 30.50 cm、  目自遷藍

40。5kgで ある。法量値から重量を比べると、 Ⅱ類

は 10kgを 超えるものが 17点 に対 して、 I類は完

形がなく推定であるが、Ⅱ類に比べると小さい。

第 37表に分類別石材表を示した。Ⅱ類は砂岩が

29.20/0(19点 )、 ふん岩が 21.5%(14点 )と 多 く利

用されている。 I類が砂岩、凝灰岩に偏っている

のは、加工に適していることから選択されたと思

第36表 礫石錘分類別石材表

われる。

時期については不明なものが多いが、 I類の 1260は V群土器を伴出し、 Ⅱ類は各時期に見 られる。

また、 Ⅱ類は使用後に炉石に転用される例 (S118・ 22・ 25。 26)、 立石として用いられる例 (S108出土

1263)が 認められる。

(17) 砥       石

礫の表面に溝状・帯状などの平面上の

痕跡が認められるものを砥石 とした。

計 3点出上してお り、全点を図示 した

(掲載率 100%)。 遺構内出上が 1′点(SD  2∞

出± 1点 )、 遺構外出上が 2点である。

第 159図長幅比率を示 したが、特に  lm
まとまる傾向は見出せない。3点の範 ぐ

囲は長/幅 1.04～ 1.94、 厚/幅 0.28～ 0.

78である。

痕跡については、いずれも縦長礫の

広い面 (正面・裏面)を用いており、12/48  0m

は右側面にも観察される。1246と 1247

は正面長軸と同方向に線状の擦痕があ  O Ol

り、 1246イま端吉hに ―一部敲打痕、 1247は

裏面にアバタ状の凹痕を持つ。1248は著しく使用されてお り、正面には長軸に対して左斜方向に溝状・

帯状の擦痕、また磨面も観察できる。右側面・裏面にも長軸に対して左斜方向に溝状の擦痕が残る。さ

らに端部には敲打による衝撃剥離痕が見られる。

使用石材は3例 とも異なり、頁岩 (在地)、 砂岩、凝灰岩が用いられている。

時期については、出土地点もそれぞれ異なり、見出されない。

石 材

計
頁岩

頁岩
(在地)

粘板岩 砂岩
デイサ
イト

ひん岩

分
類

TA R 2 1

IB 4

Ⅱ A 8

IB l 2

皿 B 1 1

計 3 3 l

第37表 石皿台石類分類別石材表

石材

計
砂岩 凝灰岩

花前閃
緑岩

細粒花南
閃緑岩

閃緑岩
デイサ
イト 粘板岩

花聞斑

岩
斑糖岩 ひん岩 ふん岩

頁岩
(在地)

斑岩

分
類

I 2 2 4

Ⅱ ユ 1 3 l l 7 6 2

計 3 l 3 1 3 1 l 7 14 6

第159図 砥石長幅比率
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Ⅵ 出土遺物

(18) 浮       子

軽石などの水に浮 く石材で、孔を穿った礫を浮子とした。掲載 した 1点のみの出上である (掲載率

1000/0)。 出土地点はS117で ある。1265は正面の上から1/3の ところに、貫通子とが 1カ 所空けられてい

る。形状は不整円形で、重さは332.弼 gと 大きさの割にかなり軽い。使用石材は軽石である。

(19) 球       石

敲打 。研磨により球状に成形された

もの、もしくは原石のままで球状の礫

を球石とした。計 10点出土している。

当初は石器として登録するか思案した

が、同形状の礫に若千の成形加工が認

められるものも出上したため、「球石」

とした。加工痕が認められるものは 4

点、原礫は6点である。第 160図 に長

幅比率を示 した。長/幅 1.02～ 1.37、

厚/幅 0.63～ 0.90の 範囲にまとまり、

ほぼ同サイズと言える。石材は、花商

閃緑岩 3点、溶結凝灰岩 3点、砂岩 2

点、チャー ト・デイサイト各1点である。

第160図 球石長幅比率
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第184図  微細剥離痕ある剥片 (2)石核 (刊 )
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Ⅵ 出土遺物
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第188図 石斧類 (2)
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第192図 礫器類 (2)
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第193図 礫器類(3)敲磨器類 (1)
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第198図 敲磨器類 (6)
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Ⅵ 出土遺物

4石 製 品

(1)石 棒 類

棒状の素材礫に敲打や剥離、研磨な

どにより成形 したもので、反 りを持た

ない剣状のもの、反 りがある刀状のも

の、棒状のものを石棒類 として一括 し

た。計 24点 出土してお り、9点を図示

した (掲載率 37.50/o)。 遺構内出土が 10

点 (SI出± 4点、SX出± 1点、SD出

± 5点 )、 遺構外出土が 14点である。

形状と成形方法により2形態に分け

られる。 I類は反 りを持たず、剣状に

研磨を加えたもの (石剣)が 4点、 Ⅱ

類は反りを持たず、棒状に剥離やその

後研磨を加えたもの (石棒)が 20点で

ある。

法量について観察するために、第206

図長幅比率を示した。縦軸に長/幅、横

軸に厚/幅を設定し、指数による比較を

第206図  石棒類長幅比率

行った。17点 について計測可能である。 Ⅱ類は長/幅 3.13～

8.56、 厚/幅 0.23～0.88の範囲に見られる。最も大形のものは

長/幅 8.56、 厚/幅 0.61と 突出した値となっている。 I類は 1

点のみ計浪1可能のため、比較できない。

使用石材については第 38表分類別石材表に示した通 りであ

る。24点中 16点が頁岩 (在地)で 占められる。次いで粘板岩 6点が多い。

時期については、出土地点と層位・共伴土器から推定される。 I類は調査 C区を中心に見つかって

おり、Ⅱ層及びⅢ層から出土 している。Ⅱ類は調査 B区～C区西から出土 してお り、主にⅣ群土器を

伴っている。

(2)丸 玉

敲打と研磨により丸形に成形を施し、中心に穿孔を行ったものを丸玉とした。1点出上しており、全

点を図示した (掲載率 100%)。 遺構外出土で、19B161層からである。

裏面には発掘時に付いたガジリ痕がある。表面には若千磨 り残 しが見られるが、丁寧に研磨されて

いる。石材は軟質の滑石であるため、キズが付 きやすい。直径は約 2 cm、 厚さは約 l cmで、中央に直

径 6 1ullの 穿孔がされている。垂飾品として使用されたと見られる。

(3)決状耳飾

敲打と研磨により円盤形に成形を施し、中心に穿孔を行い、そのうちの1カ 所に切れ目を入れたも

●

日

第38表 石棒類分類別石材表

頁岩
頁岩

(在地)

粘板岩 砂 岩 計

I 3 l 4

Ⅱ l 5 l

計 1 6 l
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4 石製品

のを攻状耳飾とした。計2点出上しており、全点を図示した (掲載率 100%)。 遺構内出土がS121の 1

点、遺構外出上が攪乱から1点である。

いずれも欠損品で、縦に半分を欠いている。直径は約 3 cm前後、貫通了しは0.86～ 0。 871111で ある。厚

さは0.37～0.38と いうことから鑑みれば、使用法を考えると装着するおそらく耳たぶに縦 1.5 cm以 上、

幅 0,411m以上の子とが空けられていたということである。重量は推定で5g程度だと思われる。

石材はいずれも頁岩で、丁寧に研磨整形されている。

(4)不 明快入石器

剥離による成形を全周に施 し、一部に快 りを入れたものを不明扶入石器 とした。石錘など石製品で

はない可能性もあるが、ここに分類 した。1点出上しており、全点を図示した (掲載率 100幼 。遺構外

の 13D91層 から出上している。

右側縁に幅 2.93 cm、 深さ 1.O cmの狭入がなされている。石材は頁岩である。

5そ の他 の遺物

上記の縄文時代遺物以外に、平安～近代と考えられる遺物が各少量出土 している。内訳は、土師器、

陶磁器、金属製品、銭貨である。また、縄文～近代の遺構・地点から出上した動植物遺存体についても

本項に記載した。

(1)土 師 器

1点出土 (1279)し ており、全点を図示した (掲載率 100幼 。S135床面から出土しており、必体部下

半の破片である。内面は黒色処理後に縦にミガキ調整が施されている。

(2)陶 磁 器

計 ll点を図示した。図示したうち、陶器は6点、磁器は5点である。陶器の器種は飲食器の碗類

(1280'1281)、 貯蔵具の奏類 (1289)、 調理具の指鉢類 (1286～ 1288)で ある。磁器の器種は飲食器の碗

類 (1282)、 皿類 (1283～ 1285)と 花生かと思われるもの (1290)である。大半が I層 からの出土である

が、SD 07か ら出上している1281碗類は鉄釉の天目茶碗片と見られ、時期が古くなる可能性もあるが

小片のため不明である。

(3)金 属 製 品

計4点出上しており、2点 を図示した (掲載率50%)。 掲載したものは1291包丁と思われる刃物、1292

煙管 (雁首)である。他に釘、鉄鍋片かと思われるものがある。時期は出土層位がいずれもI層である

ため不明であるが、形状から近世以降と考えられる。

(4)銭   貨

計 15点出上してお り、全点を図示 した (掲載率 100%)。 中世銭が永楽通賓 7点、元豊通賓 1点、辟

符通賓 1点、近世銭が寛永通賓 4点、不明が 2点である。中世銭のうち永楽通賓は、SD 04堆積土上位

から5点が固着した状態で出土している (永楽通賓 3点 +不明2点 )。 寛永通賓 3点は古寛永 2点 と新寛

永 1点に分けられる。また、寛永通賓の四文銭 (11波)が出土しており、初鋳 1768年から最も新 しい。
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Ⅵ 出土遺物

(5)動 物 遺 存 体

遺構内堆積土や炉焼土、埋設土器内土壌を中心に、70地点で土壌サンプルの採取を行った。上壌サ

ンプルの水洗には l llmメ ッシュ舗を使用 し、フローテーションを行った後、肉眼及びルーペ下で遇別

を行った。なお、土壌採取量については不手際により、記録はない。

選別できた資料の総数は、l llm以 上を 1個 とカウントすれば計 4,994個 (乾燥重量 139.67g)である。

70地点から採取 した資料のうち、11地点の資料については小数点 2桁まで計ることが出来る重量計で

も測定不能であった。残 りの 59地点のうち最も多 く出上したのは、採掘坑 1の 1,166個 (乾燥重量

39。 13g)で、次いで 26C区石組遺構堆積土に含まれていた 239個 (乾燥重量 36.58g)な どであった。縄

文時代の竪穴住居跡では、S112床直上から118個 (乾燥重量 0.66g)、 SI■ 堆積上下位から106個 (乾燥

重量 0,48g)、 S117下層焼土から534個 (乾燥重量 3.72g)、 S126炉から446個 (乾燥重量 3.15g)な どが

出土している。

出土した資料に対しての同定は、細片が多数を占めるため同定が困難であると判断したことと、予

算の都合上行うことは出来なかった。選別した資料と計測データはすべて岩手県埋蔵文化財センター

に保管している。

(6)植 物 遺 存 体

遺構内堆積土や炉焼上、埋設土器内土壌を中心に、129地点で土壌サンプルの採取を行った。土壌

サンプルの水洗には l llmメ ッシュ舗を使用 し、フローテーションを行った後、肉眼及びルーペ下で選

別を行った。なお、土壌採取量については不手際により、記録はない。

選別できた資料の総数は、l lllln以 上を1個 とカウントすれば計 8,766粒 (乾燥重量 65.58g)である。

129地点から採取した資料のうち、44地点の資料については小数点2桁 まで計ることが出来る重量計

でも測定か能であった。残る85地点から採取した資料のうち、直径 5 1mn以 上の植物遺存体が選別出来

る15地点について、試料同定を行った (附編 自然科学分析)。 同定を行った試料の総数は計664粒

(乾燥重量56.41g)である。なお、同定を行っていない資料と計測データはすべて岩手県埋蔵文化財セ

ンターに保管している。

試料の同定結果については附編を参照願いたい。15地点の試料のうち、8試料がS116住居跡出土、

その他はS115・ 17・ 38が各1試料、SR 01・ 02が各1試料、SK 06・ 23が各 1試料である。最も多くの植物

遺存体を出上したS116では、炉及び床面から多量のクリ種子を出上している。大半は破片となって出

土しているが、炉から2点、堆積土最下層付近から1点の完形も認められる。ほかにS138や SK 23な

どからはオニグルミ内果皮破片が少量、S116か らはトチノキ種子破片も少量見つかっている。
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4 石製品
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第207図 石製品 (1)



Ⅵ 出土遺物
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4 石製品
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Ⅵ 出土遺物
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5 その他の遺物
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観 察 表

(1)出 上位置は遺構を4分割している場合、北東をQNE、 北西をQNW、

南東をQSE、 南西をQSWで示している。また、遺構を2分割してい

る場合、北半をIIN、 東半をHE、 南半をHS、 西半を師Vで示している。

(2)法量は、 ( )は欠損している場合の残存値、 〔 〕は全形が想定

できる場合の推定値を示している。

(3)土器の胎土については、表面観察のみで行っている。金・黒は雲母、

透明 (長石 )、 白(不透明、石英)、 繊維、細礫などで表示し、算用数字

は面積割合 (%)を 示している。

(4)土器の底部残存率については、完形を100%と し、5%刻みで表した

(360° を10分割し、底部径を当てはめるもの)。

(5)土器の容量計測については、北陸短期大学に協力して頂いた。

(6)石器の法量値は、定形石器は実測図の通り、不定形石器は打点を上

方とした時の数値で示している。

(7)石器の刃部の記載について、形状は尖頭器・石鏃・石錐などの先端部

を有するものは「先」とし、先端角を表示している。また、そのほ

かは平面。断面形状を記載し、刃部角度を3カ 所以上計測した平均値

を表示している。

(8)石斧類について、自然面がある場合は欄に○、欠損の度合いは1～6

で表示している。

(9)敲磨器類について、機能部の記載は、磨面部は各部位の面数、敲都

は各部位の主に観察される敲打箇所数、凹部は各部位の凹痕数をそ

れぞれ表示している。

(lo)決状耳飾については特徴欄に内径値を記載している。
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第39表 竪穴住居跡 (SI)観察表

種 別 番号
位悩
グリッド)

検出層位

規模 (cm)
堆積土
の状況

積
＞

面

∬

床
く 平面形

炉

被熱痕跡の状況上端 端
深さ 形態

規模(cm)

員期| 短 軸 長 軸 短珈 長軸 短軸 深さ

7C20 Ⅳ層上面 (3920) 5200 (3250) 480 3層 (14D 楕円形 石囲炉 750 75

S] 8D2 Ⅳ層上面 6410 〈3750) 6410 (3500) 390 1層 (185) 楕円形 地床炉 600 強変成

7D17 V層 上面 3350 (1950) 3070 (16201 200 1賠 (55) 楠円形 地床炉 370 強変成

12C13 Ⅳ層上面 (5000) (2350) 4層 不 明 楕円形か

13C20 Ⅱ層上面 〔3550〕 〔3240〕 3240 3■ 0 4層 〔75〕 円 形 石図炉 540 強変成

SI 14C17 Ⅲ層上面 〔3890〕 3520 〔3690〕 3300 3層 円形 地床炉 弱変成

"
13C25 S105下 層 土器埋設石囲炉 600 強変成

14C7 Ⅲ層上面 3740 (2960) (2850) 4層 円形 石囲炉 700 610 強変成

14C2 Ⅳ層 上面 (1850) 2680 1層 円 形 地床炉 500 300 弱変成

14C17 SI06 08下 層 〔4900〕 〔4600〕 〔4700〕 5層 〔190〕 円形 石閣炉 645 45 強変成

11 Ⅲ層上面 46110 (2250) 4450 (21701 6層 楕円形

12 14C23 Ⅱ層上面 3230 (193 Cll 2850 ιЮ Ol 5層 円形

SI 15C21 S117下 層 (8030) (3650) 7割 0 (3180) 8層 長方形 地床炉 強変成

14 15C2と S117下 屑 (4750) 4520 (1900) 700 8層 (59) 円形

14Cユ 3 S10608下層 〔6000〕 (5350) 550 5属 〔350】 楕円形 土器埋設石囲炉 強変成

16 20B8 皿層上面 5200 (3430) 4900 r00 17層 (140) 円形 石囲炉 960 強変成

SI 17 15C21 巨居上面 (3770) 〈2980) 〈29301 (253111 500 5層 円形 土器処設地床炉 550 強変成

15B19 SX03下 層 5030 〔4050〕 〔3110〕 1030 6層 円形 石囲炉 735 550 弱変成

15324 SX03下 層 (4320) 〔3招90] (4050) 960 6層 円形 土器埋設複式炉 強変成 弱変成

20C10 SX06下 層 〔5500〕 〔5000〕 5層 (144〕 円 形 地床炉 750 弱変成

20C13 Ⅲ層上面 (49501 (3900) (3730) 2層 不整 円形 地床炉 650 390 45

20B8 S123下 層 〔4200〕 4層 円形 土器埋設複式炉 ユ080 605 変成

20B8 S116下 層 〔4400' (3350) 4200 (327111 4周 H5, 円形 地床炉 40 変成

Ш層下位 (2570) 4000 2層 イ73】 円形

15B2] SX07 F層 (5500〕 〔5000〕 660 3層 (2) (146〕 円形 復式炉 630 強変成

SX07下 層 〔6000〕 450 3層 (1) 〔160〕 楕円形 石囲炉 830 弱変成

Ы 2蜜 新)

19Bll Ⅲ層上面
(4320) (2610】 14110) 4層 (2) (74) 楕円形 地床炉 980 強変成 弱変成

28011 2670 (19801 4層 (2) 142) 楕円形

20B2ユ Ⅱ層 (5770) (5570) 5層 (129) 長方形

19B24 Ⅲ層 (4970) (3130) (4870) (2890) 8屑 (1211) 長方形

15C20 Ⅱ層下位 (7400) (1900) (7200) (1740) 9層 長方形 地床炉 ?HO) (640) 強変成
一Ｗ

15C19 Ⅱ層下位
〔4500〕 (22001 (1800) 9層 (94) 長方形

地床炉 1880)
強変成

31(後 ) (61501 (2200) (1950) (104) 長方形

団 15C13 Ⅲ譴下位 3530 3070 1層 楕円形

地床炉 880 強変成

地床炉 770 370 強変成

地床炉 370 強

16C13 Ⅲ層下位 (2730) (1630) (2680) 290 2層 円形 地床炉 850 650 120 強

S125下 層 (5540) 5920 480 長格円形

33B22 hr層 上面 (2680) (1430) (2520) (1350) 6層 方形 カマ ド 1220 強変成

20C10 SX06下 層 18000) 〔4800〕 (7800) 〔4500〕 5層 (267) 長方形

地床炉 620 260 弱変成

地床炉 (130) 弱変成

地床炉 (240) 弱変成

SI 14B24 S125壁 面 (4300) (17111J (3920) (870) 5層 円形

15C12 S134下 層 (6780) 51110 (6380) 4370 2層 (242) 長方形

第40表 住居状遺構 (SX)観察表

26より却子、SX04より旧

時期

縄文時代前期末葉

縄文時代前期末莱～中期前葉

縄文時代中期前葉

縄文時代中期前葉

縄文時代後期初頭

縄文時代
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穴

周溝 重複関係 時期 備 考
数 配 檀

五角形、六角形 縄文時代中期前棄 H15調査

長方形 SXt12よ り十日 縄文時代前期末葉～中期前葉 柱穴はSX02と 共通 H15調 査

2 不明 縄文時代前期末葉 H15調査

縄文時代後期初頭 プラン不明の為、焼土範囲のみ ■15調査

斑07よ り新 縄文時代後期初頭 H15調査

S108よ り旧、S110■ 5よ り新 縄文時代後期初頭 H15調査

S105よ り1日 縄文時代後期初頭 H15調査

9 不規則 有 S10609■015よ り新 縄文時代後期初頭 H15調査

SЮ8 SK16よ り旧 縄文時代中期前葉 H15調査

方形、五角形 Sl15よ り新、S10608よ り旧 縄文時代中期中葉 柱穴 堆積土はS115と 共通 H15調 査

不規則 SD04よ り十日 縄文時代中期前葉 H15調査

SD04よ り1日 縄文時代前期末葉 ■15調 査

更方形 有 S131よ り新、S114 17 32 38 SD04よ り

'日

縄文時代前期末葉～中期前葉 Ы 14と 共通の層 H15調 査

9 下明 S113よ り新、S117 SD04よ り旧 縄文時代中期中葉 S113と 共通の層 H15調

見方形 Ы060810よ り旧 縄文時代中期前～中葉 柱穴 堆積土はS110と 共通 H15調 査

8 五角形、六角形 S122 23 SK34よ り新 縄文時代中期後葉 H16調査

S11314よ り新、SD04よ り旧 縄文時代後期初頭 H16調査

18(41 方形 S119 SX03 SK41よ り十日 縄文時代中期前葉 柱穴 堆積土はS119と 共通 炉中央に土器設置痕有 H16TR査

方形 Sユ 8よ り新、 SX03よ り旧 縄文時代中期後葉 柱穴 堆積土はS118と 共通 H16調 査

ヨ形 有 S12136よ り新、SX06よ り十日 縄文時代中期初頭 柱穴 堆積土はS136と 共通 H16調 査

不明 S136よ り新、S120 SX06よ り旧 縄文時代前期末葉 H16調査

六角形 有 S11623よ り1日 縄文時代中期前葉 柱穴はS123と 共通 H16～ 17調査

下明 Ы22よ り新、S116よ り旧 健支時代中期後葉 柱穴はS122と 共通 H16調 査

9 不規則 縄文時代 H16調査

6 六角形 S126 34 37 38 SK42よ り新、SX04 07よ り旧 縄文時代中期中葉～後葉 H16調 査

S13438よ り新、 Ы25 Sk04 07 SK40よ り旧 縄文時代中期中葉～後葉 H16調査

不規則
縄文時代前期後葉～中期前葉 H16調 査

31 長方形 S129 SR01 P259よ り旧 縄文時代前期後葉～中期前葉 H16

斜面下側に偏る S128 SK12よ り新 縫支時代中期前葉 H1617調 査

長方形 S131よ り新、S113 32 38 SD04よ り1日 縄文時代前期末葉 柱穴 と堆積土はSBlと 共通 H16調 査

長方形 S130よ り新、S131〈後)SD04よ り旧 縄文時代前期末葉 柱穴 と堆積土はS130と 共通 H16調 査

S13031(前 )よ り新、SD04よ り旧 縄文時代前期末葉 H16調 査

S113303138よ り新 縄文時代前期末葉～中期前葉 H16調査

4 不明 縄文時代中期前葉 H16調

60 長方形 有 S138よ り新、S1252_6 37 SX04 07 SK40 42よ り旧 隠支時代中期前葉 H16調

I 不明 辛安時代 煙道の規模、長さ146cm幅 33cm深 さ15cmの lt・形116調査

長方形 有 S121 36 SX06 SD07よ り1日 縄文時代前期末葉 柱穴 堆積土はS120と 共通 H16調 査

S134よ り新、 S125 SX04 07よ り1日 縄文時代中期中葉 H16調査

68 長方形 有 S113 30 31 SK45よ り新、S125 26 32 34 SX04 07 SK40 43よ り1日 隠文時代前期末葉 床 H

備考

H15調 査

S102と 柱穴は共通 H15調 査

H16調 査

H16調 査

H16調 査
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第41表 土坑 (SK)観察表

種 別 番号
置

パ

位

列
検出層位

規模 (cm) 形 状

ヒ積土
D】犬況

重複関係 時期 4Fi考端 端
深 さ

底 面標 高

(m)
平面形 断面形

長軸 短軸 長軸 短Hll

Ⅳ層上面 と220 1000 233351 円 形 皿 形 と

'F予

砲文時代 H15調 査

)C12 Ⅳ唐上面 1000 700 670 235540 円形 渦底形 1層 電文時代 E15調 査

12D19 Ⅳ層上面 1140 900 880 770 430 230580 円形 渦,真 ,杉 I層 電文時代 H15調 査

12C20 Ⅳ層上面 2310 1660 1160 230270 精円形 逆台形 4層 電文時代中期中葉 圧15調査

Ⅳ層上面 1000 900 1140 630 233563 円形 袋 形 8居 縄文時代

13C21 Ⅳ層上面 1600 930 860 231010 不整円形 ビー カー形 6層 縄文時代中期中葉

,C20 Ⅳ居上面 1710 1340 890 360 236335 不整円形 皿形 2層 縄文時代 H15調 査

Ⅳ層上面 1020 970 820 230526 不整円形 袋形 2層 縄文Л寺代後期初頭 H15調 査

12D9 Ⅳ層上面 1540 1350 1250 250 231070 円形 皿 形 5用 縄文時代中期中葉 H15調 査

14B22 Ⅳ層上面 1870 1530 232832 円形 皿 形 5属 ,K14P78よ り新 縄文時代中期中棄 H15誡 査

Ⅳ層上面 1020 雛 0 770 500 不整円形 皿形 1層 縄文時代中期中～末葉 肛15調査

19B23 S129床 面 〔1200〕 〔1130〕 〔H70〕 229605 不整円形 皿 形 6層 縄文時代 H17調

13C15 Ⅳ局上面 〔1730〕 〔1610〕 〔1630〕 232165 円形 皿形 2層 縄文時代後期初頭 ■ユ5調

14B22 SK10底面 1040 1270 232565 円形 ビーカー形 4層 ,K10よ り1日 f・l文時代中期前棄 ■15J・E査

14C8 V層上面 490 1220 232182 不整円形 皿 形 1層 縄文時代前期末実 H15調 査

14C2 Ⅳ層上面 800 232048 円 形 フラスコ形 11膳 組文時代中期前菜 H15調 査

SK 17 13C17 W層 と面 800 円形 鍋底形 2層 縄文時代中期中菜 H15調 査

SK 12D14 Ⅳ層上面 800 830 560 230580 精円形 鍋底形 ユ層 縄文時代 H15調 査

13C13 Ⅳ層上面 〔1300〕 〔610〕 231558 円形 冊底形 縄文時代前期末葉 H15調査

SK 14C24 Ⅳ層上面 〔1500〕 〔1380〕 7411 230 230847 桁 円形 皿 形 I層 健文時代中期初～前葉 H15調 蜜壁

SK 13C22 V層 上面 i000 230369 楕円形 溝形 4層 縄文時代中期中葉 H15調査

SK 14C7

'11015壁
面 720 (650) 楕円形 皿 形 3層 縄文時代 H15調 査

12C18 Ⅳ層上面 1110 920 830 635 231434 円形 ビーカー形 6肩 縄文時代 H15調 査

14B24 Ⅳ層上両 1580 〔H50〕 〔940〕 23232] 円 形 逆台形 121F 縄文時代 H16調 査

SK 21C23 Ⅳ層上面 1270 1100 1040 500 円形 不整形 H層 縄文時代 H16調 査

20B12 S122床 面 〔750〕 900 〔550〕 200 227724 楕円形 皿形 2層 隠文時代前期末葉 Hv調 査

20C19
'121検

出商 2780 2250 2650 2070 50 226242 不整円形 皿形 2層 圧21よ り新 縄文時代中期前葉 H16調 査

15C10 Ⅳ層上面 100 230802 不整円形 皿 形 1層 )K33よ り新 隠文時代 H16調 査

21C16 Ⅳ層上面 1460 400 1280 225945 不整円形 皿形 1層 】K30よ り翔子 偲文時代中期中葉 H16調 査

21C16 Ⅳ層上面 1370 070 80 225750 不整円形 El形 2層 SK29よ り十日 電文時代前期初～前葉 H167jr査

15Cll V層上面 1640 1450 231123 円 形 皿形 1層 電文時代前期末莱 ■16調 査

22B10 Ⅱ層下位 1480 380 225330 台形 皿形 3層 不明 H16調 査

15C10 V層 上面 2020 ユ740 900 230638 長方形 皿形 1層 SK28よ り1日 下明 Il

20Bll Ⅱ懸下位～Ⅳ屠上面 (2560) 2480 228330 円形 ビーカー形 9層 S116よ り旧 巴文時代前期末葉～中期前葉 H16調 査

16Cll Ⅳ層上面 (1200) 229758 精円形 皿形 [層 ,K36よ り十日 不明 H16調 査

16C16 Ⅳ層上面 1260 1070 229689 楕円形 EIl形 1層 ,K35よ り新 不明 ■16調査

Ⅱ層 下位 2020 1780 450 225390 長精円形 逆台形 4層 下明 H16調 査

Ⅳ層上両 1250 1000 580 224346 不整R形 鍋底形 ユ層 縄文時代後期初頭 H16調 査

Ⅳ層上面 1790 1460 1970 225460 円 形 フラスコ形 22層 縄文時代早期末菜～前期初棄 ■16調 査

40 15C3 Ⅳ層上面 (930) 1420 (1020) 670 231044 円形 ビーカー形 4層 ,1263438よ り1日 縄文時代中期前葉 H16調査

15B17 Ⅳ層上面 1330 1160 550 490 745 232180 円形 逆台形 10層 工1819よ り新 鶴文時代中期後爽以降 H16訓

14B25 亜26壁 面 1150 〔900〕 875 〔635〕 600 232430 楕円形 逆台形 不 明 H16調 査

15C9 ,138床 面 〔1460〕 〔1240〕 500 230668 精円形 鍋底形
'13238よ

り旧 縄文時代中期初頭以前 H16調 査

SK ,D04堆 稽土 1670 680 2080 ″71118 楕円形 円筒形 12層 中 Ltt 14 H16調 査

SK 15C14 狂32床 面 870 230175 格円形 皿形 1層 狂32よ り十日 縄文時代 ■16調 査

20B8 ■22床 面 860 1250 730 150 227612 楕円形 皿形 縄文時代中期初頭以前 H17調査

20Cユ V層上面 1140 480 227212 円 形 逝台形 2層 縄文時代早期末菜

第42表 土器埋設遺構 (SR)観察表

番号
位 置

検出層位

規模 (cm)
堆積土
の状況

掘り方の形状

重複関係 時期 備 考上 端 下 端
深さ 平面形 断 面形

上器の設置状況

長軸 短軸 長 軸 短FIH

SR ,OB17 Ⅲ居上面 280 210 200 2層 円形 濁底形 正 位 S128よ り新 電文時代中期前葉 H15調 査

と5C17 Ⅲ層上面 270 250 150 〔250〕 1層 円形 やや斜位 S132よ り新 縄文時代中期前棄 H15調 査

第43表 配石遺構 (SH)観察表

種 別 番号
位置
グ1,ッド

検出層位
規模 (cn)

設置標高 (m) 設置条件 重複関係 時期 備 考
長 軸 短 軸

19C4 Ⅲ層上面 227820 扁平礫7個 を楕円形に配置 弩文時代中期前葉 H16調 査

-296-



第44表 焼土跡・炉跡 (SF)観察表

種 別 番号
位置

(グ リッド)

検出層位
規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況 H手 期 備考
長軸 短軸 深 さ

01 Ⅳ層上面 不整円形 強変成 電文時代 H15調 査

,D23 Ⅳ層上面 265 215 不整円形 強変成 電文時代 H]

Ⅳ層上面 290 290 不整円形 強変成 電文時代 H15調 査

Ⅳ層上面 370 15 不整円形 弱変成 電文時代 H15調 査

13C15 Ⅱ屑上面 315 不整形 強変成 弱変成 電文時代 H15調 査

Ⅳ層上面 不整長形 強変成 電文時代 H15調 査

Ⅱ層下位 635 不整形 強変成 電文時代 H15調 査

13C15 Ⅱ層下位 不整円形 弱変成 電文時代 H15調 査

14C17 思層下位 不整形 弱変成 電文時代

Ⅱ層下位 桁円形 弱変成 電文時代 H15調 査

14Cll Ⅲ層上面 不整円形 弱変成 電文時代 H15調 査

16B17 採掘坑上面 135 脩円形 強変成 近世以降カ H15調 査 石組を持つ

SF 13C19 Ⅲ用上面 方形 強変成 弱変成 嘔文時代 H15調 査

14D13 hI層 上面 455 円形 強変成 弱変成 電文時代 H15調 査

14C21 皿層上面 不整形 弱変成 電文時代 H15調 査

12C12 Ⅳ周上面 330 不整形 強変成 電文時代 H15調 査

17 22B9 工層上両
280

不整円形 強変成 弱変成 電文時代 H16調 査
210

20Cl Ⅱ思上面 30 不整円形 弱変成 電文時代 H16調 査

20C12 Ⅱ層上面 530 不整形 強変成 弱変成 電文時代 H16調 査

20C13 ば21堆積上直 L 不整形 強変成 電文時代 H16調 査

SF Ш層上面 625 不整形 強変成 電文時代 H16調 査

Ⅱ層上面 円形 強変成 電文Л子代 H16調 査

19324 皿層上面 390 不斃権円形 強変成 電文時代

Ⅲ層上面 535 不整円形 強変成 弱変成 電文時代 H16調 査

第45表 堀・溝跡 (SD)観察表

位置 (グリッド)

規模 (cm) 形状

軸方向
土

況

積

状

堆

の
重複関係 時期 備 考種別 検 lII層 位 上端 下端

深さ
●A面標高

平面形 断面形
長軸 短 軸 長軸 短 軸 (m)

,D1819,22 Ⅳ層上面 満 (5950) 680 (5800) 233484 灘 形 皿形 N-55°―W 1屠 不明

)D2022^-24 V燿 上面 溝

『
7801 (7780, 233208 滞形 皿 形 N-43°一W ユ層 不 明 H15調 査

SD ,D22～ 24 Ⅳ層上面 満 40 233206 澁形 al形 N-45°一W 1'Eヨ 不 明 H15調 査

12D～

15D15C16C16D
Ⅱ層上面 堀 49400 4660 44500 225721 溝形 V字形

N-55°一W～

N-75°一W
13～22層

S111-14、 3031

より刻F SK44よ り1日

中世

か

H15^―

17調企

13C7.1217.21 Ⅳ層上面 l■ (10300) (8100) 580 370 230つ74 溝形 鍋底～皿形 N-25°一E 2層 不 明 H15司阿望ヽ

13C1213 Ⅳ層上面 消 290 231948 溝形 鍋底形 ユ層 不 明

43^ヤ C 旺局 L面 堀 (24200) 4430 124200〕 1580 221999 溝 形 逆台形
斜面上側N-23°一E

斜面下側N-40～ 70°―E
7～ 10用

S136、

SX08よ り新

中世

か

第46表 墓坑 (SZ)観察表

種 別 酢;
位置

(グリッド)

検出層位

規模 (ca) 形】夫
堆積土
の状況

重複関係 時期 備 考上端 下端
深 さ

底面標 高

(m)
平面形 断面形

長 fll 短軸 長 軸 短期

Ⅳ層上面 790 234380 台形 鍋底形 3屠 近世以降か H15調 査

13C14 Ⅱ層上面 1750 1480 1460 232010 方形 鍋底形 1層 近世以降か を方形に西こ置 H15調 査

第47表 井戸跡 (SE)観察表

種 別
位置

イグ1,ッ ド)

検出屑位

上部施設の規模 (cm) 下部施設の規模 (cm)
堆積土

の状況

形状

重複関係 時期 備考上端 下端
深 さ

上端 下端
深さ 平面形 lI面形

長軸 短 軸 長軸 短軸 長軸 短軸 長軸 短軸

SE 25C14 Ⅳ層上面 2280 2520 2120 680 520 1650 3層 方形 阻形 近世以降 H16調 査

-297-



第48表  ピット (P)観察表

種 別 番号
位 置

規模 (em) 堆積状況

出土遺物上端 端
深さ

底 面標 高

(m)
層位 主体堆積土

長 軸 短軸 長 軸 短 軸

P 8D3 720 650 430 233409 1 10YR3/3暗褐 粘性中 しまりやや疎 黄橙ブロック(径 lcm)微 量含む

P 2 6C22 660 480 237398 2
110YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫(径 ユc血 程度)多 量含む

210Y馳 /4褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫イ径Icn程度】少量含む

P 3 98Ю 234914 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 tBJ色 土を縞状に含む 土器ユ片(1

P 4 6Dl 150 65 236545 2
110YR2/3黒 褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫 (径 1～ 2cm m角 )少 量含む

210YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 5 725 580 236382 I 10YR4/6褐 粘性弱 しまりやや密

P 6 6D8 315 不明 不 明 1 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcm亜 角)微 電含む

P 355 273 235570
3

110YR3/3H旨褐 粘性弱 しまり疎 210YR6/6明 黄褐 粘性やや弱 しまりやや

疎 310YR4/6褐 粘性弱 しまりやや密 中礫〈径lcm亜角)少 量含むP 6D7 235477

P 685 235300 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや密

P 455 390 235350 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎

P 11 心 5 315 235135 10YR4/4褐 粘性弱 しまりやや疎

P 12 6D12 460 235090 10YR4/4褐 粘性弱 しまりやや疎

P 450 50 234880 2
110YR4/4褐 粘性弱 しまりやや疎

210YR4/6褐 粘性やや弱 しまりやや密

P 5C25 560 500 220 236935 10YR3/31旨 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 325 60 236210 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり疎

P 5D9 300 235835 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)少量含む

P 17 380 80 235415 10YR4/4褐 粘性弱 しまり疎

P 395 95 315 235385 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり疎 黄褐ブロック(径 2cn)少 豊含む

P 200 235405 10YR3/4暗 褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

P 5D25 765 234615 10YR4/4褐 +10YR6/6明 黄褐の混合 粘′性やや弱 しまりやや疎

P 5C23 1125 320 165 237240
110YR2/2黒褐 粘性中 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

210YR5/6黄 褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 lcm亜角)少 せ含む

P 5C23 600 260 270 237185 1 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcn亜角〕少量含む

P 5C22 640 260 237335 2
ユ10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

210YR4お 掲 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 ユcln亜角)少 量含む

P 24 5C22 685 550 180 298 237247 2
110YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

210YR4/6褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcn亜角)少 量含む

P 5D4 980 260 215 236500 1 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

P 5D3 380 320 2411 220 236665 I 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcn亜角)少 量含む

P 27 690 630 215 305 236495 1 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 Icm亜角】少量含む

P 5D3 395 305 236555 2
110YR3々 黒褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

210YR3/4暗 褐 粘性中 しまりやや疎

P 29 5D8 120 550 236050 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまり疎 中礫 (径 lcn亜 角)微 量合む

P 5C22 500 100 237170 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり疎 中礫(径 lcm亜角)少 量含む

P 31 620 130 236430 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcl亜 角)少 量含む

P 770 740 630 610 236885 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcm亜 角)少 量含む

P 5D6 520 360 340 295 236230 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径lcm亜角)少 量含む

P 34 490 234060
10YR6/6明 黄褐 粘性弱 しまり密 地山将堆積か(人 為か)地 山に似た土質だが

ちよっと暗い

P 580 〕Э ll 233375 2
110YR3/4暗 褐 粘性弱 しまりやや疎

210YR74褐 粘性弱 しまりやや疎

P 8Dl] 293 234157 2
110YR3/2黒 褐 粘性弱 しまりやや疎

210YR3/31旨褐 粘性弱 しまり疎黄褐地山ブロック少豊含む

P 37 8D12 210 200 507 233785 2
1 10YR3れ暗褐 粘性弱 しまりやや疎

210YR4/6褐 粘性やや弱 しまりやや字

P 100 291 234040 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや徳

P 400 180 695 23289D 1 10YR3/4暗 褐 +10YR6/6明 黄褐の混合 粘性やや弱 しまりやや疎

P 40 8E6 232350 2
110YR3/4暗褐 粘性弱 しまりやや疎 柱痕 210YR4/6褐 ■10YR5/6黄 褐の

混合 粘性弱 しまりやや密 柱あた り(埋 め上〕

P 41 1280 1050 1060 860 265 235915 10YR3/4暗 褐 粘性弱 しまりやや疎

P 42 6D20 540 234710 3
110YR3/41旨褐 粘性弱 しまりやや疎 210YR3/4暗 褐 +10YR4お 褐の淀合粘

性弱 しまり密 3 10YR4/61BJ粘 性弱 しまり密

P 7E8 960 800 ‐00 540 475 232630
110YR3/4暗褐 粘性弱 しまりやや疎

210YR2海 黒褐 Ⅲ10YR6/6明 黄褐の混合 粘性弱 しまりやや密

P 6E10 380 130 470 231945 1 10YR3/41旨 褐 +10YR6/8明 黄褐の混合 粘性やや弱 しまりやや密

P 8D17 360 125 233555 ЮYR3/4暗褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 5cm亜角)少量含む 礫石錘 1

P 8C22 800 640 300 658 234417

110YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎 明黄褐粘土質ブロック(径 5cm)少 量

含む 2 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや密 明黄褐粘土質ブロック(径 5

cm)多 呈含む 3 10YR4れ褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 8D9 240 233894 2
110YR3れ 褐 粘性弱 しまりやや宿

210YR6海 明黄褐 粘性弱 しまり宿 暗褐土を含む

P 8D14 240 233607 10YR3/4暗 褐 粘性弱 しまりやや密

P 8D19 60 233226 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎

P 8D24 320 90 232944 10YR3れ暗掲 粘性弱 しまりやや密

P 20 312 233256 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎

P 8D19 120 2
110YR4れ 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物2%含 む

210YR4れ 掲 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物2%明黄褐七含む

P 8D20 305 233145 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 8D25 420 232340 2
110YR3/4暗 褐 +10YR6/6明 黄褐の混合 粘性やや弱 しまりやや疎

210YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 3D22 120 約 8 232827 1 10YR4/6褐 +10YR6/6明 黄褐の混合 粘性やや弱 しまりやや疎
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種 別 番号
位置

(グ リッド)

規模 (cm) 堆薇状況

出土遺物L端 下 端
深 さ

底面標高
層位 主体堆積土

長珈 短軸 長 41 短軸 (m)

〕D22 235 170 233380 1 10YR3/3R音 紹 粘性 弱 しま りや や疎

P 2
110YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 2 10YR6/8明 黄褐 粘上質粘性やや

弱 しまりやや疎 掘 り上1,た 、尉で埋めている

P 370 6112 232598 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 360 525 233180 I 10YR4/4～ 6褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 611 320 160 233185 2
1 10YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや陳 210YRク 4P3粘性やや弱 しまり

やや疎

P 12C6 485 470 232227 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫〈径 1～ 5cm亜角)少 量含む

P 12C6 440 232335 ЮYR3/3暗褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 5cm亜角)少 量含む

P 12C6 275 Й 5 229550 10YR3/2黒 褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 よ～2cm亜角)少 量含む

P 12C8 365 200 450 232235 ЮYR3/4JttttJ粘 性弱 しまりやや密

P 12C8 280 207 232425 10YR3/2黒 褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cm蓮狗)少 量含む

P 12C8 320 232350 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや密

P 500 415 250 232132
110YR3/2黒褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cn亜角)少 七含む

2 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 しまりやや密

P 12C9 320 280 272 232380 2
110YR3/3暗緒 粘性弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 5cD亜角)少 迂含む

2 10YR3/2黒褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cm亜角)少 量含む

P 69 12C9 348 232307 10YR3/2黒 褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cn亜角)少 量含む

P 70 12C9 400 200 232080 10YR2/3黒 鵜 粘性やや弱 しまりやや弱 中礫(径 1～ 3cm亜角)少 量含む

P 12C14 465 320 232195 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 3cm亜角〕少量含む

P 72 13C2J 380 240 231037 1

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 lcmtt F距 角)

少量含む
土器3片(25g)

P 73 12C25 660 600 447 231208 3

1 10YR3/2黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物 1%含む

210YR2/3黒褐 粘性中 しまりやや疎 炭化物1%含む

310YR3/4暗褐 粘性中 しまりやや疎 中礫(径 1～ 2cm亜角)少 登含む

上器2片 (190gl→ 594

P 12C23 240 231185 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中'礫〈径 1～ 2cm亜角)少 量含む 土器10片 (110gl→ 595

P 12D2 605 300 873 230765 1

10YR3/3暗 tBJ粘 性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 2cm亜角)少 量含む

中～大礫(径 10cm以 下】微量含む

土器9片 (115gl、 礫器、

石皿 台石類各 1点

P 13C17 300 260 231414 10YR2/3黒 簡 粘性中 しまりやや密 中礫〈径 1～ 2cm亜角)少 量含む
土器 14片 (110g)、 敲磨器

類 1点

P 77 1200 850 680 233105 3

1 10YR4/6褐 粘性中 しまりやや疎 斑点状に明黄褐粘上質小ブロック

(径 Icnた 少見含む 2 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎

3 10YR3/4暗褐 ■10YR7/8黄 橙の混合 粘性やや弱～中 しまりやや疎

P 14B22 〔780〕 〔750〕 〔600〕 10YR3/4暗 褐 粘性中 しまり疎 褐粘土質小ブロック小篭散在 石匙 1点

P 12D14 830 180 231038 I 10YR3/3日 音褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 80 12D9 800 750 600 152 231166 1 10YR3/3暗 褐 粘性中 しまりやや疎 土器ユ片(20gl

P 940 800 600 400 230580
1 10YR3/4暗褐 粘性弱 しまりやや疎

2 10YR4/4褐 粘性中 しまりやや密 中礫(径 1～ 3cm亜角)少 量含む

土器40片 (535g)→ 597

598、 敲磨器類2点

P 12D3 700 600 500 165 231405 1 10YR3/3H音 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器59片 (680宮 )→働9600

P 13C5 1550 930 232742 3
1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎 210Y昭/3暗 褐 粘性中しまりやや

疎 3 10YR4/6褐 粘土質 粘性中 しまりやや疎

土器17片(2500、 敲磨

器類 1点

P 84 12D3 510 231300 1

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫(径 1～ 2cm亜角 )

少景含む

土器164片(3095gl→601

～603、 二次加工 1点

P 12C17 510 231940 2
1 10YR2/3黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎

210YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

土器19片(190gl-604

6115

P 160 232250 10YR2/2黒 褐 粘性弱 しまりやや疎 土器4片

P 200 2313紹Э 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器9片(1100→ 606

P 14C20 220 177 231318 10YRν3にぶい黄褐粘性弱 しまり疎

89 265 255 200 231225 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまり疎

P 14C8 300 270 232060 10YR〃 3黒 jtR粘 性やや弱 しまり疎

P 300 686 230695 10YR3/3HBfTgJ粘 性やや弱 しまりやや密 中礫(径 1～ 2cm亜角)少 量含む

P 13D6 350 230745 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12D5 270 240 230989 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器 1片 (10g)

P 12D5 395 200 60 231322 10YR3/2黒 褐 粘性弱 しまりやや疎 土器4

P 12C25 231455 10YR2/3黒 褐 粘性弱 しまりやや疎 土器1

P 12C25 280 260 231168
1 10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 2 10YR5/3にぶい黄褐 粘性やや弱

しまりやや密 中礫〈径 1～ 2cm亜角)少 豊含む

と器3片〈25gl、 スクレイ

パー、二次加工各1点

P 13C21 520 220 231371 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12D4 48tl 231402 tOYR3/4略 褐 帖性やや弱 しまりやや密 中礫(径 lcm亜 角〕少量含む 上器8片(80gl

12D4 3611 241 231342 1 10YR靱 暗褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫(径 ユcn亜 角〕少そ含む 土器ユ片(10gl

12D4 395 360 290 340 231217
10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや密 中～大礫(径 5～20cm亜角)

少量含む
土器2片 (15gl

P 12D4 340 270 380 231070 10YR3/3暗 褐 粘性やや鵡 しまりやや密 上器2片■0郵、礫器1点

102 12D5 320 120 169 231218 10YR4れ褐 粘性弱 しまりやや雀 土器

P 103 12C24 220 160 231390 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 104 12Cll 〔160〕 不明 不 明 〔441〕 232146 10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎 中礫(径 lcm亜 角)少 量含む

P 105 12C12 160 409 232168 10YR3/3晴 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

106 12C12 230 180 140 490 2321157 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

107 12C7 240 120 197 232493 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C7 360 160 173 232559 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎

P 12C7 95 232497 ЮYR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C7 245 140 232395 とOYR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C9 23Ю 180 232330 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C14 400 140 232244 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 113 12C14 280 170 176 232285 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C10 460 260 180 232543 10YR3/3暗 ttl粘 性やや弱～中 しまりやや疎
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P IOYR3/3暗 掲 粘性やや弱 しまりや

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

10YR2/3黒 掲 粘性やや弱  しまりやや疎

ЮYR2/31P褐 粘性やや弱 しまりややl~4

ЮYR2/3黒褐 粘性やや弱 しまり疎

10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや密

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫 (径 lcm以 下 亜角)少邑含

む

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまりやや疎～やや密

10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫 (径 lcm以 下 亜角)少量含

む

10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや弱～弱  しまりやや疎

10YR3/4暗 褐 粘性弱 しまりやや密

褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫 (径 1～ 2cm亜角)少量含む

10YR3れ暗褐 粘性弱 しまりやや

10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや密 中礫 (径 lcmtt F亜 角)少量含

10YR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 大～巨礫 径10～30cm位 亜角 )

10YR3/3暗 褐 粘性弱 しまりやや疎

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまりやや密

10YR3/3暗 掲 粘性やや弱 しまり疎 明黄褐上 (径 3cm)

R3/2黒 褐 粘性やや しまりやや疎

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

ЮYR3/2黒褐 粘性やや弱～中 しまりやや疎

ЮYR3/2黒褐 粘性弱 しまりやや疎

ЮYR3/2黒褐 粘性やや弱～弱 しまりやや疎 中礫 (径 lcm重角)少景含

1 10YR2/3黒褐 粘性中 しまり疎 暗黄掲粘土質ブロック (径 5cm)少量含む

210YR4れ 褐  粘性やや弱  しまりやや疎  3107R3/2黒 褐  粘性中 しま

り疎 410YR5/3に ぶい黄褐 粘性中 しまりやや疎

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや政

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまり疎

悩 粘性やや弱 しまり疎

粘性やや弱 しまり陳

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまり政

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまり疎

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR2/2黒 褐 粘性やや弱  しまり疎

10YR3/2黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物 1

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

ЮYR2/3黒褐 粘性やや弱 しまりやや疎

褐 粘性やや弱 しまりやや陳 炭化物ユ%含む

110YR3/2黒褐 粘性中 しまりやや疎 炭化物2%含む 210YR3/4暗褐

10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎～やや密

10YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎

褐 粘性やや弱 しまりやや疎～やや密

やや弱 しまりやや疎

しまりやや疎

10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10YR2ん黒褐 粘性やや弱～中 しまり疎

10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

10Y翻ツ4褐 粘性やや弱 しまりやや陳

やや弱 しまりやや疎

土器18片 (180g)→ 607

土器1片 (5営 )

上器ユ片 (15g)

土器6片 (60g)

土器4片 (30g)、 石鏃2点

土器ユ片

土器4片 (

土器2片 (30g)

土器16片 (2約 g)→ 608ω 9

土器4片 (110g)

土器4片 (75宜 )

土器33片 (870g)-611～

3

土器ユ片 (10g)、 石鏃、
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frL別 番号
位置

(グ リツド)

規模 (cm)
jL積状況

ni土遺物
「

端 下端
深 さ

底 面標 高

(m)
層位 主体堆積 fL

長軸 短期 長411 短期

P 14D7 230 150 140 2301X15 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 14D7 229710 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 14D6 540 26Ю 355 230018 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器4片 (95宣 )

P 14D15 140 207 230260 10YR3/3暗 褐 ll,性やや弱 しまりやや疎 土器7片 (100寛 )

P 460 230133 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器9片 (

P 14D15 230250 10YR2/3単 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14Dll 200 160 150 230266 10YR3/鋸褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14Dll 580 520 230016 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器4片 (50g)

P 189 15D6 240 160 175 229557 10YR3/4暗 ttJ 粘性やや弱 しまりやや疎

P 177 229555 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 40 160 229620 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14D10 320 260 348 229430 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14D10 210 219 229568 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 194 14D10 100 299 229488 3
110YM/4褐  粘性やや弱  しまりやや疎 210YR3/4暗褐 粘性やや弱

しまりやや疎  10YR4/6褐  粘性やや弱  しまりやや疎
土器2片 (75g)

14D10 200 160 368 229484 10YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎 灰化物296含 む

P 14D10 220 229535 10YR3/4暗tBl 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14D10 120 100 142 229740 3
110YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎 210YR3々 暗褐 粘性やや弱

しまりやや疎 310YR4/6褐  粘性やや弱 しまりやや疎
土器5片 (70g)

P 14D15 340 468 229355 10YR4れ褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物2%含 む

P 320 300 205 229960 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

14B23 865 232990 10YR2/3黒 褐 lar性 やや弱 しまりやや疎

14323 280 160 100 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

14B23 400 220 170 232920 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 203 14B23 210 200 232750 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14C3 280 232585 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 220 200 232595 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 206 3&0 232523 10YR3/4晴 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 260 232765 10YR3/4暗 掲 粘性やや弱 しまりやや疎

P 750 300 231563 3

110YR17/1黒  粘性やや弱 しまり疎 210YR17/1黒 +10YR5/6黄 褐の

混合 粘性やや弱  しまりやや疎～疎 3 10YR2/3黒褐 粘性やや弱

しまり疎

土器13片 (180g)-615

P 631 231466 10YR2/2黒 褐 粘
′
ltや や弱  しまりやや疎 ( )

P 14C9 240 231740 10YR2/2黒 樹 粘性やや弱 しまりやや疎 )

P 14C19 840 740 231057 1 ЮYR4/4褐 粘性やや弱 しまりやや疎
土器ユO片 (140g)、 石鏃 1点

→1007、 石皿 台石類 1点

P 13C25 480 230996 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり疎 土器10片 (150質 )

P 13C20 370 365 231179 ЮYR2/3黒 lBl 拙平Lやや弱 しまり疎 土器 1片 (

P 13D3 880 820 340 1034 230120 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 可I礫 (径 1～ 5cm亜角)少量含む 土器3片

P 480 400 290 572 230442 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 13D4 240 180 89 230920 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 13D3 260 220 165 148 230860 ЮYR2/3黒褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 12C12 820 564 231746 2
125YR3/4暗 赤褐 粘性やや弱 しまりやや疎 焼上 (弱変成 )

2 10YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎 中礫 (径 1～ 2cm亜角)少竜含む

P 12C12 220 〕DO 211 232117 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器 1片 (1

P 220 12C12 85 246 232006 ЮYR3/3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C17 270 200 180 232157 10YR3/31き 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 12C13 240 232898 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 土器2片

P 14C23 260 230662 10YR3/4陪 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14C24 230731 ЮYRν3暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14C22 400 340 240 230∞ 2 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 上器2片

P 14C8 232066 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 14C8 150 435 231813 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 14C8 120 496 231784 OYR3/4購43 粘性やや弱  しまりやや疎

P 14C3 250 220 232328 10YR2/3黒 掲 粘性やや弱 しまりやや疎

P 230 14C19 120 236 230905 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 14C20 240 230006 10YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎

P 232 14D14 229526 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱  しまりやや疎 炭化物2%含む

P 14D14 280 240 120 477 229454 10YR3/4暗 格 粘性やや弱  しまりやや疎

P 14D9 260 240 229634 OVR3れ 賠箔  粘性 や や翻  1フ ま りやや疎

P 14D9 250 229593 7R3/4日旨褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 236 14D9 205 222 229698 YR3れ暗楊 粘性やや弱 しまりやや政

P 237 229668 10YR3/3賠 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 238 240 220 165 553 229432 10YR3/姑褐 粘性やや耳お しまりやや疎

P 239 %0 ユ20 229517 10YR4/4褐  粘性やや弱  しまりやや疎

P 240 200 145 235 229817 10YR4/4褐  粘性やや弱  しまりやや疎

P 236 229581 10YR4/4褐  粘性やや弱  しまりやや疎

P 235 229759 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 557 229188 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 15D6 350 250 320 229435 1

10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 貨褐粘土質ブロック (徒 10cm)

P 15D6 100 275 220470 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 230 252 229468 10YR3/4暗 IgJ 粘性やや弱 しまりやや疎

P 15D7 〔220〕 〔130〕 〔130〕 〔60〕 202 229238 ЮYR3/4暗褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 16C16 680 230100 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫 (径ユ～3cm)30%含 む I片 (10α )

P 16Cll 710 530 500 230395 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 呵督礫 (径ユ～3cm)30%含 む )

P 15C20 640 440 230400 10YR3/3R音 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫 (径 lcm)5%含 む 土器3片
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位置
(グリッド)

規模 (cm) 堆積状況

出土遺物番号 端 端
深さ

底商標高
層位 主体堆積土

長 � 長軸 短期 (m)

P 39 tl 230425 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎
土器 1片 (10g)、 石鏃 1点

栞1片石器2点

P 15C20 680 540 400 230192 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 15C19 〔380 230328 10YR2/3黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 中礫 (径 Icm)5%含 む

P 254 15C19 650 440 430 230549 10YR2/3黒 tg」 粘性やや弱  しまりやや陳 中礫 (径 lcm)5%含 む 上器1片 (10F)

P 740 570 230978 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎 中礫 (径 1～ 2cm)15%含 む

256 15CIO 550 420 231216 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎 中礫 (径ユ～2cm)15%含 む 石鏃 1点

257 15C10 600 231318 ЮYR3/4暗 ttJ 粘性やや弱 しまりやや疎

P 380 320 228336 2
110YR3/3暗褐 粘性中 しまりやや密 砂粒(径 1～2mm)5%含む

225Y5/4黄 褐 粘性強 しまり中 中礫 (径 1～ 3cm)15%含 む

P 20B16 360 234 227775 3

1 10YR2/2黒褐 粘性中 しまり中 混和物ほとんどなし 210YR2/3黒 褐

粘性やや弱 しまり中 砂質 310YR4/3にぶい黄褐 粘性強 しまりやや

密 細～中礫 (径 3～ 10mm)10%含 む

i器 7片 (75g)、 石鏃 1点 →

P 20C6 240 197 註記なし

20C17 380 220 226650 と百己なし 土器 1片 (15g)

P 20C16 150 226879 な し

P 21B15 450 90 70 210 226070 註記なし

P 21B25 300 220 225520 言主記なし

P 14C10 232025
10YR2/2黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎  Ⅱ層からの掘 り込み (SX07に

付属か)

P 266 14C10 250 231700 10YR2/2黒 褐 粘性やや弱 しまりやや疎 (SXMに付属か ) ■器9片 (

P 160 231532 10YR2/2～ 3黒鶴 粘性やや弱 しまりやや疎 (SX07に 付属か ) 土器3片 (10g)

P 15C15 80 230133 10YR3/4暗 褐 粘性中 しまりやや疎 (IIl嬉起源 )

P 16C6 760 230%2 10YR3/2黒 掲 粘性中 しまりやや疎 (Ш 層起源か ) 土器 7片 (1

P 2ηЭ 16C7 32 230144 10YR3/4暗 褐 粘性中 しまりやや疎 (Ⅲ 厨起源 )

P 16C17 760 430 229242 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまりやや疎Ⅲ層起源 )

P 272 16C16 680 229433 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱 しまりややnk(Ⅱ 層起源 )

P 16C16 580 229774 10YR4んにぶい黄褐 粘性やや弱 しまりやや疎

P 274 16C16 790 640 198 229715 10YR4/4褐  粘性やや弱  しまり中 中礫 (径 1～ 2cm)3%含む

P 275 15CJD 400 400 103 23016均 10YR4/6褐  粘性弱 しまり中

276 15C20 460 350 89 230155 10YR3/41旨 褐 粘性やや弱  しまり中

P 277 19B12 530 〔450, 228723 註記なし

P 278 19B12 420 〔400〕 1 Y8お黄 粘性中 しまり中 十和田中板テフラ10%含む

P 280 133 230853 2
110YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 210YR3/2黒褐 粘性やや弱

しまりやや疎
土器31片 (470g)

P 280 16Cユ 750 1 ЮYR2/3黒褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 16C6 860 230 230472 1 ЮYR4/4掲 粘土質 粘性やや弱 しまりやや疎 土器 1片 (5g)

P 380 153 230842 ЮYR3/4暗褐 粘性やや弱  しまりやや疎 土器4片 (95g)

P 283 38Ю 330 277 229468 1

10YR3/3暗 褐 粘性やや弱 しまり中 10YRν 8明黄褐粘 と質 (径 1～2cm)

2%含 む

P 15D7 150 229375 ЮYR3/4暗褐 粘性やや弱  しまりやや疎

P 15D7 130 590 229229 10YR4/4褐  粘性やや弱  しまりやや疎

P 19C10 258 227136 10YR2/2黒 掲 粘性やや弱 しまりやや陳 混和物なし

P 19B19 400 228480 1
110YR4/4褐  粘性やや弱  しまり中 炭化物 (径5mm)1% 黄ブロック (径

lcm以下)5% 礫含む

P 19C8 150 227088 3

1 10YR4/4褐 粘性やや弱 しまりややあり 他層より礫多 く径大 きい (～

5cm)210YR4れ 褐 粘性やや弱 しまり中 黄ブロック20% 礫含む

310YR4/4褐  粘性やや弱 しまり中 黄ブロック40%含む 礫ほとんど含

まない

P 289 19C7 280 220 200 226887
110YR3/4H音褐 粘性やや弱 しまり中 黄ブロック (径 lcm程度)10%含む

2黄 ブロックの入 らない I層

P 290 19B9 320 2ユ 0 80 226 22910ユ
1 10YR3/4暗褐 粘性やや弱  しまり中 黄ブロックlo%含 む (全体的に礫少

ない) 2 1層 と似る

P 19B10 160 229075 2

110YR3/4暗褐 粘性やや弱 しまり中 黄ブロック (径5mm)2%含む

210YR3/41ご褐 粘性やや弱 しまり中 黄ブロック15%含む (全体的に礫少

ない)

19B10 82 229073 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまり中 責プロック (径 3cm程度)15%含む

P 19B15 333 228333 2

110YR74褐  粘性やや弱 しまり中 黄ブロック (径5mm)2%礫含む

210YR5/6黄 褐 粘性やや弱 しまり中 黄ブロック
‐o% loYR4/4褐 ブロ

ック30% 礫含む

P 19B13 170 140 229229
10YR4/4ttJ 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物(径 lcm)1% 焼土(径 5mm)

と%含 む

P 19B13 140 229080 10YR4左 褐 粘性やや弱  しまり中 責ブロック (径5mm)5%含む

P 19B12 280 130 229312 10YR4た 褐 粘性やや S「J しまり中 黄プロック (径5mm)2%含む 礫多�

P 297 19B12 229118 2
110YR74褐  粘性やや弱  しまり中 黄ブロック (径 lcm)含む 210YR4/4

褐 粘性中 しまりやや疎 黄ブロック (径5mm)2%含 む

P 298 19Bll 232 229019
10YR4/4褐  やや黒味強い 粘性やや弱 しまり中 地山ブロック(径 lmm)
1%含む

P 299 229253 2
110YR4/4褐  粘性中 しまりやや疎 黄ブロック (径05～ lcm)5% 炭化

物 (径 lcm)1% 礫含む 21層 に似るが苛ブロック少なぃ

P 300 19B7 〔110〕 229303
10YRν 4褐 粘性やや弱 しまり中 黄ブロック (径5mm)5% 炭化物 (径 5

mm)1%含 む

229357 1 P300と 似るが犬化物多い (2%)

P 19B6 270 〔130〕 100 82 229373 1

10YR4/4鵜  粘性やや弱 しまり中 黄ブロック (径 lcm)1% 炭イと物 (径 5

mm)2% 礫 土器片合む

P 20B9 730 530 570 330 227591 註記なし 敲磨器類 1点
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番号
位置

(グユルド)

規模 (む m) 堆箱状況

lH土 遺物上端 下 端
深 さ

底両標 高

(m)
懸位 主体堆積土

星 nd 節llt 長 軸 短 軸

P 19Bll 200 229065
10YR4/4褐  粘性弱 しまりやや疎 炭化物 (径5mm)黄 ブロック(径 5mm)
1%含 む

P 19311 160 229194 2
1 10YRν4tgl 粘性やや弱 しまり中 中礫 (lcm程度)多 く含む

210YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎

P 19Bll 230 229165 よ P304に似る

P 307 19Bll 229313
10YR4/4褐  粘性やや弱 しまり中 礫多い (P305の 1層 と同じ位)黄 ブロッ

ク (径5mm)5% 炭化物 (径5mm)1%含む

P 19Bll 200 229380 I

10YR4/4褐  粘性やや弱 しまりやや疎 黄ブロック (径5mm)5% 炭化物

(径5mm)I%含 む

P 19B12 80 229938 1 10YR4れ 褐 粘性やや弱 しまり中 混和物な し

P 19B12 200 80 60 254 229773 1

10YR4/4褐  明るい黄褐に近い 粘性やや弱  しまり中 炭化V/J赤 粒 (径 5

mm)1% 責ブロック (径 1～ 2cm)10%含 む

P 19B17 140 229816 P304に似る

P 19Bll 200 160 120 228926 2

110YR3れ 暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物 (径 1～ 2cm)15% 焼

(径ユcm)5% 黄ブロック (径 1～ 2cm)20%含 む

2 10YR4/4褐 粘性 F.「J しまりやや疎 砂質 黄ブロック (径5mm)10%含

P 19B12 220 150 228783 2

1 10YR4れ褐 やや黒味強い 粘性やや弱  しまり中 黄ブロック (径 5mm)
10% 炭化物 (径lcm)2% 赤色粒 (径5mm)1%含 む 石より南側に多いが分

層はできなかった 210YR4/4褐  やや黒味強い 粘性やや弱 しまり中

黄ブロック(径 1～ 3cm)30%含 む

P 19B13 180 230127 1 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまり中

P 19B12 360 230 135 230179 2

110YR3れ 暗褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物 (径5mm)1%含 む

2 10YR3/41音褐 粘性やや弱 しまりやや疎 炭化物 (径5mm)3%含 む (底都

の方がより多い)

P 19B12 110 230192 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱  しまり中 炭化物 (径5mm)1%含む

P 19B7 230152 10YR3/3暗 IBJ 粘性やや弱  しまり中

p 19B12 120 229084
10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまり中 赤粒 (径 lcm)1% 炭化物 (径 Icm)2

%礫 土器含む

19B14 200 110 337 228855 10YR3/2黒 褐 粘性強 しまり密 黄ブロック30%含む

P 320 20B15 110 308 226879 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱 しまりやや強 中礫 (径 1～ 2cm)20%含 む

P 20B15 180 227132 10YR3/2黒 褐 粘性やや弱  しまりやや疎～中

P 322 20B19 220 150 227134 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまり中～やや強

20B14 156 227281 10YR3/3暗 褐 粘性やや弱  しまり中

P 20B19 290 200 105 105 227362 10YR3/4暗 褐 粘性やや弱  しまり中

P 20B19 280 275 150 227292 10YR3/4Π旨褐 猫性やや弱  しまりやや疎～中

P 30B14 350 227297 註記 な し

第49表 遺構内ピット(p)観 察表
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第50表 土器観察表

日縁～

胴上半

平縁 日端内面

複合口縁

ⅣGin
①

平縁 凹み(4単

位か)口端上面

刻み(棒 状工具 )

平縁 内面複合

口縁 山形突起

2個1単位

平縁 指頭痕(2

本指で交互に

摘んでいる)

Ⅳ_ln
①

堆積土上位

大波状 波頂部

刻み1個

Ⅳ」‐n

①

大波状 波頂部

刻み 1個

外面Jat整・施文など

地文→沈繰 1条破 位 弧状 )

地文→沈線(横 位 平行■渦巻 文様状 半裁竹管 )

隆線 I条 (横位 直約 十隆線 1粂 (縦 位 波状)→沈

線1条 (横 位 直線 押引 左から右

並行して横走する沈線の間に

斜位の沈線を充填(回縁文様〕

地文→口端部に粘上貼付後

付14単位)→ 半裁竹管による方形区画隆沈線→弧

状沈線による文様帯区画(横 位)

指頭圧痕→ナД 横 )

線)+隆線上刻み(横位)→ 刻み(縦 位)

地文→沈線 1条 llH位 直約 一横位沈線と口端の

間に短沈線(斜 位 左傾)を 充填→沈線 1条 (横位

撫決)

地文→口:文様帯粘土貼り足しやや肥厚→隆線

(方 形区画)+原体側圧

地文 底部外側にやや張り出し

隆線2条 (縦 位 平行l■隆線間ナデ調整→突起→

突起脇刺突2個 (円形 垂直方向)→ 沈線(縦位 文

様表現 )

地文→沈線 I条は 位 直線)→ 沈線(文様区画)→

磨消→ボタン状貼付+刺 突 1個 (円 形 垂直方向

竹管 )

沈線 (縦 位 突起下に楕円形区画)

地文→顕:隆線ユ条(横位 直線)+隆線上沈線 I条

(横 位 直線〕

地文 輪積み(内 面上 外面下)

地文→沈線(文様区画)一 連鎖状隆線(縦 位 弧状)

口端内外面粘土貼付により肥厚→沈線(半 裁竹管

横位)一 沈線間、連続刺突(竹 管斜位)→短沈線(縦

位)→ 沈線 (半数竹管波】犬)― 口～顕:隆帯只占付(隆

帯上刻み)

地文→沈線(文 様区画)一 磨消→ボタン状賄付→

隆線 1条 (横位 直線)よ り上は無文帝→波頂部から

垂下する連鎖状隆線ユ条(縦 位 )

沈線 (文 様表現)■連鎖】犬沈線→刺突 1個

垂直方向 竹管)
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内面調整 施文
など

ナデ(横 )

ナデ (横 )

ナデ〈横)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

黒斑有

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 胡同

下半は縦 )

ナデ(横 )

ナデr嘲

指頭圧痕

剥 落

ナデ(縦 )

ナデ(横 )

ナデ(縦 )

指頭圧TR

ナデ(横 )

指頭圧痕

ナデ(横 )

ナ デ

ナデ(横 )

ナデ(横〕

ナデ(横 )

ナデ(日 縁→横

胴

ナデ(横〕

ナデ(縦 )

ナデ(横 )

ナデ (横 )

ナデ(横〕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ〈横)

5YR 4/6赤 褐外面スス少量

5YR 5/4にぶい赤褐

75YR 6れ にぶい橙

75YR ν6橙 75YR 5/3に ぶい褐

5YR 6//4に ぶい橙

10YR 4/1褐灰 10YR 7/2に ぶい黄橙

75YR 7/6栓 75YR 8/6浅 黄橙

75YR 5/2灰 褐75YR 7/2明 褐灰

75YR 7れ にぶい橙 75YR 6/1褐 灰

5YR 5/4にぶい赤褐

5YR 4/8赤 褐

10YR 7/3に ぶい黄橙 10YR ν3にぶい黄橙

10YR″ 4にぶい黄橙5YR 4/3にぶい赤褐

75YR 5/2灰 褐

ЮYR ν3にがい黄橙 10YR 6/4にぶい黄橙

10YR 7/4に ぶい黄橙 10YR 6/2灰 黄褐指頭圧痕 十網代(I)
単軸絡条体

第1類 (R)

5YR 5/4にぶい赤褐

10YR 7/3に ぶい黄橙 10YR 7れ にぶい黄橙

ЮYR 7/3にがい黄橙
指頭圧痕 ナデ調整

(植物繊維痕 )

透1繊維少量 ЮYR 7/4にぶい黄橙

5YR 6れ にぶい橙

10YR 7海 にぶい黄橙 10YR″ 4にぶい黄橙

75YR 6/6橙 75YR 7/41こ ぶヽ

75YR ν4にぶい橙 75YR 6/3に ぶい褐

10YR ν4にぶい黄橙外面スス少量

75YR 6/6欄 75YR 5/4に ぶい褐

5YR 4/6赤褐

75YR 6/2灰 褐

5YR 7/6橙
単軸絡条体

第1類 (R)

25YR 4/6赤 褐

自ユ金3黒 1 10YR 5/3に ぶい黄褐 lllYR 5//4に ぶい黄褐

10YR 5″ 灰黄悩

10YR 7/4に ぶい黄橙

10YR 6/3に ぶい黄橙 10YR 5/3にぶい黄褐

10YR 5ん にぶい黄褐 10YR 4/4褐

75YR 7/4に ぶい橙5YR ν4にぶい橙ナデ 果実痕か

容量 1つ0を

ナデ(縦 )
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援合破片数

平縁 折 り返 し

回縁

平縁 折 り返 し

回縁

口縁～

胴下半

胴下半

～底

平縁 山形突起

(刻 み2個 )

回縁～

胴

日縁～

胴

平縁 山形突起

4単 位(穿 孔各 1

個)内面に鍔状

3層上位

1層

3層上面

2層下位

外面貼付 によ

平縁 内外面肥

厚

平縁 突帯状

内面肥厚

大波状 橋状突

起 (果 か)・ 内面

複合口縁

平縁‐内面粘土

賠付→複合ロ

縁

平縁 内外面複

合日縁

外面調整 施文など

地文 底刊近ナД 横 )

ナД横)輪積 (輪積幅15～20cm上凹、下凸)

地文→隆線二十2条 (横位 平行)の問に隆線(横 位

波杓

地文→沈線(区 画)一磨消 黒斑有

日縁無文帯→地文→無文帯と地文の間に連鎖

状沈線(横位 )

地文 輪積(輪 積幅40～ 50cm)

地文→沈線C字区画 文様帯区画)→磨消一連

続刺突(縦位)→ ボタン状貼付け」突押さえ)→ 山形

突起下に渦巻文→刺突(円形 文様起点と終点 )

日縁無文帯→地文→無文帯と地文の間に隆線 1

条(横位 直約 一隆線(円 形区画)→ 磨消―ボタン

状貼付→山形突起下に沈線(渦巻)

地 文様帯区画)→底付近ナД 杖 )

輪積(輪積幅1 5cm平 行)

地文→山形突起から出る連鎖状隆線(縦 横位)

地文→底付近ナデ(横 )

2個 棒状工只

(横位 平行)の 間に短沈線(斜位 左傾+右傾)充

填一文様帯と地文の間に沈線 1条 (横位 jA4犬
)

沈線(方形区画)→ 地文(方 形区画内充壊)→ 山形

突起から出る隆線(縦位)→ 山形突起直下に刻み

3個 (横位)

状区画)十磨消十ボタン】夫瀾占付(刺

沈線上)突起下に文様展開

ナД横)黒 斑有

地文 輸積 (上 凸、下凹 輪積幅45～ 50cm)

地文→頸:T4k線貼付2条〈横

ナД杖 )

沈線3条 (横位 平行 )

地文→隆線による

帯内隆常際に沈線2条

隆線2条 (横位 平行)→沈縫 条(横位 弧状)2段

配置

沈線 1条 (横 位 太)十沈線3条以上(文様状 細 )

沈線2条 (横 位 平行)の 中に連続刺突(縦位)充壊

→文様帝と地文の間に沈4Rl横 位 弧状)

橋状突起→地文→隆線(文様区画)短隆線を多

様

地文→口縁無文 →無文帝と地文の間に運鎖

状隆線 1条 (横 位

直線)

直線)+直下に沈線1条 (横位

地文一日端隆線2条〈杖位 平行l■ I」
k線

際に沈線

(隆 沈線)→波頂部に渦巻文

複合日縁 _し に沈線(横位 進弧状 太)

地文→隆帯+隆線 I条 (横 位 直線)隆荷上に原

体側圧(縦位)→ 文様帯と非文様帝の間に沈線

(杖 位弓町対

地文→粘土貝古付1個 け旨頭痕有)
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地文 輪積(外下、内上 輪積幅50～65cm)



内面調整
なと

75YR 7/4に ぶい橙

単軸絡条体

第1類 (Rl

5YR 7/4にぶい橙 5YR 6/4にぶい橙

10YR 5/2灰 黄褐 10YR 5/2灰 黄褐

75YR 76橙 75YR 5ん 明褐

10YR 7/6明 黄褐 ユOYR 6/6明 黄褐

外面スス少量 5YR 72灰褐 5YR 4/3にぶい赤褐

10YR 5/2灰 黄褐 10YR 7/3に ぶい黄橙

10YR 7/4にぶい黄橙

75YR 7/3に ぶい橙 75YR 5/1褐 灰

10YR 5/3にがい黄褐 ЮYR 4庖 灰黄褐

5YR 71褐 灰

5YR 5/4にぶい赤褐

75YR 7/6橙 75YR 7れ にぶい橙

5YR ν6橙

10YR 4/3にぶい黄褐 ЮYR 7れ にがい黄橙

25YR 5/4に ぶい赤褐 25YR 6/4に ぶい橙

75YR″ 4にぶい橙 75YR 7れ にぶい橙

自3金2黒 I 10YR 4/2灰黄褐

10YR ν4にぶい黄澄 10YR 4/2灰黄褐

10YR 5/3にぶい黄褐 10YR 6れ にぶい黄橙

75YR ν3にぶい褐

5YR 7/6栓

10YR 5/2灰 黄褐 75YR 5れ にぶい褐

75YR″ 4にぶい糟

75YR 7/6橙 5YR 5/6明 赤褐

75YRク 1褐灰 75YR 6/3に ぶい褐

75YRン 4にぶい糧 75YR 5れ にぶい褐

75YR 5/3に ぶい褐 75YR 7れ にぶい橙

75YR 4/2灰 褐 10YR 6/3に ぶい黄橙

自1透1金3 5YR 5れ にぶい赤褐 5YR 5/3にぶい赤褐

10YR 6/4にぶい黄橙 10YR ν4にぶい黄橙
外面上半スス、

ナデ(横 )黒斑右
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位琶(グリッド)

平縁 複合口縁

日端上面亥Jみ

堆積土上位

平縁 Iu形突起

折 り返し口縁

堆積土上位

雅積土上～中位

平縁 口端内面

複合回縁(肥厚 )

平 縁 突 連 十隆

線 1条 瞭 位 Jヽ

波 状 )内面 肥 厚

平縁 複合日縁

山形突起

外面調整 施文など

地文一日縁無文稀→無文需と地文の間に

I条 (横 位)一 沈線(楕 円形区画〕‐磨消→茅1突 (竹

地文→キャリパー形日縁の回端と頸部に隆沈線

%柊破 位 平行 )

地文一文様帯と非文様帯の間に隆線1条 (横位 )

→文様帯に平行して隆線 1条〈横位 )と複合口緑の

間に隆線ユ条(波状十隆線上に原体回転)を充填

沈線2+l条 (横位平行)の間に短沈線(弧】nを充填

地文 輪積(外下、内上 輪積幅20～ 2 5cm)

黒斑右

複合日縁上短沈線(縦位)

地文→口縁無文帯→

に隆線I条帳 位l■ 山形突起から垂下する隆線と

の交点にポタン状貼付→ここを起点に沈線 (構 円

形区画)す る→磨消(完全に磨消されない
)

沈線1条は 位 直線 押 Bり十沈線1条 (横位 山形 )

を2段配置→波頂部下に隆線 I条 (縦位 l■ 隆線上

に刻み(横位 )

地文→底付近ナデ(横 )

沈線2+1条 (横 位 平行)の 間に短沈線(斜 位右傾)

を充壊

沈線各ユ粂(横 位 平行)の 間に上下から交互刺突

(縦 位 )

地文→沈線 〒)の 間に沈線による

方形区画→文様帯と地文の間に沈線1条 (横 位

画

地文→沈線 1条 (横 位 直線 )

地文→隆線 1条 (横位

状)一 縦位隆線際ナデ調整(地 文磨り消される)→

回縁隆帯貼付(横 位 突帯状 渦巻)

沈線2条 (横 位 平行)の 間に短沈線〈縦位 弧内 を

充猿、中央に円形貼付

地文→沈線c字状に区画 回縁は無文帯)→ 磨消

一回縁に連続穿

地文一隆帯(Y字 状)→沈線 1条 (半数竹管)による

三角形文様帯「X画

地文→複合日縁十貼付上押圧(連続指頭痕)→ 隆

線 1条〈横位 直線)+隆線上刻み→沈線1条 (横位

波状)→ 補修孔 1個

沈線(横 位 平行十山形)

地文→沈線2+1条か〈横位 平行)の間に短沈線

(斜 位 左傾)を充填

各 1条→原体側圧2条 (横位 平行)

地文→隆沈線(横 位lr沈線t横位 弧状 )

地文→沈線2条 (横位 直線十弧り町のFalに 短沈線

(縦位た充填、短沈線中央には渦巻文(単位区画か)

複合口縁上沈線3条 (横位)‐連続刺突(横位 半裁竹管)

二無文帝)→ fu沈線による

様表現一文様帯と非文様帯の問に隆線1条 (横 位

直線l■ 隆線上刻み(縦位 )

地文→沈線2+1条 (横位 平行)の 間に沈線 (横 位

波内 文様帯と非文様帯の間に隆線 1条 (横 位

直線)十 隆線上刻み(縦位)黒斑有

地文→波頂部突帯状→波頂をb突

展開→沈線(太 )で三角形を基調としたモチーフ

地文(複 合回縁上石傾、胴郡左傾 瞬の原々

間に無文帝)→ 円形粘土貼付(指 頭で成形 )

地文→隆線2条は 位 平行)十 隆線問原体側圧→

隆沈線 1条 (横 位 山形)

地文→複合口縁上に原体lRl圧 (縦位)黒斑有

地文→隆沈線2条 (横位 平行)の上下に

条(横位 弧】大)

地文→隆線 1条 (横位 l■沈線I条 (横位 弧状 )

地文→隆線1条 (横位 直線)→ 隆線と口端間はナД横)

‐隆線から繋がる突起(中 空)右(1単位か)黒斑有
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内面調整 施文
など

底部痕跡 ススコゲ
縄文原体

胎 土 色調外面 色調内面
底部残

存率(%|
備 考

地 文 条の顆き 回転万F 条幅 結節

ナデ(横 ) 無節(Ll 左 縦 透 2 75YR 5/3に ぶい褐 75YR 5/4に ぶい褐

ナД 横 ) RL 左 横 白2 5YR 6/8橙 5YR ν6明赤褐

ナデ(横 ) 左 縦 日 1 10YR 6れ にぶい黄橙 10YR 7/2にぶい黄橙

ナデ(横 ) 自 1 10YR 6海 にぶい黄橙 10YR 7/3にぶい黄橙

ナデ(横 ) 左 縦 白ユ透2金3 75YR 5/3に ぶい褐 10YR 5/3にぶい黄褐

ナデ(横 ) ナデ(Ⅳ ) RL 右 縦 白2透1金 1 10YR 4/2灰 黄褐 10YR〃3黒褐 容量3硲 を

ナД 横)剥落 自2透ユ 75YR ν4にぶい橙 5YR 6/4にぶい橙

ナデ(横 )

右

左

横

縦
白2黒 2 75YR 4//3褐 5YR 6/4にぶい橙

ナデ(横 ) 透 1 5YR 4/3に ぶい赤掲 5YR 4お 赤褐

ナデ(横 )

笹(m)一 ナデ(Ⅳ )

固有

単軸絡条体

第1類 (Ll
直 立 縦 透 2 10YR 8/3浅 黄橙 10YR″ 2にぶい黄橙 100 容量0∝ を

ナデ(横 ) 透 2 75YR 6/6橙 5YR 6/6橙

ナД横)

内面口端

スス微量
LR 右 横 透 1 75YR 5/4に ぶい褐 5YR 5/4にぶい赤褐

ナД 横〕 透2金〕 5YR 3/2暗 赤褐 75YR 5れ にぶい褐

ナД 横) 透 よ 75YR 5/3に ぶい褐 75YR 4為 褐

ナ LR 右 横 透 1 75YR 4/2灰 褐 10YR 4/1紹厨力〔

ナデl■i) 右 横 白1透 2 5YR 4/3にぶい赤褐 5YR 4/2"〔 IB

ナデ(横 )

外面口縁

スス少量

単軸絡条体

第1類 (r)
左 縦 透 2 5YR 4/2灰 褐 5YRツ4にぶい赤褐

ナデ(横 ) LR 左 縦 透 2 10YR 7/3にがい黄橙 10YR 7/3にぶい黄橙

ナデ(横 )

外面回端

スス少景
白1透 3 5YR 6れ にぶい橙 5YR ν6橙

ナデ(横〕 ナД Ⅳ) LR 左 縦 透5金 1 25YR 5/6黄 褐 25YR 5/6黄 褐 100 容量089を

ナデ(横 ) 右 横 透2金2 5YR 3/1黒 褐 75YR 4/2灰 褐

ナД 横) 右 横 有(Z) 透 2 75YR 6/4に ぶい橙 75YR 6/3に ぶい褐

ナД 横)剥落 透 ユ ■5YR 4海 褐 75YR 5/4に ぶい褐

ナД 横 )

外面白縁

スス微量
右 横 自1透 1 5YR 4/4にぶい赤褐 5YR 6/6橙

ナД 横 ) LR倒 庄 透 ユ 5YR 5/4にぶい赤褐 75YR 4/31B

ナデ(横 ) 右 横 透 2 5YR 6/6橙 7うYR 7/6橙

ナД 横) 右 横 透 1 75YR 3/3暗 褐 75YR 5れ にぶい褐

ナ 白1透 1 75YR r/4に ぶい橙 75YR 7/6橙

ナ 外面スス少量 横 剣 透 I 75YR 5/4に ぶい褐 10YR 7//3に ぶい黄橙

ナデ(横 ) 左 縦 翻
端
詢

透2黒 1 5YR 5れ にぶい赤褐 5YR 4/4にぶい赤褐

ナデ(横 ) 右 縦 有lS) 透 2 75YR 5/2灰 褐 10YR 7れ にぶい黄橙

ナデ(横 ) LR 透 2 75YR 6れ にぶい橙 75YR 4/1掲 灰

ナデ(横 )

右

左

横

縦
白1 透 1 釜 1 5YR4/3に ぶい赤褐 75YR4/2灰 褐

ナД 横 ) LR 左 縦 透 1 10YR 5/2灰黄褐 10YR 7/4に ぶい黄橙

ナД 横 )

0段多条
右 横 20 自2透 1 5YR ν6橙 10YR ν2灰黄褐

ナД 横 ) LR 右 横 透 1 75YR 5/3に ぶい褐 75YR 4/2灰 褐

ナ 外面コゲ少量 左 縦 22 自1透 1金 I 10YR 8お 黄橙 10YR″3にぶい黄橙

ナデ(横 ) LR 左 縦 22 透 1 10YR 5/2灰黄褐 10YR 5/2灰黄褐
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平縁 内面粘上

貼利→複合回

縁

大波】犬 内面肥

厚

大波状 内面複

合ロイ豪

平縁 複合口縁

日端上面連続

刺突(円 形 垂直

方向)

堆積土中～下位一ff 胴 下半

～底

堆積上下位一活

北積t中～下位 括́

堆積上 下位

Ⅲ層下位

大波状 (4単位 )

複合口縁

堆積上下位一括

lt積上中位―括

堆積上上位

平縁 複合口縁

堆積土上～中位

堆積土上～中位

床直上

大波状 内外面

突起

外面調整 施文など

地文→渦巻 懸垂文を描く隆線十垂下する隆線

縦位 波力 ‐突起下 懸垂文下から出る 輪積

(外 下、内上 輪積幅50cm)

位 上が直線、下

地文→沈線2条 (横 位 平行)で区画された文様帯

に短沈線(斜位 左傾)を充填

沈線(横 位+斜位 押引 半裁竹管)による文様表現

地文→沈線2+隆沈線ユ条(横 位 平行)の 間に沈

線(蕨状)モテーフを充填(斜 位 )

波預部粘土貼付により突帯状、直下に沈線

(蕨状 )

沈線 1条 (横位)一 沈線2条以上(横位 I日 形 )

地文→沈線2条 (横位 とが直線、下が弧状)→沈

線(弧状)直 下に精円形粘土貼付骸」み縦位2個 )

地文→沈線I条 (縦位)

地文→沈線 1

状)

地文→沈線2条 (文 様区画 平行)→ 内側に沈線」

条(波状)が沿う→頸:文様区画沈線上に粘土賄付

(刻み有)

地文‐隆線 1条 (縦位)→ 隆沈線 1条 (文様区画 l■

隆線上に亥1み

地文→沈線2条 (横位 平行十弧】大)の 上に

(斜 位 左傾)を充填一沈線(横 位 弧状)の 各弧接

点から沈線(縦 位)が垂下する

地文→複合日縁上に原体側圧(縦 位〕

地文→沈線2～3条 (文様区画)→ 内側に沈線 1条

(弧状)が沿う

地文→粘土帯貼付による複合口縁が文様帯→

短沈線(縦 位 太13～ 4条と円形押圧が交互に巡る

太)充 填→頸琥 線各 1

条(横位 直線 半裁竹符)の 間に沈繰4条 (横位

波】大 半裁竹管)を充填

波頂部小波状2個→波頂部下に円形押圧一

線4条 (横位 平行 半裁竹管 )

→複合回縁上

線2条破 位 弧状 )

地文→底付近ナデ(横 )

地文(予め文様帯には施文しな立〕→複合口縁上沈

線2条 (検位 波】対→頸:文様帯と非文様帯(地 文)の

間に沈線1条 (横位)→文様帯沈線5～6条 (横 位 波

状)を 充填 沈線はいずれも半裁竹管 黒班有

地文→複合日縁上沈線1条 (横 位 ,II形 太 )

地文→沈線2条 (横位、縦位 山形 深 )

地文→波頂言限こは円形押圧→複合日縁上は短

沈線(縦位 太)と 沈線(横位 太)を交互に施文→

顕:沈線4条 (横位 山形 半裁竹管)

地文(複合口縁上は右傾、その他は左傾 月Л:隣の

原体との間は無

地文→沈線2条 (横位 平行)の 間に短沈線 (斜位

左傾)を充填→沈線(斜位 平行〕だが不明

地文→頸部に沈線2粂 (横位 平行)で文様帯区画

→これを挟んで上4条 下2条の沈線(横位 波状 )

を充填→波頂都形に沿って沈線3条を三角形に

棒状正具による格子日文→波頂部に円形貼付(中
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内面調整 施文
など

ナデ瞭)

ナД 横 )

隆線 1条

(横 位 直線 )

ナデ(横〕

ナデ破 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナД 横 )

ナデは )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナД 横)黒斑有

ナデ(斜 )

ナデ破 )

黒斑有

ナデ(横 )

黒斑有

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデは,

ナデ

(日縁→横

胴→縦 )

黒斑有

指頭圧痕

ナデ(口縁

横 胴→縦 )

ナデ(縦 )

ナД 横 )

指頭圧痕

ナデ(斜 )

ナデ(横 )

ナデ(横〕

ナデ(横 )

底部残
7革 (%}

10YR 5/1褐灰

5YR 5/1褐 灰 75YR 5/3に ぶい褐

5YR 5/4にぶ▼ヽ

5YR 5ん にぶい赤褐 75YR 6/3に ぶい褐

5YR 5お 明赤褐

5YR 4海 にぶい赤褐 5YR 5/41こ ぶ▼ヽ

75YR 5れ にぶい褐 75YR 4/6褐

自1透 1

金2黒 1

羽状(結 束1

種とR RLl
5YR 4泡 灰褐 7うYR 4泡 灰褐

75YR 5/6明 褐

75YR 4お 褐 75YR ν3暗褐

75YR 5/2灰 褐 10YR 5/2灰黄褐

5YR 7/8橙 75YR ν4浅黄橙

白1透 1金 1 5YR 5//6明赤褐内面スス微量

75YR 7/4に ぶい橙 75YR 7/3に ぶい橙

75YR″ 4にぶい橙

10YR 5/3にぶい黄褐 10YR 7/4に ぶい黄橙

5Y7/1灰 自

75YR 6/3に がい褐 75YR 8Ю 灰白

白1透3黒 1 10YR 6//4に ぶい黄橙 10YR″ 3にぶい黄橙
羽状(結 束1

種LR LR)

10YR 7/3にぶい黄橙 10YR 7/3に ぶい黄橙

5YR 7/6橙 5YR 6/6澄

5YR 7/8橙

白1埒 2金 ] 5YR ν6橙

10YR 5/3に ぶい黄褐 10YR 6/3に ぶい黄橙

5YR 5/4にぶい赤褐 5YR 5/4にぶい赤褐

自1透 1金」 5YR 5れ にぶい赤褐 5YR 5/4にぶい赤褐

10YR 6//3に ぶい黄橙 75YR 7/4に ぶヤヽ橙

10YR ν3にぶい黄褐 10YR 6//2灰 黄褐

容量1017セ

容量1535之
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堆積土中～下位

堆積上下位

小波状 複合日

縁

堆積土 F位

堆積上中位

平縁 突起 複

合日縁 内面突

帯状

Ⅳ_ln
①

堆積上下位

堆積土中位

堆積土中位

堆積土中位

堆積土下位

床直上

床直上

地文

地文

外面調整 施文など

押けけ→連続刺突(縦 位 買占付剥落か〕

地文→沈線ユ条(横 位弓瑠夫)か ら垂下する沈線(J

字状)一 沈線(維位 )も あり文様帯区画か

下する隆線2条 (縦 位 波状 )一 ここ

条には半裁竹管

地文→沈線各2条〈横位 平行)の 間に沈線2条

(横 位 弧】大)を充填 接点には渦巻文もしくは粘

土貼付骸Jみ3個 )一 沈線1条 (横 位 弧杓 →補修

孔 1個

地文→隆線2条 (横位 平行 太)一 日縁側隆線に

は隆線(S字状)が付く14単位か)→ 隆沈線 1粂 (文

様方形区画 太〕 部隅に渦巻文

地文→隆線2条 (横位 平行 太)→ 隆線3条 (方形

区画 太)

地文一口端隆

黒斑

線2条 (文様表現 )

地文→波頂部3個 1対か→波頂部隆線 1条 (積位 )

から出る渦巻文あり、内面には粘土貼付→顕:隆

線2条 (横 位 平行)→ 磨消 (完全に磨消されない
)

ユ組(縦 位 クランク 文様表現 )

上半黒斑有

(横 位 波状 )

地文→隆線各2条 (横 位 平行 )の 間に隆

蕨

位 押引 平行 左から右へ
)

地文→突起 lR4に 刻み(縦 位 )充填→頸:沈線3条

平行)→胴:沈線(文 様 )

地文→隆沈線2条 (横 位 半裁竹

条(横 位 弧内 を充填→胴 :沈線 1条 (横位 直線)+

沈線2条〈杖位 機伏)

下に沈線 1条 (横位 山形)+山 形の接点から垂下

す

地文

地文→沈線2条 (横位 平行 )の 問に短沈線(斜位

地文→文穣村と
'F文

様付の間に泥線2条 (標位

平行)→ 沈線上に粘土貼付 (刻 み3個有)と it線 (C

字状)が交互→この部分の沈線が三角形状にと

がり、この傾きに微って左右に短沈線が充填され

が付t)らオιる

口:波頂部には円形押圧1個→左右に沈線(横位

深め)頸 :沈線2+3条 (横 位 平行)の 間に沈線 1条

(横位 波】局 胴 :沈線で縦位 横位(蕨 内 渦巻な

どを描き構成 地文は顕～胴部で、日縁部は無し

地文→隆線 1条 (横位 l■ 隆線上交互刺突→隆線

直下沈線 1条 (横位)→ 隆線と口端の間に短沈線

(斜位 左傾)を充填→隆線上に粘土貼付

地文一底付近ナД 横 )

it線 (区 画 太)→ 区画内地文充壊 波頂部下には

縦長の文様区画、波頂部間は長方形と方形の文

様区画が交互に配置される 黒斑有

波頂都下に隆線(円形 文様区画た縦に2個連結

伺 とこれに冶う

垂直方向 半裁竹管)→ 頸 :沈線 1条 (横 位 直線

半数竹管)

地文→顎:沈線2条 (横位 平行)一 胴:沈線 (縦位

U字状)円 形押圧
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内面調整 施文
など

底部痕跡 ススコゲ
縄文原体

胎土 色調外面 色調内面
底部残

存率(%)
備 考

地文 条幅 結節

ナД横) 透 1 75YR 6/6橙 5YR 6//8橙

白1透

ナデ(横〕 右 横 有(Z) 透7金 1 2 0rR 4ん にぶい赤褐 25YR 5ん 明赤褐

ナデは )
自ユ透2 5YR 7/6橙 ЮYR 5/3に ぶい黄褐

ナД 横)黒斑有 右 横
透2細礫

多い
75YR7■罐 75YR6お 橙

ナデは )
右 縦 透2金 I 75YR4/4褐 5Yる/8明赤褐

ナД 横〕 右 横 22 有(Sl 透3黒ユ 75YR 6//4に ぶい橙 75YR 8/3浅 黄橙

ナД 枝)
LR 右 横 25 有(Z) 透3 5YR 3/3暗 赤褐 5YR 5/4にぶい赤褐

ナデ(横 ) 右 縦 28
自】 更畳3

黒 1
5YR78橙 5YR6海橙

ナデ(横 )
石 横 透2 10YR7/6明 黄褐 10YR4/3に ぶい黄褐

ナ=憔〕 右 横 自1透2黒 1 75YR4/6褐 75YR4/6褐

ナデ(横 ) 外面スス少量 左 縦 透 1 75YR4/2灰 掲 5YR5/8明 赤褐

ナデは )

ナデ(横 )

石
　
　
右

縦

　

縦

透2黒 1

白2透 1金ユ

割れ日に多い

5YR5洛 明赤褐

75YR4/3褐

75YR7/8黄橙

75YR3/2黒褐

ナД 横 ) 口端コゲ少量 左 横 白2 75YR6/6橙 10YR4/1褐 灰

ナ月 横 ) 白I透5黒 I 75YR2/2黒 褐 75YR7お橙

ナ デ(横 )

回端 コゲ多量

外面スス多量
左 縦 自 1 透 1 黒 ] 75YR5/3に ぶい褐 75YR4ん 褐

ナデ(横 ) 内面スス少畳 右 横 自1金1黒 1 10YR3/3暗 褐 75YR6//6橙

ナД 横 )
右 横 27

白1透2

金I黒 1
5YRν 8橙 10YRν6黄橙

ナデや横
LR 右 横 20 白2透 2金I 5YR7/8橙 7 0rR7/0俺

ナデ(横 ) 右 横 自 ] 透 ユ金3 10YR4/3に ぶい黄褐 10YR

ナД 横) 白1透3 10YR″4に ぶい黄橙 10YR7/3に ぶい黄橙

ナД 横 ) 外面スス少量 右 横
自2透ユ

金1黒ユ
5YR3/2暗赤褐 5YR3/1黒 褐

ナ 右 横 自 1 透 1 10YR6/6明 黄褐 10YR4/3に ぶい黄褐

ナデ(横 )
左 縦 白 1 透 1 5YRン 4にぶい赤褐 5YR4/3に ぶい赤褐 容量298ゼ

ナデ1横〕 外面スス少量
LR圧痕

LR 右 横
透2金I黒 1 10YR4/3に ぶい黄褐 10YR4浴にがい黄褐

ナデ(横 ) 網代(I)→ ナデ(Ⅳ ) LR 右 横 有 (Z) 白2透5黒 1 10YR 7/6明黄褐 10YR 7/4に ぶい黄橙

ナデ(横 ) 右 縦 白1透2透 1 10YR4/2灰 黄褐 10YR4//3に ぶい黄褐

ナデ(横 )剥 落 自3 10YR2カ黒褐 10YR4//4褐

ナデ(横 ) 白1透 2金 1 75YR5/8明 IB 75YR6/6橙

ナデ(横 )
左 縦 30 自2透 2 10YR3/3浅 黄橙 10YR8/4浅 黄橙

容量375を 、

重量1,200g
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平縁 複合口縁

QSE

QNE
ベルトA(EIHl)

8層 最下位

7冒 下位

8層 下位

12a層 中位

QSE
ベルトA(E側 )

7層 下位

12a層 中位

平縁■日形突起

12個)肥厚

12a層 中位

13層 中位

8層下位

堆積土上～中位
日縁～

胴上半

平縁 直1形 突起

(刻 み2個 )

QNE

ベルトA(E側
)

不 明

大波状Ⅲμ空突

起(4単位>突帯

】犬

堆積土上～中位

堆積土最下位

1層 下位

堆積北 ド位

大波状14単位)

波頂部に亥1み

(2個 )

堆積土上～中位

堆積土上位

口縁～

胴上半

堆積土上～中位

堆積上上位

堆積土上位

QNE

ベルトA(E側〕

ベルトB(N側 )

堆積土上～中位

2層

3層上位

1層

堆積土下位

堆積土上～中位

堆積土 L～ 中位

地積上最下位

堆積上中～下位

堆積土最下位

堆積上下位

堆積上上～中位

堆積上最下位

堆積土最下位

2層

大波状(4単位)

部

沿

諫

が

波

条

外面調整 施文など

沈線2条 (横 位 三角形 半数竹管)の 間に短沈線

(縦 位 半裁竹管)充 填

地文→沈線1条 (横 位 )十沈線2粂 (横 位 押引 左か

ら右へ)→ 隆線 1～ 2条 (縦 位 文様構成か)

形区画)→ 区画内地文充填 摩滅著しい

地文→沈線(縦 長区画)→ 磨消

沈線(縦 長区画)→ 区画内地文充填一隆沈線(縦

位〕摩減著しい

復合 日縁 上 傾)→ 直下に隆線 I

(横位 l■下方向から押し上げるような連続束!突 (山

形隆線にする効果)

沈線 (縦 長区画)→ 区画内地文充填 文様が波碩

部に規制されない 補修孔3個

原 の間は圧痕なく

隆線化)→ 沈線 (横 位 弧状力→

地文(口縁は15cm施 文なし)

地文→沈線 (区 画)→ 磨消→隆線2条 (横位 平行)

→連続刺突(上 斜方向から,充 填→橋状突起14単

位か)→ 沈線 (横 位 上隆線直上 )

地文→跨沈線2条 (縦 位 弧状 )

隆沈i/R3条 (横 位 波頂部形に沿)3条 日は渦巻

文のち垂下する)

地文→沈線〈区画)→磨消→隆線2条 (横 位 平行)

一連続刺突(上 斜方向から)充填→橋状突起(4単

位か)→沈線(横 位 上隆線直

沈線(縦 長区画)→ 区画内地文充填 摩滅著しい

地文→底付近ナデ(横 )

地文‐

渦巻文)

複合口縁上連続刺突(円形 垂直方向 竹管)+隆

線2条 (斜位 直線 )の 間に原体側圧→胴:地文

爪形工具による連続刺突(7段以上 まくれ返り)

地文→沈線c字状 文様区画)‐磨消→突起下円

形盲孔(2個と3個 が交互に施される)

Y字】犬 例卵形 文

→磨消→突起下に盲孔2個 突起に十字になるよ

うに盲孔 中央に貫通孔→沈線(外:逆ハート形、内

:A字状 文

地文→沈線(文様区画)→ 磨消一接点 屈曲点な

どにボタン状貼付(波 頂部下も)輪積(外 下、内上

輪積幅20～ 4 0cm)

ナД横)黒斑有

地文→頸付近:隆線2条〈横位 平行)→ 精円形突

起→突起から隆線2条 (斜 位)が 出る 下線は突起

下で渦巻文となる

地文→沈線 (文 様区画)→ 磨消 輪積(外 下、

輪積幅25～ 30cm)

地文→隆繰 (弧状 文様区画)→ 磨消→弧状モチ

ーフ接点にボタン状貼付→波頂部下に円孔 1個 +

円形盲孔2～3個 を縦位に配置→隆線上原体側

圧(一 部)輪積 (外 下、内上 輪積幅2 5cm)

ナД 横)輪積 (外上、内下)

地文一日縁ナД 横 回縁から4 5cm施 文なし)輪

積 (外 下、内上 輪積幅3 0cm)黒 斑有

地文→沈線o字状 文様区画)→磨消一文様末

端ボタン状貼付

地文一沈線J字】大 文様区画)→ 磨消

地文→沈線2条 (横 位 平行)の Frlに

左傾)を充填→沈線上に粘上貼付→沈線 1条 (横

位 山形)

地文→沈線o字状 三角形文様区画)一 磨消→

文様接点などに沈線lS字内 一沈線(縦 位 連続

S字状→蛇行懸垂文には成りきれてない
)
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内面調整 施文
など

底都痕跡 ススコゲ
縄文原体

】台土 色調外面 色調 1勺 面 醐
榊

備 考
地 文 条 幅 結節

ナデ〈横 )
自2 5YR7/6橙 10YR″6明黄褐

10YR2/2黒 褐 10YR5れ にぶい黄褐

ナデ(横 ) 左 縦 白3透 5 5YR5/8明赤褐 75YR5/8明 褐

ナ RIフ か 直 ヤ 斜 白3透 2 10YR3/1黒 悩 ЮYR5/3にぶい黄褐

ナ 右 縦 透 I 10YR4/2灰 黄褐 10YR5/3に ぶい黄褐

ナデ(横 )
しRか 白2透 3 75YR5/8明 褐 75YRν8明褐

ナД 横 )
白 1 10YR4/2灰 黄褐 10YR7/2に ぶい黄橙

ナデは )
左 縦 25 透2 25YR4/3に ぶい赤掲 25YR2/1赤 黒

ナデ〈横)
LR圧痕 透2金1黒 ] 75YR7/8黄橙 75YR3/2黒褐

ナデ(横 )
左 縦 」2透2割れ口に多い 75YR3/31ζ褐 75YR5/8明 褐

ナデ(横 )
RLR 直立 斜 白3透 2 5YR6/4にぶい種 5YR6/4にぶい橙

ナ 左 縦 透2 75YR4/3褐 75YR2/1黒

ナデ破 )
自5透 2 5YR5/8明 赤褐 5YR5/6明赤褐

ナデ(横 ) 内面スス少量 10YRν4浅黄橙 10YRν4褐

ナデ〈横)
RLR 右 縦 白2透 1 10YR3/2黒 褐 10YR5/4に ぶい黄褐

ナデ(横 ) 右 縦 自2透 2 75YR″ 6橙 10YR8/6黄 橙

ナデは ) ナデ(Ⅳ ) 内面スス少量 無節(L) 左 縦 白3透 2黒 1 10YRν 4に ぶい責橙 10YR4/3に ぶい黄褐

ナデ(横〕 左 縦 28 白3透2黒 I 10YR5/3に ぶい黄褐 10YR4/3に ぶい黄褐

ナデ(横 )
右 縦

白1透 1

金2黒 2
5YR6お橙 10YR7れにぶい黄橙

ナデ(縦 )
1透 2金 1細礫多 10YR8/4浅 黄橙 10YR7/6明 黄掲

ナデ(横 )

0狭多条12段
左 縦 割れ日に多 75YR6/6橙 75YR‐ //8黄 橙

ナデ(横 )

黒斑有
外面スス少遥 石 縦

白3透 J

金ユ黒】
10YR6/3に ぶい黄橙 10YR3/3暗 褐 容量■ 09辺

ナデ(横 ) 左 縦
透

黒

白

金
5YR7/4にパい橙 5YR7/3にぶい橙 容量H61疱

ナデ(横 ) 白3透ユ金 1 5YR6/6橙 5YR″ 4にぶい橙

ナデ(横〕 右 横
白1透 1

/1kl黒
1

10YR8/6黄 橙 ЮYR8/6黄橙

ナデ(横 )

黒斑有
網代(I」 〕

無節(Ll

RL

左

右

縦

縦

白2透

金2黒
5YR 6/6橙 75YR ν4に ぶい橙 75 容量1585ゼ

ナデ(横 ) ナデ(V)

外面スス少量

(上 半濃く下半

飛んでいる)

左 縦 白l透2 10YR ν4にぶい黄褐 10YR 7/6明 黄褐 100
容量1555M

重量4100g

ナデ(横 ) 笹(Ⅱ ) Ч外面スス多握 自1透 1 10YR6れ にがい黄橙 10YR1 7/1黒

ナデ(横 ) 木莱(Ⅱ ) 外面スス少撮

内面スス多量

右 縦 自2透 1金 1 5YRν 6橙 5YR7/2明褐灰
容量683ゼ

重量2,100g

ナデ(横 ) 外面スス多電 無節(L) 左 縦 白1透2金2 10YR5/4に ぶい黄掲 10YR6/6明 黄褐

ナデ(縦 ) 外面コゲ少量 RL 石 縦 白2透 1金 1 10YR2/2黒 褐 10YR6/4に ぶい黄橙

ナデ(横 )
右 横 帥

聯
白2透 1金 1 ЮYR71掲灰 10YR2/1黒

ミガキ(口縁→

横 月同一縦)

外面スス少量 左 縦 自1透3金 1 5YR5/4に ぶい赤褐 5YR5/6明赤褐 容量408セ
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堆積土最下位

ベルトB僻側)

QNW
ベルトA(E側 )

ベルトBIS側 )

炉E側

炉

堆積上下位

堆積上上～中位

3層下位

3層下位

床面

埋設土器

平縁(歪 み有 り)

堆積土最下位
人波状 14単位 )

内面突稀状

堆積上最下位

QNヽT

QSE
ベルトBIN側 )

炉E側

15C16

堆積土上位

堆積土上～中位

堆積土上～中位

堆積土下位

焼失焼土中直下

床面

Ⅱ層中位

堆積七下位(焼土下)

堆積上下位(焼上下)

堆積上下位

理設土器

2層

堆積土下位

1層 最下位

堆積土上～中位

堆積土最上位

堆積土下位

埋設土器

堆積土上位

2層上位

5層 上位

突起部で段差

有 り 肥厚

ベルトB斜側)

QNW
QNE
QSW
20B6

不明

平縁 突起 祈

り返 し回縁

Ⅳ‐lf
①

平縁 複合口縁

外面調整 施文なと

される(起 点は突起)→ 磨消 L字状モチーフ連絡

しない

口端に沿って隆線(縦 位刻み有り)一 波頂部は貼

構 位 亥Jみ

地文→円形盲孔1個→沈線(円形盲孔を起点とす

る文様区画)一 磨消→沈線(縦 位 連続S字状→蛇

地文(日縁2cm施文なし)

地文→沈線(文 様区画〕→磨消―ボタン

突起内面沈線ユ条(の 字状〕

地文→沈線(J字状 倒卵形区画)→磨消→突起

下円形刺突(2個)→ 渦巻文

地文→底付近ナД 横 )

地文(日縁3 5cm施 文なし,

地文→隆線(文 様区画)→ 磨消

地文→沈線(文 様帯方形区画)+文様帯と非文様

帯を区画する沈線 1条 (横 位)→ 磨消―ボタン状貼

付 輪積(外 下、内上 輪積幅2 0cm)

平行l■ 渦巻文→空白に刺突を充填

地文→底付近ナД横〕

(文 様区画 半裁竹管)→ 地文充壊→渦巻文か

隆線(横 位 楕円形文様帯区画)の 間に原体側圧

(横 位)を充壊→突起部は原体側圧による渦巻文

(上 下に斜方向から刺突)→ 沈線2条 (横位 直線

直線 )

地文→粘土貼付骸Jみ有 4単位か)+突起下の粘

土貼付には山形隆線を伴い正三角形文となる

地文→連鎖状隆線I条 (横 位)+突起部から蓬下す

る連鎖状隆線(縦位)+交点にポタン状貼付→ IIX線

上回縁部は無文帯

地文→沈線(縦位 楕円形区画)→磨消→波頂郡

から渦巻隆線(縦 位 祐円形)が垂 ドする

画

填→垂下する渦巻沈線(縦 位 楕円形 )

円形)を交互に配置

地文→隆線ユ条(横位)→ 隆線より_ヒ は無文帯→波

頂部下の隆線〈横位 )力ち懸垂】犬隆線(縦位 波状

4単位 )

複合口縁上沈線7条 (横 位 平行〕

沈線各2条 (横 位 平行)の 問に沈線2条 (横位 弧

状 l■渦巻文を充填→顕:沈線 1条〈横位 山形 )
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内面調整 施文
など

底部痕跡
縄文原体

胎 土 色調外面 色調内面 備 考
地文 条の傾き 条幅 結節

ナД 横 ) 木葉(1) 内面コゲ少量
単軸絡条体

第1類 (R)
直立 縦 白ユ透1金 1 10YR6/3に ぶい黄橙 10YR5/3に ぶい黄褐 100 容量0つ3ゼ

ナデ(横 )黒斑有

外面上半

スス多量、

下半は飛

んでいる

0段多条

(2段 LR)
左 縦 白2透 2 75YR″41こ パい橙 75YRν 4浅 黄橙

容量2153辺 、重豊

4700g

ナデ(横 )

自1透 2
75YR6/6橙 10YR6/6明黄褐

ナデ(横 ) 町外面スス少逗
単軸絡条体

第1類 (Ll
直立 縦 白I透 1 5YR5れ にがい赤褐 10YR5/4にぶい黄褐

ナデ(積 )

黒斑有
外面スス多量

単軸絡条体

第5類 (R)
直立 縦 白2透3黒ユ 5YR″ 41こ ぶい橙 5YR5/6明赤褐 容量9642

ナД↑動 外面スス少量 LR 右 横 白1透2金 ] 75YR7/3に ぶい橙 7うYRν 4に ぶい橙

ナデ(横 )

単軸絡条体

第1類 (Rl
直 立 縦 22 透3 5YR6/8橙 10YR6/6明黄褐

ナД 横〕
0段 多条

(2段 RLl
直 立 斜 白1透2金3 ■5YR6/6橙 75YR3/8黄 橙

ナデ(横 )

網代(IA)一
木葉 果実か

単軸絡条体

第1類 (Rl
左 縦

自2透 2

金1黒 1

5YR6犯 にぶい橙 5YR7れ にぶい橙 ltlll

ナД 縦)黒斑有
0段多条 左

右

横

縦

自 1 透3

金5黒 1

75YR6/8橙 10YR7/8黄橙

ナデ(回縁→蒻

胴→縦)ナ デ
外面スス多電 無節(L) 左 紙 有(Z) 白1透2 ЮYR3/2黒褐 10YRν 4に ぶい黄褐

(日縁→横 月同→

横 十縦Ⅲ鼻斑有 第5類 (R)
直立 縦 透2金1黒 1 ЮYR8/4浅黄橙 10YR3れ浅黄橙

ナデ(横 )

0段 多条
右 縦 白1透1金 1 5YR3/3暗赤褐 5YR5/8明赤褐

ナД 横) 外面スス多量 無節(Ll 左 縦 白1透 2 5YR7/4橙 5YR6/6橙

ナデ(横 )

白I透3

金2黒 1
10YR3/3J旨 褐 10YR6/3に ぶい黄橙

ナデ(縦 )黒斑有 木菜(Ⅱ )BRl落
単軸絡条体

第1類 (Rl
直立 緞 白1透2金 1 5YR6/6橙 5YR6/6橙

ナデ(横〕 しR 右 横 白2透 1金 1 10YR4/2灰 黄褐 ЮYR5/4に ぶい黄褐

ナデ(横 ) ナデ(Ⅳ )

ント面スス多量

内面スス少量
左 縦 白2透 ] 10YR5/2灰 黄褐 ЮY馬/3に ぶい黄褐 llXl 容量028を

ナД 横) 内面コゲ少量 LR圧痕 自1透2 75YM/3褐 75YR5/2灰 褐

ナデ(横 ) 内面スス少量 LR 右 横 白 1 金 ] 10YR7れにぶい黄橙 ЮYR5/3に ぶい黄褐

ナデ(横 ) LR 右 横 48 有(Z) 透 1 釜 ユ里
【

5YR4/4に ぶい赤褐 5YR73にぶい赤褐

ナデ(縦 ) 外面スス多量 右 縦 40 白2透2金1 5YR4/2灰褐 5YR6/8橙

ナデ(横 ) 付外面スス少ξ 右 縦 27 自I透 ] 10YR4/2灰 黄褐 10YR8/6黄 橙

ナデ(横 ) 直 立 斜 25 白1透2黒 2 10Y財/3に ぶい黄橙 10YR7/4にぶい貢橙

ナデ(横 ) 内面スス多量 左 綻 自2透 1 10YR7/3に ぶい黄橙 ЮYR7/4に ぶい黄橙

ナデ(横 ) ナデ(Ⅳ )

外面上半スス

多量、下半は烈

んでヤヽる

左 横 白3透2金ユ 5YR4/6赤褐 5YR4/6赤 褐
容量260η 、重量

1,260g

ナ 1透1金1黒 1 10YR5/3に がい黄褐 75YR5/4に ぶい褐

ナデ(横 ) 右 横 有(Z) 白 1 金 1 黒 1 75YRν6橙 75YR6お橙

ナデ(横 ) 外面スス少量
LR圧痕

LR
右 横 22

自1透 2

金1黒 I
10YR4/3に パい黄褐 10YR4/2灰褐
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法量 (cm)

位雹(グリッド)

堆積土下位

堆積上下位

平縁 山形突起

(2個 一対 4単位

床直上一括

堆積土下位

平縁 一部波状
■突起 複合回

縁

堆積土下位

平縁 複合口縁

突起 1個

平縁 複合口縁

IIl下 半
～底

堆積上下位

外面調整 施文など

地文一日端とit線ユ条(横位)の 間に短沈線(斜位

左傾)を充填→直下に沈線 1条 (横位 平行)あり

地文→隆it線(方 形区画)の 中に沈4Rl横 位 連弧

状)を充填→区画岡に粘土貼付(刻 み2個有)→ 区

画下に沈線2条あり粘土貼付直下で垂下する→

沈線2条 (横 位 連閃 大)+弧接点から沈線(縦 位)垂

沈線各2条 (横位 平行)の 間に沈線1条 (横位 山

形)を充填→粘土貼付部分の口端上面～直下に

地文→原体側圧3条 (横位)

地文→顕 :沈線ユ条(横位 直線十粘土貼付問一部

波状十沈線上粘上貼付骸1み有)→粘土貼付から

沈線3条〈縦位 平行》こ垂下→沈線(方 形文様区

画)の中に短沈線僻 位 左傾十右傾)を充壊→区

地文→原体制圧3条 (横位 平行)

文→沈 線 2条 (杖 位

を充填→沈線(横位 平行)下線上に粘土RHL付骸」

み有)→ 沈線 I条 (横位)から垂下する沈線 (卜 字状 )

+末端に沈線(横位 弧状 1単位)粘 ヒ貼付と卜字

が

地文→波頂郡下の三角形スペースに隆線(三 角

形文様区画)+隆線内外と内部に原体側圧 渦巻

文‐文様区画間から隆線(縦位 失印】角を差下さ

せ原体制圧を伴う

地文→沈線2条 (横 位 平行)の FElに 棒状工具によ

る下方向からの連続刺突を充填 口端は複合口縁

のための粘土帯貼付で一部に波状を伴う(1カ所は

高くなり突起となる)

地文→底付近ナД 横 )

地文→原体lHl圧 3条 (横位 平行)

地文→底付近ナД 横 )

具による連続刺突(円形 垂直方向 横位)を充填
→沈線1条 (横位)一 沈線(ノ 字状 )

地

形工具による連続刺突(杖 位)

圧3条 (縦位 )

位 平行 半裁竹管)文様稽は地文無し

地文→底付近ナД 横 外側に張り出す )

地文→隆線貼付(ハ字状 D「 面方形l■ 隆線 と通

地文→底付近ナД 横 )

連続刺突(縦 位)→ 複合口縁粘土貼付にかけて弧

状隆線十隆線上爪形工具による連続束」突(横 位〕

地文→底付近ナデ(樹 外側に張り出す)

沈線I条 (横 位

下に沈線 1条 (文様帯区画力¬

地文→底付近ナД横 )

る)→粘土買占付から隆線2条 (ハ字状l「 隆線上連続

刺突(円形 箋直方向)
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内面調整 施文
など

底部痕跡 スス コゲ
縄 文原体

胎土 色調外面 色調内面
庶部残

存率(%)
備考

地文 粂の慣き 条幅 結 節

ナデ(横〕
侑

芹

標

縦
有(Z) 透 1 金 1 聖

ヽ
10YR6/4に がい黄橙 10YR4/2灰 黄褐

ナデ(積 )
LR 右 横 25 自2透2金 1 75YR3/2黒 褐 75YR6/6橙

ナデ(横 )

黒斑有
外面スス少量 右 横 透 1 金 1 75YR4/2灰 褐 75YR5/3に ぶい褐

ナД 横)
透2黒 1 10YR3/2黒 褐 ЮYR4/3に ぶい黄褐

ナデ(縦 )

LR圧痕
右 横 有(Z)

自2透 2
/1‐ l Hdl

5YR5/6明赤褐 5YR6/6橙

ナデ(横〕 ナД Ⅳ)果実か

外面スス少量

内面底付近

コゲ少昆

0段 多条

(2段 LR〕
石 横 40

冨(禾昴

に環の

付いた

約 2つ

白ユ透 1 金 1 75YR5/4に ぶい褐 75YR5/4に ぶい褐
容量516ゼ 、重量

1600g

ナД t耐 ナデ(Ⅳ )

しR圧 痕

石 板 有(Z) 自1透2黒 ユ 75YR7たにぶい橙 75YR6/3に ぶい褐 容量290を

ナデ(横 ) 外面スス少量 石 横

輛(禾踊

に環の

付いた

鞠 2つ

半主め

白1透3金 1 75YR5/3に ぶい褐 75YR5/3にがい褐

ナデ(横 )
杖 横 有(2) 白ユ透2黒 2 5YRν 8栓 5YR3/2暗赤褐

ナデ (械 )

LR圧痕

LR 右 横 有(Z) 透 1 金 1 5YR3/2暗赤褐 5YR3/4暗赤褐

ナデ(横 ) 外面スス少景 LR 右 横 有(Z)
白1透3

金1黒 I

75YR4/4褐 5YRν 6橙

ナデ(横 )

黒斑有
ナデ(Ⅳ ) 右 横 有(Z〕

自1

釜1

透

黒
5YRν 3に ぶい赤褐 5YR1/2黒褐

ナデ(横 )

LR圧反

LR
石 横 白ユ透2金 1 75YR4/31Fg 7 5YR4/3褐 容是332ゼ

ナデ(横 ) ナデ(Ⅳ〕 しR 右 横 白1透2金ユ 75YR7/4に ぶい橙 75YR5/2灰 褐

ナデ(横 )
石 横 32 白ユ透2 5YR6/8橙 ЮYR4/2灰黄褐

胴一縦)

外面スス少量 摩滅 透 2 75YR5れにぶい褐 75YR3/4暗 褐

ナデ(横 )
LR圧痕 透I金1黒 1 ЮYR8/6黄橙 10YR5/2灰 黄褐

ナД 枝 ) 右 横 自1透2黒 l 75YR7/8黄 橙 10YR7/6明 黄褐

ナデ(縦 ) ナデ(Ⅳ )

単軸絡条体

第1類 (R)
左 斜 透2黒 1 7うYR7/6橙 75YR6/3に ぶい褐

ナデ(横)指頭圧痕
単411絡 条体

左 斜 透2金ユ黒ユ 5YR3/3暗赤褐 75YRν6橙

ナデ(横 )帝頭圧痕 外面スス少量
第 1類 (Rl

直立 縦 透3 10YR4/3に がい黄褐 10YRν 41こ ぶい黄橙

ナデ(横 ) 木葉(Ⅱ )

単軸絡条体

第1類 (R】
直立 縦 白1透 3 5YR6/0橙 5YR6/6橙

ナデ(回縁一

横 胴→縦)

外面スス少量 LR 左 縦 30 有(Z) 白 1 透3 10YR7海黄橙 10YR7/8黄 橙

ナДttЮ ナデ(Ⅳ ) 縦 25 日1透2黒 1

ナデ(横 ) 網代(I Hl― ナデ(Ⅳ ) 底コゲ少琶 自1透2黒 1 10YR7/6明 黄褐 10YR6/3に ぶい黄橙

ナデ(縦 ) ナデ(Ⅳ ) 内面コゲ少量 積 斜 透2 75YR5/6明 橙 75YR5/6明 袴 10D

ナデ(横 )
白1透2黒 1 5YR6/6橙 5YR5/3にぶい赤褐

左 縦 YRν 8橙 10YR4//2う に貢欄

ナデ (概 ) 金 1 黒 ]

75YR3/2黒 褐 5YR3れ ]旨 赤褐

ナデ(縦 )
右 横 白 1 金 ] 10YR2/3黒 褐 10YR3/4暗 褐

ナデ(横 ) 網代(IA) 石 横 有(Z)
日2透 3

金1黒 1

75YR6/6橙 75YR7/6橙 容量096之

75YR4/2灰 褐 75YR5/4に が�`4

ナ 透2黒 ] 75YR4/2灰 褐

ナデ(横 )
LR 横 斜 透2金 1照 1 7:5YR5/4にぶい褐 75YR6/6橙

ナデ(横〕 網代(I)一 ナデ(Ⅳ )
透 1 金 1 里

い
10YR7/3に ぶい黄橙 10YR8/4浅 黄橙

ナデ(横 ) 網代(IG) 底コゲ少量 白1透 2 75YR5/4に ぶい褐 75YR1/3黒 掲

ナデ(横 )
白1透 1 5YR6浴橙 5YRν 8橙
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位置(グリッド)

爪状工具によ

る刻み

E側

QNE
ベルトA(E側 )

QNE
不明

QNE
QSE
ベルトA(E側 )

炉NE側

QSE
不明

堆積上下位

堆積土中～下位

堆積上下位

床面

堆積上下位

堆積土中位

堆積上下位

堆積土中～下位

堆積上下位

堆積土

堆積土下位

Ш層下位

床面一括

床直上

床面

堆積土上～下位

堆積土中位

外面調整 施文など

地文→沈線 1条 (横位 直線)→沈線(横

平行 だが一 部 山

地文(隣 の原体との間に無文帯)→ 顎:隆線I条 (横

位 直線 )十隆線上棒状工具による連続刺突(縦位 )

一口端から隆線(横 位)に力ヽ ナて隆線2条 〈縦位)+

隆線上棒状工具による連続刺突(横 位)を4単位で

配置=口縁文様帯を4区画する効果→沈線3～4

条(横位 平行)の間に沈線2条 (杖位 山形)を交互

に挟む1区 面と沈線3条 (横 位 平行)の 間に沈線2

条(横 位 山形た交互に挟み最下段に連続刺突

(横 位 右方向から)3区画に分かれる

地文(日縁1 5cmに施文なし)

地文→沈線1+2条 (横位 平行)の 間に短沈線(斜

位 左傾)を充填→粘土貼付(4単位)

地文→隆線(文様区画)→ 文様区画 FHlに 補状把子

→棒状工具による交互刺突2段 (上 下に斜方向か

ら)→把手下から隆線2条 (縦 位 平行)が垂下

沈線2+1条 (横 位 平行)の 間に短彬

をV字】大とし両方向に左傾十右傾)

地文→隆沈線による文様表現(縦位渦巻文十∩状

文十A状文)黒斑有

地文→隆沈線〈縦位ll渦巻文

地文→沈線(縦位)

地文→原体制圧3条 (横位 平行)→ 波頂部下突起

力く剥落)→ 沈撫 横位 弧状 文様帯区画)→ 突起

下のみ接点から沈線が垂下する

沈線 1条 (横位 51K状)→ 沈線と口端の間に短沈線

(縦 位 直立)を充填

頸:隆線 1条は 位 直線 l■ 隆線上指頭圧痕 1旨 で酪

む)→ 隆線より上文様帯→沈線3条破 位 平行)の

間に沈線2条 (横位 山形)を交互に挟む

地文→隆線ユ条(縦位 直線 )■ 隆線上原体回転→

隆線 I条 (縦 位 波状 )

沈 i・7t(縦 位 楕円形十円形区画)→ 区画内地文充

填

地文→沈線 I条 (横位 直線)一 日端と

の闘に短沈線(斜位 左傾)を充填→蛇行隆線文

(縦位)で文様帯を4区画十中央に隆線(山 形)を貝占

付→直下に沈線1条 (横 位)を 配するが上位文様

帯を意識して隆線(山形)部 分は山形で他は大弧

状

隆線(縦位 桁円形区画)→ 剥落

地文→沈線キ隆沈線(WttM字状 文様区画)→ 渦

巻文一部分的に交互刺突文→顕:隆 it線 1条(横

位 直線 上下2、 程度無文帯 とし線強調)一 口縁

:隆 沈線(横位 弧状 )
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内面調整 施文
など

底部痕跡
縄文原体

胎 土 色調外面 色調内面 醜
騨

備 考
地 文 粂の傾さ ]転方市 条幅 結 節

ナデ(横 )
透I黒2白 1 10YRプ2黒褐 10YR5/2灰 黄 IFJ

ナデ(横 )

0段多条
左 横 透l細礫多 75YR4/1褐灰 ■5YR4/1褐灰

ナデ(日縁→

横 胴→縦 )

ナデ(Ⅳ )指頭圧痕 外面スス少量 直立 縦 44

有lSl

両端に

あり

自1透3黒 1 10YR″6明黄褐 10YR7/6明 黄褐 重量3,OIXlg

地文 指頭圧痕
単軸絡条体

第 1類 (L)
左 斜 白2透2黒 1 75YR6/6橙 10YR5お黄褐

ナデ(横 )黒斑有 ナデ(Ⅳ )

附加条

(Rキ R)
右 横 有(Z)

自2透 2

金I黒 1
■5YR7/8黄橙 75YR7/6橙

ナデ(横 ) RL 直立 斜 透 1 75YR4/1褐灰 7 roYR5/2灰 褐

ナデ(横 ) 外面スス少量 透1金 1 75YR4/2灰 褐 ■5YR6/6橙

ナД 横 )
LR 左 縦 白1透3黒 1 5YR6/8橙 75YR3/2黒 褐

ナД 横〕 直立 斜 自3透3 5YR4/8赤褐 5YR5/6明赤褐

ナデ(横 ) 外面スス少量
単軸絡条体

第1類(D
右 斜 白2透 1黒 1

r」YR7お橙 10YR4/4褐

横 斜 10YR6/6明 黄褐 10YR6//4に ぶい黄橙

ナデ(横 )

LR圧痕
右 横

自1透 3

金1黒 1
10YR5/3に ぶい黄褐 10YR5/3に ぶい黄褐

ナデ(横 )
白1透2黒 1 75YR3/1黒 褐 75YR71褐灰

ナデ(綻 )

外面上半

スス多量
左 縦 白2透I黒 1 5YR6/6橙 5YR5/2灰褐 容量334之

ナデ(横 )

白1透ユ

金1黒ユ
75YR5/41こ ぶい褐 75YR7/6明 黄褐

ナデ(横 ) 外面コゲ多量 LR
自1透 1

金1黒 2
■5YRν l黒褐 75YR6/8橙

ナД 横 ) 外面スス少量
RLR
LR

右 縦
22

25
自ユ透2金2 ЮYR6/4に ぶい黄橙 10YR5れにぶい黄褐

ナデ(横 ) 外面スス少量

羽猟 結束

第1種LR
RLl

左 縦
白1透 I

金3黒ユ
ЮYR3/1黒褐 10YR3/2黒 褐

ナデ(横 )

外面スス少量、

内面コゲ少量
直立 縦 自1透 3 10YR4/3に ぶい黄褐 10YR5れにぶい黄褐

ナデ(横 ) 外面スス少量 LR
石
左
雌

横
　

縦
　

斜

有(Z) 白2透 1

金1黒 ]

ЮYR6/4に ぶい黄橙 10YRν 3暗褐
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日縁～

胴下半

地積土上位

堆積土上～中位

堆積土中位

平縁 内面粘土

貼付→複合口

堆積土上位

堆積土上位

端上面棒状エ

具による刻み

内画粘土貼付

堆積土上～中位
W-lf

③

平縁 折 り返 し

IV‐ 4f
②

ベルトE(E側 )

ベルトB(S制 )

堆積上下位

堆種土最下位

平縁 内面粘土

貼付→複合日

縁

Ⅳ‐lf
②

ベルトB(N側 )

ベルトB(S側 )

大波】犬 鋸歯状

貼付(3単 位か)

Ⅳ-ln
①

胴下半

～底

外面調整 施文など

地文一回縁:隆沈線2+1条 (横 位 平行)の 間に隆

沈線2条 (横 位 S字状 +棘状 十渦巻状 )→ 頸:無文

帯→沈線3条 (横位 平行)→ 胴:沈線2～3条 (横 位

沈線各2条 1組 (横位 平行)の FHlに 沈線各2条 1組

地文一口縁 :原 体側圧ユ条(枝 位)十 末端圧LR(縦

位

平行 十華 下 十

ナデ(械 )

地文→隆線 1条 (横位 直線)十 隆線上連続刺突

(半 裁竹管 有方向から)一 口端か ら隆線 (横 位 )

に隆線貼付(縦位)■ 両隆線の交点に粘土附付

(縦位刻み有)一 口端と隆線 (横位)の FIIl(文様帯 )

に沈線(X+V字状 半裁竹管〕

隆線(L字 状 文様区画)一 区画線を狭 んで内外

に沈線(斜位 肋状 半裁竹管)一 隆線ユ条 (縦 位 )

十 1■
k線上棒状工具による凹凸(指 頭摘みか)

に沈線6条(半数竹

位 平行 押引を左から右方血へ)→

平

地文→沈線2条 (横位 平行)の 間に沈線1条 (横 位

直線)一円形貼付

沈線2条 (横位 山形 平行)

位 平行)の 間に短沈線 (斜位

左傾)を 充壊→直下に沈線2条 (横 位 平

地文→隆沈線ユ条(横 位 隆線晰付後に同方向
へ強 く沈線を引 く

地文→短沈線(斜位 左傾 半裁竹管 )

沈線 I条 (横位

位 左傾)充填

地文→底付近ナデ(杜 外側に張 り出す )

it線4条 (横位 平行 山形)一 沈線2条 (横位 弧

波頂部に円文1個 ‐

地文(H縁1 5cm施 文なし)

無文帯を挟みながら地文(縦位)を 施す

複合回縁上に

→地文

地文→隆線ユ条(横位 直線)十 隆線上連続刺突

(円 形 垂直方向 横位)→ 隆線 より上は無文精

地文→隆線 1条 (杖位 直線)+隆線上刻み(縦 位 )

沈線各2条 (横 位 平行)の 問に斜めに走 る

条(斜位 平行)を 引 く→空いたスペースに短沈

線(弧状 中心は円状)を 中′さか ら両側へ波紋状

になるように配置→中心は突起下に くるよう

に配 されている

地文―沈線2粂 (横位 平行 山形)

地文

地文

地文

地文
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内面調整 施文
など

ナデ(横 )

ナデイ横)剥 落

ナデ(横 )

ナデ(4A)

ナデ(lit)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(械 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデイ横 )

ナデは )

ナ デ(杖〕

ナデイ横 )

ナデ(縦 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ破 )

ナデ(横 )

ナデ(回縁→

横 胴→縦 )

ナデ(口縁→

横 脅同一縦 )

ナデ(横 )

ナデ (械 )

ナデ(斜 )

剥落

ナデ(縦 )

ナデ(縦 )

ナデ(横 )

ナデ(積 )

外面 上半スス

多見、下半は

飛んでいる

内面コゲ少量

75YR6/4に ぶい橙

外面スス少電 ЮYR4/3に ぶい黄褐

75YR5/3にパい褐 75YRツ3異褐

白1透1金ユ

白2透 3金ユ

白1透2黒ユ 75YR4/2灰 褐

10YR4/3に ぶい責褐

10YR3/4Hき 褐

10YR4/3に ぶい黄Tg.

75YR5/3にぶい悩

白3透 1金 2

10YRν4に ぶい黄橙

自2透 ユ黒 1

白1透3黒 ] 75YR6れにぶい橙

75YR8/6浅 黄橙

5YR4/3に パい赤褐

有6Z)
両端に有

白1透2黒ユ

5YR17/1黒

白1透3黒 ] 5YR5/4に ぶい赤褐

畢1繊維含む

白ユ楚2黒 J

5YR17/1黒

自ユ透1金 I

白3透 2黒】

5YR5/4に ぶい赤褐

75YR5/4にぶい褐

容量264認

容 量 083を

ナデ(横 )黒斑有
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床面

堆積上下位

堆積土上～中位

床面

堆積土下位

台石上

堆積土上位

堆積土中位

堆積土下位

堆積土下位

lt積 上下位
ⅣCIn

①

堆積土 ヒ位

Ⅳ-3n
①

平縁 折 り返 し

Ⅳ _in
①

床面一括

床面

皿層下位
大波状14単位)

堆積土上位

堆積土中位

堆積上下位

1層上位一括

I層 上位

堆積土上位

Ⅲ選下位

堆積土上位

堆積土上位

堆積上中位

堆積土上位
lL積上下位

I層 下位

地文

地文

外面調整 ‐施文など

地文→顕:隆線1条 (横 位 直線 )十 隆線上刻み(縦

地文一沈線 1条 (横 位 直線 )一連続剰突2段以上

複合日縁上に連続刺突(縦位 爪状 )

地文

地文→顕:沈線 1条 (横 位 直線 )→ 複合口縁上短

短沈線(弧状た充填

地文(複 合口縁上は右傾、他は左傾〕

地文→頸:沈線1条〈横位 直線)十 沈線1条 (横位

山形)→ 波頂部下に隆線による三角形モチーフ(中

心にも縦位隆約 十隆線上連続刺突〈縦位)一 文様

帯内連続刺突2～

地文→沈線I条 (横 位 直線

連続刺突(半 裁竹管 縦位)の 上に円文(竹管背側

か)+沈線2条(V字状 半裁竹管)一 連続刺突(横

位 半裁竹管)

地文→複合日縁上沈線 (横 位 連弧状 )

位 平行 山形)→円

付から横位に連続刺突(円 形 垂直方向 竹管)

形)を充填

左傾)を充填

地文→隆線1条 (横 位 直線)+隆 線上刻み(縦 位)

一文様帯内に沈線2条 (V字状)+沈線内刻み→そ

の他を沈線3条以上(横 位 平行 半裁竹管)で充

填

2条 t横位 弧】杓→その他を短沈線(統 位 弧状)で

充填→顕:隆線2条 (横位 平行)+隆線上刻み(縦

地文→底付近ナД 横 )

ナす()黒 斑有

地文→粘土貼付骸」み有り)黒斑有

地文→沈線ユ+3条 (横 位 平行 押引 左から右へ
)

の間に沈線3～4条〈横位 山形 )を充填 黒斑有

地文→沈線ユ+3条 (横位 平行 )の 間に短沈線は

位 連弧】大)十 円文を充填

刺突(下斜方向)を充填→碗状突起下懸垂文(縦

位)

地 文

地文
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ナデ(口縁→

ナデ(横〕

ナデ(横 )

指頭圧痕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデイ横 )

ナД 横 )

ナ Д 被〕

ミガキ(縦 )

ナД 横)

ナデ(横 )

ナД 横)

ナデ(横〕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナД 横〕

ナД 回縁→横

胴→縦〕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナД 横 )

外面スス少量 5YR4/3に ぶい赤褐

ナデ(Ⅳ )指頭圧痕 白1透3黒 1 75YR6/4にぶい橙

75YR7/4にぶい橙

白1透2黒ユ 75YR5/3にがい褐

木菜 (Ⅱ )→ ナ デ(Ⅳ ) 75YR1/3黒褐

白l透2黒 I

75YR7浴 黄橙

5YR5んにぶい赤褐

白1透 2金 1

白1透 3

黒1細礫多

自ユ透2黒 1

自I透 1金 1

白1透2黒 1

自2透2黒 ]

10YR″ 4にぶい責 T●
A

白1透 1金 3 10YR7/3に ぶい黄栓

自1透 1

金1黒 1

】犬(結 束第1

種LR L)
白1透2黒 1

白1透ユ金1

容電756ゼ

容量032ワ

容量231ゼ

容量1385疱

容量612をナデ(横 )
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平縁 複合口縁

Ⅳ-ln
②

lt積 土中～下位

床直 L(焼失焼

土下)

ⅣC If
②

堆積土上位

堆積土中位

堆積土中～下位

堆税上下位〈焼

堆積土上位

堆積上中～下位

堆積土中～下位

外面調整 施文など

地又→壊:瞳採 1余 (傾 11と 回羅 ,十呟盤ェ作瓜 上

による連続刺突(下 斜方向から)―口端から隆線

(横 位)にかけて隆線2条 (縦 位)+隆 線上棒状工具

による刻み(横 位)→ 沈線2条 (横位 平行 )と 沈線2

地文→頸:隆線I粂 (横 位 直緯)十隆線上棒状工具

による刻み(縦 位 )→ 沈線 1条 (横位 直線 )と 沈線 1条

地文→沈線1条 (杖 位 波状)一磨消→沈線 1条 (横

位 直線)一 口端と沈線(横位)の間に短沈線 (斜位

地文(口縁25cm施 文なし)黒斑有

→顕:沈線I条 (横位 波状 文

端とit線 (横 位)の 間に短沈線僻 位 左傾)→ 短隆

突

胴サД 横 )→ 隆線3条 (杖 位 平行)の 中央の隆線

地文→沈線ユ条(横位 平行 )と沈線 1条 (横 位 押引

左から右へ )を交互に3段配笹

地 文

位 渡状)黒斑

沈紹 条以上(横 位 平行 半裁竹管)

波嶼罰
`に

隆線担占何(澗 巻十山 1//)十 隆線上刻み→

連続刺突〈横位)→沈線2条 (横位 平行 )と 沈鹿 条

(横 位 山形)を交互に理願E置か→隆線2条 (縦 位)

地文→頸:沈線2条 (横位 平行)→沈線(山 形 文様

1犬 )を充填 黒斑有

)の 間に短沈線 (横

(横 位)→ 沈線3条 (横 位 平行)の間に沈線2条 (横

位 山形)を交互に挟む→円形貼付

波頂部に沿う沈線2条 (斜位 平行)剥落

地文→沈線1条 (横 位 直約 一沈線4条 (横 位 山

形 )

隆線I条 (横 位 直線 )十隆線 上亥1み (斜 位 右傾)

沈繰3条 (械 4ヱ 半行)の 間に沈線 I条 (械 1立 押引

左から右へ
)と 短沈線(縦 位 粥 大)十 円形貼付を充

壌 黒斑有

らヽ右

ナД 横)剥落

沈線2条 (横 位 平行)の 間に

斜方向から)を充填

線〈文様モチーフに沿う)→ 沈線1条 (縦 位 山形)が

垂 Fする

ナデ(横 )

斜方向から)十 円文→沈線ユ条(横位 弧状 )

2段 (縦 位 やや右斜方向から半裁竹管)→ 胴 :沈

線(文 様表現力→

沈繰 1条 (横 位

非文様帯の境に隆線ユ条(横 位 ll線)十 隆線上連

続刺突(横 位 右方向から)→ 沈線3条 (横 位 平行

半裁竹管〕

復 省 H稼上 JT ttμ」共 (棟 III何 官百卿れ 力 W〕 刀`

ら)→ 隆線 1条 (横 位 直線 )十隆線上沈線 1条 (被 位

地文

地文
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内面調整 施文
など

ナデ〈回縁→杖

胴一縦)

ナデ(杖 )

ナデ(縦 )黒斑右

ナデ(杖 )

ナデ〈横)

ナД 横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ〈口縁→横

胴→縦)単斑右

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横〕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(4H)

ナデ(41t)

ナデ(横 )

ナデ (横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ〈横 )

ナデ(縦 )

ナデ(口 縁一横

胴→縦 )

ナデ(横 )

75YR5/4にぶい褐

白1透 1金 1 75YR6/4にぶい橙 75YR6/4にぶい橙

75YR7/8黄悟タト面スス少量 白1透2黒 1

外面スス少量
刃羽犬(結 束第1

種LR RL)
10YR3/1黒 褐

75YR8/4浅 黄橙網代(I」 1)→ ナデ(Ⅳ )

10YR3/1黒 褐

75YR7/8黄 袴

白1透1金ユ 10YR4/3に ぶい黄褐

75YR5/4にぶい褐

白1透2黒 ]

網代〈IJり

75YR5/4にぶい褐

75YR5/4にぶい褐 75YR8/8黄 橙白1透2黒 1

白1透2黒 1 5YR5/3に ぶい赤褐

自1透1黒 1

75YR7/8黄 橙

白ユ透ユ金 1 10YR4/3に ぶい黄褐

自1透1金 1 10YR5/3に ぶい黄褐

縄につけら

れた結節
白1透2畢 1

透1金1黒 1

白1透2金 1

75YR3/1黒 褐

白1透2黒 I 10YR6/3に ぶい黄橙

75Y馳 /2灰 褐 75YR7/8黄 橙

外面スス多量

75YR7/8賞橙

75YRν4にぶい橙

75YR7洛 黄橙

10YR3/ユ 黒褐

容量225之

容量228ゼ

容そ1056ゼ

容量 630を 、

容量121ゼ

8111g

重量

ナデ(横 )
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外面 J「H整  施文など

地文→円文ユイ回一連続刺突2段 (爪形状)黒斑有

隆線貝占Il(円 形 文様状 )十 隆線上刻み(指 頭)

ナД 横 )

地文(日縁20cm施 文なし)

沈線ユ条(横位 直線)→ 沈線(渦 巻 文様状)の 内

外に沿って連続刺突(円形 垂直方向 竹管)

波頂部円形

円形文様区画)→ 磨消→盲孔から垂下する沈線

沈線ユ条(横位 直線)の上はナД横 )、 Fは地文十

地 文

上から強く沈線を

隆線2条にす

地文→沈線(縦位 精円形区画)一磨消

地文→沈線(渦 巻 文様状)→ 沈線(横位 弧状 )

地文→隆線(縦位 糖円形区画)

沈線2条 (横位 平行)の 間に短沈線(斜位 右傾)を

地文→隆沈線 1条 (横 位 直線 )

繰より上は無文帯

地文(口縁2 0cm施 文なし)

地文→底付近ナД横 )

地 山形)の 間に連続刺

形 垂直方向 列状

地文→沈線(弧状 文様表現か)→ 突起:沈線(逆

地文→底付近やや外側に張り出す

波頂部隆沈線(渦巻)十沈線1条 (縦位 弧】夫)力運

下→地文→沈線2条 (権 円形区画)→ 磨消

複合日縁境に連続刺突(縦 位 爪状)→ 沈線2条

地文→連続刺突(横位 平行 石方向から)の 間に

沈線2条 (横位 平行 半裁竹管)を充填

十横位 押号けを施文

地文→沈線破 位 方形区画)の 中に短沈線(斜位

地文(回縁2 0cm施 文なし)

地文→沈線1+2条 ほか(文 様表現 半裁竹管)

上(横位 直線)の 間に短

地文(隣 の原体との間に無文帯)→ 頸:隆線 1条 (横

位 直線 )と 沈線 1条 (横 位 直線)の 間に沈線(方形

文様)を充壊(隆線上に載る)一 日端:刻み(縦位 )

複合口縁 L沈線2条 (横 位 平行)の間に連続刺突

(縦 位 爪状)充填→地文(隣 の原体との間に無文

帯)黒斑有

地文→沈線(縦位+横位 山形 深)

位 右傾)→ 波頂部下隆線1条 (縦 位 直線 )十隆線

上刻み(横位)に隆線(菱形 l■ 隆線上刻みを配置→

波頂部間沈線2条 (横位 弧状 押引 左から右へ
)

+沈線(横位 押引 左から右へた充填一口端:刻

平縁 折 り返 し

平縁 連続刺突

(円 形 垂直方向

堆積土上～中位

堆積上上～中位

1層 黒褐

2層 中位

2層下位

平縁 突起(碗状

2十 四角錐状2‐

4単位 )

大波状(4単位 )

内面突帯状
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内面調整 施文
など

ナデ (横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

指頭圧痕→

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(縦 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナ真 横)黒斑有

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横〕

ナД 横)

指頭圧痕 ナデ

(口縁→横

ナデ〈横)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(被 )

ナデ(横 )

ナデ(縦 )

ナデ(口縁→

横 月同→縦)

自2透3黒 l

75YR5/3にぶい褐

5YR 5れ にぶい赤褐 5YR 5れ にぶい赤褐

75YR 7/4に ぶい橙 75YR 7/4に ぶい橙

75YR 5/3に パい褐 75YR 5/4に ぶい褐外面スス少量

5YR4/4に ぶい赤褐

自I透 1黒 1

75YR7洛黄橙

白1透 1黒 1 10YR″4にぶい黄橙

自I透 1黒 1

白1透2黒 1

単軸絡条体

第1類 (Rl
自1透I金 ] 10YR″4にパい黄橙

白1透2黒 ]

75YR5/3にぶい褐

10YR4/2灰 黄褐

10YR4/3に ぶい黄褐外面スス少量

自1透I黒 ]

自1透 1金 ]

75YR5/3にぶい褐

5YR4/3にぶい赤褐

容量052セ

容量239を 、重畳

1,200g

容量819セ

容量164を 、重量

1,ユ lXlg
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検出面

堆積土上位

ユ層上～中位

ユ屈中位

1層 下位

Ⅱ層上位

大波状 中空突

起(4単位)二重

日縁

堆積土上位

堆積土上～中位

1層 ヒ～中位

1層 中～下位

堆積土上位 一括

堆積土上位

堆積土上～中位

2層

平縁 山形突起

(頂 部刻み )

回縁～

月同下半

堆積上下位

胴下半

～底

堆機上下位

lt積 土下位

堆積土下位

堆積土上位

外面調整 施文など

地文(複 合日縁 上は右傾、その他は左傾〕

より下、上は無

沈線2条 (横 位 直線 平行 )と沈線2条 (横位 波状

地文→沈線(倒卵形十」字状 文様表列 →磨消→

ボタンメ大貼付(倒卵形の三角形頂部や隣接するモ

チーフとの接点に貼付)一 山形突起に沈線(鈎内 ‐

モチーフカ■巴手ではなく突起を中心として倒卵形に

展開している一突起中央に貫通孔 輪積(外 下、内

上 輪積幅20～ 3 0cm)

地文→頸 :沈線 1条 (横 位 直線 一部蛇

イリ→沈線(方 形区画l■屈曲点 起点に盲孔十隆線

(縦位 やや弧状 縦位沈線により2条イリ→突起(盲

孔3個■中央に貫通孔1個 )→ 突起下に文様展開

(倒卵形)、 突起間は蛇行懸垂文→沈線2条 (横位

地文→沈線(横位S字状 渦巻 文様区画)一 磨消
→ボタン状員占付(屈 曲点 起点)一 連鋭状陸線(縦

位 突起間〉黒斑有

地文(口縁3 5cm施 文なし)

地文→沈線 (方形区画)→ 磨消

地文→突帯から左右に隆線(横位l■隆線上刻み

有→隆線 (縦位 弧】大 文様表現 )

(下斜方向から 竹管)

地文一隆線2条 (横位 平行)=隆線貼付際はナデ

ー隆線の間を文様帯とし隆線(横S字状などを表

現か)

ナД横 )

地文

側 斜位 平行)沈線3条 (弧状 )

地文→沈線4条 (縦 位 平行)→沈線(縦 位)か ら斜

地 文

地 文

地文(国縁2 0cm施 文なし)

形刺突3個 (械 位)があり、ここから沈線(縦 位 弧状 )

が肇下す

地文(日縁3 0cm施 文なし)

顕:隆

デ調整)一 沈線2粂 (横位 平行l■沈線(方形区画)

の文様表現

ナД横 )

地文‐

黒斑有

位 平行〕→磨消

文→キヤリバー形部分を

字状 文様表現)十 隆線際に原体側圧(三 角形 日

端は2条横位平行)+中 央に原体側圧による渦巻

文

-332-

地文一突起 下粘土貼付(刻み41BI有 )



ナデ〈横)

黒斑

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデイ横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデイ横 )

ナデ(杖〕

ナデ(横 )

ナデ(縦 )

ナデイ横 )

ナデイ縦)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデイ縦 )

ナデイ杖 )

ナデ(4Jl)

ナデ(横 )

指頭圧痕

ナデ(横 )

ナデ〈杖)

ナデ(横 )

ナデ(積 )

ナ

白1透2黒ユ

白1透3黒 1

10YR5/4に ぶい黄褐 10YR4/3に ぶい黄褐

タト面上半スス

多篭、下半飛ん

でいる

10YR5/3に ぶい黄掲

10YR7/4に ぶい黄橙 10YR5/3に ぶい黄褐

5YR5/4に ぶい赤褐

ЮYR5/4に ぶい黄褐 10YR5/4に ぶい黄褐

10YR3/1黒 褐

10YR5/4に ぶい黄褐

5YR4/3にぶい赤褐

10YR 7/3に ぶい黄栓白1透2黒 ユ 10YR 7/4にぶい黄橙

5YR 5洛 明赤褐 75YR 7/6橙

75YR 4/2灰 褐 75YR 5/2灰 褐

外面スス少モ 5YR 4れ にぶい赤褐 75YR 5/3に ぶい褐

10YR 5/3に ぶい黄褐 10YR 7/6明黄褐

10YR 7/2に ぶい黄橙 10YR 7/3に ぶい黄橙

75YR 5/4に ぶい褐 75YR 5れ にぶい褐内面スス少量

75YR 5/1褐 灰 75YR 6/1褐 灰内面コゲ少塁

75YR 5/3に ぶい褐タト面スス少量

10YR 7/41こ ぶい

75YR 4/2灰 褐

75YR 2/1黒

5YR γ41こぶヤ

10YR 7/4に ぶい黄橙10YR 7れ にぶい黄橙

白1透1黒 ]

5YR 5/4にぶい赤褐

5YR 5/4にぶい赤褐 5YR 6/4にぶい檀

容量393η

容量4512

アスファルト内蔵

容そ084之

容量058¢

ナデ(横 )剥落
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堆積上中～下位

堆積土上位

堆積土 と位

大波状 波頂部

亥」み1個

突起 段差有 り

複合日縁

堆積土中位

堆君i土

棒状工具による

7層 中位

1層 上位

7層 中～下位
大波状14単位)

平縁 +小波状

(交 互に3単位 )

地 文

外面調整 施文など

地文一沈線3条 (横 位 平行)一 日端:突帯状貼付

た17R4条 (横 位 平行)の 間の中央はナデ調整、上

下スベースに連続刺突(斜 位 左斜 下方向から)を

波頂部2単位に隆帯貼付(M字状 波頂部2個 )→

他の波頂部2単位を含む口縁 1台いに結節 底付近

沈線2条〈横位お【行)の間に沈線2条 (横位 弧状)

地文

は無文帯→波頂部下沈線(倒卵形 文様状)→ 磨

沈線(横位 文様状4単位)→ 顕:沈線2条 (横 位 平

行 半裁竹管か)の 間に連続刺突(横位 円形 )

地文→沈線1+2条 (横位 平行 l■ l条 (横 位 山形 )

の関に沈線2条 (斜位 平行 渦巻l■スペースに連

続刺突(縦位 下斜方向から)→隆帝貼付2個 (渦 巻

刻み有)貼付隆帯が文様正面となり、それぞれが

段差の高い方と低い方の中央にくるように展開

地文→顕:沈線2条 (横位 平行)→ 複合口縁上に

沈線(横位 通弧状)

地文→隆沈線1条〈横位 直線 隆線上同方向に

沈線を強く引く)十突起下に隆沈線(V字 】犬 隆線上

地文→底付近ナД 横)

地文→頸:沈線3条 (横位 平行 半裁竹管)→ 顕部

沈線より上部はナД横)→ 波頂部に楠円形盲孔 I

個一胴:沈線2～ 3条 (横位 弧状 )

連続刺突(円 形

直方向〕→沈4R4条 以上(隆線から半月状に,

地文

刺突2段以上(C字形 垂直方向)

地文(口縁から25cm施 文なし)

地文(隣の原体との間に無文情 )

ナД 横 )

地文―隆線 1条 (横位 直線 l■ 隆線上刻み(縦 位)→

円形貼付→沈線3条 (横位 押引 左から有へ)→ 底

付近ミガキ(横 )

地文→沈線2条 (横位 平行)の 間に沈線3条 (横位

山形)黒斑有

地文

地文

地文
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内面調整 施文
など

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

指頭圧痕

ナД 杖)

ナデ(杖〕

ナデ(横 )

ナデイ横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデイ縦)

ナデ(横 )

ナデ(根 )

指頭圧痕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

剥 落

ナデ(横 )

ナデ(横 )黒斑有

ナデ (横 )

指頭圧痕

指頭圧痕

指頭圧痕

ナデ(横 )

ナデ(口縁→横

削→縦)黒斑有

底部城

存率(%)

75YR ν4にぶい橙 75YR 7/4に ぶい橙

75YR ν4にぶい橙 75YR 7/4に ぶい橙

75YR 6/4に ぶい橙 10YR 6/4に がい黄橙

75YR 6/4に ぶい橙 75YR ν4にぶい橙

自1透2金3 75YR 4/3褐 75YR 5/3に ぶい褐

75YR 6/4に ぶい橙 10YR 7/3に ぶい黄幡

10YR4/2灰 黄褐 10YR6/3に ぶい黄橙

白1透2黒 I ЮYR7/3にぶい黄橙

白1透2黒 1

外面スス少量
単Hl絡 条体

第1類 (R)

単軸絡条体

第1類 (L)
白2透2黒 1 75YR8/6浅 黄橙

白1透3金 1 75YR6/4に ぶい橙

白2透2金 1

単軸絡条体

第1類 (R)

自1透5黒 】

10YR73にぶい黄褐

10YR4/2灰 黄褐

外面スス少電

網代(1)→ ナデ(Ⅳ ) 5YR6/3に ぶい橙 5YR5/1褐灰

外面スス少呈
可羽夫(結 束第
1種LR RL)

75YR7/4にぶい掩 75YR7/3にぶい橙

外面スス少昆
列羽大(結 束第
2種 LR RL)

10YR7/6明 黄褐

容量239ゼ

容量ユ19躍

容量320之

容せ6Ю ゼ、重量

2,300g
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NO
図版 写図

No
出土地点

層  位
接合破片数

器種 分 類 咤存位遭
法最 (cm)

口瑞部 外面調整 施文などNo 口径 底径 器高 匠さ

15C17

埋設上器―括

Ⅲ層上位

３‐

　

　

２

深鉢 ⅣC 2
縁

底
日

一
07

大波状14単位 )

内外面肥厚

地 延
小

1

位 直線)→ 隆線(栴 門形区画 垂下するY字】夫)―

隆線に沿う原体狽lrt→ 波頂間に円形賄付十原体

04 検出面 1 深鉢 Ⅸ‐la 口縁 平縁 沈線(横位 斜位など 植物茎先端か)ハケメ

530 堆積土上位 1 深鉢 Ⅶ E2h 口縁 大波状
地文一隆線 1条〈杖位 直線)一 沈線〈J字】大 文 lk

15C25 唯積 土上位
5 深鉢 Ⅸ Bユ d

日縁
平縁 地文(日縁30cm施 文なし 指頭圧痰 )

532 04 15C22 堆積土上位 1 深鉢 Ⅶ‐3 日縁 (56)
山形突起

突待状

地文→隆線ユ条(横位 直線 突帯)→ 隆線 (文 様優

画)→磨消―ボタン状貼付→突起下にボタン状貼

付2個を隆沈線で結ぶ三日月形貼付を配置

533 04

15C25

堆 積 土 上 ll

堆積土上位

2 深鉢 Ⅳ Jlj 日縁 棒状工具によ× 角を浅く使用)→頸:隆 線 1条 (横 位 直線 )十 隆線上

534 16C25 堆積土中位 1 深 鉢 Ⅳ‐41 口縁

平縁 中空円形

突起 (ド ーナツ

状)複合口縁

地文→突起から垂下する隆線(縦 位 )

535 15C22 堆積 と上位 3 深鉢 Ⅶ‐21 日縁 (90) 大波状

537 15C21 堆積土上位 1 深鉢 VCl 日縁 (51)
平縁 キャリパ

ー形

地文→ 陸沈線 2+1条 (横位 平行 )の FH3に ボタンポ

貼付 1個 からL字に垂 下する隆 沈線 I条→ 頸 :キャ
1,パー輔 割ヽに略力彿 i⌒ィII付 菅籠 ヽ

538 堆積土上位 I 深鉢 V‐ 2b 口縁 大波状
波頂部に隆線(渦 巻)一 日端に沿う隆線1条 (横 位

堆積土上位 2 深鎌 VCic 口縁
平縁 キャリパ 地文→隆沈線 1条 (横位 直約 一隆沈線 (横位S字

15Dl 堆積土中位 1 深鉢 VD ヨ縁 Il逆

16C22 堆橋上上位 深鉢 Ⅳ‐lk 日縁 (34)
半裁竹管腹側

による連続刺

回縁 i連続指頭圧痕→沈線ユ条(横 位 直線 半裁

竹管)+沈線 1条〈横位 山形 半裁竹管 )

542
堆積土中位

検出面

1

1

2 深鉢 VCI 日縁
平縁 キヤリバ

ー形

地文→隆沈線ユ条(口端横位 直線)→ 隆線 (横 位

跛状 左巻き)→ 文様分岐点に刺突(円 形 深 )

沈線2粂 (積位 平行)→沈線(桁 円形区画)一区E
内地文充填

543 04 15D2 lt積 土中位 深鉢 VI Blb 日縁 〈65) 10 平縁

04
15Dl

15D2

不明

堆積土中位

堆積土下位
深鉢

V Clb
①

縁

胴

日

一
(177) 12

平縁 内外面複

合日縁 キャリ
パー形

地文(文様帯内のみ、頸～胴はナデ横位)一キヤリ
パー顕部に脆線(横位 直線)→ 区画内L字隆線ユ

条(横位)

15D2
荘禎 土 中位

rF繕 十下位
3 獅

謝
VGld 日縁 平縁 片回 地文

SD 堆積土中位 深鉢 V-2b 口縁 (80)

大波状 波頂郡

に円形突起(ド

ーナツ状)肥厚

隆線2条 (杖位 平行)の F]は ナデJ・4整一隆線 (文様

区画)

SD 堆積上下位

堆積上中位

深鉢 Ⅳ__b 胴 L半 (120)
地文→沈線5条 (横位 平行)力ち垂直に沈線3条

(縦位 直線)が垂下

548 111
SI QNW 堆積土最上位

堆種■上位
5

深鉢 Ⅳ‐lb 縁

胴

日

｝
(1701 平縁 条(斜位 弧状)が垂下→突帯状貼付2条 (横位 平

04 15D3 雄積土中位 1 深鉢 Ⅳ-4 日縁
平縁 碗状突起

月巴ナア
地文一日縁原体側圧

550 04 15D2

堆積土中位

堆積土下位

2

1

3 深鉢 ⅦE38 口縁
～胴

大波状 中空突

起〈4単位)突帯

状

貼付(倒卵形の三角形頂部や山形突起部に貼句)

→山形突起に沈線(鈎状)=モチーフが把手ではな

く突起を中′さとして倒卵形に展開している一中空

突起に沈線(S字】月十刺突3個 (円 形 深)→ 山形突

起と中空突起を結ぶように隆線1条 (横位l■ 隆線上

に原体側圧

04 15D2 堆積上中位 深鉢 V_lc 回縁 12 平縁 複合日縁
山形 )

04 堆積上下位 3 深 鉢 Ⅶ-3f 口縁
大波状 山形突

起(刻 み2個 )

沈線 1条 (横位 直線)→ 沈線(三 角形 文様表現 )

→磨消→起点にボタン】大姑付2個

04 15D2

不明

堆積上中位

堆積土下位 6 深鉢 Ⅶ-2m 口縁
～胴

(156) 夫波状 地文

(65) 平縁

112 04
堆積 土下位

3 深鉢 平縁 隆線2条 (横 位 平行)→ 沈線(文 様表現)→磨消

ン
Ｐ
Ｐ

随
鴎
‐８４

Ｄ６
　
　
　
明

‐４
　
　
　
不

堆積士上位

唯積土

地積■

・０

‐

１

‐３

120 深 鉢
日縁
～底

(215) 12 平縁

地文→橋状突起14単位 鍔状)一 突起下に文様正

面→沈線(渦 巻 左巻き)を主文様とし沈線 (渦 巻

左巻き十右巻き)を副文様として挟む 黒斑有

(59) 08 大波】大 突帯状 地文→ 突帝 晰付→ 突帝上 流繰 (械 位 S`

日(縦位刻11 SD
14D5

14D10

堆積
「

上 位

堆積土上位 2

4 深鉢
ⅣAlf

C 口縁 平縁 複合口縁 弧状)十沈線(渦 巻た充填→粘土貼付
み3個右〕→沈線1条イ縦位 弧状】

SD 不明 1 深鉢 Ⅳ-2k 日縁
大波状 複合ロ

縁(剥 落〕
沈線3条以上(横位 山形 半裁竹管)

堆積土上位 深鉢 回縁 (46)
大波】大 中空突

起 内面突帯状

内両隆帯貼付(横位)→ 中空突起(貫 通子L2個 )一 回

端i棒状工具による刻み

562 14D10 堆積土上位 1 深 鉢 ⅦE38 日縁 (93)
大波状 中空突

起

地文→沈線(渦 巻 文様区画+内外面文様状 )→

連鎖イ犬隆線→突起中央に貫通子し1個

地文→沈線(例卵形区画)→ 磨消→突起部に沈線

(文様内 一突起頂部内外面に刺突各1個 (円 形)‐

突起中央に貫通孔 1個

563 14D10 堆積 土上位 1 深鉢 ⅧE3g 日縁 (67) 07
大波状 中空突

起

564 14D10 堆積土上位 深鉢 V_lc 口縁 平縁 の沈線を強く引く)

565 餌 堆積土上位 1
か

I_ 底 (100)
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内面調整 施文
など

ナデ(横 )

ナデ(lJl)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖〕

ナデ(横 )

ナデ触 )

ナデイ横)

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横〕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(4A)

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(縦 )

ナデ〈杖 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

突起内面沈線

(渦 巻〕ナデ(批 )

(貴通孔を縁取る)

ナデ(横 )

75YR6/4にぶい橙 75YR6/4にパい橙紹代(I)→ ナデ(Ⅳ )

外面日端コゲ

少ユ、llnス ス

少址

10YR5/3に ぶい黄褐 10YR4/1褐 灰

75YR4/2灰 褐 75YR5/4に ぶい褐

5YR2/1黒褐

10YR4/2灰 黄褐

10YRν 3にぶい黄橙

透1金ユ黒ユ

10YR7/4に ぶい黄橙

白2透3黒 1

75YRy8黄 橙タト面スス少ユ

75YR4/2灰 褐 75YR3/1黒 褐

白3透2金 1

5YR5たにぶい赤褐
単軸絡条体

第1類 (R)

網代か(残 存

部少なヤ→
75YR 7/6澄

75YR4/3褐

75YR 2/1黒

10YR 6た にぶい黄橙 10YR 7/4に ぶい黄橙

外面スス多量 75YR 4/1褐 灰 75YR 7/3に ぶい橙

透3黒 I

割れ口に多い
10YR 6/2灰黄褐 10YR 6/2灰 黄褐

5YR 6/8橙

5YR 3/4晴 赤褐タト面スス少電

10YR 7/4に ぶい黄構 75YR 7/4に ぶい橙

容 七5992

容毘6403ゼ

ナデ(横 )
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により複合口

平縁 複合日縁

大波状 波頂郁

堆積土下位
平縁 月巴厚 キ

リパー形

堆積上 下位

堆積土下位

堆積土 ド位

Ⅳ‐ユf

②

堆積上 下位

堆積土下位

堆積上下位

堆積上下位

堆積上下位

雅積 上下位

外面調整・ 施文など

隆線2条 (横位 平行)→ 地文

隆線ユ条(縦位 太)→ 沈線4条 (横位 平行)と 沈線

線)の間の下線に沿って沈線1条 (横位 押引 左か

裁竹管)一沈線

複合日縁 と:日 端に連続刺突(縦 位 半裁竹管 垂

直方向l■沈線(斜 位+波 】夫+弧状 半裁竹管)→ 頸

ナД横)→ 沈線2条 (横位 平行)+沈線〈の字状か)

地文→隆沈線2条 (縦 位 直線 )→ 沈線(文 様区画)

用 左から右へ )→ 頸1連続刺突(縦位 半裁竹管を

平行)→頸i沈線2

行〕→隆線ユ条(縦位 直線 )と 沈線との交点に刺突

地X→ lt海 (直線十渦合 石香き十/1をき,一 /4R:隆

沈線1条 (横 位 直線 貝占り付けたI■
k線上に同方向

の沈線を強く引く)か ら垂直に陸沈線1条 (縦位 直

平行 細)を施文後に沈線 I条 (横位 波状 半裁

竹管)を上から重ねる

～4条イ紙位 口I形 引生裁

地 X→矢荘から 4~1/RI余 (祉に 本,十 u‐絡

突→突起から口端に沿って隆線(突帯状 )

短沈線(斜 位 右傾)→ 粘土貼付(縦位刻み2佃 )

後押さえも兼ねて飽】犬工兵による連続刺突(縦位 )

地文(「 I端は20cm施 文なし)

地文→沈線(文 様区画)→ 磨消

地文→底付近ナД 横 )

文帯)→ 短沈線(斜位 左傾 )

隆線(文様区巨酌→突起中央に貫通孔1個

り消されず地文残る)
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内面調整 施文
など

ナデ(杖〕

ナデ(横 )

ナД 杖)

ナデ(横 )

ナデ(tit)

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(粧 )

ナデ(杖 )

ナД 横)

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(IIl)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(lA)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(斜 )

ナデ(縦 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナД 校 )

ナデ(杖〕

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )隆線

1条 (横 位 ll.I線 )

ナデ(横 )

5YR 3/1黒 褐 10YR 6/8に ぶい黄崎

75YR 3/1黒 褐 75YR ν6橙

10YR 3/1黒褐

75YR 3/2黒 褐

75YR 7/4に ぶい橙5YR 5/3にぶい赤褐

白1透2金ユ 10YR ν3浅黄澄 10YR 8/4浅貨橙

5YR 3/4暗 赤 IBJ

10YR ν2灰 自 ЮYR 8/3浅 黄橙

75YR 6/4に ぶい橙

75YR 6/4に がい構 75YR 6/6橙

白ユ楚1黒 1 75YR 5/3に ぶい褐 75YR 4/6褐

75YR 3/2黒 褐 5YR 6/4に ぶい袴

75YR 3/3暗 褐 75YR 7/4に ぶい橙

75YR 3/4浅 丈補 75YR 8/4浅 黄橙

75YR 6/3に ぶい褐

5YR rD 4に ぶい赤褐

5YR 4/2灰褐75YR 6/3に ぶい褐

75YR 7/3に ぶい橙

75YR 5/3に ぶい褐 10YR 7/4に ぶい黄橙

白1透1星 1 75YR 7/4に ぶい橙 5YR 5/6明褐

10YR 6た にぶい女橙内面スス少量

白1透3黒 I

ЮYR 7/2にぶい黄橙

白1透 1金3 75YR 5/2灰 褐 10YR 5/3に ぶい黄 IBJ

75YR 5/3に ぶい褐 75YR 7/3に ぶい橙

5YR ν4にぶい赤褐

75YR 7/6橙 75YR″4にぶい橙

75YR ν4にぶい橙 75YR 5/4に ぶい褐

75YR 2/1黒

5YR 5/4にぶい赤褐5YR 5/41こ ぶヤ功(褐

75YR 6/6椅 75YR 5/4に ぶい褐

5YRツ4にぶい赤褐 75YR 6/4に ぶい糖

5YR 5/4にぶい赤褐 75YR 3/1黒 褐

75YR 6/1褐 灰75YR 7/3に ぶい橙

10VR 6/4に ぶい士袴 10VR 6/3に がい責袴

10YR ν4にぶい黄橙

容量947ゼ

ナデイ横 )
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刻み)内面突帯

外面調整 施文など

地文―底付近ナД桃 )

ポタン

地文→沈線(文 様区画)→ 磨消

(縦 位 半裁竹管)を交互に2段配置→沈線 1条 (樹

位 山形 半数竹管)一 連続刺突(縦 位 半数竹管

位 直線)沈線よリヒが文様帯→

央に短沈線(斜位 左傾十右

沈線 1粂 (樹 位 直線)一 短沈線(縦 位)

合日f・x上沈線2条 (横位 山形 半裁4/1管 )の 問
に沈線1条 (横 位 直線 ニト裁竹管 )キスペースに刺

稜含口稼上に文rk′市、トイ立は地文のみ→沈線(1

位 方形区画)一 方形区|』の間の上下に刺突(円

形 竹管 垂直方向から)輪積ウト下、内上 輪稿

地文一底イ寸近ナデ(横〕

地文→沈線2条 (横 位 二F行 上線が半裁竹管膀

側押引、F線が半裁竹管腹側直線)の 間に交互

地文→沈線2

状)の 1町に

波頂部下に文様展開 沈線(倒卵形 文47rt表現)→

,肖

位 平行)の 問に短沈線(斜位

地文一日縁に沿う隆繰1条 (杖位ギこ線 断面三角

形 突帯状〕

線(沈 線)はそのまま垂下→沈線2条 (横 位 弧状)十

とする 粘土貼付(弧状 4単位l■貼付上沈線2条

外側を深く引く)→ 交互刺突(円形 棒】大工具で上

下斜方向から)→ IIt沈線 1

垂 直

沈線I条(Fr位 平行)と 連続刺突(斜位 爪rklをあ

互に3段配置→頸:沈線2条 (杖位 平行)+間に一

部刺突(縦 位 爪状)一 隆線2条 (縦位 剰洛しFk跡

地文→円形突起中央には粘土粒を貼付

行)→ 磨消→沈線接点に刺突

地文→沈線 (縦 位 〕h形 )

地文→沈線2条 (横 lrr→4行
)→沈線 1条 (414ヱ ロ|

形)と 沈線1条 (横 位 直線)を交互に2段配笹→頸 !

隆線 1条 (横 位 直線 )十隆線 上刻み(縦位 )

地文(口縁35cm施 文なし)

地文→沈線4条 以上(横位 II形〕

一部完 /■Nに磨消されな�〕
剋 X→凝」14‐継 4余 (煎 1ユ コ` ほ 1)

に細 隆線 2条による半 円状 文 (剥

帥
醐
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内面調整 施文
など

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ (横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )焼け

は じけ有

ナД 横)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(多 方向
ケズリ状)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナ デ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(積 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ〈横 )

ナデ (横 )

ナデ(横 )

ナデ(斜 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(斜 )

ミガキ(横〕

ナデ〈横 )

ナД 横 )

ナД 横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

75YR 7/4に ぶい橙網代(1)→ ナrlⅣ )
75YR 7/6橙

75YR 5/4に ぶい褐 5YR 4/3にぶい赤褐

5YR 6/6橙

10YR4/3に ぶい黄褐

透2金 1黒 1 10YR5/3に ぶい黄褐

透1金1黒 1

ヨ1透 1金 2

5YR 5/4にぶい赤褐
外面スス多量、

内面日縁スス

多量

外面スス多量、

内面コゲ多見
10YR ν3に ぶい黄橙

10YR″ 4に ぶい黄橙 ЮYR 7/3にぶい黄栓I Jl)→ ナデ(Ⅳ )

75YR 5/2灰 猫10YR ν3に ぶい黄構

75YR 5/3に ぶい褐 10YR 5/2灰黄褐

外面スス少量

75YR 5/4に ぶい褐

75YR 7れ にぶい橙

外面スス多量

75YR 7/4に ぶ�ヽ橙

内面スス少量 75YR 4/1褐 灰 75YR 4/1褐 灰

白2透 1金 1

白1透3金ユ

白1透2黒 ユ 75YR7/8黄橙 75YR7/8黄 橙

75YR3/ユ黒褐

白1透3黒ユ

白2透2黒 1

75Y財 /8黄 橙

ЮYR ν4にぶい黄梱

白1透2黒 1

白1透2黒 1

白1透1金 2 75YR 7れ にぶい橙 10YR 5/2灰黄褐

容量1441ゼ 、重曼

■400g

容量617セ

容量561ゼ

容量■ 522

ナデ(横 )
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接合破片敷

大波状 円形突

起 (ド ーナツ状 )

→突起上面に

連続刺突2段〈横

位 円形 垂直

方向)

ほ層最下位

Ⅱ層最 ド位

Ⅱ層最下位

Ⅱ層最 F位

Ⅱ層最下位

Ⅱ層最下位

大波状 円形突

起(ド ーナツ状 )

→突起上面に

連続刺突2段 (横

位 円形 垂直

方向〕

題属下位～Ⅲ層直上

Ⅲ層上面一括

皿層上面一括

Ⅲ層上位

Ⅲ層上面一括

皿層上位
平縁 山形突起

14単位か 突起

上刻み3個 )

外面調整 施文など

を施し、短沈線(縦位 やや弧状た充填→隆線1条

地文一連続刈突2段 (横 位 円形 右下斜方向か

地文→沈線3条 (横 位 山形 )

地文→沈線〈文様区画)→磨消

上刻み(斜 位 左傾)

左傾)を充填→隆線(文 様状 三角形)十 円文→沈

■

沈線(文様表現)一ナ州 枝 )

1条 (横位 波状 l■隆線上地文回転(た だし胴部地

地文(口縁2 0cm施 文なし)

円形突
LEを

ドーナツ状に貼付一連続刺突(円形

垂直方向)→ 突起下に沿うよう1こ 連続刺突2段 (横

位 円形 垂直方向)

回縁 卜に政を設け隆繰1条 (板 位 直線 )と の旧1に

原体側圧 (縦位 直立)を 充填→地文(原体幅で縦

円

位 直線)+睦線上刻み(縦位 棒状工具 )

互に4段か配置+2段日には沈線(波状)の変わり1三

地文(日縁2 5cm施 文なし)

円形突起中央に貫通Fし 1個一貫通孔の周り1こ 烹!

突3重 (出形 垂直方向)一 毛下する隆線ユ条(斜位 )

+隆線上刺突(円形 垂直方向)

画内再ナ刃

地文→泥線2条 (板位 工F行 )の 間に突起 卜は違排

1犬隆線(縦 位 直線 4単位)隆線間は沈線2条 (斜

位 右傾)一 それぞれの沈線 隆線の接点にボタン

状貼付→突起から貼付間は隆線1条 (縦位)+隆線

上亥1みは 位)黒斑有

地文 輪積(外 下、内上 輪積幅50～55cm)黒斑

有

地文→突起 卜から文様展開14単位)沈線(逆 Y宇

状十渦巻 文様区画)→ 突起間に連鎖状隆線(縦位

直線 沈線問)一 文様の起点 終点に刺突(円形

垂直方向)→ 磨消

複合口縁(突帯状)上 に沈線(横 位渦巻 深)→ 地文

地文 輪積(外 下、内上 輪積幅2 0cm)黒 斑有

日縁突帯状の隆線(横 位)から中空突起〈上斜方向

から貫通孔 1個 →地文‐隆線 (文様表現 )

-342-



内面調整 施文
など

ナデイ縦 )

ナデ(横 )

指頭圧痕→

ナ

ナデ(横 )

ナデ調整

ナデ (横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(棋 )

ナデ(縦 )

指頭圧IR― ナ

ミガキ〈横)

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

指頭圧痕→サ

デ(横 )

ナデ(積 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横〕

ナデ(横 )黒斑右

ナデ(横 )黒斑有

ナデ(横 )

ナデ(横 )

ナデ(杖 )

ナデ(横 )

ナデ(横 )

隆線 1条 (横 位

直線 突帯状 )

10YR7/4に ぶい黄精 10YR7/4に ぶい黄橙

単軸絡条体

第1類 (L)
白1透3黒 J

10YR6/4に がい黄橙

5YR4れ にぶい赤褐

10YR 3″ IP褐 10YR 7/4にぶい黄褐

75YR3/4暗 褐

10YR 5/4にぶい黄禍 10YR 6/3に ぶい黄橙

10YR5/3に ぶい黄褐

75YR5/3に ぶい褐

外面スス多せ 10YR4/3に ぶい黄褐 ЮYR7/6明 黄褐

ЮYR3/1黒 褐

ЮYR5/3にぶい黄褐

75YR4/2灰 褐

10YR7/4に ぶい黄橙

単軸絡条体

第1類 (L)
白1透2黒 1

白1透2黒 1

外面スス少量 10YR73にぶい黄褐

白3透1黒 ]

10YR 6ん にぶい黄橙 10YR 6/3に ぶい黄橋

内面 i半スス

多量、外面上半
スス少琵

10YR 6/3にぶい黄橙 10YR ν2灰黄褐

75YR 6/4に ぶい橙 75YR 7/3に ぶい橙

′5YR 3/2黒 褐 75YR 5/3に ぶい褐

5YR 6/6橙 75YR 4/3褐

5YR 7/6橙 5YR 7/6橙

75YR 6/4に ぶい橙 75YR 5/2灰 褐

75YR 5/2灰 褐 75YR 5/2灰 褐

容量2195ゼ

容量1753ゼ

容量269ゼ

ナデ(概 )
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法量 (cm)

大波状 打と厚(突

帯状〕

平縁→隆線 十

突起(渦 巻状 )

内面肥厚

大波状 内面肥

厚

皿層上位一括

Ⅱ層上面

大波状 中空突

起及び止1形 突

起(各4単位 )

Ⅲ層上位一括

大波状 中空突

起及び山形突

起(各4単位 )

Ⅲ層上位一括

大波状 中空突

起及び山形突

起(各 4単位 )

Ⅲ層上位一括

Ⅲ層上位

Ⅲ層上面

Ⅲ層上位一拓

皿層上面一括

lll層 上面

Ⅲ層上位

Ⅲ層上位

工層下位

(上 面に横位S

宇状隆線貼付 )

内面突帯状

Ⅲ層上位

Ⅲ婚上面

Ⅱ層 _と 位

Ⅱ屑中位

外面調整 施文など

複合口縁上 方形区画)― 沈線

1条 (横 位 直線)→沈線(波 溝状 文様表現 )

地文→沈線3条 (横位五
「 行)→ 沈線3条 (倒卵形

文様表現)→起点に刺突2個 (円 形 垂直方向 )

字状文 )

地文→沈線(文 様区画)→ 磨消→屈曲点に刺突

(円 形 垂直方向)

沈線2条 (杜 位 平行)の間に交互刺突(縦位 上下

斜方向から)→ 沈線ユ条(横位 弧状 )十稜点から垂

下する沈線 1条 (縦位 直線 )

→隆線2～3条 (縦位 平行)+隆線(縦 位)から右に

隆線(棘状 渦巻状)モチーフを作出 黒斑有

波頂部外面から内面に力Wナ て隆線〈渦港状)貼付

→隆線 1条 (横位 文様区画)→ 地文

突起頂郡刺突(1カ所 右斜方向から)→ 地文‐ロ

縁に沿う沈線 1条 (横位 直線 )と 連鎖状隆線ユ条

(横 位 直線)の 間の突起下に進鎖状隆線2条 (縦

位 平行)のみか、連鎖状隆線2条 (半 円】句を加え

たものを施文(残 存3カ所の内1カ所のみ)黒斑右

地文→隆線十連鎖状隆線 (文 様区画)→ ボタン状

貼付→突起下に沈線(の字状 )

地文→沈線(半 円】夫 渦巻状 Y宇状のモチーフで

中空突起下を中心に展開)一 磨消→ボタン状RLr付

(文 様の起点 終点)→ 中空突起(上面は渦巻状

盲孔2個 +貰通孔1個 )で山形突起と交互に4単位

ずつ配置→中空突起から延びる隆線1条が杖位

に繋がり突帯】犬となる

地文→沈線(渦 巻状 Y字状のモチーフで中空突起

下を中心に展開)→ 磨消→文様接点や山形突起

下にボタン状貼付―中空突起(の字状 渦巻状十

貫通孔 1個 )→ 山形突起(隆 線2条縦位平行貼付)

→中空突起から伸びる隆線ユ条が横位に槃がり突

帯状となる 黒斑有

地文→沈線(半 円状 渦巻】犬 Y宇】犬 J字状のモ

チーフで中空突起下を中心に展 FTl)→ 磨消(一 部の

み磨消される)→ 屈曲点や山形突起下にボタン】犬

貼付→中空突起(x字状 渦巻状 盲孔3個 球」突

十貰通子Ll個 )→ 山形突起(垂 下する隆線 1条 縦位

jHt付
)→ 中空突起から伸びる陸線 1条 が横位に槃

がり突帯状となる

地文(日縁20cm下 に地文より前に隆線 1条 を施文)

輪積(外下、内上 輪積幅20～ 2 5cm)

口縁:沈線 1条 (横位 直線 日縁は無文帯)→ 地文

黒斑有

帯)一 沈

地文一連鎖状隆線 1条 (横 位 直線 上は無文帯)

原体側圧3条 (横 位 平行)+波

(Vttlklが 付く→地文

地文→底付近ナデ(横 )

隆線(横 位 文様状十直線)

→隆線 1条 (横 位 直線 上はナデ杖)→ 沈線2

～3条 (弧状 文様表現)→ ボタン状貼付(隆線と沈

線の接点に配置)

地文→隆線1条 (横位 直線l■沈線3条 (横位 平行)

胴部粘土貼付→連続刺突毅 以上げ旨頭に

地文→底付近ナД粧 )

沈線(横 位 方形区画)→ 方形区画内短沈線(斜位

左傾)充填→円形突起(内 外面に縦位隆線 1条 が

垂下)→ 外面に垂下する隆線はそのまま文様区画

地文→渦巻 懸垂文を 下する隆線

(縦 位 波状)→ 台形突起には隆線(渦 巻)一 山形突

起には隆線(鈎状 )

地文→隆線2条 (横位 平行)の 間に原体側圧(縦

位 平行)一 平行隆線から突起伯 渦巻
'内

一突起

下に沈線(C字状 文様表現)→ 陸沈線〈縦位 楠円

形区画)
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内面調整 施文
など

底部jR跡
縄文原体

胎土 色.Rタ ト面 色調内面
底部残

存率(%)
備 考

地 文 条の傾さ 条幅 結節

ナデ戯 ) 自2透I金 1 10YR 6れ にぶい黄橙 5YR 6/6橙

ナデ(杖 ) 右 積 白1透2黒 1 75YR 4/3褐 25YR 6/6澄

ナデ(横 ) 白2透 1金 1 75YR 6/3に パい褐 75YR 6/4に ぶい橙

ナデ〈機) 外面スス少量 左 縦 透 1 金 ] 里
〔

5YR7お橙 10YR5/3に ぶい黄褐

ナデ(横 ) 右 横 有(Z) 白1 黒 1 10YR 4/1掲灰 10YR 5/2灰黄褐

ナデ(横〕
0段 多条

(2段 LR)
左 縦 自2透 2黒 1 75YR4/3褐 10YR7/6明 黄褐

ナデ(横 ) 石 横 透2金ユ黒 1 10YR8/4浅 黄橙 10YR8/6黄 橙

ナデ(横 )

単軸絡条体

第1類 (R)
石

斜

横

透2金ユ

細礫多
75YR 8/4浅 黄橙 75YR 8/4浅 黄橙

ナデ(横 ) 外面スス少長 横 斜 透 ] 金 I 猛5YR 4/2灰褐 75YR 6/4に ぶい橙

ナデ(横 ) 左 縦 透3 75YR 4/1褐 灰 75YR 4/1褐 灰 容量5η ゼ

ナД 口縁‐

横 】同一縦)

LR 左 縦 白2透3 75YR ν3にぶいIB 75YR 6/3に ぶい褐
容見1736ゼ 、重量

4700g

ナデ(横 ) 無節(L) 左 縦 自5透2金2 10YR 5/2灰 黄褐 ЮYR 5/2灰 黄褐 容量1074を

ナデ(横 ) 左 縦 透2金 1 75YR 7/4に ぶい橙 75YR 5カ 灰褐
容量406之 、重量

1,200g

ナデ(日縁→横

胴→縦 )

外面スス少量 無節 (L〕 左 縦 透5金ユ黒 1 75YR 7/4に ぶい橙 75YR 7/4に ぶい橙 容量1915ゼ

ナデ(横 ) 外面スス微量 直 立 斜 白1透2黒 1 5YR 6//6橙 75YR 6/6橙

ナデ(横 )

0段多条

(2段 RL)
右 縦 金ユ 10YR 3/1黒褐 10YR 3/1黒褐

ナД 横 )

LR圧衷

LR
左 縦 15 白1透2金2 10YR ν3にがい黄褐 10YR 4/4褐

ナデ(横 ) 木葉(Ⅱ ) LR 左 縦 自2透3 10YR 7//4に がい黄橙 10YR 6/4に ぶい黄橙

ナデ(横 ) 細礫2 75YR 5海 にぶい褐 75YR 5/1褐 灰

ナデ(横 ) 内面スス多量 透 1 黒 I 75YR 5/3に ぶい褐 5YR 4/2灰 褐

ナデ(横〕 LR 左 縦 透 2 75YR 4//3褐 75YR 4/3褐

75YR 4/2灰 褐 75YR 5泡 にぶい褐

ナデ(横 ) 木葉(コ 直立 斜 ]2透 5金I畢 75YR 6/4に がい橙 75YR 4/1褐 灰 100

ナデ(横 ) 透 1 金 1 黒 1 75YR5/4にぶい褐 10YR5/4に ぶい黄褐

ナデ(横 )

0段多条

(2段LR)
左 縦 日 1 金 1 10YRν4にぶい黄褐 10YR4庖灰黄褐

ナデ(横 )

内外面

スス多量

LR圧痕

LR

左 縦
白2透 1

金5黒 1
10YR5/3に ぶい黄褐 10YR6/4に ぶい黄橙
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平縁 日端■面

連続刺突(爪状 )

平縁 突起(4単

位)内面複合、

外面肥厚

平縁 内面複合

日縁 キャリパ

ー形

IV‐ 4n
①

外面調整 施文など

被含回稼上瀕Jみ (縦 1立 )+稜合日縁貼 1可 Hfにも回

縁刻み力X縦位 複合口縁下に潜り込んでいる)一

沈線 1条 (横 位 直線)一沈線(文様区画)と 沈線(葉

脈】夫モチーフ)の組み合わせ→連続刺突(縦 位 左

下斜方向から)～ ずヽれも棒状工具の先端を使っ

隆線2条 (縦 位 平行)+隆線上地文→地文

複合回縁上沈線(円 文 4単位 l■沈線(押引 方形

区画)→沈線1条 (横位 直約 と沈線 1条 (横 位 直

線 押ラリを交互に2段配置 沈線(押ラllよいずれも

波頂部隆線2条 (横 位 弧状)十沈繰3条〈横位 弧

状)→ 波頂部形に沿う沈線3条 (横位 平行lr連続

刺突(横位 下斜方向から)十沈線2条 (縦位 平行 )

+連続刺突～短沈線(縦位 下斜方向から)十沈線

2条 (杖位 直線十押 ,い→粘土貼付→橋状突起(突

地文

線2条 (横位 平行)の 間に刻み(縦位)を充填を1組

地文→隆線1条 (批 位 直線 )十隆線上亥とみ〈縦位

左傾十右傾を交互または多方向)→沈線 1条 (横 位
「i線 )と 連続刺突(横 位 円形 竹管た2段以上配

黒JII

下する隆線 1

上刻み(横 位)→ 波頂部形に沿う沈線2条 (横位 平

行)と 沈線ユ～2条 (横 位 平行)の 間に短沈線(縦位

直線)を充壊

地文一細隆線3条 (杖 位 山形lT細 隆線(幾何学

文)

口縁に沿う沈線1粂 (横位 弧状)→ 地文→沈線(縦

位 山形区両)+沈線 1条 (縦 位)充填

地文→沈線3条 (横位 J「形)

地X→峰亮標(種 III

る外面方向への摘み

突起上も)と 隆線 1条 (横位 直線)+隆線上指頭によ

る連続稿み(横 位)の 間はナデ(横)→橋状突起(4単

→ボタン状貼付 (文 様の起点 終点〕

地文(文様帝→石傾、llel→左傾)→ 陸線各2条 (1

位 平行 2条の F「lはナ月 の間に隆線2条 (横 位

弧】犬 2条の問はナう による映伏モチーフ→隆線 1

条(杖 位 直線 )

地文(回縁 15cm施 文なし)

沈線各2条 (横 位 平行)の 間に沈線2条 (横位 Fx

】約十刻み2個を充填→沈線2条破 位 平行)の下に

沈線 1条イ桟位 弧状)を とは一部、下は直線で配置

地文(日縁25、 施文 なし)黒斑有

地文(複 合口縁上は施文なし)

位 山形 半裁竹管 )

〈縦位 上下斜方向から)

を交互刺突(縦 位 L下斜方向から)→沈線各1条

(横 位 直線 半裁竹管)の 間に短沈線僻 位 左傾

半裁竹管)を充填→ナ

地文→粘土現占付

地文一細隆線2条 (文 様】大 ヨイ子山形 )

画)→磨消

弧状)を配置
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指頭lT痕→

ナデ(4A)

外面スス少登 白1透2黒 ユ

白1透5黒 1

10YR6/4に ぶい黄橙 10YR7/6明 黄褐

75YR5/4にぶい褐

10YR7/6明 黄褐

網代(1)→ ナД Ⅳ) 75YR7れ にぶい橙 10YR4/3に ぶい黄褐

10YR7/6明 黄褐

白1透5黒 1

75YR5/3に ぶい褐白1透5黒 1

75YRク

白1透2金2 75YR 6/3に ぶい褐 75YR 6/3に ぶい褐

網代(IJ〕 75YR 6/3に ぶい褐 75YR 7れ にぶい褐

外面スス少そ 白1透3金 1 5YR 6れ にぶい橙 75YR 5/3に ぶい褐

25YR 5/6明 赤褐

10YR ν3にぶい黄橙 75YR ν4にぶい橙

外面スス少量

外面スス少せ 75YR ν2灰褐

外面スス微元

10YR 7/4に ぶい黄橙 75YR 6/4に ぶい橙

75YR 4/2灰 褐 75YR 3/4E旨 褐

透1金1黒 1 75YR ν4にぶい褐 75YR 5/3に ぶいIBJ

10YR 7/4に がい黄橙 10YR ν3にぶい責澄

75YR ν3にぶい褐

10YR 7/2にぶい黄橙

白1透ユ金2

内面コゲ少呈 5YR 5/4にぶい赤褐 75YR 3/3賭 褐

75YR 6れ にぶい橙 75YR 5/2灰 褐外面スス微量

75YR 6/3に ぶい褐

10YR7/4に ぶい黄橙
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法 量 (cm)

平縁 日端上面

沈線1条 (横 位

平縁 日端上面

刻み(棒状工具)

大波状 複合日

縁

Ш Frr下位―括

Ⅲ屑下位一括

Ш層下位

外両9il整 施文など

日縁 上連続力J突 (縦位 爪状)→ 地文

1～ 2条 (横位 平行)を3段以

円形貼付 (ドーナツ状)一 沈線3条以上(横 位 平行)

→通統刺突(縦位 )

測形押圧→波頂部に沿う沈線(杖位 弧状 太)

地文→隆線 1条 (横位 直線)と 口端やや肥厚の FEI

に短沈線(縦 位 やや弧状 細)を施文後、沈線 I条

地文→垂下する沈線 1条 (縦位 )

地文→沈線十隆沈線(文 様区画)

沈線3条 (横位 平行)の上から1 2線の間に連続刺

艦上 ‐日端:陽刻波状

地文→複合口縁上通統刺突(横 位 指頭圧痕 )

地文(口縁30cm施 文なし)黒斑有

沈線 1条 (横位 直線)→複合日縁上短沈線(縦 位

下刻み(縦位 棒状工具)

地文→隆線(M字状 文様表現)黒班有

地文→隆線2+1条〈横位 平行)の 間に隆線 (ハ字

】大 文様区画)→ 上隆線2条の一部が突起となりそ

の下に隆線(変 形Y字状 文様表現 4単位 )

→複合 口縁 上と陸線 1条 (横位 直線 )の 上に

連続刺突(縦位 やや右斜方向から 半裁竹管先

端)→ 波頂部と波頂FHlに 円形貼付(一 部貼付上に

半裁竹管先端束1突 )→ 沈線2条 (横位 平行 半裁

竹管 )

地文→複合口縁上沈線(杖位 連弧状 太)十弧状

沈線 Frlに 円文→地文 黒斑有

地文〈口縁のみ右傾、その他は横傾)

連続刺突各ユ条(縦位 垂直方向 半茨竹管先端 )

の間に沈線2条 (杖 位 連弧状)を描き、スペースに

連続刺突(縦 位 垂直方向 半裁竹管先端)や沈線

3～4条単位(杖位 直線+山 形 右斜方向から浅く

半裁竹管腹側押写リーロ縁:沈線(横 位 波状 右

斜方向から浅く半裁竹管腹側押

'D→

円文(ドー

条(横 位 直線

家状況線1条 (祇 位 山形)→ 沈線 1

半裁竹管)と 複合日縁の間に沈i7R

3～4条イ粧 位 有

地文一底刊近ナД 横)

沈線3+ユ 条以上(横位 平行 半裁竹管)の 間に沈

山形 半裁竹管)

肥厚日縁下に連続刺突(縦位 位

平行 細)→縦位沈線上に沈線ユ条(IFI位

沈線2条 (横 位 直線 )

山形 )十

期X→4/k省 口稼と瞳π松 1余 (面 IIJ H報 ,の IW t(

短沈線(斜位 右傾+左傾)充填一沈線 1条 (横 位

沈線1条 (横 位 直線た隆線の間に沈線2条 (横 位

山形Ⅲ→ 地支イ縦 回転 し隣との間に 4L支帯

隆線 1条 (横 位 直約 +隆線上刻み(縦位)→ 波頂

部下隆線2条 (縦 位 平行)→横位隆線と複合H縁
の問に沈線(縦位 平行 赤H)後 に沈F/1(方形区面)

→沈線2～4条 (杖位 波状)を充填→地文(縦 回ほ

し隣との Illに 無文帯を作る)黒斑有

短沈線(縦 位 弧状)→ 地文

陸線ユ条(横位 直IfR)と 折り返し

条(横 位 弧状 l■進統刑突(斜 位

こ力じ線 ユ

右下斜方向から

竹管)→ 沈lFk3条 (枝 位 平行)

地 文→ 隆線 1+2条 (械 イ′

山形lr陸線上沈線(縦位 山形)底付近外側に張

り北す
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内商 J・l整 施文
など

底部痕跡 ススコゲ
紐文原体

胎 土 色調外面 色調内面 螂
徽

備 考
地文 案のMき 条 幅 trL節

ナデ(横 )
5YR5/4にぶい赤

jF3 5YR6/8橙

ナデ〈横) 左 縦 透ユ黒2

右 tllt 15 自5透 1黒 1

直線 突帯状 )

ナデ(横 )

自3透 I 75YR4/2灰 褐 75YR4/2灰 褐

ナデ(横 ) 白2透3黒 I 10YR8/6黄 橙 10YRy6黄橙

ナデ(槙 )

縄(LR)1こ

つけられ 直立 縦 有(S) 白2透3黒 1 10YR8/6黄 橙 10YRν6黄橙

ナデ(横 ) 左 縦
棚印戴陸制

白2透2

金ユ黒 1
5YR4/4に ぶい赤褐 5YR5お 明赤褐

ナデ(横 ) 左 縦
曲印批陸伽

白2透 2

金3黒 1 5YR3/3暗赤褐 7 5YR4/2灰褐

ミガキ(横 ) 自2歴 2 75YR3/1黒 褐
7 5YR4/1褐灰

LRttllt 白1透 2里 1 10YR4/2灰 貢報 10YR5/3に ぶヤヽ

ナデ(横 ) 外面スス少篭 左 縦
白1透 2

金1黒 1
5YR6/6栓 5YR5/3に ぶい赤褐

ナデ(横 )

単HI絡 条体

第1類 (r)

左 斜 白1透2金ユ 5YRν 8橙 7 5YR5/4にぶい褐

ナデ(横 )

単刺絡条体
直立 縦 白1透3金2 75YR5//6明褐 7 5YR6/6橙

ナデ(横 )黒斑有 4L節(L) 右 横
自3透 I 75YRワ3褐 7 5YR7/8黄橙

ナデ(校 ) 右 縦 自1透 2 75YR 6/41こ ぶい橙 10YR 4泡 灰黄褐

指頭圧痕→

ナデ(横 )

外面スス微せ 直立 斜 透2黒 3 5YR4/2灰褐 5YR8お橙

ナデ(横 ) ナデ(Ⅳ ) 左 縦 透3金2 75YR 6/4に ぶい橙 75YR 4/2灰 褐 10D
容量728ゼ 、竜量

2.000g

ナデ(横〕黒斑有 内面 コゲ微量
単lll絡条体

第1類 (Rl
横 械 白2透2 10YR 6/4に ぶい責褐 10YR 6/4に ぶい黄橙

ナデ(斜 )黒斑有 無節(L) 横 斜 白2 透 1 ЮYR 7/2にぶい黄橙 10YR 7/2に ぶい黄糖

ナデ (械 )

右

横

横

斜 白ユ透 1 5YR 6/6橙 5YR 6/6橙

ナデ(横 ) 内面スス微量 左 横 白1透5黒 ユ 75YR 6/2灰 褐 75YR 7々 にぶい橙

ナД 口縁→横

胴→縦〕黒斑有

0段多条

(2段 LR)
左 縦 白1透 2 10YR″3にがい黄栓 10YR 7/3に ぶい黄橙

ナデ(縦 )黒庭有 組代(1)→ ナデ(Ⅳ )

可羽大(結 束第

1種LR RL)
直立 rlt 透3 75YR ν4にぶい橙 75YR 6/4に ぶい橙 容量566ι

ナデ(杖 ) 透3 5YR 7/6橙 75YR 7れ にぶい鳩

ナデ(横 ) 白1透3黒 1 5YR 5/4にぶい赤掲 5Vtt ν6橙

ナデ(横 ) 外面スス多量 右 横 白1透2金3 ЮYR3/2黒褐 10YR4/3に パい黄褐

ナデ(横 ) 外面スス少量 左 縦 有(Zl
白1透 2

金2黒 1
ЮYR3/2黒褐 10YR4/3に ぶい黄褐

ナデ(横 ) 右 縦 右(Z) 白2透 1 10YR3/ユ 黒褐 ЮYR5/2灰黄褐

ナデ(枕 ) 左 縦 有(Z〕
白1透7黒ユ

細礫多
75YR5/3にぶい褐 ЮYR5/3に ぶい黄褐

ナデ(横 )

単軸絡条体

第 1類 (R)
直立 縦 白1透3黒 1 10YR5/4に ぶい黄掲 10YR8/6黄 橙

ナデ(横 ) 外面スス少量 自ユ透3 10YR5/3に パい黄褐 10YR4/1褐 灰

指頭圧痕→

ナデ(横 )

木葉(1)
横

左

斜

統 白2透3黒 I 5YR″ 31こ ぶい橙 5YR6/3に ぶい橙 容量4532
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法量 (cm)

Ⅲ層上位

Ⅲ層下位

Ⅲ層下位

Ⅲ層下位

Ⅲ題下位

平縁 打巴厚 日

端上面小波状

大波状 回端上

面刺突(円 形)+
沈線(押 引 右斜

方向か ら)

平縁 日端成形

突起1個〈指頭

による描みで

作出)

位(台 形状 亥Jみ

2個 )

平縁 突起 (隆線

上端が突起状 )

平縁 複合口縁

日端上面刻み

(棒状工具 )

平縁 山形突起
十突起左根1に

亥」み2個

外面調整 施文など

突(円形 垂直方向)→ 波頂部下隆線I条 (縦位 直

線)+隆 線上刻み〈杖位)一 波頂部に縦位隆線と交

わる短隆線(横位)十 陸線上刻み(縦位)→状位隆線

と複合口縁の間に沈線(縦位 平行 半我竹管 )後

に沈線2条 (杖位 波状)十沈線2条 (横位 平行 )を 充

頸:連続束1突 (縦位 垂直方向 半裁竹管)→沈線

(多 方向に文様表現 押引 半裁竹管を斜方向か

ら浅く使用→横位の場合は右斜方向、縦位の場

下

顎:沈線2条 (横位 平行〕一地文

平行)+波頂間は方形貼付上

に原体側圧による円形圧痕 キャリパー形回縁上

隆線1条 (横位 直線)+隆線上連続刺突(や や角形

やや右斜方向)→ 複合日縁と横位隆線の間に隆

線2条〈縦位 平行l■ 隆線上連続束1突 (縦 位 円形

下斜方向)→ 沈線ユ条(横位 直線 )と 連続刺突(横

沈線2条 (杖位 平行)→沈線ユ粂(横 位 山形 )一沈

ナД 横)

波頂部:円 文1個一日縁に沿う沈線2条 (横 位

左から右へ半裁竹管を浅く引く)

地文→隆沈線(縦位 糖円形区画)

左傾)→ 波頂謝
`粘

上貼付
→隆線 1条 (杖位 直線)+隆線上刻み(斜位 左傾 )

→波頂に沿う沈線2条 (横 位 山形 押引 左から右
へ

)■隆線に沿う沈i7■ l条 (横 位 直線 押引 左から

地文 尖底部5 0cm黒 斑有(焼 成時に地面に差し

ていたか)

日縁都:縄につけられた結束→胴 :地文

沈線 1粂 (横位 直線)→ 短沈線 (縦位 やや弧状 )

口端:隆線2条 (横位 突帯状)→ 隆沈線ユ条か(横位

直線)

隆線 1条 (縦位 直線)→ 沈i7P4条 (械位 二F行 )+沈

線3条 (縦位 平行)→胴 :沈線1条 (横位 波滞】夫

押 引

地文

地文

半

地文 黒班有

沈線間の一部に

棒状工具先端)の 間に沈線1条 (横 位 直線 )→複

合口縁下に連続刺突(横位 右斜方向から 棒状

地文→ 口瑞と沈線 ユ条 (横位 lj

条(斜位 左傾 直線)を配し、上スペースに連続刺

突(縦位 下斜方向から)と 下スペースに通統刺突

(縦 位 上斜方向から,を充嘆

地文→沈線3条 (横位 平行 )

地文→沈線2条 (横位 平行)→ 沈線1条(横位 弧

状 l■沈線 1条 (機位
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内面調整
など

反 →

ナデイ縦 )

ЮYR3/1黒褐

白I透 1金 1

外面スス少量 白1透1黒 1 5YR4/3にぶい赤褐 10YR3/1黒 褐

5YR 6/6'橙 75YR γ2灰褐

10YR5/3に ぶい黄褐

75YR4/3褐 10YR6/3に ぶい黄橙

自ユ透3金 1

白1透 3

金1黒ユ
ЮYR7/6明黄褐

網代(I)→ ナデ(Ⅳ )

縄につけら

れた結節

0段 多条(

2段LR)

白1透 2

繊維含む

縄につけら

れた結節
透2金1黒 1

透I黒 1

繊維含む
ЮYR7んにぶい黄精 10YR7/4に ぶい黄栓

75YR3/1黒 褐

10YR7/4に ぶい黄裕

10YR7/4に ぶい黄橙 10YR5/3に ぶい黄褐

10YR4泡灰黄掲

10YR4/2灰 黄褐

内外面スス少量

75YR4/3褐

10YR6/4に ぶい黄構 10YR73に ぶい黄構
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掲載NO 区十IFxNI 写解IN(
出土地点

層位
接合破片数

器種 残存位置
法量 (cm)

底都JR跡 底謝
`痕

跡分類
底部残4
率(%)TJ別 番号 位置 (グリッド) 内訳数 総 教 底径

129
QNW
14B20

1層 中位

Ⅱ屑下位

I

1

2 深鉢 底刊
`

網代

821 14C19 皿眉上位一括 5 深鉢 底 都 細代 IA 60

822 堆積土下位 1 深鉢 底 都 〔106〕 網代→ナデ IA→Ⅳ 20

鬱 3 129 堆積上 上位 I 深鉢 底 部 網代→ナデ IA→「V

129 Ⅱ層下位 9 深鉢 底 部 網代→ナデ IA→ W

825 129 BttT4
I'目

Ⅲ層上～中位

2
3 深鉢 底 部 網代

826 135 129 炉SE側 床商 深鉢 底 部 網代

827 135 129 中央N 床直上 深 鉢 底 部 網代→ ナデ I B2→ Ⅳ

828 135 129 15D14 I層 下位 1 深鉢 底 部 網代→ナデ I B2→ IV

829 135 129
■C区

12Cll

I層

I層 下位

3

3
深鉢 底 部 網代 [C 100

135 129 14C7 Ⅱ層上位 1 深鉢 底部 55 網代 D 80

135 129 14C D区 Ⅲ層上～中位 5 深鉢 底 都 綱 代 E

136 129 14C5
Ⅱ層 上位一括

Ⅲ層上面

8

6
14 鉢 底 郡 網代 IF 60

と35 129 14C5
Ⅱ層 L面

Ⅱ層 _ヒ位
1ユ 深鉢 底苦ト 網代

135 129 QNE
1層

焼土内N側
3 深鉢 底 郡 網代→ナデ IG→ Ⅳ

135 129 QSE
1層上位

1層 中位
2 深鉢 底 部 網代→ケズリ IG一Ⅳ 100

836 16C% 堆橋 i上位 1 深鉢 底 部 108 網代

136 129
14C25

不明

Ⅲ層 5

1
6 深 鉢 底 部 網代 I」2

129 QSW 1層上～中位 3 深鉢 ,氏 音ト 網代 約

129 20BII Ⅳ層直上 1 深鉢 底ヨ
`

(108〕 網代 L

840 130 17 QSW 堆積土 3 深鉢 底部 網代→木葉→ナデ I→ Ⅱ→W
84J 130 QNW 1層 中位 1 深鉢 底部 網代→木棄 I→ Ⅱ

130 14C21 皿層 7 深 鉢 底剤
`

114 網代→木葉 I→ Ⅱ

843 ONW 堆橋 十下位 3 深 鉢 底 郡 〔75〕 木莱 Ⅱ

137 130
不 明

1層 3

1

4 深鎌 底部 木菜 Ⅱ

345 137 130
Ｗ

Ｒ

Ｎ

Ｎ

皿周上位

1層

5

4
9 深 鉢 底部 128 木葉 Ⅱ 100

846 137 130 Ы ユ7

ベルトA(E側 )

QSE

3層下位

3用 _と 位

堆積土上～中位

堆稚十最下位

II

1

1

深鎌 底 部 木莱 Ⅱ

第51表 土製品観察表

コ版N( 予図N(
出土地点

層位 器種 器形 残存位置
法托 (cm) 外面調整 施文

など
内面調整・施文

などテ種別 番 ケ 位置 (グリッド) 予大 長 最大幅 最大輝 琶量 (Я

04 七積土中位 土製耳飾 滑車形 略完形 485 ナデ調整 ナデ調整

132 t積土下位 上器片円鶴 円形 完 形 (39) (18) ナデ調整 ナデ調整

132 17 花積土上～中位 土器片円盤 円形 完形 1923 地文 ナデ調整

132 17 )層上位 土器片出盤 円 形 完形 地文 摩 耗

39 132 17 生積土上～中位 土器片円盤 円形 完形 2816 地文 ナデ調整

889 12層 土器片円盤 円形 完形 地文→沈線区画 ナ デ訥

890 132 堆積土上位 土器片円盤 円形 完形 09 地文 ナデ JB

132 堆積土中位 土器片円盤 円 形 年 形 07 細沈線か ナデ調整

132 BttT3 I層 土器片円盤 円形 先形 615 07 2657 地文 ナデ調整

132 12C17 I層 下位 上器片円盤 円形 完形 06 826 摩耗 摩耗

894 132 14Cll I層 下位 土器片円盤 円形 完 形 09 1005 摩耗 摩耗

132 14C18～ 19 Ⅱ層上位 土器片円盤 円形 完 形 09 1713 地 文 ナデ調整

896 132 七積土上～中位 土器片円盤 円 形 完 形 37 摩 耗 摩 耗

皿層中位 上器片円盤 円形 完形 2866 地 文 lr耗

898 14C6 Ⅱ尼 土器片劇盤 円形 完 形 地文 沈線 ナ

899 132 14C17 Ⅱ屑 上器片円継 円 形 年 形 スダレ】夫圧痕 ナ

900 Ⅱ層 土器片円盤 円 形 完形 0 単軸絡条体 剥 落

17 サブトレ ヒ積土に～中位 焼粘土塊 不整形 先形 6

17 サブトレB(N側 ) 佐積上上～中位 焼粘上塊 不整形 完 形 3

903 15D7 Ⅲ層上位 焼粘土塊 不整形 完形 246

904 Ⅲ唇下位 焼粘土塊 不整形 完形 2403

Ⅲ属下位 焼粘土塊 不整形 完形 423
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底部残狗
4(%)

位仕 (グリッド)

堆積土上～中位

1層 中～ 下位

堆積土中位

lrtti土 中位

8区T414C D区

堆積土上位

堆積上上～中位

3婚 上位

笹かケズリ堆積上上～中位

徒か板かケズリか

単珈I締条体第1類(R)

単莉

“

絡条体第1類 (LR)

単軸絡条体第1類(LRl

75YR7/4に ぶい補 75YR7/4に ぶい綺

白1透3県 1

75YR7/4に ぶい橙 75YR7/4に ぶい椅

白1透2金1黒 l

白2透 3金1黒 1

75YR5/4に ぶい褐

白2透2黒 1 75YR 7/6橙

白2透 2金 1 75YR 6/6橙 5YRク41こ ぶヤヽ

75YR 7/6湾白1透2黒 1 75YR ν6橙

75YR 5/1褐 灰白1透2金 1 75YR ν41こ ぶい

75YRン 41こ ぶい綺

75YR 6/6橙

10YR 5/2灰黄褐

自1透2黒 1 75YRν 41こ ぶい橙

10YR7/4に ぶい貨橙

備考

内面赤色顔料塗布か

中央に穿孔

胴都破片か ら転用

1同 部破片から転用

胴都破片か ら転用

胴部破片から転用

胴都破片から転用

片から転用

All部破片から転用

胴部破片から転用

lll部破片から転用

胴部破片からは用

胴ヨ
`破

片から転用

胴部破片から転用

胴部破片か ら転
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第
52
表
 

尖
頭

器
観

察
表

ｌ ω 伽 ト ー

第
53
表
 

石
鏃

観
察

表

掲
載
No

図
IF
kN
o

写
図
No

出
土

地
点

層
位

器
種

分
類

石
羽

法
  

量
刃

部
先

端
角

欠
損

自
然

面
被

熱
折

断
備
 

考
種

別
番

号
位

置
(グ

リ
ッ
ド

)
長

さ
(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ
lc
m

長
さ
刑

扁
厚

さ
/幅

FJ
量

(2
)

形
状

角
度

(°
)

有
無

角
度

(°
)

13
D2

皿
層

下
位

尖
頭

器
I 
A2

買
岩

12
05

04
4

85
35

先
62
0

10
 1
5

床
直

上
尖

頭
器

買
岩

(2
56
)

(1
49
)

先
端

基
部

90
8

14
D4

jl
r積

土
上

位
尖

頭
器

Ⅱ
 A
2

貢
岩

(3
95
)

(2
51
)

先
端

部
ア
ス

フ
ァ

ル
ト
装

着
痕

90
9

14
D1
2

Ⅲ
層

中
位

尖
頭

器
Ⅱ
 A
2

頁
岩

79
7

16
8

05
3

33
27

先
48
5

○
10
80

20
C2

[層
下

位
尖

頭
器

Ⅱ
 A
2

頁
岩

96
0

29
28

先
69
5

23
C2
1

Ⅳ
層

直
L

尖
頭

器
頁

岩
12
6

05
0

35
24

先

ベ
ル

ト
B(
S側

)
堆

積
土

下
位

尖
頭

器
買

岩
13
50

04
5

52
13

先

Э
SW
V

3層
上

位
尖

頭
器

Ⅱ
 D
2

頁
岩

(3
93
)

08
1

66
5

先
基

部

33
伽

14
D2

堆
機

土
上

位
尖

頭
器

Ⅱ
 D
2

頁
岩

(3
85
)

07
8

62
3

免
基

部

13
3

13
D3

阻
冦

上
位

尖
頭

器
頁

岩
14
72
)

06
3

79
7

先
58
0

基
部

SX
堆

積
土

中
位

尖
頭

器
Ⅲ
 A
2

貢
岩

(5
22
)

(3
91
)

28
74

先
端

部

SD
13
D1
3

堆
積

上
下

位
尖

頭
器

Ⅲ
 B
2

貢
岩

65
0

20
9

03
8

23
80

先

13
C1
0

Ⅲ
層

上
位

尖
顕

器
頁

岩
64
5

12
9

16
9

03
4

先
48
0

石
鏃

様

14
D8

堆
積

上
下

位
尖

頭
器

頁
岩

〈2
72
)

(2
61
)

55
6

先
端

部

13
4

堆
積

上
下

位
尖

頭
器

頁
岩

〈2
21
)

(2
42
)

09
9

①
先
端

部
13
4

姓
積

土
下

位
尖

頭
器

Ⅳ
C

赤
色

頁
岩

(2
68
)

(2
33
)

先
端

部
13
4

1層
尖

頭
器

Ⅳ
C

珪
化

木
(2
64
1

①
先
端

部

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)

堆
積

上
上

位



場
載
No

図
1板
No

写
図
No

出
土

地
点

層
位

器
種

分
類

石
1/
1

法
  

ユ
先

端
角

欠
損

自
然

面
被

熱
折

断
備
 

考

種
別

番
号

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)
長

さ
に
m)

I隔
lc
m)

厚
さ
に
m)

髭
さ

/‖
偏

厚
さ
/幅

挟
り
に
m)

扶
り
/長

さ
重
量
〈g
l

形
状

角
度

(▽
)

14
C1
6

Ⅲ
層

中
位

石
鏃

E 
B2

赤
色

貞
岩

20
2

先
∪

QN
W

堆
積

土
下

位
石

鏃
Ⅱ
 C
la
t1
/

負
君

68
05
2

0
03

18
0

先
46
0

94
8

米
直

上
石

鏃
a短

)
貝

宿
02
9

06
4

先
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
装

94
9

29
QS
E

1層
石

鏃
ll
 C

a砲
9

頁
岩

60
03
2

01
5

22
9

先
42
0

QS
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○
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剥
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買
岩
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Ⅱ
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岩
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真
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さ
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積
土

中
位

石
核

Ⅶ
駐

化
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QN
W
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中

位
石

核
不

可
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質
頁

岩
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7
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2
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6
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位

石
核

買
岩
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9

34
9
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積
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位
石
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頁

岩
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4
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3
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位

石
核
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位
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頁
岩
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不
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石
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Ⅱ
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黒
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3
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Ⅵ
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曜

石
23
5
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0
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察
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図
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出
土

地
点

層
位

器
種

分
類

7-
I材

法
剥

離
角

自
然

面
姉
 

考
種

"」

脊
サ

位
置

(グ
i,
ッ
ド

)
長

さ
(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ
他
m)

長
さ
/幅

ナ 早
さ

/甲
尉

車
量

(富
)

石
J無

角
度

(・
)

11
62

18
6

14
6

1層
貢

岩
03
9

①
○

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
付

着
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63
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6
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6

1層
頁

岩
42
8
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○
○

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
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若

写
図
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出
土

地
点

層
位

器
種

分
類

石
材
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量
刃

都

欠
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自
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考
長
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幅
に
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厚
さ
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暴
部

幅
刃

部
幅

長
さ
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厚
さ
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基
部

偏
/

最
大

幅
重

量
(g
l

形
状

角
度

(°
)

番
号

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)
平

面
断

面

11
64

14
7

QS
E

1層
石

斧
類

A
蛇

紋
岩

42
5

04
7

11
59
9

円
両

1(
基

部
方

面
剥

落
)

11
65

12
D1
8

I層
下

位
石

斧
類

A
蛇

紋
岩
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7

89
9

24
7
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7
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0
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円
両
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刃

部
片
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 l
ガ
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リ
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66
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(1
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I層

石
斧

類
A
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5

24
4
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31
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直
両

5(
刃

基
一

部
欠

)

11
67

14
7

12
D3

I層
下

位
石

斧
類

綱
粒

閃
緑

岩
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0

27
2
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3

22
23
3

円
両

11
68

14
7
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2

Ⅲ
層
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位

石
斧

類
A

細
粒
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岩
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円
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欠
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ト
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類
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岩
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0
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石
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疑

灰
岩
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)
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20
81
4
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4

埓
ヒ
積
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上

位
石

斧
類

B
砂

岩
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5
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C1
7

Ⅲ
層
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位

石
斧
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細

粒
閃

緑
岩
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2
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67
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類
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砂

岩
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28
7
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7
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○
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74

QN
W
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石

斧
類

B
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岩
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刃
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○
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斧
類

B
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岩
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7
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岩
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○
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岩
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Ⅱ
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①
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Ⅱ
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岩

(在
地

)
13

20
0

22
7

22
06
11

直
片

O
SI

ΩN
W

2層
中

位
石

斧
類

lD
‐

b
買

岩
(在

地
)

92
5

34
7

03
8

62
13
3

円
片

86
5

0
11
83

Ы
OS
W

束
直

上
石

斧
類

Ⅱ
D

頁
岩

(在
地

)
10
88

11
1

64
89
8

直
両

0



第
64
表
 
礫

器
類

観
察
表

サ
ブ

ト
レ
E

堆
積

土
中

～
下

位

― ∞ ⇔ 〕 ―

第
65
表
 

敲
磨

器
類

観
察

表

掲
載
No

写
図
No

出
土

地
点

層
位

器
極

分
類

石
材

法
機

能
郡

欠
慣

特
  

徴
図
版
No

長
さ

(c
m)

幅
に
m)

厚
さ

(c
m)

長
さ
/幅

厚
さ
/偏

重
量

(g
)

磨
面

音
ト

・
lk
部

凹
】犬

皆
サ

位
置

(グ
リ
ッ
ド

)
正

側
端

正
側

瑞
襲
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磨
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岩
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Ⅱ
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岩
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磨
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岩
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蔽
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Ⅲ
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岩
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器
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岩
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砂
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磨
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砂

岩
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1
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3
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上
位

蔽
磨
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類
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緑
岩
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敲
磨

器
類
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ん
岩
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品

か
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19
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E

堆
積
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位
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磨
器

類
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砂
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1
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状
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リ
ッ
ド
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側
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側
瑞
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側
襲
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20
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敲
磨

器
類
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2

砂
岩
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2

55
8
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コ

24
65
9
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2
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24
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4

14
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堆
積

土
ド
位

蔽
磨

器
類
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ふ
ん

岩
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6

34
6

25
3
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3
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2
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2
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8
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W

敵
磨

器
類

Ⅳ
FI

貢
岩

(在
地

)
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37
3
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2

6
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8

14
C1
2

Fl
k婚

器
類
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買

岩
(在

地
)
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65
7

47
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4

以
O

ア
バ
タ
】犬
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27

19
8
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敲

磨
器

類
F2

砂
岩

(1
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3)

45
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4

4
○

ア
バ
タ
】犬
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19
8

荘
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土
中

位
蔽

潜
器

類
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買
岩
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地

)
55
5

14
7
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69
7

I
1

1
ア
バ

タ
"ヽ

12
29

19
8

21
B1
0

蔽
磨

器
類

ll
 G

買
岩

(在
地

)
15
96

27
2

37
52
8

ユ
1

2

15
D6

敲
暦

器
須

G
買

岩
(在

地
)

(1
23
0)

16
0

02
2

19
98
0

2
つ

ま
み

部
か

有
12
31

13
 1
4

サ
ブ

ト
レ
W

堆
積

土
中

位
敲

磨
器

類
■
la

安
山

岩
14
50

81
6

54
2

06
6

93
94
6

12
32

SX
QS
E

1層
中

位
敲

磨
器

類
Hl
b①

買
岩

(在
地

)
73
7

44
0

06
0

68
97
8

剥
離

多
い

12
33

21
B1
4

巨
層

下
位

敲
磨

器
類

H3
a①

デ
イ
サ
イ

ト
47
ユ

06
6

62
15
0

1
ユ

20
C5

Ⅱ
層

上
位

蔽
磨

器
類

H3
d

砂
岩

59
0

07
1

10
95
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2
側

面
が

主
要

な
使

用
面

、
ギゞ
う
一

方
は

言
【
介

的
12
35

創
QN
E

堆
楢

土
上

位
散

磨
器

類
Ⅱ
Hl
b

買
岩

(在
地

)
17
52

35
3

04
7

66
72
9

1
用

面
14
痕

少
/r
く

景
!離

%
12
36

サ
ブ

ト
レ
W

2層
敲

磨
器

類
Hユ

b
砂

岩
15
19

71
8

28
5

21
2

56
02
8

12
37

20
0

17
ベ

ル
ト
A(
E側

)
3層

下
位

敲
磨

器
類

Ⅱ
H2
a①

デ
イ
サ

イ
ト

17
46

24
6

08
6

98
47
〕

1

20
0

堆
積

土
上

位
敲

磨
器

類
■
H2
a①

⑫
閃

緑
岩

73
5

20
4

89
84
4

1
1

〕
1

20
0

15
4

QN
E

1層
敲

磨
器

類
Ⅱ
H2
b

砂
岩

62
5

12
79
08
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0
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層

堆
横

土
敲

磨
器

類
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b①

斑
岩
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4
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①

砂
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第76表 産地同定黒曜石観察表

試料No 図版No 写図No
出 11地点

層位 器種 石材 石材産地
法  量 (cm)

備 考
種

"]

誉 号 柱世(グ リッド) 長 さ 隔 席 さ 重電(質 )

里古屋 -1 匝層上位 な鏃 黒曜石 小赤沢(竿石) 048

里古屋 -2 14C25 皿層上位 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫石〕 (145) 037 057

里 3 〕層 中 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫石) 067

-4 135 14D4 IPsL上 向 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫 石) 073 1004

里古屋 -5 136 唯積上下位 石 鏃 黒曜石 小赤沢(雫石) 〈181) (1591 046 073

里古屋 -6 14D9 lLIJH± 3層下位 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫石 ) (141) 1084) 024

里古屋 -7 165 14C12 Ⅲ層上位 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫 石) 022 023 984

里古屋 -8 14D14 Ⅱ層中位 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫石 ) 092

里 9 12C17 堆積土 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫 石) 120 020

里 堆積土上位 石鏃 黒曜石 小赤沢(雫 石)

里 11 3層 下 llr 楔形石器 黒曜石 小赤沢(雫石) 219 073 270

里古屋 -12 13C22 皿層上 薗 楔形石器 黒曜石 小赤沢(雫石) 051 532 1102

里古屋 -13 04 唯積土 下位 二次加工ある剥片 黒曜石 小赤沢(雫石) 164 042 048

里古屋 -14 堆稽± 1思 劇 片 黒曜石 小赤沢(雫石) 031

里古屋 -15 七積上上位 剰 片 黒曜石 小赤沢(雫石) 074

里古屋 -16 SI 10 15 唯積土中～下位 剥 片 黒曜石 小赤沢(雫石) 094 029 023

tl 17 SI 10 15 4積上中～下位 景」片 黒曜石 小赤沢(雫石〕 237 129 078

里 に積上上位 剥片 黒IIE石 小赤沢(雫石 ) 148 230 280

里古屋 -19 ЭNW 笠積 土上 lII 剥 片 黒It石 小赤沢(雫石) 090 027

里古屋 -20 _RI ЭNE 花積上中位 剥 片 黒曜石 小赤沢(雫石) 258 304 096 537

里古屋 -21 Ы 13 未直上 剥片 黒曜石 小赤沢(雫石) 176 096 043 068

里古屋 -22 ミ面 剥 h 黒曜石 小赤沢(雫 石 ) 184 030

里古屋 -23 14C25 堆積土上位 剥ナi 黒曜石 小赤沢(雫石 ) 062 154

里古屋 -24 SD 14C25 堆積上上位 剥 片 黒曜石 小赤沢(雫石 ) 058 022 006

堅 14C25 堆積土上位 剥 片 黒曜石 小赤沢(雫 石) 022

里古屋 -26 SD 14D3 推積 上下位 剥片 黒躍石 小赤沢(雫石 ) 44 054

里古屋 -27 SD 14D5 4積土上位 則片 黒曜石 小赤沢(半 石) 069

里古屋 -28 14D5 七積上下位 剥片 黒曜石 小赤沢(雫 石) 05 056 069

里古屋 -29 堆ril上 下位 剥 片 黒 1曜 石 小赤沢〈午石) 229 062

里古屋 -30 14D7 Ⅲ層下位 景」片 黒曜石 小赤沢(雫 石) 078

里古屋 -31 14D10 堆積土上仔 剰 片 黒 1冦 石 小赤沢(雫 石) 269 067 083

里古屋 -32 14D8 lt積土上位 剥 片 黒lH石 小赤沢(雫 石) 14ユ 237 059 164

里古屋 -33 12C12 I層 下位 剥 片 黒lFE石 小赤沢(雫 石) 305 09J 267

里古屋 -34 13C盟 [Fu・ 下位 7fl片 黒lu石 小赤沢(雫石) 160 177 070

里古屋 -35 13C22 阻思 し面 剥片 黒曜石 小赤沢(雫石) 025

里古屋 -36 Ⅲ層上位 剥片 黒曜石 小赤沢(雫石) 216

里古屋 -37 14C12 皿層上位 剥片 黒 I曜 石 小赤沢(雫石) 339 165 087

里古屋 -38 14C14 Ⅲ居上位 討 片 黒曜石 小赤沢(雫石) 249

里古屋 -39 14C14 Ⅲ層中位 剥 片 黒 I曜 石 小赤沢(雫石) 103 022

里古尾 -40 14C16 Ⅲ層中位 剥 片 黒曜石 小赤沢(雫石) 212 298

里古屋 -41 14C18 Ⅱ層 J=位 剥片 黒曜石 小赤沢(雫石〕 027

里古座 -42 14C18 IIlナ暫 Lイ立 剥片 黒曜石 小赤沢(雫石) 105

里古屋 -43 14C19 □層 直上 副片 黒曜石 小赤沢(雫右) 320

里古屋 -44 14C22 団脳 上位 剥月 黒曜石 小赤沢(雫石 )
166 067

里古屋 -45 14C2塑 皿層 L位 剥片 黒曜石 小赤沢イ雫たお 149

里古屋 -46 14C25 皿膳上位 71片 黒躍石 小赤沢(雫石】 066

里古屋 -47 Ⅲ層下位 黒曜石 小赤沢(雫右 ) 櫛 045 086

里古屋 -48 14D9 Ⅲ層_L位 剥片 黒躍石 小赤沢(雫石 ) 068

里古屋 -49 14D15 皿層 中位 黒曜石 小赤沢(雫石 ) 109 0∞

里古屋 -50 Ⅲ層 中イ立 剥片 黒曜石 小赤沢(雫石 ) 212

里古屋 -51 15D6 皿層中位 黒曜石 小赤沢(雫石 ) 003

-53 34 ベルトB_N 性積土中位 (3回 日) 石 鏃 黒曜石 月山系 055 ユ16

里古屋 -54 15B16 Ⅱ層中位 石 鏃 黒al石 月山系 (135) 074

里古屋 一弱 04 ミ色層上位 石鏃 黒曜石 月山系 147 (126)

里古屋 -56 04 15C25 佐積上下位 石 鏃 黒曜石 月山系

里古屋 -57 166 13 14 ヒ積上rf I位 石 鏃 黒躍石 月山系 053

里古屋 -58 ベルトE 佐積土上～中位 石鏃 黒曖石 月山系 (135) 047 078

塁古屋 -59 ЭNヽV 1層 中位 石鏃 黒曜石 月山系

里古屋 -60 ЭNW 具褐色上下位 石鏃 黒曜石 月山系 (167)

性積土上位 石鏃 黒曜石 月山系 041 130

里古屋 -62 15C8 皿層上位 石鏃 黒曜石 月山系 (120Ⅲ 044 063

里古屋 -63 1唇 石娠 黒曜石 月1日 系 092 03ユ

里古屋 -64 Ы 1漕 石 鉄 黒曜石 月1日 系 (129) 033

里占屋 -65 申央S ヒ積上下位 石 鉄 黒 a・ul石 月山系 025 0 1002

里古屋 -66 04 [5C25 性積土上位 石鏃 黒曜石 月山系 035 047 1006

里古屋 -67 佳積土中位 石鏃 黒曜石 月山系 097 027

-68 牲税土中位 石鏃 黒曜石 月山系

15D2 佐積土中位 石鏃 黒曜石 不明(未 知)

-70 14C10 Ⅲ層上位 石鏃 黒曜石 不明イ未知 ) 031 033 1009

里古屋 -71 15B16 Ⅲ層下位 石鏃 望醒 /1 不明イ未知】 (107】 023

里古屋 -72 15B21 Ⅱ層 下位 石 鏃 里躍 石 不明(未 知) 098 026

里古屋 -73 15C7 Ш層中位 石 鏃 単1肥 石 不明(未 知】 028 021

里古屋 -74 167 15C19 皿嘱下位 石 鏃 黒曜イ「 不明(未知 ) 154 036
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Ⅷ 調 査 の ま とめ

1遺 構

今回の 3カ 年に亘る調査で、竪穴住居跡 38棟、住居状遺構 8棟、土坑 47基、焼土跡・炉跡 24

基、土器埋設遺構 2基、配石遺構 1基、墓坑 2基、堀跡 2条、溝跡 5条、井戸跡 1基、石組遺構

1基、ビット326個 、採掘坑 3箇所が出土 した。

この中で、特に縄文時代 と平安時代の竪穴住居跡、中世の堀跡に関連する事項について触れる。

(1)縄文時代

縄文時代の竪穴住居跡は計 37棟出上 している。区域ごとに見ると、A区 3棟、 B区 25棟、 C

区 9棟 と分布 してお り、 B区が全体の 67.6%を 占めている。

第 212図 に遺構重複関係図を示 した。本調査ではV検出遺構で述べたように、多 くの遺構が重

複関係を持って検出された。遺構の重複関係は、遺物を考慮 しない先後関係を把握するのに有効

である。

A区

ー

聞
圏

Ⅱ層起源堆積土主体

Ⅲ層起源堆積土主体

第212図 遺構重複関係図

ここではまず、主な遺構から新旧を明らかにする (旧 <新 )。

Att S102竪穴住居跡<SX02住 居状遺構

B区 ①S115竪 穴住居跡<S110竪穴住居跡<S106竪穴住居跡<S108竪穴住居跡、S109竪穴住居

跡<S108竪穴住居跡、S109竪穴住居跡<SK16土坑 ②S111竪 穴住居跡<SD04堀跡、S112竪穴住

居跡<SD04堀 跡 ③S118竪穴住居跡<S119竪穴住居跡<SX03住居状遺構 ④S131竪穴住居跡

<S130竪穴住居跡<S113竪穴住居跡<S114竪穴住居跡<S117竪穴住居跡<SD04堀跡、S131竪穴住

居跡<S130竪 穴住居跡<S113竪穴住居跡<S138竪穴住居跡<S134竪 穴住居跡<S137竪 穴住居跡

<S125竪穴住居跡<SX07住居状遺構<SX04住居状遺構、S138竪穴住居跡<S134竪穴住居跡<S132

竪穴住居跡<S126竪 穴住居跡<S125竪穴住居跡

C区 ①S122竪穴住居跡<S123竪穴住居跡<S116竪穴住居跡 ②S136竪穴住居跡<S121竪穴住

居跡<S120竪穴住居跡<SX06住居状遺構 ③SK12土坑<S129竪穴住居跡、S128竪穴住居跡<S129

S1371 S132

S11411   S134
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1 遺構

竪穴住居跡、S128竪穴住居跡<SR01土器埋設遺構

最も多 くの重複関係を持つのはB区④で、ほとんどが 15C区 を中心 とする 10× 10m強の範囲か

ら出上 している。最 も旧い S131竪穴住居跡は遺構の大半を SD04堀 跡に切 られてお り、残存する

斜面上部のみか らS131竪穴住居跡拡張前が推定 450 cm、 S131竪穴住居跡拡張後が残存 615 cmの

長方形プランを呈する。その後に S130竪穴住居跡がほぼ連続する時期に構築されたと見 られ、長

軸が残存 740 cmの 長方形プランを持つ。S113竪穴住居跡は東端で S131竪穴住居跡 と重複 してお

り、これよりも新期に位置付けられる。規模はこれもまた SD04堀跡に切 られてお り全形は把握

できないが、残存 803 cmの 長方形プランを持つと思われる。

ここまでの 3棟はいずれも長方形基調の住居形態を持つ。連続する時期に形成されたかは不明

であるが、徐々に大型化する傾向がある。その後の S114竪穴住居跡は S113竪穴住居跡 と異なり、

残存 475 cmの 円形プランとなる (SD04堀 跡により半壊 )。 S114竪 穴住居跡 と直接的な重複関係を

持つのは、廃棄後に完全に埋 もれた段階で構築された S117竪穴住居跡で、これもSD04堀 跡によ

り半壊 しているが、残存 377 cmの 円形プランとなる。もう一方の重複関係は、S113竪 穴住居跡 と

S138竪穴住居跡で遺構南端が重複 し、S138竪穴住居跡のほうが新期である。S138竪穴住居跡 も

残存 678 cmの 長方形プランをもつ住居形態であるが、他の長方形プランの竪穴住居跡が斜面に平

行 して (等 高線に沿って)構築されているのに対 して、この住居は斜面に直行 して構築されている

点で異なる。S134竪 穴住居跡は S138竪穴住居跡によって掘 り込まれた凹みを廃棄後に利用 して、

反復的に構築された住居であろう。形状は長楕円形で、S138と 同様に斜面に直行 して長軸が向け

られている。規模は残存で 554 cmで あるが、本来はもっと長大であったと思われる。S137竪穴住

居跡は、大半を S125竪穴住居跡に破壊されているため不明であるが、これは円形プランと考えら

れ、やはりS134廃 棄後の凹みを利用 したものであろう。S125竪 穴住居跡 とS126竪 穴住居跡はほ

ぼ連続 した時期に構築されたと考えられ、堆積上の状況 も相似性がある。推定 600× 500cmの 楕

円形プランである S126竪 穴住居跡を廃棄後に、斜面上部へ掘 り広げて推定 550× 500 cmの 円形プ

ランである S125竪穴住居跡を構築 している。また S132竪穴住居跡は、S134と S126竪穴住居跡

の間にあ り、長軸 545 cmあ る楕円形プランである。S125廃棄後は、ほぼ同位置に円形プランの

SX07住居状遺構が作 られ、また楕円形の SX04住居状遺構 もその後に形成される。

C区 で特徴的な重複関係は①である。この3棟は同一箇所に反復 して構築されたこと、いずれ

も異なる炉形態を有すること、焼失住居 と思われる状況を示すことなどが上げられる。まず、最

下層である S122竪穴住居跡は、長軸が推定 540 cmの 円形プランで、床面中央には日字形土器埋設

複式炉を持つ。廃棄後まもなく、人為的な整地が行われた可能性があ り、S122炉 を埋めて新たな

床面が形成された。床面中央やや南寄 りには廃棄後壊されたと見 られる石囲炉1基 を検出した。規

模は推定 440 clllの 円形プランであるが、上層の S116に破壊 されているため不明である。3棟の中

で最も新期である S116は下層 2棟より形状を残 してお り、長軸 520 cmの 円形プランを形成 してい

る。炉は床面中央やや南寄 りにあ り、長方形の石囲炉を有する。3棟 とも円形プランであるが、床

面を再構築 しながら、日字形土器埋設炉 (中央)<長方形石囲炉 (中央やや南)<長方形石囲炉 (中央

やや南)と 変遷 している。後2基 は中央から南寄 りへ と位置が移るため、縄文時代中期後半に特徴
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Ⅶ 調査のまとめ

的な複式炉へ と変化す る過渡期の竪穴住居跡 と考 え られる。 また、ほぼ連続的な床面の再構築、

各面での炉の作 り替えは、短期間での「改修」を示している。

第 212図遺構重複関係図には、主な遺構堆積土を合わせて示している。本遺跡から出土する遺

構は、Ⅱ層黒褐色上を主体とする堆積土とⅢ層暗褐色上を主体とする堆積上のいずれかを廃絶後

に堆積しており、含まれる遺物にも違いがある。Ⅱ層起源堆積土を主体とする遺構はA tt SX02

住居状遺構、 B tt S105～ 09。 17～ 19・ 25。 26竪穴住居跡、SX03・ 04・ 07住居状遺構、SK16土坑、

SD04堀跡、C ttS116竪 穴住居跡、Ⅲ層起源堆積土を主体とする遺構はA ttS102竪 穴住居跡、B

区S110～ 15。 30～ 32・ 34・ 37・ 38竪穴住居跡、 C tt S120～ 23・ 28。 29・ 36竪穴住居跡、SX06住居状

遺構、SK12土坑、SR01土 器埋設遺構である。この他に重複関係を持たない主な遺構として、Ⅲ

層起源堆積土を主体とする遺構はA tt SIOl・ 03竪穴住居跡、SX01住居状遺構、 B tt S124・ 33竪

穴住居跡、C tt S127竪穴住居跡、Ⅱ層起源堆積土を主体とする遺構はなく、S104竪穴住居跡は

堆積土が残存しておらず不明である。出土遺物と合わせて見ると、Ⅱ層起源堆積土を主体とする

遺構からはV～Ⅶ群土器主体に出上しており、Ⅲ層起源堆積土を主体とする遺構からはⅢ～Ⅳ群

土器を主体とする傾向にある。

柱穴配置から住居変遷を観察するために、第213～ 215図柱穴配置想定図を作成した。S101,02・

10'13・ 14・ 15。 16・ 18・ 19・ 20・ 22・ 25'26・ 28。 29。 30・ 31。 34・ 36・ 38竪穴住居跡の計20棟 を対象とする。

ここでまず、竪穴住居跡の重複関係を表す用語として、①「重複」→竪穴住居が偶然切 り合うこ

と、②「反復」→旧竪穴住居の窪地を再利用すること、③「建て替え」→地点の新旧を聞わず集落内

での新築、④「拡張」→旧竪穴住居を連続使用しつつ手直しすること (赤 山 1982)の 4段階を示し

ておく。

A区 は 2棟が対象である。SIOl竪穴住居跡は 2段階の配置が想定される。第 1段階を六角形、

第 2段階を三角形とすれば、拡張住居が想定される。S102竪 穴住居跡は柱穴 8個 を利用した、長

方形配置が想定される。また廃棄後に、SX02住居状遺構が反復して同位置に構築されたと考え

られる。

B区は 12棟が対象である。S110・ 15竪穴住居跡は重複関係にあり、先述からS115竪穴住居跡

<S110竪穴住居跡が明らかである。S115竪 穴住居跡は柱穴 8個 を利用した、長方形配置が想定さ

れる。またS110竪穴住居跡は2段階の配置が想定される。先後関係は不明であるが、方形と五角

形の配置を想定できる。S113・ 14竪穴住居跡は重複関係にあり、先述からS113竪 穴住居跡<S114

竪穴住居跡が明らかである。S113竪穴住居跡は南半が SD04堀跡に破壊されているため不明だが、

おそらく柱穴 8個 を使用した長方形配置であろう (2× 2間 )。 S114竪穴住居跡も同様で南半は不

明であり、配置は推定不明である。S118。 19竪穴住居跡は重複関係にあり、S118竪穴住居跡<S119

竪穴住居跡が分かっている。いずれも柱穴 4個 を使用した方形配置が想定される。S125・ 26竪穴

住居跡は重複関係にあり、S126竪穴住居跡<S125竪 穴住居跡が分かっている。このうち S125竪

穴住居跡のみが配置を推定でき、柱穴 6個 を使用した六角形の配置が見出される。S130'31竪穴

住居跡は重複関係にあり、S131竪穴住居跡<S130竪穴住居跡が明らかである。S131竪穴住居跡は

2段階の配置が想定される。拡張前の第 1段階は南半を欠いているが、おそらく柱穴 14個 を使用
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第213図 竪穴住居跡柱穴配置想定図 (1)



S125・ 26

S128・ 29

Ⅶ 調査のまとめ

轟
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第214図 竪穴住居跡柱穴配置想定図 (2)
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1 遺構

Si30・ 31 Si34・ 38

第215図 竪穴住居跡柱穴配置想定図 (3)

した長方形配置 (2× 5間 )、 拡張後の第 2段階は同じく南半を欠いてお り、おそらく柱穴 12個 を

使用 した長方形配置 (2× 4間 )と 考えられ、拡張住居を呈 している。 また S130竪 穴住居跡 も同様

に南半を欠いているが、柱穴 14個 を使用 した長方形配置 (2× 5間 )の建て替え拡張使用 と考えら

れる。S134・ 38竪穴住居跡は最 も重複の著 しかった 15C区最下層の遺構である。先述か ら、S138

竪穴住居跡<S134竪穴住居跡が明らかである。S138竪穴住居跡は 3段階の配置が追えるが、先後

関係は不明である。住居内の拡張を想定するならば、柱穴 ■ 個を使用 した長方形配置 (2× 4間 )

が第 1段階、やや大 きめの柱穴 H個 を使用 した長方形配置 (2× 4間 )が第 2段階、最終プランの

壁付近に配置されたおそ らく柱穴 8個 を使用 した長方形配置 (1× 3間 )の 第 3段階が読み取れる。

S134竪穴住居跡は精査手順の前後で、南半を欠いてしまったが、3段階の配置が想定される。い

ずれも長方形配置 と考えられるが、第 1段階と思われる柱穴 5個 以上を使用 した 2× ?間 の配置、

第 2段階は柱穴 10個 以上を使用 した 2× 4間以上 と短軸に柱穴 1個分の張 り出しを持つ もの、第

3段階は最 も大 きいプランで壁際に柱穴 10個 以上が巡るものである。

C区 は 6棟が対象である。S116。 22・ 23竪穴住居跡の 3棟は重複関係にあ り、先述か らS122竪

穴住居跡<S123竪穴住居跡<S116竪穴住居跡が分かっている。 しか し、配置が見出せたのは S116・

22竪穴住居跡の 2棟である。S122竪 穴住居跡は 2段階が想定され、第 1段階は柱穴 6個 を使用 し

③
警
餞◎
⑥鞠
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Ⅶ 調査のまとめ

た六角形配置、第 2段階は北東は調査区外だが、柱穴 7個 を使用した七角形配置と思われる。S116

竪穴住居跡も2段階が想定され、柱穴 5個 を使用 した五角形配置から、柱穴 6個 を使用 した六角

形配置の流れが考えられる。S120・ 36は重複関係にあり、S136竪 穴住居跡<S120竪穴住居跡が明

らかである。S136竪 穴住居跡は柱穴 11個以上を使用 した長方形配置 (1× 6間以上)の長方形プラ

ンである。これに対して、S120竪穴住居跡は2段階が想定されるがいずれも壁際に巡るタイプで、

10個 と 11個 の柱穴を使用している。S128。 29竪穴住居跡も重複関係にあり、S128竪穴住居跡

<S129竪 穴住居跡が分かっている。配置は見出せるのはS128竪 穴住居跡のみで、柱穴 7個以上が

長方形配置 (1× 5間以上)さ れる。

ここまで、遺構の重複関係、主体堆積土の相違、住居内変遷について見てきたが、最後に出土

遺物を合わせて里古屋遺跡の縄支時代の集落形態を想定したい。

本遺跡出土土器については、Ⅳ遺物分類において第 I～ Ⅸ群の 9区分を行った。このうち、Ⅸ

群はいずれかに当てはまる不明土器で、実際は以下の第 I～Ⅷ群までの 8区分となる。

第 I群  縄文時代早期末葉

第Ⅱ群 縄文時代前期初～前葉

第Ⅲ群 縄文時代前期後葉

第Ⅳ群 縄文時代前期末葉～中期前葉 →大木6～ 7式相当

第V群  縄文時代中期中葉 →大木8式相当

第Ⅵ群 縄文時代中期後葉～末葉   →大木9～ 10式相当

第Ⅶ群 縄文時代後期初頭

第Ⅷ群 縄文時代後期～晩期

ここで、留意 しておかなければならない点は、前時期の遺構が完全に埋没 した後に、重複 して

後時期の遺構が構築された場合、前時期に比定される遺物が後時期の遺構か ら出土することはあ

り得るが、前時期の遺構に後時期に比定される遺物が出土することは基本的にはあ り得 ないとい

うことである。ただし、両遺構が連続する時期 もしくは前時期の遺構の埋没速度が著 しく遅 く、

窪地を再利用 して「反復」した遺構が構築される場合、また後時期の攪乱による遺物混入などは考

慮 しなければならない。

これを踏まえて、各遺構の出土土器 と帰属時期を区域ごとに概観すると以下のようになる。

A区

SI Ol竪 穴住居跡 Ⅳ群主体 中期前葉

S102竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉～中期前葉

S103竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉

SX 01住 居状遺構 Ⅳ群主体 前期末葉

SX 02住 居状遺構 Ⅳ群出土 前期末葉～中期前葉

B区

S104竪穴住居跡 Ⅳ・V・ Ⅶ・Ⅸ群出上で、Ⅶ群主体 後期初頭

S105竪穴住居跡 Ⅳ・V・ Ⅶ群出上で、Ⅶ群主体 後期初頭

→赤御堂式相当

→大木2式相当

→大木5式相当

→門前式相当

→大洞式相当等
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S106竪穴住居跡 Ⅳ～Ⅶ・Ⅸ群出土で、床直上はほぼⅣ群だが、Ⅶ群多い 後期初頭

S107竪穴住居跡 炉埋設土器がⅦ群 後期初頭

S108竪穴住居跡 Ⅳ・V・ Ⅶ・Ⅸ群出土でⅣ群多いが、床面出土がⅦ群 後期初頭

S109竪穴住居跡 Ⅳ群主体 中期前葉

S110竪穴住居跡 Ⅳ～Ⅵ群主体 床面土器か ら中期中葉

S111竪穴住居跡 Ⅳ群主体 中期前葉

S112竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉

S113竪穴住居跡 Ⅳ・V・ Ⅸ群出上で、Ⅳ群主体 前期末葉～中期前葉

S114竪穴住居跡 Ⅳ・V群 出上で、v群主体 中期中葉

S115竪穴住居跡 Ⅳ～Ⅵ群主体 中期前～中葉

S117竪穴住居跡 Ⅳ～Ⅶ・Ⅸ群出土で、Ⅶ群主体 後期初頭

S118竪穴住居跡 Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅸ群出上で、Ⅳ群主体 (Ⅵ・Ⅶ群は重複するS119伴出か)中期前葉

S119竪穴住居跡 炉埋設土器がⅥ群 中期後葉

S124竪穴住居跡 縄文時代

S125竪 穴住居跡 Ⅲ～Ⅵ・Ⅸ群出上で、Ⅳ群主体だが、床面か らV・ Ⅵ群 中期中葉～後葉

S126竪穴住居跡 Ⅳ・V・ Ⅸ群出上で、Ⅳ群主体だが、床直上か らV群  中期中葉～後葉

S130竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉

S131竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉

S132竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉～中期前葉

S133竪穴住居跡 Ⅳ群主体 中期前葉

S134竪穴住居跡 Ⅳ群主体 中期前葉

S137竪穴住居跡 Ⅳ群主体だが、堆積土中位からv群  中期中葉

S138竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉

SX 03住居状遺構  Ⅲ～Ⅶ群出上で、底面からⅥ群 中期後葉

SX 04住居状遺構 V～ Ⅶ・Ⅸ群出土で、Ⅶ群主体 後期初頭

SX 05住居状遺構 Ⅳ群主体 中期前葉

SX 07住居状遺構 Ⅳ～Ⅶ・Ⅸ群出上で、Ⅶ群主体 後期初頭

SK 16土坑    Ⅳ群主体 中期前葉

C区

S116竪穴住居跡 Ⅳ・Ⅵ oⅨ 群出土で、Ⅵ群主体 中期後葉

S120竪穴住居跡 Ⅲ・Ⅳ・Ⅸ群出土で、Ⅳ群主体 中期初頭

S121竪穴住居跡 Ⅸ群主体で、Ⅳ群 もある 前期末葉

S122竪穴住居跡 Ⅳ群主体 中期前葉

S123竪穴住居跡 Ⅳ～Ⅵ・Ⅸ群出土で、Ⅵ群主体 中期後葉

S127竪穴住居跡 Ⅲ・Ⅳ群出土で、Ⅳ群多い 前期後葉～中期前葉

S128竪穴住居跡 Ⅲ・Ⅳ群出土で、Ⅲ群多い 前期後葉～中期前葉
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S129竪穴住居跡 Ⅲ・Ⅳ・Ⅸ群出土で、Ⅳ群主体 中期前葉

S136竪穴住居跡 Ⅳ群主体 前期末葉

SX 06住居状遺構 Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ群出上で、Ⅳ群主体 中期前葉

SX 08住居状遺構 縄文時代

各遺構の出土遺物を考慮 して、先述 した遺構重複関係を再考すると以下の通 りとなる。

Att S102竪穴住居跡 (前期末葉～中期前葉)<SX02住居状遺構 (前 期末葉～中期前葉 )

B区 ①S115竪 穴住居跡 (中 期前～中葉)<S110竪 穴住居跡 (中 期中葉)<S106竪穴住居跡 (後期

初頭)<S108竪穴住居跡 (後期初頭)、 S109竪穴住居跡 (中 期前葉)<S108竪 穴住居跡 (後期初頭)、

S109竪穴住居跡 (中 期前葉)<SK16土坑 (中 期前葉)② SIH竪穴住居跡 (中期前葉)<SD04堀 跡

(中世)、 S112竪 穴住居跡 (前 期末葉)<SD04堀 跡 (中世)③ S118竪穴住居跡 (中 期前葉)<S119竪

穴住居跡 (中期後葉)<SX03住居状遺構 (中期後葉)④ S131竪穴住居跡 (前期末葉)<S130竪穴住

居跡 (前期末葉)<S113竪 穴住居跡 (前 期末葉～中期前葉)<S114竪穴住居跡 (中 期中葉)<S117竪

穴住居跡 (後期初～前葉)<SD04堀跡 (中 世)、 S131竪穴住居跡 (前期末葉)<S130竪 穴住居跡 (前

期末葉)<S113竪穴住居跡 (前期末葉～中期前葉)<S138竪穴住居跡 (前 期末葉)<S134竪穴住居跡

(中 期前葉)<S137竪穴住居跡 (中 期中葉)<S125竪穴住居跡 (中 期中葉～後葉)<SX07住居状遺構

(後期初頭)<SX04住居状遺構 (後期初頭)、 S138竪穴住居跡 (前期末葉)<S134竪 穴住居跡 (中 期

前葉)<S132竪穴住居跡 (前期末葉～中期前葉)<S126竪穴住居跡 (中 期中葉～後葉)<S125竪穴住

居跡 (中 期中葉～後葉)

C区 ①S122竪穴住居跡 (中期前葉)<S128竪穴住居跡 (中期後葉)<S116竪穴住居跡 (中期後葉)

②S186竪穴住居跡 (前期末葉)<S121竪 穴住居跡 (前期末葉)<S120竪 穴住居跡 (中 期初頭)<SX06

住居状遺構 (中期初頭)③ SK12土坑<S129竪 穴住居跡 (中 期前葉)、 S128竪 穴住居跡 (中期前葉)

<S129竪 穴住居跡 (中 期前葉)、 S128竪穴住居跡 (中期前葉)<SR01土器埋設遣構 (中 期前葉)

大半の場合は前時期<後時期、または同時期<同 時期の流れとなっているが、B区④の S113竪

穴住居跡 (前期末葉～中期前葉)<S138竪 穴住居跡 (前 期末葉)は 一部出土遺物の時期が逆転 して

いる。これは堆積土中に他の重複遺構からの異なる時期の遺物が流入したものと判断される。

最後に住居内に設置された炉について言及したい。計 37棟のうち、何らかの炉施設が構築され

た竪穴住居跡は 28棟である。このうち、地床炉 15棟、石囲炉 7棟、複式炉 1棟、土器埋設地床

炉 1棟、土器埋設石囲炉 2棟、土器埋設複式炉 2棟で、53.6%が地床炉である。

地床炉はS102(前期末葉～中期前葉)・ 03(前期末葉)・ 06(後期初頭)・ 09(中 期前葉)・ 13(前期末

葉～中期前葉)・ 20(中期初頭)・ 21(前期末葉)・ 23(中 期後葉)・ 27(前期末葉～中期前葉)。 30(前期

末葉)・ 31(前 期末葉)。 32(前期末葉～中期前葉)・ 33(中期前葉)・ 36(前期末葉)竪穴住居跡の 15棟

に見られる。圧倒的に前期末葉～中期前葉の竪穴住居跡に多 く見られ、13棟がこの範疇に含まれ

る。

石囲炉は S101(中 期前葉 )・ 05(後期初頭)・ 08(後期初頭 )・ 10(中 期中葉)・ 16(中 期後葉)。 18(中

期前葉)・ 26(中期中葉～後葉)竪穴住居跡の7棟で見られる。最 も古い中期前葉の S101竪 穴住居跡

では床面中央に楕円形の石囲炉 を設置 している。中期中葉の S110。 26竪穴住居跡、中期後葉の
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1 遺構

S116竪穴住居跡になるとやや南寄 りに設置され始め、後期初頭の S105・ 08竪穴住居跡ではやや南

西寄 りとなる。S105'08竪 穴住居跡の石囲炉は類似性があ り、同時存在 または近い時期に構築 さ

れた遺構の可能性がある。

土器埋設石囲炉は S107(後期初頭 )。 15(中 期前～中葉)竪穴住居跡の2棟に見られる。中期前～

中葉の S115竪 穴住居跡は土器下半のみを中央に設置するタイプで、ほぼ円形を呈 している。後期

前葉の S107竪 穴住居跡炉については、埋設 というよりも「敷設」としたほうが適当かもしれない。

破壊 された炉のため、全形は不明であるが敷設土器の上に責褐色粘土質土を貼 り、円形に石囲い

をしていたものと考えられる。 これは後期初頭の S117竪 穴住居跡に見 られる土器埋設地床炉の

「土器を埋設 (敷設)し た後に上を被せる」ことと共通性がある。

複式炉及び土器埋設複式炉は S119(中 期後葉)。 22(中 期前葉)。 25(中 期中葉～後葉)竪穴住居跡

の 3棟で見 られる。 中期前葉の S122竪穴住居跡に設置 されている複式炉は燃焼部を 2ヵ 所持つ

日字形を呈 してお り、一方に土器下半を埋設 している。 中期中葉～後葉の S125竪穴住居跡炉 は

やや南寄 りに設置 され、燃焼部及び前庭部 どちらも強変 してお り、範囲は炉外側床面に拡がって

いる。 中期後葉の S119竪穴住居跡はやや南西寄 りに、石組前庭部の北側に土器上半のみを倒立

させて設置 している。埋設土器はⅥ群に含 まれる。 S122と S119。 25で は複式炉の形態に差異が

あ り、前者は中央に構築されるのに対 して、後者は南壁側に偏る傾向がある。これは時期差 と捉

えられよう。

第 216図 に時期別遺構配置図を示 した。先述 した土器分類第 I群～第Ⅷ群の8区 分を用いて、比

定される遺構の分布状況を表 している。

A区 は出土 している竪穴住居跡 3棟及び住居状遺構 2棟すべてが前期末葉～中期前葉期の範疇

に含まれる。分布はA区北～北東に集中してお り、S102竪穴住居跡及び SX01住居状遺構は遺構

の規模・形状が類似 している。

B区 は最 も遺構重複が著 しい区域である。全部で竪穴住居跡 25棟、 住居状遺構 4棟などを出

上 している。 この中で前期末葉～中期前葉期に比定される遺構は竪穴住居跡 11棟、住居状遺構 l

棟である。竪穴住居跡は円形基調の S109(中期前葉 )・ 12(前期末葉),18(中期前葉 )・ 33(中 期前

葉)竪穴住居跡、精円形基調の SIH(中期前葉 )。 32(前期末葉～中期前葉 )・ 34(中 期前葉)竪穴住

居跡、長方形基調の S113(前期末葉～中期前葉 )・ 30(前期末葉)・ 31(前期末葉)・ 38(前期末葉)竪

穴住居跡、住居状遺構は円形基調の SX05(中期前葉)住居状遺構がある。前期末葉期では長方形

基調の S130・ 31・ 38竪穴住居跡を中心 として、円形基調の S112竪穴住居跡や SX05住居状遺構が

付属的に分布 し、その後、中期前葉期に至ると楕円形基調の SIH・ 32・ 34竪穴住居跡を中心 とし

て、円形基調の S109・ 18・ 33竪穴住呂跡が付属するような配置が想定される。中期中葉期に比定

される遺構は竪穴住居跡 4棟である。内訳は S110。 14・ 15'37竪 穴住居跡であ り、S115以外は円形

基調、S115は 楕円形基調 となる。遺構分布は 14～ 15C・ D区の狭い範囲に限られる。中期後葉～

末葉期に比定される遺構は竪穴住居跡 3棟、住居状遺構 1棟である。内訳は円形基調の S119・ 25

竪穴住居跡、SX03住居状遺構、楕円形基調の S126竪 穴住居跡である。S119。 SX03と S125・ 26は

それぞれ重複関係にあるため、この区域を限定 して考えれば、1時期の最大戸数は 2棟である。区
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1 遺構

域はB区の中でも15～ 16B・ Cグ リッドの狭い範囲に限定される。後期初頭期に比定される遺構

は竪穴住居跡 6棟、住居状遺構2棟 などであ り、本遺跡でこの時期に比定される遺構はB区 のみに

限定される。遺構形態は円形基調の S105・ 06'07・ 08・ 17竪穴住居跡、楕円形 と思われる S104竪穴

住居跡で、S105'07竪穴住居跡及び S106・ 08竪穴住居跡は重複、また S105'06竪 穴住居跡は近接

しているため、同時存在する可能性は S104・ 17と 前 4棟のいずれかに限られる。また、S106と

S117に 関 しては、遺構堆積土内に多量の遺物が見つかってお り、通常の堆積では考えづ らい。遺

構廃棄後に「ゴミ捨て場」として投げ込まれた可能性がある。

C区 は竪穴住居跡 9棟、住居状遺構 2棟が分布 している。時期はⅢ～Ⅳ群期 とⅥ群期 に比定さ

れる。前期末葉～中期前葉期に比定される遺構は円形基調の S120(中 期初頭 )。 21(前期末葉 )・ 22

(中 期前葉)竪穴住居跡、精円形基調の S127(前期後葉～中期前葉)竪穴住居跡、SX06(中 期初頭 )

住居状遺構、長方形基調の 28(前期後葉～中期前葉 )。 29(中 期前葉 )・ 36(前 期末葉)竪穴住居跡で

ある。S128・ 29竪穴住居跡 と S120。 21・ 36竪穴住居跡、SX06住居状遺構はそれぞれ重複関係にあ

るため、同時存在は不可能である。このうち同じ長方形基調の大型竪穴住居跡である S128と S136

竪穴住居跡は軸線 も似通ってお り、同時存在 した可能性がある。その後に S121・ 27竪穴住居跡の

ような若干不整な形の遺構が構築され、中期初～前葉期に至 りS120・ 22竪穴住居跡、SX06住居

状遺構のような円形の遺構が作 られる傾向にある。中期後葉期に比定される遺構は、S116・ 23竪

穴住居跡の 2棟のみであ り、両者は先述 したとお り連続 した「改4雰」の可能性があ り、前時期の窪

地を利用 した (S122廃棄後)遺構である。

今回の調査は、里古屋遺跡の北半一部を調査 したことになる。このため、遺跡全体の様相は調

査成果から類推するしかないが、遺跡の占地 と変遷についてまとめると以下の通 りとなる。

① 前期末葉期→円形基調でやや小型の竪穴住居跡・住居状遺構が遺跡西側の沢を挟んで作ら

れ (A～ B区東)、 長方形基調の竪穴住居跡は調査区中央から東側 (B区 東～C区西)に長軸

が等高線に沿うように作られる。地床炉が主体となる。

② 中期初～前葉期→楕円形。長方形基調の竪穴住居跡・住居状遺構が中心となり、その周辺に

円形基調が作られるようになる。住居形態は円形が中心となりつつある。小単位のまとま

りがそれぞれの区域に拡がる。

③ 中期中葉期→長方形基調の竪穴住居跡は姿を消し、精円形は僅かで円形の竪穴住居跡が中

心となる。分布はB区中央に集中し、範囲は小さくなる。

④ 中期後～末葉期→大半が円形基調の竪穴住居跡で、僅かに楕円形がある。分布はB区 中央

とC区西に限られる。複式炉主体となる。

③ 後期初頭期→ほぼ円形基調の竪穴住居跡となり、範囲もB区東～中央に限られる。

(2)平 安 時 代

平安時代の遺構は S135竪穴住居跡1棟のみである。 C区西 20C22に 位置 し、南半を削平 され

た形で検出した。残存から、一辺 3m前後の方形 と見 られ、N-17° 一Eと 若干北西に煙道が設置さ

れている。煙道は上面を削平 されているため不明だが、底面の深 さから掘 り込み式 と思われる。
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遺構の存続年代 と思われる出土遺物は、1279の 内面黒色処理土師器必片 1点のみである。

他に同時期 と思われる遺構は調査区内には見つかっていない。 しか し、竪穴住居跡1棟のみが

集落として形成されていたとは考えにくい。S135竪 穴住居跡の位置する C区西の斜面下位は他地

点よりも傾斜が緩 く、ほぼ平坦な箇所に遺構が構築されている。 これは調査区外へ もこの地形が

続 くことから、遺構が点在する可能性がある。

(3)中 世 以 降

今回の調査で、中世及び中世以降と考えられる堀跡 2条 を検出した。 B区 を東西に走る SD04

とC区 を南北に走る SD07で、SD04堀跡は全長 66m、 幅 3～7mで断面はV字形 (薬研堀 )、 SD07

堀跡は全長 24.2m、 幅 2.19～ 4.43mで 断面は逆台形 (箱堀)を 呈する。両者は堆積状況に相違点を

持ち、SD04堀跡は主に斜面上位の縄文時代遺物包含層及び遺構堆積土か ら流入 した黒褐色土主

体であるのに対 して、SD07堀 跡は中礫などの黄褐色砂礫土を主体 とす る堆積を成 している。出

土遺物はいずれも縄文時代の上器・石器を含むが、それ以外 としては SD04堀跡が堆積土上位から

18世紀代の大堀相馬産腰錆碗片、銭貨 7点 (元豊通賓・永楽通賓・寛永通賓など)を 出上 している

のに対 して、SD07堀跡は 6層 か ら時期不明の鉄釉天 目茶碗片などのみである。前項にも記 した

が、堆積状況・遺構形態から同時存在の可否は不明である。
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第2刊 7図 調査区の周辺地形
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1 遺構

第 217図 に本調査区を含む調査区北側の周辺地形を示した。山林の地権者である菊池隆氏のご

厚意により、調査区外にも関わらず地形測量にご協力頂いた。記して感謝したい。

山林内には林道が縦横に走ってお り、社 3カ 所が祀られている。標高値が最高なのは最も大き

な社の北側周辺で、ここを境に東へ下っていき、旧沢と思われる椎茸畑部分へ急斜度に落ちる。

北側奥には緩やかに傾斜するやや広い部分があり、西側へと続いている。西側には「砦の形をし

た三段式の丘陵」(住 田町 2000)と 表される部分へと続いている。

地形測量を行った際に踏査を行ったが、現況からは城館を思わせる状況は確認できなかった。

ただし、調査区北側はかなり入 り組んだ地形を成しており、人為的と思われる箇所もいくつか見

ることが出来る。しかし、これを即中世とするには根例が弱い。今回の調査では堀跡2条 を検出

していることから、斜面上部である調査区北側に何らかの中世遺構が存在する可能性があるとい

っことに留めたい。

また、SD04堀 跡の大半は等高線に沿って構築されているが、西側は斜面下側に向かって徐々

にカープしている。斜面下側には近世に大股の製鉄の頭領をしていた旧家である菊池家があるこ

とから、近世の屋敷を巡る堀である可能性もある。詳細は今後の調査に委ねたいと思う。

ここで、文献から読み取ることの出来る里古屋館に関する部分を列挙しておく。

①「天文七年 (1538)、 気仙郡高田の千葉胤継、矢作重村等は、江刺の伊手郷に侵入し江刺信重と

合戦、矢作重村は討死した6世田米村の大股から木地山・種山ヶ原あたりが戦場となったらしく、

地元では「伊手合戦」と呼んでいる。

騨琴

一消
筆

難

凸 城館跡 (一覧表掲載分)

0そ の他城館跡

▲  山
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峠
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第77表 気仙郡主要中世城館
No 名称 別称 所在地 主な遺構 備 考

11古 lh館

住にlL J:圧 沐 郭 坊l llx郭

L鮎 原城

郭  猟

ド右仕城 lrttm]下 布住

i右住城 ′やlrl館

才卜 みμ朗,

1生 前 ■1コ ‖,Pil「1刊J

i那 斑 腰郭 ■里

隆前高圧11'竹 駒河] 主引, II 腰掌【

束 館

上享L 堀 】″引, 上堅

隆前商
「

I市気仙‖」

鯖脇城

性前 1ヽ H]市気れh町 工邦 二の郭 塊 腰邦

Ⅶ 調査のまとめ

配 名称 別 称 所在地 主な避構 備考

陸前高
「

1市米崎 ll 主郭 引,jh 腰引
`

ドf 紆, 陸前高日1市 広口ll

僚 館

主引
`朗

腰引,

竹川館 大船渡市猪川町
平場 堀 ■tt llltt r.・ I立札
延1/J 竪大建物 門助tな ど

岩稟に文分
2113笑

迎 館

(船 llk「F盛町 i郭 腰引
` 

比 (谷 )

概鮪城 槻  鮪 大船波市二陸 V

大ll.・ 泄1,三 隆町

※世跡は大半が未謝杢であ り、表面観察 1こ より城館 と確認 (lr定)さ れたものである

「天文七年、江刺美濃守信重、気仙高田千葉大膳太夫胤継合戦之時、重村懸一陣、敵兵数多討取、

振猛威於江刺郡伊手郷討死…  (気仙千葉大系図)」

千葉大膳太夫は「浜田大膳太夫胤継」のことで、天文十六年 (1547)、 五十九歳で没 している。気

仙勢は、気仙川筋の館主たちを中心に世田米の大股に結集 (里古屋館か)、 木地山からは江刺伊手

村になだれ込み、伊手城 を攻撃 した。江刺側では、岩谷堂城主江刺美濃守信重を中心に迎え討つ。

しかし気仙勢は次第に押 され、大股まで敗退 した。江刺勢は深追いせず、ここから引き揚げたの

で今の町域は穏やかであったという。」 (住 田町 2000。 一部加筆 )

②「天文七年の江刺氏対気諸族との衝突は、他の証を得ないが、伊手村合戦は世田米郷からの侵

丞であろうか ?」 (岩手県教育委員会 1961)

③「里古屋館址 世田米大股に里古屋がある。県道水沢、住田線のす ぐそばの山地で、砦の形を

した三段式の丘陵があり、これが里古屋の城址だと伝えられる。この地区の山麓に旧家「菊池本

家」があり、大股の製鉄の頭領の役割を果たしているが、この館址 とのかかわりについては不明

である。応永年間(1394-1428)、 気仙の浜田千葉氏が気仙川筋の館主たちを動員して江刺攻めを

した。その折 り、気仙勢が集結 した所で、いわばその拠点になった館 と考えられる。」 (住 田町

2000)

諸説あるが、残存する文献 もほとんどなく、現存する文献にも「江刺攻め」とこ関する記述がある

のみで、城館名などは皆無である。

量後に、第 218図 。第 77表 に現在の住田町を含む気仙郡域で確認されている中世城館を示 した。

約 90の 中世城館跡が存在するとされてお り(岩 手県教育委員会 1961'1986)、 このうち 46遺跡を

表 した。確認された城館の分布をみると、気仙川・矢作川・盛川などの河川流域、広田湾 。大船渡

湾などの入 り江に多 く立地 してお り、交通の要衝 となる箇所を選んで城館が構築されていること

がわかる。

里古屋館は気仙郡域の中で最 も西に位置 してお り、江刺郡と接する姥石峠から大股川沿いに下っ

て くる西 との交通の要衝に存在することから、「境 目の城」として機能 していたのではないかと考

えられる。
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2遺 物

本調査では、縄文時代の土器・石器・土製品。石製品、平安時代の土器、近世以降の陶磁器・銭貨

などが出土 した。この中で特に最 も出土量が多い縄文時代の土器と石器について触れる。

(1)縄 文 土 器

前項に記した通り、本調査では第 I～ Ⅸ群の計 9区分に比定される土器が出土している。この

うち、Ⅸ群はいずれかに当てはまる不明土器で、実際は以下の第 I～Ⅷ群までの計 8区分となる。

第 I群 縄文時代早期末葉 →赤御堂式相当

第Ⅱ群 縄文時代前期初頭～前葉   →大木 2式相当

第Ⅲ群 縄文時代前期後葉 →大木 5式相当

第Ⅳ群 縄文時代前期末葉～中期前葉 →大木 6～7式相当

→大木 8式相当

→大木 9～ 10式相当

→門前式相当

→大洞式相当等

前項までは上記のような、やや幅を持った土器群を用いて遺構の帰属時期を想定した。本項で

は出土状況から、土器の共伴関係と先後関係を明らかにし、既存の土器型式と比較検討を行う。

今回の調査で検出した大半の遺構は幾つかの重複関係を持って出土している。そこから出土し

た土器は上位遺構が新期、下位遺構が旧期の土器を含んでいるのは当然のことであるが、考慮 し

なければならないのは前時期の遺構を破壊 して、後時期の遺構が作られる、もしくは反復的に前

時期の窪地を利用して後時期の遺構が作 られているということである。つまり、重複が著しい箇

所では後時期の遺構が廃絶された場合、斜面上部からの流入土や隣接 して新築された遺構から掘

り上げられた土に前時期の遺物が多量に含まれている可能性があり、それが堆積土となり後時期

の遺構が埋没するという過程が考えられるのである。しかし、これは逆に考えれば、前項で示し

た「前時期の遺構が完全に埋没した後に、重複して後時期の遺構が構築された場合、前時期に比

定される遺物が後時期の遺構から出土することはあり得るが、前時期の遺構に後時期に比定され

る遺物が出土することは基本的にはあり得ないということである。ただし、両遺構が連続する時

期もしくは前時期の遺構の埋没速度が著 しく遅く、窪地を再利用して「反復」した遺構が構築され

る場合、また後時期の攪乱による遺物混入などは考慮しなければならない」ことが言える。また、

埋没速度は大抵の場合、大型の遺構は遅 く、小型の遺構はそれと比べて早い。これは埋没する時

間がかかればそれだけ長期間の遺物を含み、その時間が短ければより短期間の遺物のみが含まれ

る可能性が高くなるということである。また、床面及び底面からの一括廃棄遺物がより元位置を

留めており、遺構の帰属時期に近いと言える。

ここで、前項の第 212図 遺構重複関係図を用いて、各遺構の出土状況から土器の共伴関係を概

第V群 縄文時代中期中葉

第Ⅵ群 縄文時代中期後葉～末葉

第Ⅶ群 縄文時代後期初頭

第Ⅷ群 縄文時代後期～晩期
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Ⅶ 調査のまとめ

観する。良好な共伴関係を示す遺構 とは、第 11こ 床面及び底面の一括廃棄土器 (完形・略完形など

の全形を想定できる土器)を 出土する遺構、第2に 同一層位での一括廃棄土器出上のこと、第31こ

遺構内外に関わらず一括出土状況を示す ものである。

S101竪穴住居跡 6(床 面。3層 出土 Ⅳ Bli)

S102竪穴住居跡 9(床 面 Ⅳ151)

S106竪穴住居跡 44(1層  Ⅳ Aln① )、 45(1層  Ⅶ B3d)、 54(1層 。3層上面 Ⅵ F31)、 55(1層・

3層 上位 Ⅸ Cle)

S107竪穴住居跡 69(炉埋設土器 ⅦElm)

S110竪穴住居跡 108(床 面 V B4b② )

S112竪穴住居跡 124(堆積土 ⅣFla)、 130(堆積土下位一括 Ⅳ F2b)、 131(堆積土下位 Ⅳ G2a)

S113・ 14竪穴住居跡 165(堆積土上位・床直上 V E2a)

S116竪穴住居跡 171(p5'6堆積土・7層 中位・8層上位 Ⅵ C2a)、 179(8層 最下位 Ⅵ B2b)

S117竪 穴住居跡 193(堆 積土上～中位・3層上位 ⅦE3g)、 198(床面一括Ⅶ E2i)、 200(堆積土上

～中位 Ⅵ D3k)、 204(堆積土最下位 ⅦB2j)、 205(堆積土最下位 Ⅵ D3e)、 206(堆積土・床

面 ⅨCle)、 209(堆積土下位・床面 Ⅶ Elm)、 218(堆積土上～中位 ⅦAle)

S118・ 19竪穴住居跡 230(堆積土上位一括 Ⅳ B21)、 236(堆積上下位 ⅣC3f① )、 239(堆積土

下位 ⅣAlf② )、 240(堆積上下位 Ⅳ L4i)、 241(床 面一括・床直上 ⅣAlf② )、 243(床直上一

括 Ⅳ G2i)、 246(堆積上下位一括 ⅣB4i)

S119竪穴住居跡 229(炉埋設土器 Ⅵ Cld)

S122竪穴住居跡 273(堆積土一括 ⅣEle)、 275(堆積土 ⅣAlf② )

S123竪穴住居跡 278(床面 ⅥB2A)

S125竪穴住居跡 290(床面一括 Ⅳ12g)、 291(床面 VClaoc)

S128竪穴住居跡 317(1層・中央焼土直上 Ⅲ C2e)

S130竪穴住居跡 333(床面・堆積上下位・台石上 ⅣC3n① )

S132竪穴住居跡 343(床面一括 Ⅳ C21)

S134竪穴住居跡 356(1層上位一括。S126床直上一括 ⅣAlm)、 357(堆積土上位 ⅣClf③ )、

361(1層中～下位 ⅣClf③ )、 371(床 直上 Ⅳ G2b)、 372(床面 ⅣCI② )

SX03住居状遺構 410(3層・堆積土上～中位 Ⅵ Cld)

SX06住居状遺構 438(床面一括 Ⅳ D4d)、 439(2層下位 ⅣFln① )、 441(2層 中～下位 Ⅳ D2e)

SX07住居状遺構 447(1層 上～中位他 Ⅶ E3g)、 448(堆積土上～中位 Ⅶ A3k)

SK14土坑 480(堆積土 ⅣHli)

SK26土坑 499(堆積土中～下位一括 Ⅳ C4h)、 500(堆積土中～下位一括 ⅣFla)

SK34土坑 508(底面一括 Ⅳ F2b)

SR01土器埋設遺構 526(埋設土器 ⅣC―f③ )

SR02土器埋設遺構 528(埋設土器 Ⅳ C21)

SD04堀跡 556(14D6堆積土上位 V Dla)
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14C区 Ⅲ層上面 685(14C16・ 17Ⅲ 層上面一括 Ⅶ D3e)、 686(14C12・ 18Ⅲ 層上面一括 ⅨCle)

14C区 Ⅲ層上位 691(14C13Ⅲ 層上位一括 ⅨCle)、 700(14C13Ⅲ 層上位 ⅦB3A)、 702(14C17

Ⅲ層上位一括 Ⅶ E3g)、 703(14C18～ 19Ⅲ 層上位一括 ⅦE3g)、 704(14C19Ⅲ 層上位一括 Ⅶ

E3g)、 705(14C17Ⅲ 層上位一括 Ⅶ E3m)、 706(14C17Ⅲ 層上位一括 ⅦElm)

14C区 Ⅲ層下位 768(14C23Ⅲ 層下位一括 Ⅳ C21)、 769(14C23Ⅲ 層下位一括 Ⅳ F21)、 770

(14C23Ш 層下位一括 ⅣFla)、 772(14C23Ⅲ 層下位 Ⅳ1lj)

15C区 Ⅲ層下位 783(15C15Ⅲ 層下位一括 Ⅳ」11)

攪舌と 623(6E17攪 乱  ⅦAH)

上記の中で、良好な共伴関係 を持つ遺構 (2個体以上の一括土器を出土する遺構)は S112竪穴

住居跡、S116竪穴住居跡、S117竪穴住居跡、S118。 19竪 穴住居跡、S122竪穴住居跡、S134竪 穴

住居跡、SX06住居状遺構、SK26土坑、14C区 Ⅲ層上面、14C区 Ⅲ層上位、14C区 Ⅲ層下位の11

例がある。

これらの共伴関係と出土遺構の先後関係を基に、設定した第 I～Ⅷ群の詳細な位置付けを行う。

なお検討する群に対応する一括土器がない場合は、特徴的な文様などを有する破片資料を用いる。

I群土器の共伴関係 と型式的位置付け

I群土器については良好な共伴関係は認められず、また破片資料のみである。遺構内はS122竪

穴住居跡。SK47土坑から出上 してお り、いずれも表裏縄文である。唯―の尖底資料である 797も

ある。SK47土坑出上の 524・ 525は 胎土中に繊維 を含んでいる。特徴か ら、いずれも赤御堂式新

段階に位置付けられる。

Ⅱ群土器の共伴関係 と型式的位置付け

Ⅱ群土器については良好な共伴関係は認められない。出土地点は、遺構 内は SK39土坑のみで

あ り、計 4点 を出土 しているがいずれも破片資料である。胎土にはいずれ も繊維を含んでいる。

特徴から、大木 2a式 に位置付けられる。

Ⅲ群土器の共伴関係 と型式的位置付け

Ⅲ群土器については良好な共伴関係、先後関係は認められない。一括土器を出土する遺構 とし

ては S128竪穴住居跡の 1例がある。S128竪穴住居跡からは 3点 出土 しているが、口縁 を残存 し

て全形を推定できるのは 317のみである。この他に特徴的な 307・ 727・ 795か ら、大木 5式 に位置

付けられる。

Ⅳ群土器の共伴関係 と型式的位置付け

Ⅳ群土器について良好な共伴関係 を持つ遺構・地点は S112竪穴住居跡、S118'19竪 穴住居跡、

S122竪 穴住居跡、S134竪 穴住居跡、SX06住居状遺構、SK26土坑、14C区 Ⅲ層下位の 7例である。
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S112竪穴住居跡はⅣFla・ Ⅳ F2b・ Ⅳ G2a、 S118・ 19竪穴住居跡はⅣB21・ ⅣC3f①・ⅣAlf②・Ⅳ L4i・

ⅣAlf② o ⅣG21・ ⅣB4i、 S122竪穴住居跡はⅣEle・ ⅣAlf②、S134竪穴住居跡はⅣ Alm・ ⅣClf③・

Ⅳ G2b・ ⅣClf②、SX06住居状遺構 はⅣ D4d・ ⅣFln①・Ⅳ D2e、 SK26土坑 はⅣ C4h・ ⅣFla、 14C

区 Ⅲ層下位 はⅣ C21。 ⅣF21・ ⅣFla・ Ⅳ1ljの Ⅳ群土器が出土 してお り、それぞれに共伴関係 を持つ。

第78表 Ⅳ群土器共伴関係

同一地点出上の上器は、それだけで共伴関係が指摘できる。また、異地点出土土器でも同一分

類 と考えられる土器がそれぞれか ら出上 していれば、結びつけることが可能 と思われる。この観

点か らすれば、例えば S112竪穴住居跡 とSK26土坑、14C区 Ⅲ層下位は ⅣFlaで結びつけられ、

これらを合わせたⅣFla・ Ⅳ F2b・ Ⅳ F21・ Ⅳ G2a・ Ⅳ1lj・ Ⅳ C4h・ Ⅳ C21が「地点間の共伴関係」とされ

る。これと同様に、S118・ 19竪穴住居跡とS122竪穴住居跡はⅣAlf②で結びつけられ、これらを

合わせたⅣAlf②・ⅣB21・ ⅣB4i・ ⅣC3f①・ⅣEle・ Ⅳ G2i・ Ⅳ L4iが遺構間の共伴関係とできる。

Ⅳ群土器は縄文時代前期末葉～中期前葉 (大木 6～ 7式相当)と やや幅を持った土器群として捉

えた。当初、土器型式を前提に各型式に相当する分類を行ったが、本遺跡出土土器は破片資料が

大半で口縁などの文様特徴を持つものであっても、一部のみを観察して識別することは困難であ

り、誤認を増やす危険性を感じた。やむを得ず、幅を持った土器群として捉え、重複遺構間の時

期決定に幅を持たせた形とした。しかし、分類には各型式の識別要素 (メ ルクマール)を盛 り込み、

群内からも既存の上器型式を導き出せることを考慮した。このような過程は、結果的に今回出土

した土器全体と出土遺構の関係性を考える上で、有効であったと考えている。

これを踏まえた上で、Ⅳ群土器として捉えた縄文時代前期末葉～中期前葉 (大木 6～ 7式相当)

の中から、共伴関係に基づいて、既存の土器型式との比較を行う。

先述した S112竪 穴住居跡とSK26土坑、14C区Ⅲ層下位の共伴関係からⅣFla・ Ⅳ F2b・ Ⅳ F21・

Ⅳ G2a・ Ⅳ1lj・ Ⅳ C4h・ Ⅳ C2と が抽出された。器種はいずれも深鉢、器形は C・ F'G・ I類が見られる。

口縁形態は 1類平縁と2類大波状縁が大半を占め、4類突起有 りもある。文様は a類複合口縁上

に連弧状や縦位・弧状などの太い短沈線を施すもの、 b類頸部に沈線による平行沈線や波状沈線

を施すもの、h類連続刺突を施すもの、j類押引沈線を施すもの、1類隆線による文様表現を行う

ものがある。S112竪 穴住居跡に含まれる Ⅳ Fla・ Ⅳ F2b・ Ⅳ G2aは 、いずれも大木 6式の特徴を持

ち、また14C区 Ⅲ層下位の ⅣFla・ Ⅳ F21・ Ⅳ1ljに ついても同様である。しかし、14C区 Ⅲ層下位

のⅣC21(768)については、大木 7a式の特徴を持つ。同一の混在状況はSK26土坑にも見られ、Ⅳ

Fla(500)は 大木 6式、ⅣC4h(499)イ よ大木 7a式 と考えられる。

また S118・ 19竪穴住居跡とS122竪穴住居跡の共伴関係からⅣA禅②・ⅣB21・ ⅣB41・ ⅣC釧③・Ⅳ

遺構名 A類 B類 C類 D類 E類 F類 G類 I類 L類
Ｃ
０ ⅣFla・ ⅣF2b ⅣG2a

S118・ 19 ⅣAI② ⅣB21・ ⅣB4i ⅣC3f① ⅣG2i ⅣL4i

S122 ⅣAlf② ⅣEle

S134 ⅣAlm ⅣCI②・ⅣClfC ⅣG2b

SX06 ⅣD4d・ ⅣD2( ⅣFln①

SK26 ⅣC4h ⅣFla

14C区 皿層下位 ⅣC21 ⅣFla・ ⅣF21 Ⅳ1lj
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Eleo Ⅳ G2i・ Ⅳ L4iが抽出された。器種は深鉢主体で一部浅鉢、器形は深鉢 A・ B・ C・ E・ G類、浅

鉢L類が見 られる。1類平縁 と 2類大波状縁が主体で、3類小波状縁、4類突起有 りも見 られる。

文様は〕③類平行沈線の間に文様を施すもの (弧状や渦状の文様を施すもの)、 f②類平行沈線の間

に文様を施すもの (縦位や斜位の短沈線を充填するもの)、 I類原体圧痕を施すもの、1類隆線によ

る文様表現を行うものがある。S118。 19竪穴住居跡に含まれるⅣAM②・Ⅳ B21・ ⅣB4i・ ⅣC部③・Ⅳ

G2i・ ⅣL4iは 、原体圧痕が施される243(Ⅳ  G2i)・ 240(Ⅳ L4i)は 大木 7b式 と考えられ、それ以外は

大木 7a式に比定されるため混在の状況を示している。S122竪穴住居跡に含まれる273(Ⅳ Ele)と

275(Ⅳ Alf② )は いずれも大木 7a式 に比定される。

S134竪穴住居跡からは共伴関係としてⅣAlm・ ⅣClf②・ⅣCM③・ⅣG2bが抽出された。器種は

いずれも深鎌、器形はAoC,G類が見られる。1類平縁が主体で、2類大波状縁もある。文様はb

類頸部に平行や波状の沈線を施すもの、f類②平行沈線の間に縦位や斜位の短沈線を充填させる

もの、f類③平行沈線の間に波状や山形、刺突などの文様表現を行うもの、m類粘土貼付を行う

ものがある。この中でf類 は大木 7a式の特徴を持っており、その他も同型式に比定される。

SX06住居状遺構からは共伴関係としてⅣ D4d・ Ⅳ D2e・ ⅣFln①が抽出された。器種はいずれも

深鉢、器形は D・ F類が見られる。日縁形態は1類平縁、2類大波状縁、4類突起有りがある。文

様は d類碗状突起を有するもの、e類縦位の棒状隆帯を貼付けるもの、n類①全体に縄文を施す

ものがある。いずれも大木 7a式の特徴を持っている。438(Ⅳ D4d)と 441(Ⅳ D2e)は 本遺跡の中

では類例がない異系統の形態を有しており、搬入品の可能性がある。

また、この他にⅣ群土器を一括出土する遺構は、S101竪穴住居跡、S102竪穴住居跡、S106竪

穴住居跡、S130竪穴住居跡、S132竪穴住居跡、SK14土坑、SR01土器埋設遺構、SR02土器埋設

遺構、15C区 Ⅲ層下位がある。S130竪穴住居跡は333(Ⅳ C3n① )、 15C区 Ⅲ層下位は783(Ⅳ 」11)

で大木 6式、S101竪穴住居跡は6(Ⅳ Bli)、 S106竪 穴住居跡は9(Ⅳ Aln① )、 S132竪穴住居跡は

343(Ⅳ C21)、 SROl土器埋設遺構は526(Ⅳ C― f③ )で大木 7a式、SK14土坑は480(Ⅳ Hli)(V類

か)、 SR02土器埋設遺構は528(Ⅳ C2i)で 大木 7b式に比定される。

以上のⅣ群土器出土遺構・地点の良好な先後関係は、SK26土坑<S122竪穴住居跡に見られる。

SK26土坑は500(Ⅳ Fla)が大木 6式、499(Ⅳ C4h)が大木 7a式 の2点 を出上しており、これより

上層のS122竪穴住居跡からは273(Ⅳ Ele)と 275(Ⅳ Alf②)の いずれも大木 7a式が出上してい

る。ここから導き出せる先後関係はⅣFla・ Ⅳ C4h<Ⅳ Ele・ ⅣAlf②で、同型式の中ではⅣ C4hか

らⅣEle・ ⅣAlf②の流れが抽出できる。

V群土器の共伴関係 と型式的位置付け

V群土器について良好な共伴関係、先後関係を持つ遺構は認め られない。単独の一括土器を出

土する遺構 としては、S1lo竪穴住居跡、S114竪穴住居跡、S125竪穴住居跡、SD04堀跡の 4例が

ある。S110竪穴住居跡は VB4b②、S114竪穴住居跡は VE2a、 S125竪穴住居跡は VCla・ c、 SD04

堀跡はVDlaが抽出された。一括出土土器は、器種は深鉢形土器、器形はB～ E類が見られる。

口縁形態は 1類平縁、2類大波状、4類突起有りがある。文様は a類沈線によって文様表現をする
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もの、b②類隆線による文様表現を行う文様帯が胴部まで展開されるもの、c類隆沈線によって文

様表現を行うものがある。上記はいずれも大木 8b式に位置付けられる。

また、破片資料になるが、文様に隆沈線による渦巻文・蕨状・横位 S字状などの曲線的モチーフ

を描く150・ 539・ 542・ 698'717、 さらに棘状モチーフを合わせ持つ 591な どは大木 8b式 と見られ、

107・ 146。 149・ 152・ 153・ 577の ように隆線によるクランク状文などの直線的モチーフを持つものや、

文様帯が口縁部に集中するもの、頚部に横位隆線を持つものは大木 8a式に位置付けられる。文様

の特徴として、里古屋遺跡の大木 8a式 は b類の隆線による文様表現が多 く、また大木 8b式は a

類の沈線による文様表現や c類の隆沈線による文様表現が多い傾向にある。

Ⅵ群土器の共伴関係 と型式的位置付け

Ⅵ群土器について良好な共伴関係 を持つ遺構 として、S116竪 穴住居跡の 1例が挙げられる。

Ⅵ C2a(171)と Ⅵ B2b(179)が 共伴関係に有 り、器種はいずれも深鉢、器形は B・ C類が見 られる。

文様は a類沈線・隆沈線による文様表現が縦位に展開されるもの、b類沈線による方形や縦長区画

内に地文が充填されるものであ り、いずれも大木 9c式古段階の特徴 を持つ (池谷 1988)。

また、この他にⅥ群土器を一括出土する遺構は、S119竪 穴住居跡、S117竪穴住居跡、SX03竪

穴住居状遺構がある。S119竪穴住居跡。SX03住居状遺構出土はいずれ もⅥ Cldで、大木 9c式古

段階に比定される。 また破片資料であるが、S118竪穴住居跡出土の 227(Ⅵ C2d)・ 228(Ⅵ B‐j)も

大木 9c式古段階と見 られる。S117竪穴住居跡からは 205(Ⅵ D3e)。 200(Ⅵ D3k)を 出土 してお り、

いずれも大木 10b式第1段階 (沈線系)|こ比定される (池谷 1988)。

以上のⅥ群土器出土遺構の先後関係は S119竪 穴住居跡<SX03住 居状遺構があるが、同型式の範

疇に含まれる。

Ⅶ群土器の共伴関係 と型式的位置付け

Ⅶ群土器について良好な共伴関係を持つ遺構 。地点として、S117竪穴住居跡、14C区Ⅲ層上面、

14C区Ⅲ層上位の 3例がある。S117竪穴住居跡は ⅦAleo ⅦB2j・ ⅦE3g・ ⅦE2i・ ⅦElm、 ⅥD3e・

ⅥD3k、 ⅨCle、 14C区 Ⅲ層上面はⅦD3e・ ⅨCle、 14C区 Ⅲ層上位は ⅦB3a・ ⅦE3g・ ⅦElm・ Ⅶ

E3m、 ⅨCleが出上 してお り、それぞれが共伴関係を持つ。

第79表 ⅥI群土器共伴関係

遺構名 A類 B類 D類 E類 他群

S117 ⅦAle ⅦB2i ⅦE3宜・ⅦE21・ ⅦElm ⅥD3e・ ⅥD3k・ ⅨCle

14C区 Ⅲ層上面 ⅦD3e ⅨCle

14C区 Ⅲ層上位 ⅧB3a ⅦE3宮・ⅦElm・ ⅦE3m ⅨCle

先述の「同一地点出上の

…」 (以 下前文参照)か ら、

S117竪穴住居跡と14C区 Ⅲ

層上位には地点間の共伴関

係が指摘できる。これから、ⅦAle'Ⅶ B2j・ ⅦB3a・ ⅦE3g・ ⅦE2i・ ⅦElmo ⅦE3mが共伴関係を持つ。

器種はいずれも深鉢、器形は A・ BoE類が見 られる。文様は、a類口縁 に突起から垂下する連鎖状

隆線 を横位に展開するもの、g類突起を有 し、二重口縁で胴部に Y字状・倒卵形などの磨消技法

による円形モチーフを展開するもの、i類隆線による文様区画をするもの、m類地文のみのもの

がある。熊谷氏の論孜 (熊谷 1986)に 依れば、218(Ⅶ Ale)は 門前 I式 (今村氏に依れば門前 I式に
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先行す る段 階 :以下 ( )内 は今村編年)(今村 1977)、 193・ 702～ 704(ⅦE3g)は 門前 Ⅲ式 (F弓 前 I

式 に後続す る段 階 )、 198(ⅦE21)・ 204(Ⅶ B2j)。 209,706(ⅦElm)。 700(ⅦB3A)・ 705(ⅦE3m)は 門

前 Ⅳ式 (F]前 Ⅱ式)と なる。 また、14C区 Ⅲ層上面では 685(Ⅶ D3e)が 出土 してお り、中空突起 を

持たず、連鎖状隆線・ボタン状貼付を有することから門前Ⅲ式 (F]前 I式に後続する段階)、 また

は及川氏の「後・F弓 前式」(及川 1974)に 含まれると思われるが、綱取 I式の影響も見受けられる。

この他にⅦ群土器を一括出土する遺構は S106竪穴住居跡、S107竪穴住居跡、SX07住居状遺

構、6E17攪乱がある。S106竪 穴住居跡は45(Ⅶ B3d)、 S107竪穴住居跡は 69(ⅦElm)が出上して

おり、いずれも門前Ⅳ式 (F]前 Ⅱ式)に比定される。6E17攪乱では623(Ⅶ All)が出上してお り、

門前Ⅳ式 (F]前 Ⅱ式)に 比定されるとも思われるが、類例がなく不明である。

以上のⅦ群土器出土遺構・地点に良好な先後関係は見出せない。

Ⅷ群土器の共伴関係 と型式的位置付け

Ⅷ群土器についてはいずれも遺構外出土であり、良好な共伴関係、先後関係は認められない。

また、いずれも破片資料であり、全形を想定できる資料は出上していない。6681よ 後期前葉の上

器、661・ 806・ 814は 大洞 Bl式並行、805は大洞 Cl式、648・ 760'819は大洞 Cl～ 2式 と思われ、ま

た816は弥生時代の可能性があるが不明である。

(2)石    器

今回の調査で出上した石器の総数は6,917点 である。第 80表に石器石材別組成表を示した。出

土石器のうち、最も多いのは剥片 (砕片)で 4,785点 (89570.74g)を 数え、全体の 69.180/O(重 量中

9.71%)、 次いで石鏃 568点 (899.99g)で全体の 8.210/0(重 量中0.1%)、 敲磨器類 375点 (202779.73g)

で全体の 5.420/O(重 量中21.990/0)である。重量中で多いのは、石皿台石類で 69点 (470584.66g)の

重量中 51,020/Oで ある。製品では石鏃の出土量が突出していることが分かる。

次に石材に着目すると、最も点数が多いのは頁岩で2,782点 (17788.36g)を 数え、全体の 40.220/O

(重量中1。 930/0)で ある。次いで、頁岩 (在地)が1,740点 (288766.80g)で 全体の 25.16%(重量中

31.310/0)、 赤色頁岩が 854点 (1854,73g)で全体の 12.35%(重量中 0.20/O)で ある。重量で最も多い

のは頁岩 (在地)、 次いで砂岩が 173点 (205288.82g)で重量中 22.260/O、 ひん岩が 21点 (90782.95g)

で重量中 9.84%を 占める。石材から見ると、やはり礫石器に用いられる原石はより遺跡に近い場

所から運ばれていることが分かる。これに対して、剥片石器に用いられる石材は、剥片剥離に適

する良質で硬質な原石を遺跡から離れた場所からも逗んで きている。中でも黒曜石を 398点

(360。 36g)出 上しているが、遺跡周辺では獲得できない石材 と思われ、産地同定からは雫石町小

赤沢、山形県月山、不明 (数値は栃木県高原山に近似)の 3カ 所が得られている。同定出来なかっ

た資料中には、宮城県湯ノ倉と思われるものも含まれるため (報告者の肉眼による)、 不明とされ

たものもこの近傍に産出される未知の原石の可能性もある。いずれにしても、遺跡に何 らかの手

段で遠方から持ち込まれた石材であることが言える。
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終わりに

今回の調査で得 られた資料は、遺構は竪穴住居跡 38棟、住居状遺構 8棟、土坑 47基、焼土跡・

炉跡 24基、土器埋設遺構 2基、配石遺構 1基、墓坑 2基、堀跡 2条、溝跡 5条、井戸跡 1基、石

組遺構 ユ基、 ピット326個、採掘坑 3カ 所、遺物は縄文土器 84,669片 (約 1.37t)、 石器 6,917点

(約 0,92t)、 石製品 28点、土師器 1点、陶磁器 9号 1袋、金属製品 4点、銭貨 15点、動物遺存

体139,69g、 植物遺存体 65.58gの各種である。

中で も縄文時代の遺構 。遺物が主であ り、遺跡の性格は縄文時代前期後葉～後期初頭 を中心 と

して、断続的に営 まれた集落跡 とすることができる。大股川流域には同様に縄文時代前期中葉～

中期末葉に断続的に営 まれた集落跡である館遺跡 (岩文振 432集 )があ り、本遺跡の北東約 2.3km

の距離に位置する。今回調査を行った里古屋遺跡 と館遺跡の 2遺跡について遺構・遺物を見比べる

と類似点が多 く、各々の断絶期には遺跡間移動をしていたのではないかと思われる点 もある。そ

れが環境変化によるものか、また人為的な土地の選択によるのかは推測の域を出ない。

今回の調査か ら得 られた情報量は膨大である。 しか し、今回の報告書で提示 し得たものは僅か

に過ぎず、またデータ提示に終始 し深 く検討が及ばなかった。今後の課題 としたい。  (北 田)
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火山灰同定分析
パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

里古屋遺跡は岩手県気仙郡住田町の北西部に所在 し、気仙川支流の大股川左岸の丘陵裾部に

位置 している。発掘調査の結果、縄文時代前～後期 と考えられる竪穴住居跡、住居状遺構、土

坑などが検出されてお り、土器や石器などの遺物 も多数出土 している。 また、同遺跡では基本

層序 Ⅲ層か ら十和田中阪火山灰 と考えられる堆積物 も認め られている。

本報告では、竪穴住居跡堆積土か ら検出された火山灰について、肉眼および顕微鏡による観

察、火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率測定、火山ガラスのEPMA分析 を実施 し、検証を行 う。

また、十和田テフラを含めた広域火山灰 との対比を行 う。

l.試料

試料は、S112竪穴住居跡堆積土 より採取 された火山灰の薄層 を挟む土壌ブロック試料 1点 で

ある (図 版 1)。 この上壌 ブロックは全体的に土壌化 しシル ト質化 している。当ブロックのほ

ぼ中央に認められる火山灰の薄層は幅2cm前 後で塊状無層理、径3mm以下程度の風化 した軽石

片を数%程度含む。分析試料は、この火山灰の薄層 より採取 し対象 としている。

2.分析方法

(1)テ フラの検出同定・屈折率測定

試料約 20gを 蒸発皿に取 り、水 を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子 を分散

し、上澄みを流 し去る。 この操作 を繰 り返す ことにより得 られた砂分を乾燥 させた後、実体顕

微鏡下にて観察する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石 を対象 と

し、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によリバブ

ル型 と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつ ぎ目

をなす部分であるY字状の高まりを持つ もの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるい

は塊状の もの、軽石型は表面に小気泡を非常に多 く持つ塊状および気泡の長 く延びた繊維束状

のものとする。

また砕屑物中に火山ガラスおよび斜方輝石が含 まれる場合は、火山ガラスおよび斜方輝石の

屈折率の測定を行い、テフラの同定をより確実なものとした。測定は、古澤 (1995)の MAIOT

を使用 した温度変化法を用いた。

(2)EPMA分析

分析 には波長分散型4チ ャンネルEPMA 」XA-8800RL(日 本電子製)を 用いた。測定 した成

分は、Si02、 Ti02、 A1203、 FeO、 MnO、 MgO、 CaO、 Na20、 K20の 9成 分である。以下に

処理手順 を述べる。

1)試料調整

火山ガラス試料 をペ トロポキシ154を 用いてスライ ドガラス上に固定 (恒 温ホッ トプレー ト

120℃ で2時 間)し た後、アランダム (#1000、 #3000)を 使用 しガラス板上で研磨する。鏡面研

磨するためにDP(ダ イヤモンドペース ト)を 使用 し、DPク ロス上で潤滑剤のルーブリカントを
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滴下 しなが ら研磨する。鏡面研磨 された試料は、真空蒸着装置を用いてカーボン蒸着を行 う。

2)浪1定条件

上記のカーボン蒸着 された試料をEPMA装置にセ ットして測定 した。分析条件は、加速電圧

15k V、 試料電流3× 10-9ア ンペア (On PCD)、 およびビーム径は10ミ クロンである。補正計

算はZAF法 に従った。
個
数

個
数

3.分析結果

(1)テ フラの検出同定・屈折率

測定

試料は、細粒砂サイズの火山ガ

ラスおよび斜長石を主体 としてい

る。重鉱物 としては、斜方輝石お

よび単斜輝石が微量程度含まれて

いる。鉱物片の一部には火山ガラ

火山ガラスは、無色透明であ り

1510 1れ 5 屈折率

も散見される。

なっている。火山ガラスおよび斜方輝石の

1505

スの付着 したもの

、軽石型が主体 と

表l EPMA分析結果 (測定データ)

No. Si02 Ti02 A 203 FeO MnO A/1gO CaO Na20 K20 Total

1 023 1288 2.67 0.04 0.40 3.66 128

2 71.26 1288 2.15 0.20 053 262 3.39 94.52

3 7263 040 ∩
υ 218 009 056 265 3.25 96.12

4 75.15 2.67 2.68 053 244 99.01

5 7344 0.46 2.86 2.48 054 261 3.60 119 97.25

6 033 350 2.35 266 347 126 99,08

7 7592 043 345 054 133 10125

8 75.08 041 2.58 0.13 0.46 3.37 1.30

9 70.97 016 313 010 270 3.62 1.16 9479

10 74.44 0.49 315 292 （
Ｖ 051 259 9899

76.32 0.43 253 010 052 10095

7300 0.33 3.07 276 019 045 3.24 1.15 96.91

7261 0.47 274 057 260 1.37 96.71

7695 039 3.31 3.15 264 327 1.41 101.76

75,88 0.58 2.54 2.82 016 0.50 2,74 133 （
υ

75,92 0.38 0.48 2.57 414 122 10075

一
イ 74.93 3,75 257 0.48 137 9976

18 73.61 055 267 0.04 0,42 2.63 1.25 9731

77.00 040 2,79 267 0,14 047 2.80 392 1.27 10145

76.81 042 3.90 262 0.02 0.56 278 1.25 102.21

7734 刀
仕 357 284 0.17 053 278 349 102.49

7670 0.28 t320 0.10 273 3.63 124 10122

7554 0,33 2.53 0.13 057 265 Ｏ
Ｏ 122 Ａ

Ｖ

24 7750 0.50 [3.30 015 055 3.88 122 Ａ
Ｖ

刀
生 0.50 [3.67 280 065 269 3.69 101.78
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屈折率測定結果を図1に 示す。火山ガラスの レンジは、1.510～ 1.514を 示 し、モー ドは1.512～

1.513で ある。一方、斜方輝石の レンジは、1.704～ 1.709を 示 し、モー ドは1.707で ある。

(2)EPMA分析

火山ガラスについて 25ポ イン トを測定 した。各ポイントにおける測定データを表 1に 、 トー

タルを無水で 100wt.%に 規格化 した値 を表 2に 示 した。 また、今 回の測定デー タと柴 ほか

(2001)お よび青木 。新井 (2000)の データを比較 したものを表31こ 示 した。本表には、測定デー

タの分析ポイント数、最大値、最小値、平均値および標準偏差 とい う統計値が示 されている。

表2.EPMA分析結果 (無水で100wt.%に規格化 したデータ)

No Si02 Ti02 A1203 FeO MnO M ttO CaO Na20 K20 Total

1 7546 0.24 13.30 276 004 042 268 3,78 100.00

2 7539 035 1363 228 （
Ｖ 056 277 つ

０ 1.23

3 7556 042 1354 227 010 0.58 276 3.38 140 100.00

4 7590 0.32 12.80 270 0.04 247 395 1.29 10000

5 75.52 048 13.22 008 055 268 370 122 10000

6 75,75 033 1363 0,09 0.38 268 1.27 100.00

7 7498 043 1329 284 （
υ 054 353 100.00

8 75.37 0,41 13.68 2.59 013 0.46 268 100,00

9 7487 0.17 13.85 2.58 0,10 0.54 2.85 100.00

10 049 13.28 0.03 0.52 359 100.00

11 7560 刀
仕

∩
Ｖ 13.54 2.50 010 0.52 2.62 3,59 100.00

75,33 0.34 13.49 285 0.19 046 2.80 10000

75,08 049 1350 284 058 268 1_42 100.00

14 039 1308 310 260 139 10000

7569 058 12.50 282 0.16 050 2.73 370 10000

0,37 1324 262 007 0.47 255 4.11 つ
々 100.00

7511 0.32 13.78 2.58 0.48 2.67 370 137 10000

18 7564 057 12.85 2.74 0.04 044 2,70 3.75 1.28 100.00

19 0.39 12.61 263 014 0,47 2.76 3.86 125 10000

75,15 041 1360 256 0,02 055 2.72 3,77 10000

75,46 046 13.24 2,77 017 Ａ
Ｖ 3.4ユ 1.28 100.00

つ
々 75,78 0.27 13.05 268 010 2.69 358 1.23 10000

7529 0.33 1348 2.52 0.13 057 264 1.22 100.00

0.49 12.93 2.61 0.15 0.53 297 378 118 100.00

7509 049 13.43 2,75 0.64 3.62 1.32 100.00

表3 公表 されている分析値 との比較

今回の測定結果

柴ほか (2001)

Si02 Ti02 A1203 FeO MnO MgO CaO Na20 K20 /JA4Fl′ 点の数 Total

最小値 7487 017 12.50 2.27 038 2.47 96.96

最大値 75,90 058 13.85 3.10 021 064 301 411 刀
仕 10282

平均値 7542 0.40 1330 2.66 0,09 052 2.71 3.63 99,37

標準偏差 0.281 0.098 0357 0,195
状
υ

（
υ 0116 0210

Si02 T102 A1203 FeO h/1nO MgO CaO Na20 K20 分析点の数 Total

平均値 7559 0.40 13.27 245 05ユ 270 3.68 9822

標準偏差 0255 一
′

Ａ
Ｖ 0,482 0234 （

υ 0.06ユ 0.081 0.249 0069

青木 。新井 (2000)

Si02 T102 A1203 FeO MnO �[宜 O CaO Na20 K20 分析点の数 Total

平均値 043 13.65 0,11 052 2.35 401 1,22
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4.考察

町田ほか (1981、 1984)や 町田 。新井 (2003)な どにおける東北地方のテフラの研究成果に

よれば、今回のテフラは層位や層相、本遺跡の地理的位置か ら、完新世に噴出 した十和田カル

デラ起源のテフラと考えられる。主な完新世の十和田カルデラ起源のテフラは、十和田a(To―

a)、 十和田b(To― b)、 十和田中派 (To― Cu)、 十和 田南部 (To―Nb)な どが挙げ られる。今回のテ

フラは、火山ガラスの屈折率か ら、To―Cuが候補 として挙げられる。町田・新井 (2003)に よ

ると、To― Cuに おける火山ガラスの屈折率は1.508～ 1.512の レンジであ り、今 回の測定結果 と

重複 している。 また、斜方輝石の屈折率についても重複する値を示 し、モー ドも一致 している。

このTo―Cuを 含め、上述の十和田テフラの主な軽石 については、最近、柴ほか (2001)や青

木 。新井 (2000)に よりEPMAに よる主成分化学組成値が公表されている。今回の分析値 と柴

ほか (2001)お よび青木・新井 (2000)に 示 されているTo―Cuの 分析値 を比較 した ものを表3

に示 した。分析値 (25ポ イン トの点分析値)か ら明 らかなように、9元 素 について、青木・新

井 (2000)お よび柴ほか (2001)の分析値 と極めてよく整合する。十和田カルデラ起源のテフ

ラの化学組成的な特徴 としてはK20が 1.5～ 1.2wt.%と 低いことがあげられるが (柴 ほか,2001)、

分析値 は1.4～ 1.lwt.%の値 を示 してお り、 この点についても一致 している。 また、To―Cuの 化

学組成的な特徴 は、Si02が 75.0～ 76.Owt,0/Oの きわめて狭い組成範囲を示す とい う点である (柴

ほか,2001)。 今回の分析値は、Si02が74.9～ 75.9(平均75.4)wt%と いう組成範囲を示 してお

り、 これ らの点か らもTo―Cu起源 とい うことが示唆される。

以上の屈折率測定結果およびEPMA分析結果か ら、本試料はTo― Cuと 判断される。なお、To―

Cuの 噴出年代は、Hayakawa(1985)に よれば約5400年前 とされている。一方、福 田 (1986)は 、

東北地方 における縄文土器型式の前期 に入 るとしなが らも、当該期の詳細 な時期の特定には

至っていない。今回の分析結果は、S112竪 穴住居跡の調査所見 と堆積土中か らTo― Cuが検出さ

れた状況か ら、遺構の年代観 とTo―Cuの 噴出年代 について も概ね調和的な結果 と言える。
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2 放射性炭素年代測定

1.試料と方法

株式会社古環境研究所

試料名 遺構・資料名 種類 前処理・調整 測定法

Nol  S101住 居跡床面出土戊化物 炭化物 酸 ―アルカリー酸洗浄、石墨調整 A�IS

No2 
話艦

炉埋設土器167内 焼土
炭化物 酸 ―アルカリー酸洗浄、石墨調整 A�IS

No3  SD04堀 跡底面出土炭化物 炭化物 酸 ―アルカリー酸洗浄、石墨調整 AWIS

配4 
那

夢 埋設土器∞付着炭化物 (ス
炭化物 酸一アルカリー酸洗浄、石墨調整 A�IS

No5  
晋鍋

Ⅲ層上位出土土器703
炭化物 酸―アルカリー酸洗浄、石墨調整 AMS

No6  
ユと研 剛 塀

埋設土器229付着炭
炭化物 酸一アルカリー酸洗浄 AMS

配7 渓罷筋諏認研
出土土器441付着

炭化物 酸―アルカリー酸洗浄 AMS

No8  Ы22住居跡炉内焼土抽出炭化物 炭化物 酸―アルカリー酸洗浄 AMS

※ AMS(Accelerator Mass Spectrometry)

2.測定結果

は加速器質量分析法

試料名   赳霊泌 14c年代 (年BP)  ∂13c(%。
) 補正14c年代 暦年代 (西暦 )

５

６

５

刀
仕
　
Ｏ
υ
　
Ｏ
υ

一

一

一

〇

〇

〇

〇

７

０

８

１

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

189015 4710± 40 -29.6 4630± 40 交点
lσ

2σ

No2 189016 4550± 40 -262 交点
lσ

2σ

4530± 40
～ 3310,
～ 3110
- 3090

４０

５０

３０

６０

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

～ 2080,
-  1950

- 2170,
-́ 1900

３

３

６

９

５

０

１

０

１

１

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

占
〔

σ
　

　

σ

交

１
　
　
２

No3 189017 3690± 50 -270 3660± 50

-́ 2140
- 2130,
^- 2060

０

０

０

０

１

９

３

８

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ａ‐

ａ‐

ａ‐

ａ‐

占
∵

σ

一父

１

２

No4 189591 3800± 40 -25,7 3790± 40

No5 189592 3850± 60 -25.1 3850± 60 Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

占
ケ

σ

一父
１
２

2300

2450 ^ヤ  2210
2470 - 2140

201815 4060± 50 -269 4030± 50 占
げ

σ

一父

１

２

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

2570,2520,2500

2590 ～  2480
2850 -́ 2820,

2670 ～  2460

一

一

一

６４０

６４０

５８０

６６０

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

No7 201816 4810± 40 -255 4800■ 40 占
い

σ
　

　

σ

一父

１

　

２

No8 201817 4350± 40 -248 4350■ 40 交 点

lσ

2σ

1)14c年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算 した値。 14cの半減期は、国際的憤例に

０

６

９

一

一

一

２

１

８

４

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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よりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)δ  13c測定値

試料の測定 14c/12c比 を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比

からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正 14c年代値

δ13c測 定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、 14c/12cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中 14c濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。 calはcahbraion

した年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14cの 詳細な測定値、およびサンゴの U―Th年代 と

14c年代の比較により作成された較正曲線を使用 した。最新のデータベースでは約19,000年 BPま での換算が可能となっ

ている。ただし、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後 も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正 14c年代値 と暦年代較正曲線 との交点の暦年代値 を意味する。 1シ各
マ
(68%確率)と 2σ

(95%確率)は、補正 14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す。 したがって、複数の交点が表記

される場合や、複数のlσ ・ 2σ 値が表記される場合 もある。

3.報告者所見

今回依頼 した試料 は上記に示 した計8点 である。各試料 について触れる。血 11ま 、SIol竪 穴住

居跡の床面か ら出上 したえ化物で、考古学的分析か らは縄文時代中期前葉の住居跡 と考えられ

る。h2は 、S115竪穴住居跡炉埋設土器167(Ⅸ 群)の 中に堆積 していた焼土か ら炭化物 を抽出 し

たもので、縄文時代中期前～中葉の竪穴住居跡 と考えられる。比3は 、SD04堀 跡の底面か ら出

上 した炭化物で、当初は遺構の帰属時期の推定を目的 としていたが、結果は上記の通 りとなっ

た。血4は 、S107竪 穴住居跡の炉埋設土器691こ付着 していたススを採取 したもので、土器はⅦ

群に含 まれる。胤5は 、14C18～ 19・ Ⅲ層上位から出土 した土器703で、Ⅶ群 に含 まれる。h6は、

S119竪 穴住居跡の炉埋設土器229内面に付着 していたおこげを採取 した もので、土器はⅥ群 に

含 まれる。胤7は 、SX06住居状遺構の堆積土及びS120竪 穴住居跡床面か ら出土 した土器441口

端部に付着 していたおこげで、土器はⅣ群に含 まれる。比 8は 、S122竪 穴住居跡の炉内焼土に

含 まれていた炭化物 を抽出 したもので、縄文時代中期前葉の竪穴住居跡 と考えられる。

期待された数値、またはそうでないものもあるが、土器の器面に付着していた炭化物を採取

した陥4～ 7の 4試料の数値は、考古学的な土器編年と比較を行えることで意義がある。 (北 田)
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3 黒曜石産地同定分析

(株)第 四紀地質研究所

l 分析試料の調整と実験条件

1-1 分析試料の調整

原産地黒曜石の分析試料は黒曜石の岩体では岩体のなかで5個所程度選択 し、1個所で5～10試料を採

取 した。分析結果は岩体の中で選択 した各個所について1分析値で代表させた。例えば、西餅屋の岩体

では孔道内の4個所を4分析値で表示 した。岩体が貧弱である場合には1岩体の中で10個以上を採取 し、

試料数分の分析結果を表示 した。岩体が消滅 しているものや、明確な岩体 としての露頭が認められな

いものや1可床の中の転石あるいは斜面に露出する堆積 した黒曜石は10個以上採取 し、試料数分の分析

結果を表示した。

分析にあたっては、露頭より採取 した黒曜石を打ちかき、比較的平滑な面を分析面とする未整形試

料を作成した。

1-2 実験条件

分析はエネルギー分散型蛍光X線分析装置 (日 本電子製 JSX-3200)で行なった。

この分析装置は標準試料を必要 としないファンダメンタルパラメータ法 (FP法 )イこよる自動定量計

算システムが採用されており、6C～92Uま での元素分析ができ、ハイパワーX線源 (最大30kV、 4mA)

の採用で微量試料～最大2901Hlф ×801HnHま での大型試料の測定が可能である。小形試料では16試料自

動交換機構により連続 して分析できる。分析はバルクFP法でおこなった。FP法 とは試料を構成する

全元素の種類 と濃度、X線源のスペク トル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係数など装置定数

や物性値を用いて、試料から発生する各元素の理論強度を計算する方法である。

分析にあたっては、露頭より採取 した黒曜石を打ちかき、比較的平滑な面を分析面とする未整形試

料をX線照射範囲が約1511mф の試料台に直接のせ分析 した。実験条件はバルクFP法 (ス タンダー ドレ

ス方式)、 分析雰囲気 =真空、X線管ターゲット素材 =Rh、 加速電圧 =30kV、 管電流 =自動制御、分

析時間=200秒 (有効分析時間)である。また、分析にあたっては標準サンプルを分析し、キャリブレー

ションを行い、装置の正常さを保って行った。

分析対象元素はSi,Ti,Al,Fe,Mn,Mg,Ca,Na,K,P,Rb,Sr,Y,Zrの 14元素、分析値は黒曜石の含水

量 =oと 仮定し、酸化物の重量%を 100°/0に ノーマライズし、表示した。

地質学的には分析値の重量°
/。 は小数点以下2桁で表示することになっているが、微量元素のRb,Sr,

Y,Zrは重量°
/。では小数点以下3～4桁の微量となり、小数点以下2桁では0と 表示される。ここでは分析

装置のソフトにより計算された小数点以下4桁を用いて化学分析結果を表示 した。

岩石の化学組成を構成する主要元素と微量元素の中から、岩石の骨格 となるSiと Al、 有色鉱物の主

要元素であるFe,Ca,無色鉱物の主要元素であるNaと Kの関連からK、 副成分鉱物のイルメナイ トからFe

とTi、 微量元素ではRbと Srの各元素組み合わせにより黒曜石を分類する図を作製 した (周藤他、2002)。

基本的には主要元素の各元素が重複 しない組み合わせとしたが、Fe,Mn,Tiは鉄質関連として相関性の

高い元素であり、Tiは Feと Mnの 2元素との対比となっている。主要元素と微量元素の酸化物濃度 (重

量%)でSi02-A1203,Fe203-Ti02,K20-CaOの 3組、積分強度でRb―SrOの組み合わせで図を作成した。
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2 分析結果

1)里古屋遺跡より出上した黒曜石遺物は第1表化学分析表の原産地欄に示すように里古屋 -1～51の

51個 は小赤沢産である。里古屋 -53～ 68の 16個 は月山系と判別される。月山系と神津島は領域が

近 く、分別が難しいがRb―Srの 相関では月山系の領域にあり、月山系と判別した。

2)里古屋 -69～ 84の 16個 は不明とした。組成的には高原山の原石に近いもので、これほどまとまっ

て高原山産が出土するのは珍しく、もしかす ると、小赤沢に近いところに類似する組成を持つ未知

の原石が存在するかもしれない。

引用文献

周藤賢治・小山内康人 2002共立出版、記載岩石

学上、5-20.

3 報告者所見

今回の調査で出上した黒曜石製石器は合

計で398点(360.36g)で あり、このうち報告者

が肉眼観察を行い、製品を優先 して83点

(151.21g)に ついて分析を行った。

分析によれば、試料1～51が岩手県雫石町

小赤沢産、試料53～ 68が山形県月山系、試

料69～ 84が栃木県高原山産という結果が得

られた。

しかし、このうち試料69～84は他に類似

する原石を産出する未知の場所が小赤沢周

辺に存在する可能性もあることから、今回

は「不明(未知)」 という記載に留めた。また、

分析を行わなかった遺物を再び観察したと

ころ、宮城県湯ノ倉に見られる原石に近い 第 1図原産地位置図

ものも数点認められた。

今回の分析試料に限ってみれば、小赤沢産には石器製作に伴う剥片が多 く認められるのに対 して、

月山系と不明(未知)は大半が石鏃などの製品である。これは、原石のまま遺跡内に持ち込まれるか、ま

たは製品の】犬態で持ち込まれるかに関わる。

今回の結果をそのまま遺跡間交流や交易に結び付けるのは短絡的過ぎるが、遺跡近傍ではいまのと

ころ明確な産地と呼べる場所は見つかっていない。現在知られている産地で最も近い岩手県水沢市折

居産を全 く出土しないことから考えても、少なくとも遺跡の存続時期である縄文時代前期後葉～後期

初頭は遺跡の外に直接か間接かは明らかでないが、黒曜石の石材を獲得するために移動が行われてい

(北 田)たのは確かであろう。
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災化種実同定分析

吉川純子 (古代の森研究舎 )

1.試料

里古屋遺跡は住田町気仙川支流の大股川左岸丘陵裾部斜面に位置する、縄文時代前期か ら近

世にかけての複合遺跡である。本遺跡では縄文時代の竪穴住居跡や土坑、土器埋設遺構などが

検出され、これ らの遺構か らおもに縄文中期 を中心に担当者により炭化種実が選別された。こ

のうち664粒 について肉眼および実体顕微鏡で同定計数を行った。炭化 したクリ子葉について

は計測可能な部位を計測 した。

2.分析結果及び考祭

竪穴住居跡及び土器埋設遺構、土坑か ら出土 した炭化種実の同定結果を表 lに まとめた。縄

文前期末葉では、焼失住居 と推測 されるS138竪穴住居跡か らオニグルミ内果皮破片を出土 した。

出土 した破片は1試料5.8gで あ り、内果皮 1個 分には満たない。縄文中期前葉ではSR01及 びSR02

土器埋設遺構の土器内部か らはオニグルミ内果皮破片 とトチノキ種子破片をわずかに出上 した。

縄文中期前葉か ら中葉にかけてはS115竪 穴住居跡か らオニグル ミ内果皮破片をわずかに出土 し

た。縄文中期中葉ではSK06土 坑 よリオニグル ミの内果皮破片を出土 した。縄文中期後葉では

焼失住居 とみられるS116竪穴住居跡から多量の炭化種実を出土 した。最 も多いのはクリ子葉で、

完形及び多数の破片を出上 している。 また、 トチノキ種子の破片、オニグル ミ内呆皮破片 も出

土 している。 また、縄文時代後期初頭のS117竪 穴住居跡か らはオニグル ミ内果皮破片 とクリ果

皮破片を出土 した。縄文時代のSK23土坑か らはオニグルミの内果皮破片がまとまって出上 した。

里古屋遺跡の縄文前期～中期において、前期末葉ではオニグル ミのみ出上 しているが、中期

に入るとクリ、オニグル ミとともに トテノキを出土する。 トチノキを出上 した住居はS116竪 穴

住居跡1棟 であるが、住居内の数地点か ら出上 してお り、利用 目的で住居内に持ち込 まれたク

リや トチノキが火災焼失により炭化 して残存 したと考えられる。これ らクリや トチノキは炭化

して非常に硬 くしまっているので、比較的低温で酸素の供給が少ない状態で炭化 されたと考え

られる。 したがって、S116竪 穴住居跡で残存 しているほとんどの炭化種実は、炉を使用 してい

たときに日常的に生成されたものではなく、焼失による家屋の崩壊などで酸素の供給が断たれ

表1 里古屋遺跡より出上した炭化種実

オニグルミ
内果度破片  完形

No  時期 出土遺構  地点   層位
ク リ種 子

半分  破片
不明 炭化材
炭化物 石など

クリ果皮
破片

キ

片

ノ

破

チ

子

卜

種

葉 SR01 埋設土器

期前葉 SR02 坦設土器内

土

堆積土

焼土

堆積±1層

床面焼土

床面
床面焼土

地積±8層中

Ｓ‐‐５

一ＳＫ０１
一Ｓ・‐６

７６
‐８０
１９
６
１９
４８
４０
了
了

S116 炉
S116 炉
S116   炉ゴヒ側
S116

S116  QSE
S116  QSE

13縄文時代
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た際に形成されたと推測される。縄文時代においては中期末頃から食料としての トチノキの利

用が広域に確認されており(吉川ほか2005)、 本遺跡においてもクリとともに食料としての トチ

ノキの利用があったと考えられる。後期初頭の災化物については、オニグルミ内果皮とクリ呆

皮のみで、いずれも可食部分はなく、利用後の呆皮を炉にくべた残存と考えられる。

3.出 土した災化種実の形態記載

オニグル ミ (デyゴ aコ s af′ aコ 的�ガa Carri):内果度の破片を出土 した。内果皮は壁が大変緻密

で硬 く、炉に くべて焼却 しても比較的のこりやすい。内果皮外面は不規則でゆるやかなおうと

つがあ り、細い筋状の溝が入る。内呆皮壁は内部に空隙があ り、内面は大 きく2室 に分かれ、

多数の曲面をもつ。

クリ (Casと aコ ea crenata Sieb.et Zucc。 ):種子

から種皮が脱落 した状態である子葉の完形 と破片、

及び果皮破片を出土 した。種子は三角形で外面全

体に縦方向の細い溝が入い り、子葉は2つ に割れ

る構造を持つ。果皮は加熱により燃えやす く、破

片にな りやすいが、細胞が縦に並ぶため、炭化 し

ても縦方向の筋が確認できる。本遺跡で出上 した

クリ子葉の計測値 を表2に 示 した。計測可能個数

は少ないが、サイズがかな り小 さく、中期出土ク

リ子葉 としては北海道南茅部町 (現函館市)の大

船C遺跡から出土 した炭化クリ計測値の平均値 (長

さ1.3cm、 幅1.4cm)(南茅部町教育委員会2000)

表2 里古屋遺跡出土炭化クリ計測値

に近い。

トチノキ (Acscv′ ysど urわれatta BIume):炭化 した種子の破片を出上 した。種度が部分的に付

着 しているものが多 く認め られる。種子は完形であればつぶれた球形を呈 し、下半部を占める

大 きなへそがある。種皮は光沢があ り、表面に指紋状、流紋状 または点状の微細模様が認めら

れる。種皮は細胞の配列に方向性がないので不規則な形に割れる。子葉の表面は不規則で緩や

かなお うとつがあ り、災化すると不規則な割れ方をする場合が多い。

引用文献

南茅部町教育委員会。2000.Ⅱ 章5節 H-95検 出のクリえ化子葉。大船C遺跡。38-39.

吉川昌伸・吉川純子.2005.縄 文時代中・後期の環境変化。日本考古学協会2005年度福島大会シンポジウム資

料集。日本考古学協会2005年度福島大会実行委員会編.1322.

試料番号  長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ(mm)

4(完形)

4(完形)

4(半分 )

4(半分 )

4(半分)

4(半分 )

4(半分 )

4(半分 )

13.2

1■6

1■0

10.6

12.4

10.2

10,7

10.5

132

(7.4)

12.0

12.2

13.6

11.0

129

6.3

7.0

83

8(半分 )

8(半分 )

103

9.8

92

87

9(完形 )

9(破片)

1■0

14.0

11.ユ 7.5
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図版1 里古屋遺跡 より出上 した炭化種実
1:オニグルミ内果度破片外面 (試料1),2:オ ニグルミ内果皮破片内面(試料刊),3,4,5:ク リ

子葉(試料4),6:ク リ果皮破片内面(試料10),7:ト チノキ子葉破片(試料4),8:ト チノキ種皮

破片外面(試料15),9お表面の拡大 (ス ケールはlmm)
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写 真 図 版

14C17～ 18 111層 上面出土土器





遺跡遠景 (南から)

遺跡近景 (平成15年度調査区、

写真図版 1 調査区全景航空写真

西から)

(H15年度 )

-417-



遺跡近景 (平成16年度調査区、真上から)

B区 遺構密集区 (15～ 16グ リッドライン)

-418-
写真図版 2 調査区全景航空写真 (H16年度)B区遺構密集区



調査前現況 (A区 ) 調査前現況 (C区 )

基本層序 基本層序

稔簿華買持岳と機みと|

メインベル ト3

写真図版 3 現況

(斜面下 )

基本層序

メインベル ト3 (斜面上)
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写真図版 4 引01堅穴住居跡



断 面 (ベル トB)

炉平面 炉断面

写真図版 5 S102竪 穴住居跡
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写真図版 6 S03堅 穴住居跡
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写真図版 8 割05堅穴住居跡
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写真図版 10 引07堅穴住居跡

炉敷設土器 (69土 器 )
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断 面 (ベル トA)

検出状況 焼土検出状況
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写真図版14 S111堅穴住居跡
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写真図版16 S113・ 14堅穴住居跡
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写真図版18 割16竪穴住居跡
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写真図版22 920堅穴住居跡
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写真図版26 S124堅 穴住居跡
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写真図版64 SF17～ 20焼土跡



|ヽ§ (

SF21  断面

i,IIII

♯

SF22  平面

SF23 凹晴:面

SF24  平面

写真図版65 SF21～ 24焼土跡

-481-



632土器  (6E1911層 T位 ) 703■す器 (14C13～ 14‖ 1'雪 ■F面 )

686EL:器 (14C12‖ l,冒 ■F面 ) 702■ :器 (14C17～ 18‖ 1,雷 ■F面 )

704土器 (14C181‖ 層上面) 704土器 (14C17～ 18‖ I層■面 )

685■ i撮 (14C17～ 18‖ |'雪 _LH) 1172石斧類 (14C17111層下位)

-482-
写真図版66 遺物出土状況 (1)



702土器 (14C17～ 18‖ 層下位 ) 705EL:器 (14C17～ 18‖ 1,雪 Tイ立)

704土器 (14C19111層上位) 772土器 (14C23Ⅲ 層下位 )

769土器 (14C231‖ 層下位 ) 768EL:器 (14C23‖ I夕雷下可立)

774■ :器 (14C24‖ |1吾下〒イ立) 556土器 (14D6SD04内 堆積土)

写真図版67 遺物出土状況 (2)

-483-



工肇騨轟韓驚響鸞堅子Ⅲ群

:|―拳 す
||―

ェェ鷲

'Iす

SD01～ 03

SD02・ 03 閣面面 (ンペル トB) SD02・ 03 断面 (ベル トA)

-484-

写真図版68 SD01～ 03溝跡



妙

'と 言 竜

1酵,<:魯
ませ.■

ⅢⅢ
ヽ
嘗

写真図版69 SD04堀 跡 (1)

-485-



断 面 (ベル トA)

簸
露
一娘

断 面 (ベル トC)

-486-
写真図版70 SD04堀 跡 (2)



断面 (ベル トB)

断面 (ベル トC)

面平

ＳＤ０６　
　
勘写真図版71 SD05・ 06

-487-



i弊:蝿

筆|

k生

・韓

■

一　

　

サ

ｒ　
　
ｉ
ｒ
鷲

ヽ

写真図版72 SD07堀 跡 (1)

-488-



，

一
ｒ
″

す
　
　
●

澪

丁

|・ま:i魅
、1鷲|ミ

一癖

ｔ
ｔ翌
ｒ
一
一一簿

一

内部状況

断 面 (ベル トB)

写真図版73 SD07堀 跡 (2)

-489-



SZ01  断面

SZ02 平面

試掘風景 D区 国道沿い作業風景

H16年度H16年度 現地説明会

-490-
写真図版74 SZ01・ 02墓坑

現地説明会



26C区石組遺構 平面

26C区石組遺構 断面

断面

写真図版75 26C区 石組遺構

SE01

SE01井戸跡

SE01 内部壁面

-491-



翻

S103 (18～ 20)

S102 (7～ 17)

S104 (21～ 31)

-492-
写真図版76 引01～04竪穴住居跡上器



(32～ 38)

S106 (46・ 48。 49)

写真図版77 引04～06竪穴住居跡上器

-493-



S106 (44・ 45'47・ 50～ 52)

-494-

写真図版78 S106堅 穴住居跡上器



５　嬢韓一【【一６

S106 (53～ 68)

S108 (70～ 74・ 76-78

41D

-495-
写真図版79 引06・ 08堅穴住居跡土器



彎
８曳

，

４‐０９ ぐ８０ ” ８

づ

８。

薄

Ｓ

S110・ 15 (85～94)

S108 (75・ 79)

75

写真図版80 SЮ7～ 10・ 15竪穴住居跡土器

-496-



S110・ 15 (95～ 111)

S111

■ 町
写真図版81 S110・ 15・ 11堅穴住居跡土器

-497-



S112 (124～ 133)

竪穴住居跡上器

-498-



S113 (136～ 146)S112 (134・ 135)

S114 (147～ 157)

144

S113・ 14(158～ 162)

期
・５０

写真図版83 S112～ 14堅穴住居跡土器

-499-



S113・ 14 (163′ -166)

S116(168-179)

写真図版84 引13～ 16竪六住居跡土器

-500-



S116 (180～ 189)

S117 (190γ 193。 195)

-501-
写真図版85 S116・ 17堅穴住居跡土器



S117 (194・ 1961199・ 201～ 204・ 207・ 208)

199

194

写真図版86 S117堅 穴住居跡土器

-502-



S117 (197・ 210・ 211・ 217・ 219)

写真図版87 S117堅 穴住居跡土器

-503-



S117 (198・ 212・ 214・ 221)

-504-
写真図版88 引17竪穴住居跡土器



S117 (200。 205。 215。 216・ 220)

200

写真図版89 S117堅 穴住居跡土器

-505-



S118 (222・ 224-226・ 228)

-506-

写真図版90 引17・ 18堅穴住居跡土器



S117 (209。 213) S118 (223・ 227)

。19 (230-232)

213

写真図版91 917～ 19竪穴住居跡土器‐
―

‐
‐
Ｌ

-507-



S118。 19 (233～ 241)

241

写真図版92 S118・ 19堅穴住居跡土器

-508-



S118・ 19 (242・ 244・ 246～ 248)

S120 (249～ 251)

243

写真図版93 S118～ 20堅穴住居跡土器

-509-



S118。 19

S122

S120 (252～ 256)

245

273

写真図版94 創18～ 20・ 22竪穴住居跡土器

-510-

255



S121 (257～ 261) S122 (262～ 272・ 274・ 275)

鵞患憲患暮建鳥鵞摯桜帯
260         261

263262

68

電懲111と

奪慧簸飯
顧麟騒

雑犠犠
議

!68

275

写真図版95 創21・ 22堅穴住居跡上器

-511-



S123(276～281)

276

280

機

２８３

写真図版96 引23・ 25堅穴住居跡上器

-512-



S125 (290～ 293)

S126 (294～ 305)

294

-513-

写真図版97 S125・ 26竪穴住居跡土器



S127 (306～ 315)

鰻ほ壌議縁H置協ち 15

315

S128 (316～ 321)

覇 躍 饉 露 露 露 饉 甍 騒 錢 置 藍
指 16

S129 (322～ 330)

」
３２８

-514-

写真図版98 S27～29堅穴住居跡土器



(336～ 345)

写真図版99 引30～32堅穴住居跡土器

-515-



S133 (346-354)

35ユ

S134 (355・ 356・ 358～ 360・ 362・ 363)

写真図版100 創33・ 34堅六住居跡土器

-516-



S134 (361・ 364～ 370。 372)

365

写真図版101 S34

372

堅穴住居跡土器

-517-



S134 (357・ 371) S136 (373～ 381)

357

371

写真図版102 引34・ 36堅穴住居跡土器

-518-



S138 (388～400)

尊Illlllと
85

S137 (382～ 387)

n

395

SX01(401～ 404)

SX02

405

410

写真図版103 創37・ 38堅穴住居跡

SX03(406～ 411・ 41

-519-

SX01～ 03住居状遺構上器



SX04(416～ 421)

鮎 け

４３２

韓

¢

４３６

430

427                             
‐ヤ‐

写真図版 104 SX03～06住居状遺構上器

SX06(425～ 437)

SX03(412)

SX05(422～ 424)

-520-



SX06(438～ 442)

SX07(443・ 444)

写真図版 105 SX06・ 07住居状遺構土器

-521-



SX07 (445～ 448,450～458)

SK04 (461・ 462)

』

４６‐

459

・03・ 04土坑土器写真図版 106 SX07住居状遺構

-522-



SK06(463～ 470)

４Ｓ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

SK08 (471・ 472)

SKll (476・ 477)

■角SK13 (478・ 479)  警

478

-523-

SK08～ 11・写真図版107 SX06・ 07住居状遺構



SK19(486・ 487) SK20       SK21(489～ 191

502

SK24(494～ 496)

SK25 (497。 498)

SK27(501～ 503)

SK31

船 ギ

SK34 (507・ 509。 510)

-524-

写真図版108 SK17・ 19～ 25・ 27・ 29～ 31・ 34上坑上器



SK34 (508・ 511・ 512) SK39(514～ 519)

499

写真図版 109 SK26・ 34・ 38～ 40土坑土器

SK26 (499・ 500)

SK40 (520。 521)

-525-



SK47 (523～ 525)

SR01 (526・ 527)

鮎
538

SD04堀跡土器写真図版 110 SK45。 47土坑 SR01土器埋設遺構

-526-



SD04(541～ 553)

キ

|||||||||||||||||||||||||||||||‡

章!‡奪||||||||||| 

―

541

SR02(528)

-527-
写真図版 11l SR02土 器埋設遺構 SD04堀跡土器



(554・ 555・ 557～ 589。 591)SD04

〒 ■

―

奪

　

　

　

　

　

　

　

９

写真図版 112 SD04・ 07堀跡土器

-528-



写真図版113 SD04堀跡土器

-529-



欄
596

P121

お
607

P74 P142 (608・ 609)

鸞
609

P85(604・ 605) P84 (601´ -603)

H■
Ёg

602605

P82 (599・ 600)

P164 (611・ 612)

P152

写真図版 114 SD04堀跡 P73～ 75・ 81・ 82・ 84・ 85・ 87・ 121・ 142・ 152・ 164ピ ッ ト土器

-530-



P208 (615・ 616) I層  (617～ 622・ 624～ 628)

624

208ピ ット土器

-531-

l層土器 (1)写真図版 115 P164・ 178・



(623・ 629,630。 632・ 634-464)
(647-649)

層

層

Ｉ

Ⅱ

篭

623

写真図版116 1層土器(2)‖ 層土器 (1)

-532-



I層  (631・ 633) Π層 (650～ 664)

-533-
写真図版117 1層土器 (3)‖ 層土器 (2)



Ⅱ層 (665～ 682)Ⅲ 層 (685)

685

写真図版118 H層土器 (3)Ⅲ 層土器 (1)

678

鰯

-534-



Ⅲ層 (684・ 686・ 688～ 690
692～ 697)

690

写真図版119 ‖層土器 (4)

Ыサ冒 (683)

-535-

III層 土器 (2)



ⅢI冒  (687・ 691・ 698・ 699,701・ 707～ 709。 711～ 714・ 718)

写真図版120 111層 土器 (3)
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Ⅲ層

写真図版121 111層 土器 (4)
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Ⅲサ冒 (703・ 715営 717・ 723・ 725・ 726。 728・ 729・ 731・ 734・ 735)

写真図版122 111層 土器 (5)
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Ⅲ月肇 (704・ 705,730・ 736～ 738)

写真図版123 Ⅲ層土器 (6)
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Ⅲ層 (706・ 7271739～ 746)

写真図版 124 111層 土器 (7)
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Ⅲ侃雷 (732・ 733・ 747～ 767・ 775-777・ 779)

-541-

写真図版125 Ⅲ層土器 (8)



789・ 790。 793)
ⅢF甍  (768～ 771・ 773。 774・ 778・ 781,782・ 784・ 785
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写真図版126 Ⅲ層土器 (9)



Ⅱ,目  (772・ 783・ 786´-788・ 791・ 792・ 794)
Ⅳ層直上 (796。 799)境舌L(800。 801・ 803～ 808)

783

Ⅳ層直上上器 (1)写真図版127 111層 土器 (10) 撹乱出上上器 (1)
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Ⅲ層 (780。 795)Ⅳ 層直上 (797。 798)撹乱 (802・ 809～ 819)

写真図版128 111層 土器 (11)Ⅳ層直上土器 (2)撹乱出土上器 (2)
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-545-

写真図版129 土器底部 (1)



に 62

-546-

写真図版130 土器底部 (2)



写真図版131 土器底部 (3)
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９． ４

血基準韓一挙一一一一一一一一一一９．

尖頭器

９． ３

写真図版133 尖頭器 (1)
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石錐

1052

石匙

・ ０５８

1064

石匙 (1)写真図版137 石錐 (2)
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1069

-554-

写真図版138 石匙 (2)



1078

1084

▲ ■
1086

写真図版139 石匙 (3)
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鰯曜
1090

箆状石器                   ´

1094

1096

1099

楔形石器

1098

1101
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写真図版140 石匙(4)箆状石器 楔形石器



スクレイパー類

1106

写真図版141 スクレイパー類 (1)
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1123

二次加工ある剥片

-558-
写真図版142 スクレイパー類 (2)二次加工ある剥片 (1)



二次加工ある剥片

写真図版143 二次加工ある剥片 (2)
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二次加工ある剥片

1145

微細剥離痕ある剥片
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写真図版144 二次加工ある剥片(3)微細剥離痕ある剥片 (1)



鰈  
聰

写真図版145 微細剥離痕ある剥片(2)石核 (1)
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写真図版146 石核 (2)剥片



写真図版147 石斧類 (1)
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礫器類

-564-

写真図版148 石斧類 (2)礫器類 (1)



礫器類

写真図版149 礫器類 (2)

-565-



礫器類

-566-

写真図版150 礫器類(3)敲磨器類 (1)



敲磨器類

1207

写真図版151 敲磨器類 (2)

-567-



敲磨器類

-568-

写真図版152 敲磨器類 (3)



敲磨器類

写真図版153 敲磨器類 (4)
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敲磨器類

1245

-570-

写真図版154 敲磨器類(5)砥石



礫石錘

1250

1253                                                1254

石皿台石類

写真図版155 礫石錘 石皿台石類 (1)
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石皿台石類

浮子

-572-

写真図版156 石皿台石類(2)浮子



有孔垂飾・快状耳飾・快入石器

石棒類

写真図版157 石製品 (1)
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1274

-574-

写真図版158 石製品 (2)



藤 ■
1281

糧饉瑾鐵題蔵幽幽踏
・ir

一攀

1290

鸞

題

‐２９

写真図版159 陶磁器 金属製品

-575-



1294。 1295

―

―

写真図版160 銭貨
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ふ り が な さとごやいせきはっくつちょうさほうこくしょ

圭
名 里古屋遺跡発掘調査報告書

副  書  名 国道397号地域活性化支援事業関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第499集

編 著 者 名 】ヒE日 勲・村田 淳 。中村絵美・坂部恵造

編 集 機 関 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL 019-638-9001'9002

発 行 年 月 日 西暦2007年 2月 28日

ふ り が な ふりがな コー ド

】ヒ湘革 東経 調査期間 調査面積 調査原因
所 収 遺 跡 名 所在地 市町村 遺跡番号

里 古 屋 遺 跡

岩手県気仙郡

住田 町 世日米

字里古屋8番地

の2、 11。 12番地

ほか

03441 NF14 2005

39度

8分

37死少

141度

28ケ}

56秒

2003.04.11-0916 2,288∬

回道拗7号地域滑陛化支

援事業に係る発掘調査

200405,12-11.19 3,011だ

200504.18-05。 13、

0620-0628
916∬

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

里 古 屋 遺 跡 集落跡

縄文

時代

竪穴住居跡 37棟 、

住居状遺構8棟、土

器埋設遺構2基、配

石遺構1基、土坑46

基、焼土跡23基

土器、石器 (石

鏃568点 ほか)、

石製品 (石棒類

24点 、丸玉1点 、

教状 耳 飾 2点 、

不明快入石器 )、

土製品 (土製耳

飾1点 、土器片

円盤16点 )、 焼粘

土塊、動物遺存

体植物遺存体

縄文時代早期

末葉、前期初

頭～前葉、前

期後葉～後期

初頭、後期～

晩期

縄文時代前期後葉～

後期初頭 にかけて、

継続的に営まれた集

落跡

赤御堂式、

大木2、 5～

10式、門前

式、大洞式

平安時代 竪穴住居跡1棟 土師器1片

中世 堀跡1条 銭貨 里古屋館跡に関連

近世 墓坑2基、井戸跡1基 陶磁器、銭貨

時期

不明

土坑1基、炉跡1基、

ピット326個、堀跡

1条 、溝跡5条、採

掘坑3箇所

要 約

縄文時代前期後葉～後期初頭を中心 とする集落跡である。遺構は大半が重複関係を持って見つかってお り、
遺跡が時間幅を持って営まれたことを示唆 している。出土土器は、縄文時代早期末葉の赤御堂式、前期初頭～

前葉の大木2式、前期後葉～中期末葉の大木5～10式、後期初頭の門前式、晩期の大洞式に各々が比定される。
この他に、平安時代、中世、近世の遺構が見つかってお り、特に中世と考えられる堀跡は調査区に隣接する里

古屋館 との関連が指摘できる遺構である。
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